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秋葉 出版 


ーー まえがき 1 

パー ソナ ルコ ンピュータ ーーーー そ れ は 1 つの 美しい 小宇宙 に も 比 す べき 世界 
で す 。 机 の 上 に 載る ほど の 機械 の 中 に 、20 世 紀 後 半 の 人 類 が 到達 し た 叙 知 が 疑 
縮 さ れ て いる の を 眼 の あたり に し て 、 感 動 を 覚え る の は 者 だ け で は な いで し 
前 区 

本 書 は 、 シ ャ ー プ の 開発 し た 「X 1 シリ ー ズ 」 と いう 素晴らし い 8 ビッ トペ パー 
ソナ ルコ ンピュータ ( 〇 パソコン) の ~ 内 部 宇宙 ” を 探険 する た め の 和 案 内 書 で す 。 

の KS だこ So 吾 と し て 、 私 た ち は 普 通 、BASIC 
言語 を 用 いて いま す 。 XX 1 シリー に お いて も 、SHARP HuBASIC と いう 高 
機 上 Sear ee し て 用 意 き され て いて 、 手 軽 に X 1 の 素 晴 ら 
し さ を 体 験 する こと が で きま す 。 

し か も し 、 1 ルリ ー ズ 史 夫 当 の ! 屋 力 ーーー こ 息 ご そえ 真 
た め に は 、「 マ シン 語 」( 機 械 語 ) と いう 神秘 の ベー ル の 彼方 に 進ま ね ば な り ま せ 
ん 。 本書 は 、 あ の 冒険 活劇 映画 「 イ オン ディ ・ ジ ョ ー ン ズ 」 の よう に 、X え 1 シリ 
ー ズ の 内 部 深く に 秘め られ た 数 々 の 「 宝 」 を 皆さん が 探し あて る ヒン ト を 捧 供 し 
て いま す 。 

ーー レキ キー ニレ ャ ーー よー 

な か っ た こと が 可能 に な り ま す 。 だ た と えば 、AUTO や LIST 命令 の 実行 時 に 
Pr *w ゅ ぶよ うに する と いっ た 小さ な 工夫 か 。、 面 両 を 
1 ドッ ト 単 位 の 細か さき で プリ ンタ に 「 ハ ー ド コピ ー」 す る と いっ だ こと まで 実現 
する こと が で きま す 。 ま た 、 プ ロッ ピー ディ スク の ユー ザー の 方 々 の 中 に は 
ディ スク BASIC の 文法 の 面倒 臭 き を 感じ て お られ る 方 も いら っ し ゃ る で し ょ う 。 
マシ ン 語 サブ ルー チン に よる ディ スク の 制御 法 を 知る と 、 要 する に 「 デ ィ ス ク 
を 読む 」「 デ ィ ス ク に 書き 込む 」 と いう 基本 処理 きえ 理 解す れ ば 大 抵 の こと が で 
きる の だ と いう こと が 改め て 納得 で きま す 。 

本 書 は 、 ユ ー ザ ー の 立場 に 徹し て 、X 1 シリ ー ズ を マシ ン 語 で 操作 する た め 
の こう し だ たり ーー ・ ア イデ ア 」 を 満載 し て あり ます 。 

X1 シ リー ズ に は 、Z80A と いう LLSI が メイ ン CPU と ーー キーe い 4 
ら 、 rm レー こ は 、Z80A の マシ ン 語 を 理解 する 必要 が あ 
ます 。 さ いわ い Z80A (な いし は Z80) は 8 ビッ War キヤ ア ャ トー 
て いる CPU で すか ら 解説 書 も 数 多く 出版 され て いま す 。 そこで 本 書 で は 、Z 
80A の マシ ン 語 を 基礎 か ら 説明 する 部 分 は 思い 切っ て 割愛 し 、 こ れ を 応用 し て 
X 1 シリー を マシ ン 語 で 動か す 部 分 に 的 を し ぼり まし た 。Z80 マ シン 語 に ま 
だ 不慣れ な 方 は 、 巻 末 の 「 参 考 文献 」、 で あげ た 本 な ど を 参照 し て くだ さい 。 本書 
の プロ グラ ム は 、Z80 マ シン 語 を 「X 1 シリ ー ズ で 動か し な が ら 」 学 習 す る た め 
の 格好 の 応用 例題 と な る こと で し ょ う 。 本 書 が 、X 1 シリ ー ズ を 愛す る すべ て 
の ユー ザー の 皆様 の 座右 の 書 と な る こと を 願っ て や み ま せ ん 。 

1984 年 11 月 清 水 保 弘 
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第 章 マシン 語 プ ログ ラミ ング 
に あたっ て 





0-1 X1 シ リー ズ に お ける 1/O 空 間 


X 1 シリ ー ズ の 本 体 に は 、CPU と し て シャ ー プ 製 の 
LH 0080 A 


が 搭載 され て いま す 。 この LSI は Z80 A と 全く 同じ も の で 、 シ ャ ー プ が ザイ ログ の セ モカ ン 
ド ・ ソ ー ス と し て Z80A を 製造 する 時 の 型番 で す 。X 1 で は 、Z80A を 4MHz の クロ ッ 
ク 周波 数 で 働か せ て いま す 。 

Z80 A は 、 デ ー タ ・ バ ス 8 ビッ ト 、 ア ドレ ス ・ バ バス 16 ビッ ト を 持ち 、64 K バ イト の メモ 
リー を アク セス する こと が で きま す 。 こ れ を 称し て 「 メ モリ ー 空 間 (memory field) の 容 
量 は 64 K バ イト で ある 」 と いい ます 。 

Z80 A は メモ リー 空間 と は 別に 、 各 種 の 入出 力 装 置 ( プ O) と の 信号 の や り と り を する 
た め ア ドレ ス を つけ て アク セス で きる 領域 〆O 空間 (1O field) 一 一 を 持っ て いま 
す 。 通 常 、「Z80A の 1/O 空 間 の 容量 は 256 バイ ト で ある 」 と いわ れ て いる し 、 多 く の 本 
で も この よう に 書か れ て いま す が 、 実 は 、「Z80A の 1/O 空 間 の 容量 は 64 K バ イト で あ 
る 」 と いう の が 本 当 の と ころ で す 。 

だ た と えば 、 出 力 命 令 と し て 





OUT (n), A 


と いう 形 の も の が あり ます 。 通常 これ は 、「n 番 の 1 プ O ポー ト に A レ ジス タ の 内 容 を 出力 
する 」 と 読み 、 実際 NEC の PC シリ ー ズ や 、 シ ャ ー プ の MZ シリ ー ズ で も その よう な 使い 
方 を し て いる の で す が 、 実 は この と き 、A レ ジス タ の 内 容 が アド レス ・ バ ス の 上 位 8 ビッ 
ト に 出力 され る の で す 。 上記 の バ パソ コン の よう に Z80A の 「 通 常 の 」 使 用法 で は 、 入 出力 全 
信 に お ける アド レス ・ バ ス 上 位 8 ビッ ト を 利用 し て いな いた め に 「n 番 の ボー ト に …」 の 
記述 で 十分 な 訳 で すね 。 そし て 、 実際 に Z80 A の マシ ン 語 体系 も その よう な 使用 法 を 前 提 
と し て 設計 され て いま す (ニー モニ ッ ク 表 記 に も それ が 現われ て いま す )。 

と ころ が 、X 1 シリ ー ズ で は 入出 力 命令 に お ける アド レス ・ バ バス 16 ビッ ト 情 報 を フル に 
活用 する 設計 を し て いま す 。 こ の た め に 、 画 面 表 示 関 係 の メモ リー で ある ビデ オ RAM 全 
攻 を 1 / O 空間 に 配置 する こと が 可能 と な り 、 メ イン ・ メ モリ ー を すべ て RAM と する シ 
ャ ー プ の 「 ク リー ン 設 計 」 の 1 つの 到達 点 と な っ た の で し た 。 


従っ て 、X1 シ リー ズ に お いて 、 出 力 命令 OUT (00 H),。 A は た と えば A レ ジス タ の 
内 容 が 40 H の と き に は 、「I 0O ポー ト の 4000 H 番地 に デー タ 40 H を 出力 する 」 と いう 
切 味 に な る の で 注意 し まし ょ う 。 本書 で は 、 OUT (n), A の 機能 を 人 銀 微 的 に 


1Z O (An) ーA 


と 書く こと に し ます 。 LD (HL), A の 機能 を (HL) 一 A と 略記 する こと が あり ます 
が 、 そ の 連想 と し て 御 理 解 下さ い 。 同様 に 、 入力 命令 IN A, (n) の 機能 は AーIO(An) 
と 書か れ ま す 。 

入出 力 命令 に は この 他 に OUT (C), A と IN A, (C) の 形 の も の が あり ます 。 こ 
の 場合 は 、B レ ジス タ の 内 容 が アド レス ・ バ ス の 上 位 8 ビッ ト に 出力 され る の で 、 各々 1 ン ノ 
O (BC) 一 A,、 Aー1 ユ グ O(BC) と いう 機能 に な り ま す 。 


計 ウ 人 = グ チミ ン グ 8 電 (の た 事 ミ すこ 1 





久 1 シ リー ズ に お ける こう し た 1/O 空 間 の 利用 は 、 反 面 、 マ シン 語 プ ログ ラム に お け 
る いく つか の 制約 を 作り 出し ます 。 

だ と えば 、B レ ジス タ を カウ ンタ と し て 用 いる 条件 ジャ ンプ 命令 DJNZ e を 使う 時 に 
は 、 OUT (C), A の 形 の 命令 に 注意 を 払わ な く て は な り ま せん 。 


LD B。 n : カウ ンタ 設定 

LOOP : PUSH BC : カウ ンタ 保護 
OUT (C), A ii コ ング O (ml) 一 A 
POP BC : カウ ンタ 復帰 
DJNZ LOOP 


の よう に 、!1 0 ポー ト の アド レス 指定 で の B レ ジス タ と 、 カ ウン タ と し て の B レ ジス タ を 
区 別 し な く て は な り ま せん 。 
まだ た Z80A の 命令 セッ ト の 中 に は 、 プ ブロ ックス 入出 力 命令 


IN INIR, IND, INDR 
OUTIL OTIR, OUTD, OTDR 


が 用 意 さ れ て いま す が 、 こ れ ら は いずれ も B レ ジス タ を カウ ンタ と し て 用 いる た め に 、XX 
1 シリ ー ズ で の マシ ン 語 プロ グラ ミン グ に 際 し て 使い に くい 命令 で ある と 言え まし ょ う 。 

以上 、+ 0 空間 に 関連 し た 注意 点 を 挙げ まし た が 、 も う 1 つ 、 割 り 込 み に 関し て も 注意 
じ し な く て は な り ま せん 。 


CPU 停止 命令 と し て HALT が あり ます 。PC 系 の パソ コン で マシ ン 語 プロ グラ フラ ミング 
され た 方 な ら 経 験 が あり まし ょ う が 、 マ シン 語 プ ログ ラム の 末尾 に 置い て 、 ブ ログ ラム の 
停止 を する の に 用 いる こと が あり ます 。 と ころ が 、X 1 に お いて HALT で は 、 ブ プロ グラ 
ム の 止ま ら な い 事 が 往々 に し て あり ます 。 実際 、 私 も マシ ン 語 学習 の 初期 に 「 原 因 不 明 の 
暴走 」 を 何 回 も 経験 し まし た が 、 多 く の 場 合 、 犯 人 は HALT の よう で し た 。 

HALT を 実行 する と 、CPU は 命令 の 進行 を 止め 、 リ セッ ト 信 号 か 割り 込み 信号 が 入力 
され る まで 待機 状態 に な る 訳 で すね 。 こ の 「 割 り 込 み 」 が クセ 物 で す 。 詳細 は 上 第 7 曹 を 御 
覧 いた だ きだ た だい の で す が 、X 1 シリ ー ズ に お いて は 、 キ ー 入 力 を 割 り 込 み に よ り 処理 し て 
ぃ いる 関係 で 、 CPU に は 上 顔 繁 に 割り 込み が か か っ て いる は ず で す 。 そこで 、 HALT に よる 
待機 が 解除 きれ て し まう の だ / と 私 は 推測 し ます 。( も っ と 他 の 原因 が ある か も し れ ま せ 
ん 。 も し 御存知 の 方 が あり まし た ら 、 御 教示 いた だ けれ ば 幸 で す 。) 

こう いう 訳 で 、X 1 シリー に お いて は マシ ン 語 プロ グラ ム の 末尾 を HALT で 終え る 
の は 「 タ プー」 と し て お く の が 安全 で す 。 

また 、 同 様 の 理由 か ら 、 割 り 込 み 処理 に 関連 する 命令 (DI、EI、IM 関係 の 命令 、I レジ 
スタ 関係 の 命令 ) を ユー ザー が 勝手 に いし る と 、 キ ー 入 力 が 効か な く な る こと が あり ます 
か ら 、 注 意 が 必要 で す 。 


0-3 X1 シ リー ズ て で て 利用 で きる アセ ンプ ラ 





マシ ン 語 学習 の 初期 に お いて は 、「 ハ ンド アセ ンプ ブル 」 と いう の も 大 切な 練習 の 1 つの よ 
う で す 。 実際 、 私 も 「 ハ ンド アセ ンプ ブル 」 に より 随分 「 マ シン コー ド 」 に 対す る 理解 が 深 
まっ た よう に 思い ます 。 本書 に お いて も 、「 ア セン プラ 風 の ハ ンド アセ ンプ ブル 」 と し て 、 
BASIC の DATA 文 で マシ ンコ ー ド を 格納 し 、REM 文 で 、 ニ ー モ ニッ ク を 添え る 形式 の プ 
ログ ラム が 沢山 登場 し ます が 、 こ れ は 私 の 「 ハ ンド アセ ンプ ブル 」 の 体験 か ら 生 み 出 され た 
形式 で す 。(BASIC の スク リー ン ・ エ ディ ッ ト 機 能 を 用 いて 、 画 面 を 見 な が ら ニ ー モ ニッ 
ク を キー・ イ ン し 、 こ れ ら が 一 通り 終わ っ た ら 、 そ の 前 に DATA 文 と し て 、 マ シン コー ド 
を 書き 込ん で いく も の で す 。 こ れ だ と 紙 を 使い ませ ん 。) 

短い プロ グラ ム な ら 、 こ れ で 十分 いけ る と 思い ます が 、 長 いも の で は さす が に 相対 アド 
レス の 計算 や 、 絶対 ジャ ンプ 先 の アド レス 決定 な ど 、 ウンザリ し て きま す 。 こ うな る と 「 ア 
セン ブラ 」 の 登場 で す 。 

と ころ が 最初 の 頃 、X 1 に は アセ ンプ ブ プラ が あり ませ ん で し た 。 昔 か ら の MZ や PC に ! マ 
シン 語 ツ ー ル 」 が 完備 し て いる 状況 と 比べ る と 「 悲 惨 」 と いっ て よい 状況 で し た 。 こ うし 
た 中 で 抽 ら く 初 め て 公表 きれ た アセ ンプ ブラ が 「 ミ ニア セン ブラ 」 と よ ば れる も の で す 。 

ミニ アセ ンプ ラ (dB SOFT) 
ト L/0 誌 1983 年 3 月 号 353 ペー ジー355 ペー ジ 

私 も この アセ ンプ ブラ に は 随分 助け て も らい まし た 。 前 著 『X 1 マシ ン 語 入門 』」 の サン プ 
ル ・ ゲ ー ム は 、 こ の アセ ンプ ブラ で 作成 し まし た 。 し か し 、 段 々 に 不満 も た まっ て きま し た 。 
16 進数 を $ で 表記 する こと (個人 的 趣味 の 問題 で す が 、 私 は …… H の 方 が 好き で す 。) 、 


また 、 原 因 不 明 の アセ ンプ ブル ・ エ ラー を 時 々 生ずる こと (16 ビ ッ ト の レジ スタ を 扱う 時 に よ 
く 出 まし た 。 た と えば EX DE, HL や EXX が 変換 され な い 例 は 何 回 も 経験 し まし 
だ 。)。 アド レス の オプ セッ ト (オプ ジェ ウト 作成 了 アド レス と 。 ア ャ ンプ アプル ・ リ スト の アデ アド 
レス を 別々 に で きる 機能 ) が で き な い こと な ど は 不満 の うち の 代表 的 な も の で す 。 自分 で 
アセ ンプ ブラ を 改造 する か 、 製作 すれ ば BEST な の で す が 、 初心 者 の 私 に は その 実力 が あり 
まま 人 で し 意 。 

こう し て 待つ うち に 、 事 態 は 飛躍 的 に 改善 され まし た 。 1 つ は 、( 株 ) 計測 技研 か ら 「 ソ 
アト ウェ アプ コン パー ター」 ジ シリ ー ズ が 発売 きれ た こと 、 も う 1 つ は 、 駐 1 用 CPM の 発 
売 で す 。 

"マイ コン 』 誌 な ど で も 高橋 雄一 氏 に より いく 度 か 紹介 され まし た が 、( 株 ) 計測 技研 の 「 シ 
ステ ム ソ フ トウ ェ ア デア コン バー ター」 (商品 コ ー ド B6-2213) を 用 いる と 、X 1 が MZ-2000 
に 変身 し て し まう の で す 。 こ うし て 、MZ-2000 用 の BASIC シス テム テー プ を ロー ド す る 
と 、 そ れ を X1 用 に 自動 的 に 改造 する と いう すご い ソ フト で す 。 そ し て 、 さ ら に く べき 
こと に 、 一 部 の MZ-2000, MZ-80 B 用 マシ ン 語 プロ グラ ム も 動く と いう の で す 。 これ に つ 
いて 詳細 を 発表 し て 下さ っ た の が 松木 透 氏 で 、 雑 誌 記事 


ニニ 


「X | マシ ン 語 入門 シス テム ソフ ト の 活用 
Oh! MZ 1I983 年 日 月 号 80 ペー ジ < て 88 ペー ジ 


の 中 で 、! シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア コ ン バ ー タ ー」 の 活用 法 を 紹介 し て お られ ます 。 この 記事 
に より 、MZ-80 B,。MZ-2000 用 の アセ ンプ ブラ で ある 


EDITOR ASSEMBLER EA-MZ 
(アス キー 製 ) 


が X 1 で も 動か せる こと を 知り まし た 。 現在 、 私 は この アセ ンプ ブラ を 愛用 し て いま す 。 本 
書 の ソー ス ・ プ ログ ラム の 多く は 、EA-MZ を 使用 し て 作成 され まし た 。 

挫 に CPM の 話 を し ます 。 ま きま X 1 用 CPM の 発売 に より 、X 1 シリ ー ズ は 新しい 段 
階 に 入っ た と も 言え た る で し ょ う 。CP〆M の トラ ンジ ェ ン トド コマンド と し て 付属 し て < 
る ASM (8080 ニー モニ ッ ク の アセ ンプ ブラ)、DDT (デバ ッ ガ ) を 用 いる と 、DDT の トレ 
ー ス 機能 を 用 いて 、 1 ステップ 毎 の レジ スタ の 変化 を 追う こと が で きま す 。 ま た 、 少 々 高 
価 で す が 、MAC や MACRO-80 な ど Z80 ニ ー モ ニッ ク の アセ ンプ ブラ や や 、 SID, ZSID な ど 
の デバ ッ が を 利用 する と 、 本 当 に 「 シ ステ ム の 開発 」 と いう 感じ し が し て きま す 。 これら に 
関し て は 私 の 利用 経験 も 浅い の で 、 本 書 で は これ 以上 触れ ませ ん 。 

CPM が 余り に も 有名 な の で 、 そ の 裏 に 隠れ て いる よう で す が 。X 1 で は も う 1 つの 
「DOS」 を 動か すこ と が で きま す 。 合 情報 シス テム 研究 所 か ら 発 売 さ れ て いる AGOS( ア 
ゴス ) と いう DOS で す 。 こ の 上 で 、 エ ディ タ ・ ア セン プラ EDAM や 、 デ バッ ガ ZDBG が 
動き ます 。 こ れ に つい て は 、『AGOS 活用 ブッ ク 』 (統合 情報 シス テム 研究 所 ・ ア ジェ ンダ 
グル ー フ 編 。 オー ム 社 刊 ) を 参照 し て 下さ い 。 

これ ら の 状況 を 見 る と 、 現 在 で は 、 又 1 シリ ー ズ を と り ま く 「 開 発 ソ フト ウェ ア 」 は 光 
第 に 充実 し て き て いる と 言え そう で す 。 

[ 注 ] CCP プ M は 、 デ ジタル リサ ー チ 社 の 登録 商標 で す 。 


0-4 アセ ンプ ブ プラ ・ ソ ー ス リス ト の 見 方 





前 節 で 説明 し た よう に 、 本 書 の プロ グラ ムリ スト (ソー スリ スト ) の 多く は 、EA-MZ を 
用 いて 作成 され て いま す の で 、 科 単に リス ト の 見 方 を 説明 し て お きま す 。 


ソー スリ スト の 例 (|) 











9909 : 
9991 5 水 し 
9992 5 米 main TOutine for PCG set (examp le) 米 
9893 5 水 し 
9 り 0994 1 二 水 
8995 H 
9996 H 
9997 E9968 PCGSUB:EQU 9EB888H sPCG data set subrTout ine 
と 19989 MODNHOTiEQU 1998H 5sHu BASIC monitor hot start 
ま 
9916 5 
98 1 1 DURG 9@D899H 
9812 H 
8613 5 
9014 5 ーー ニー ニー ニー 1n1itj 引 ] Se 人 ト t jn ーーーーー 
9815 1 
991 る 6 D999 LD D, 39H sD = start SCII code for PCG set 
8917 D962 LD E, 15H E = PCG select code (Blue) 
9918 D964 LD HL DATA sHL = top addres ら 5 o+ PCG data 
991?9 D967 LD B, 4 3B = counter o+† PCG set (4 char) 
9920 
992 1 H 
9 6922 3 ーー ニニ ーー main loop forT PCG s ら t --ーーーー 
8923 H 
二 D99 LUOP: PUSH DE jsKeep D,E 
3 
898922 D69^ CALL PCGSUB sblue pattern set 
9927 D66D INC E sPCG select code = 13H 
6928 D989E CALL PCGSUB sred pattern set 
9922 D6i1 INC E 5PCG select code = 17H 
と D912 CALL PCGSUB 5green Pattern set 
3 
9832 D6815 POUP DE sD,E backK (〈E = 15H) 
9933 D916 る INEC D 5tO next character 
9634 D8@17 DJNZ LOOP 5 loop by counter B re (4 char) 
9 935 H 
993 る H 
9937 ena enhd O† ma1inh TOUt1i 中 己 ーー ニーーー 
9938 1 
9639 D912% EXIT: JP NMUNHOT sgoto monitor 
ai 
| ニー モニ ッ ク 当 湊 事 
マシ ンコ ー ド (モニ ター より 入力 する と き は 、 こ の 部 分 を 入力 し ます 。) 
アド レス 


行 番号 (ソー スリ スト の 行 番号 で 、 ア セン ブラ 使用 時 以外 は 無視 し て 下さ い 。) 


アセ ンプ ブラ で は 、 マ シン コー ド に 対応 する ニー モニ ッ ク 以 外 に 、 ア セン プラ 指示 命令 ( 医 
似 命 令 ) と よ ば れる 、 マ シン コー ド に は 変換 され ず 、 ア セン ブラ へ の 指示 の み 与 える 命令 
も 使わ れ ま す 。 本書 の リス ト 中 に よく 出 て くる 疑似 命令 は 次 の も の で す 。 


。 
equate ラベ ル に 数 値 を 定義 する 。 
origin プロ グラ ム の 開始 番地 を 指定 する 。 


define byte デー タ 列 を メモ リー に 格納 する 。 








define word 2 バイ ト デ ー タ を 上 下位 逆転 し て メモ リー に 格納 する 。 
define messadge メッ セー ジ (文字 列 ) を メモ リー に 格納 する 。 

define storage ある 範囲 の メモ リー を 確保 する 。 

end アセ ンプ ブラ に ブロ グラ ム 終 了 を 指示 する 。 





上 記 の 例 で は 、 第 7 行 は 「E000H と いう 16 進数 に PCGSUB と いう ラベ ル を は る 」 の 
意味 で す 。 以後 、 ア セ モン プラ は PCGSUB を すべ て E000H で お きか えて くれ ます 。 此 11 
行 は 「 プ ログ ラム を D000H 番地 か ら 格 納 す る 」 の 意味 で す 。 第 24 行 に は 、 ア ドレ ス に 直 
接 LOOP と いう ラベ ル を つけ まし た 。 で すか ら 、34 行 の DJNZ LOOP は 、 こ こ に ジャ 
ッ プ する こと を 意味 し ます 。 


ソー スリ スト の 例 (中 ) 


948 : 
94 1 5 
9942 3 ーー ニー デーー PCG pattern data --ー--ー 
9943 1 
の ) OK 水 丈 氷 ata foT Code 39H 光 守 素 ※ 水 
9 
6946 D91C 91929498 DATA: DB 9 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 2 9H, 4 9H, 89H 
D629 19294986 
9647 D8224 81929498 DB 9 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 29H, 4 9H, 89H 
D928 19294986 
96438 D92C 91929498 DB 9 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 2 9H, 4 9H, 8 8H 
D939 19294988 
9 949 
) 米 氷 水玉 at キョ OrT COde 31H COKOK 
95 1 5 
9952 D834 81929498 DB 8 1H, 92H, 84H, 98H, 1 9H, 29H, 49H, 89H 
D938 18294986 
9653 D83C 898999999 DB 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H 
D949 99999999 
99654 D944 99898898 DB 99H, 99H, 99H, 96H, 99H, 99H, 99H, 89H 
D948 99999996 
855 5 
衝 で に ) 炒 * 氷 水玉 ata Or CoOde 32H 水 水 宗 水 水 
3 
9958 D84C 88899998 DB 09H, 99H, 99H, 98H, 99H, 99H, 989H, 99H 
D959 99999999 
85?9 0D954 91929498 DB 9 1H, 92H, 84H, 98H, 1 9H, 20H, 49H, 89H 
D858 19294989 
899 る 29 Dg5C 88998898 DB 69H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H 
D98629 999999986 
9961 5 
の 3 水玉 氷 ※ 求 ata ョ TOT COde 33H 水玉 丈 水 
ら る 5 
9824 D8 ら 624 89999999 DB 9H, 99H, 99H, 99H, 96H, 99H, 99H, 99H 
D928 99999999 
9925 D92C 998989898 DB 89H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H 
D979 99999998 
99 る る D974 81929498 DB 6 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 29H, 4 9H, 8 9H 
D978 19294986 
8 る 7 5 
9 る 8 H 
82?9 D87C END 


上 が ソー ス ・ リ スト の 終わ り の 部 分 で す 。 疑似 命令 DB に より 、 指 定 さ れ た デー タ が メ 
モリ ー に 格納 され て いる 様子 が わか り ま すね 。 此 69 行 は 疑似 命令 END で す 。 ア ドレ ス 値 
は 出力 され ます が 、 マ シン コー ド 欄 は 空 で すね 。 従っ て 、 実 際 の プロ グラ ム は DO07BH 
番地 で 終わ る こと に な り ま す 。 

以上 、 リ スト の 見 方 の 概略 を 説明 し て お きま し た 。 あ と は 各 草 で 実例 を 見 な が ら 、 適 宜 
考え て 下さ い 。 


第 | 章 "テキ スト 画面 





1-1 X 1 シリ ー ズ の 画面 表示 機能 


X1 シ リー ズ の 機能 の 素晴らし さ の 革 頭 に 来る の が 、 グ ラフ ィ ッ ク 機 能 で あり まし ょ う 。 

X1 シ リー ズ は 、 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 と いう 2 種類 の 画面 表示 を する こと 
が で きま す (最初 の 双 1 一 一 CZ-800 C 一 一 の み 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 表 示 は オプ ショ ン に な 
っ て いま す )。「 グ ラフ ィ ッ ク 」 と いう 本 来 の 意味 と 直結 する グラ フィ ッ ク 画 面 表 示 機 能 は 
も ちろ ん 高 水準 な の で す が 、 和 驚く べき は テキ スト 画面 表示 機能 の 充実 まり で す 。 と くに 256 
文字 を ユー ザー が ドッ ト 単 位 で 定義 で きる 機能 (PCG) は 、X 1 の 発表 当時 ずば抜け て い 
て 、 テ キス ト 画 面 だ け で も 、 精 角 な 画面 を 持っ た ゲー ム が 作れ る ほど で し た だ た 。 ま ただ 、 倍 文 
字 表 示 機能 は 、 テ レビ 画面 と の スー パー・ イ ン ボ ポ ボーズ (重ね 合わ せ 表 示 ) 時 に 字幕 な ど を 
入れ る こと を 意 較 し て 作ら れ て いる よう で 、XX 1 シリ ー ズ の 多 方 面 へ の 利用 を 可能 に し て 
bx ま す 。 

本 薩 で は 、 こ うし た 湯 冨 な 機能 を 持つ テキ スト 画面 を 扱い ます 。 


1-2 テキ スト VRAM 


テキ スト 画面 へ の 文字 表示 は 、 テ キス ト VRAM に 文字 の コー ド を 送る こと に より 行 な 
9 和 れ 朱 す 。 

テキ スト VRAM は 、 テ キス ト 画 面 表 示 専 用 の メモ リー (VRAM= ニ Video RAM) で 、 
X1 シ リー ズ に お いて は 、I グ OO 空間 内 の 3000 H 番地 か ら 37 FEFH 番地 に 配置 され て い 
ます 。 テ キス ト VRAM の 各 I プ 0 アド レス は 、 テ キス ト 画 面 の 表示 位置 と 対応 し て いま 
す 。40 桁 表 示 ( 横 40 字 メ 縦 25 字 )、80 桁 表 示 ( 横 80 字 メ 縦 25 字 ) の 各々 で 対応 の 仕方 
は 異な り ま す が 、 図 示す る と 以下 の よう に な り ま す 。 










に た エエ ミミ ゴミ ミミ ミネ ミミ まま まま まま まま まま まま まま まま 


40 桁 表 示 画 面 ペ ー ジ 0 の 
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393Sh 3927H 






























































画面 ペー ジ 『 の [edsrRemleelsslsecl 
EESESYESOIEcJEci 識 EGOE25IE 
EMEAEGCEZGIEZOE2R 靖 半 半 半 EE2SIEDG 
ECOECOEEIEESOE2S 靖 EE 
EESMEMEEOEOOES E3MESE3 
EZME2EZEGIEZUEGOE2 半 EEEIETEIE 

ーー エイ エエ に ー レ ビビ 
EE22E25IECIE5RIE20IE 識 Eh 
EEEUEMESEZESUEEU EE 
ee 
ーー ワル 但 一 ーーーーーー 計 叶 
RGBe2lB で 86el3651865] rarealieh 

_!_ ii 

46H| 3944N|34020 483] 3443465H84060| io 
EEE2ECEEIECEnJErcu 識 EuroE 
BEEZGEEIEIEEE 識 半 半 半 EEICEHd 
BOBZEZOBZCUEZ5JE22 識 BUEEEIEZ 
BB 、 、 WEB 

2HEVEEIECIECOEEIEC 識 EEETE 
間 


まま まま も まま すえ えよ まま まま まま まま まま まま まま まま まま 


VRAM アド レス 





EERMEOEEOEG0EGIE 
ECOEEMEEMEOOESME9 
EZMEZ0EEMEZEEME2 
BEEGBEMEXIEGIEYG 
EBMEE0BEMEEIBEIEEE 
BEEEMEEBEMEEBEMEES1 


9MEEME2M 
EMIEEMES 
EMBEMESR 
ーー EMBEMERA 
和 草間 EMEDGIET 
角間 EEEEIE22 


uki ALLLLLLLLL た MLLLLLLLL た た た た た た に に ML た MLLLLLLLLT た LU LLST IIT ス T すす すう は は は は HLTTIELLUUIILHALLULLLETTT 


還 MEEMESMESME2MESMES31 較 3 史 
ーーーーーー 一 臣 碧 末 ーーー 
還 MBEMEEBGMEOMBEMEG BMB 










に に に に に に に すま ゴ また まま も ま まま まま まま まま まま まま 





まま まま 4 は 1 は ELIEIIEELEIIHT は IST 






( 注 ) 表示 桁 数 の 指定 は 、HuBASIC で は WIDTH 40 ある い は WIDTH 80 で 行なわ れ ま す 。 

( 注 ) 40 桁 表 示 の 時 に は 、 テ キス ト 画 面 を 2 枚 持 つこ と が で きま す 。 各々 、 ベ ペー ジ 0, ベー 
ジ | と よぶ こと に し ます 。HuBASIC で 、 ペ ー ジ 切り 替え を する に は 、SCREEN 文 が 用 
いら れ ま す (マニ ュ ア ル 参 照 )。 


HuBASIC で は 、 テ キス ト 画 面 の 表示 位置 は 通常 、X、Y 座 標 に よっ て 指定 され ます 
(LOCATE 文 )。 座標 と VRAM アド レス と の 換算 式 は 以下 の 通り で す 。 


テキ スト 画面 換 算 公 式 
40 桁 画面 ペー ジ 0 (VRAM アド レス )= テ &H3000 十 (x 座 標 ) 十 (y 座 標 )*40 
40 桁 画面 ペー ジ | (VRAM アド レス )= テ &H3400 十 (x 座 標 ) 十 (y 座 標 )*40 


| 80 桁 画 面 | (VRAM アド レス )= テ &H3000 十 (x 座 標 ) 十 (y 座 標 )*80 


1-3 キャ ラク タ ・ コ ー ド (ASCIl コー ド ) 





テキ スト VRAM に は 、 文 字 自 体 で は な く 、 の の の ーー ド 義 
その 文字 に 対応 する キャ ラク タ ・ コ ー ド に た 4 も し ゃ Aa。 し 
yy 旨 に め | 


(ASCII コー ド ) が 格納 され ます 。 1 シリ 
ー ズ に お いて は 、 右 表 の よう な コー ド が 用 い 


La 1 ご づ 4S さ 67 ロロ 98 ロ PBCDEF 
し の) o ja a AN 
下 SG11AQaGー|。7 チ 6O さ 

に ご kk” ど と は 尽 ロ に イリ メ 会 室 

た と えば 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 大 文字 の A は 、 1 する やま 4BTGt 計 | 、 エ kt 

16 進 表記 で 41 H (ある い は &H 41) と いう - FV&5FVf い うり = ヨ 2 有 
キャ ラグ タダ タ ・ ヨ ー ド を 持っ て いま す 。 00 耳 一 ョ MBX お 78 
IFH まで の コーF は 、 コ ント ロー コー ドー ピー 8 3 入 K 
と いっ て 、 改 行 、 カ ー ソ ル 移 動 、 画 面 消去 、 | | すさ 導 
ベル な どの 働き に 対応 し ます 。 EAT 2NOn 條 akSE 

し | 7 ーー 





1-4 テキ スト 属性 (アトリビュート ) 





文字 を テキ スト 画面 に どの よう に 表示 する か (た と えば 、 色 は 何 色 に する か 、 和 白黒 反 転 
させ る か 、 点 減 き せる か 等 ) を 指定 する た め の デ ー タ を 、 テ キス ト 属 性 と よび ます 。 属性 
の こと を 英語 で 、attribute (アト リピ ビ ュー ト ) と いう の で 、 テ キス ト 属 性 を 単に アト リピ 
ュー ト と 略称 し た り し ます 。 


が 挙げ られ ます 。 ア トリ ピュ ー ト 指定 は 、1 バ イト (8 ビット) の デー タ で 行なわ れ 、 そ 
の 各 ビ ッ ト は 次 の 意味 を 持っ て いま す 。( 各 ビッ ト に は 意味 に ちな ん だ 名 称 が つけ られ て い 
ます 。 た と ぇ ば HS は Horizontal Size 一 一 水平 サイ ズ か ら 来 た 名 称 で す 。) 
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アト リピ ュー ト ・ ピ ビッ ト の 構成 


EE トド / 6 5 4 3 Z | 0 






| の と き 点 減 
no | mwze 
0 の と き 標 準 (ROMCG) 


ヽ Z 音 
| | | 9 |*Pz し 
| 1 | 1 垂直 水平 (RAMCG) 
と も に 2 倍 
ーー 





[ 注 ] HuBASIC で は 各 ア トリ ピュー ト ・ ビ ッ ト の ON/OFF を 次 の コマ ンド で サポ ー ト し て 
KK 表 す 。 
アト リピ ュー ト ・ ピ ビット HuBASIC の コマ ンド 


CSIZE n (0 。、 1 、、39 
CGEN n (T 三 きり 。] 1 


CFLASH n (n テ 0、1| ) 
CREV n Ki D 、 1 .) 
COLOR n (n 三 0 一 7) 





さて 。 ご これ ちの デ ド リピ ュー トト 捕 定 コ ロー ド は 、 キャラ クダ ャ コー ド と は ほ は 渦 に 。 アド リピ 
ュー ト VRAM (属性 VRAM、 属 性 ポー ト ) と よ ば れる 所 に 格納 され ます 。 こ れ は 、1〆O 
空間 の 2000 H 番地 一 27 FFH 番地 に 割り つけ られ て いて 、 テ キス ト VRAM に 格納 され た 
文字 の 各々 に 別々 に アト リ ビ ュ ー ト 指定 で きる よう に 、 2 つの VRAM アド レス は 、 次 の よ 
うに 1 対 1 に 対応 し て いま す 。 


テキ スト VRAM アド レス アト リピ ビ ピュー ト VRAM ア ドレ ス 


3000H 番 地 2000H 番 地 
30 0 1H 番 地 2001 昌 番地 


3 0 0 2H 番地 20 0 2H 番 地 


3 7FEH 番 地 2 7FEH 番 地 
3 7FFH 番 地 2 7FF 昌 番地 





従っ て 、 テ キス ト 画 面 表示 の 原則 は 次 の よう に な り ま す 。 


テキ スト VRAM の アド レス ー キ ャ ラク タ ・ コ ー ド 
対応 する アト リ ビ ュ ー ト VRAM の アド レス ー ア トリ ビュ ー ト ・ コ ー ド 


これ ら の 人 販 則 さえ 理解 し て し まえ ば 、 簡 単 な り アル タイ ム ・ ゲ ー ム な ら マ シン 語 で 作成 す 
る こと も 容易 で す 。 これ か ら 数 節 に わた っ て 画面 表示 の 基本 テク ニッ ク を 解説 し ます 。 上 
の 原則 が どの よう に プロ グラ ム さ れ て いる か 和 観 窒 し て 下さ い 。 


1-5 テキ スト 画面 の 1 文字 表示 





ます 基本 と な る 1 文字 表示 プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 40 桁 モ ー ド (ペー ジ 0) の 
画面 中 央 (VRAM アド レス テ 31F 4 H) に 黄色 で 文字 A を 表示 し ます 。 VRAM が IO ポ 
ー ト に 剤 りつ けら れ て いま すか ら 、 ア クセ ス す る た だ た め に 入出 力 命令 を 用 いて いる 点 に 御 注 
目下 さい 。 


リス ト ( 1 文字 表示 (1)) 


9098 3 KK 水 涼 つ KOKOKKOKOKOKOKOK 求 玉水 求 求 玉水 水 XOKOKOK 

9961 ) も 4 

0992 5 水 。 1 モジ ^ ヒョウ ジ ” ファ ログ ラ 6 (1)  ※ 

993 5 涼 ※※ 

9904 3 ポ 玉 求 玉 KO 求 KKOKOKOKOKK 表 玉水 玉水 氷水 束 求 

8895 H 

9984 DRG 9D9869H 

0967 H 

9898 D8 ら 989 91F431 LD BC, 31F4H 5jtext URAH addresS 
989? D9983 3E41 LD 41H jaSCI!I code of "人 台 " 
619 D995 ED7 タ DUT  、(C)。 人 sout to text い URAN 

9811 D997 81F4Z1 LD BC, 1F4H jattribute VRA1 addresS 
812 D89A 3E96 LD 合 , 96H jCULOR る (ye1]l1ou) 

9813 D89C ED7? ヶ DUT  、(C)。 谷 jout to attribute い RSN 
gd914 D99E C% RET 

8915 5 

981 る D69F END 


この プロ グラ プラム で は 。、 デ トリ ピュ ーi VRAM デア デ ド レス を 新た に BC レジ スク に 設定 し 
て いま す が 、 前 節 の VRAM の 対応 か ら も わか る よう に 、 テ キス ト VRAM アド レス の 上 位 
8 ビッ ト で ある B レ ジス タ の ビッ ト 4 を 0 に すれ ば 、BC レ ジス タ は その まま 対応 する ア 
トリ ビュ ー ト VRAM の アド レス に な り ま す 。 こ の 方 法 は 、XX 1 の テキ スト 画面 表示 で し ば 
し ば 用 いら れ ま すか ら 覚 えて 下さ い 。 


次 の プロ グラ ム は 、 今 述べ た こと を 用 いて 「 1 文字 表 示 プ ログ ラム 」 を 書き 直し だ た も の 


Lo 
リス ト ( 1 文字 表示 (2)) 
908 1 KOKOKOKOKOKOKOKOKOKOKOKOKOKKKOKKOKOKOKKOKOKOKOK ポ 
9891 5 ボボ 
9982 5j 水 。 1 モジ " 上 ヒョウ ジ " フ ? ロ グラ 6 (2)  ※※ 
6 93 # 米 に 
9994 # 水玉 KO ポポ KO ポポ KKKOKOKOKOKOKOKOKOKKK 水 KK ポポ 
99895 5 
9996 る DRG 9D969H 
8997 j 
9998 D999 91F431 LD BC, 3 1F4H 5 text URAN address 
999? D983 3E41 LD 各 , 4 1H 5QSCII code of "人 台 " 
8819 D9895 ED7?% DUT  、(C)』 谷 5Out to text URAH 
9911 D997 CBA6 RES 4.B sattribute VRAM address 
9912 D98% 3E96 る LD 向 。 896H 5sCULOR る (yel1ow) 
9913 D99B ED7? DUT (CA jout to attribute UVRAN 
814 D89D C ヶ RET 
8915 ) 
9981 る 6 D988E END 





] 文字 表示 が で きた 所 で 、 次 に 、 表示 し た 文字 を 動か し て み ま し ょ う 。 画面 は 40 桁 モ キー 
ド , ペー ジ 0 と し ます (も し 必要 な ら 、WIDTH 40 : SCREEN 0、0 に し て 下さ い )。 画面 
の ふち を 、 和 白色 の 浴 マ ー ク に グル グル 回 っ て も らい まし ょ う 。 


リス ト (画面 1 周 ) 
9999 3 KK 来 求 水 KK 玉 求 KOKOKOKKKOKOKOKOKOKOK ポ 
り 891 ? し 
9992 5 水 リート マー- ク が メン 1 ジュウ ※ 
893 ) 水 し 
99 ぼ 4 # ※ by Y。Shimizu ※ ボ 
6895 ) ※ し 
986 る ) ※ 1%?84 . 2. 22 ※※ 
9897 5 ※※ ※※ 
9988 1 KOKKK 水 KOKOK ポ KKOKOKOKKOKOK 水 KOKOK 水 求 
99 : 
も ia VRRAN1 addTeGSS ーーーーー 
1 1 
9912 39986 UPLT: EQU 389989H 人 0 ピグ ピリ ウェ メ 衝 
9913 3927 UPRT: EQU 3@27H カメ ミキ " や ウネ 長 
9814 33E7 DNRT EQU 33E7H 3 カメ フン ミネ ^ シク スミ 
9 33C6 DNLT: EQU 33C9H 5 カメ フ ヒ ク ” リ ラク スミ 
8 1 る j 
9817 DRG 9D999H 
818 H 
991? 5 ーー ニニ ーー initial sett jnG ーーーーー 
820 : 
9621 D999 14E3 INITi LD D, 9E3H 5 SC 1 1 code of heart mark 
も に D992 1E67 LD E, 97H scolor 7 (uhite) 
3 
9924 ? ニニ ニー ニー ma1in TOUt1in ロ 所 ーーーー 
9 925 H 
いこ D994 919936 RIGHTi LD BC, UPLT 5 VRAM start settinQo 
リ 
5828 D997 2127360 LOOP1: LD HL, UPRT 3 COTneT ChecK 
992?2 D99A CD7BD8 CALL CPHLBC 
9639 D99D 386E JR C, D0LN 51 イ BC > UPLT then qo to DOLMN 
8931 D88F CD85D9 CALL PRINT 5jPTint heart marK 
632 D812 D5 PUSH DE 
898933 D913 CD?9D6 CALL LAIT juuait 
898934 D91 る CD7FD6 CALL SPACE 5 PT 1 ロ t SaC@e 
9935 D981? 93 INC BC j MURANM = VRAM + 1 (riGght) 
8693 る D91A D1 POP DE NResg 
89637 D91B 18EA JR LOOP 1 


ゃ ニート ーーー ーー ーー 呈 OGG の GO いざ ⑤ 〇 ③ い 
O ひ OU EoOO こ GOQO~ーIO ひ お OO 一 


ンー 


か ら 、 時 間 か せ ぎ の サブルーチン ( WAIT と いう ラベ ル が つけ て あり ます ) に より 、 


D9?6 る 


912736 


っ 1E 7/33 
CD7BD9 
38 15 
CD8SD6 
DS 
CD?9D9 
PP 


9 1E7/33 
と 1 じ 933 
CD7BD@ 
うき F 

38 6E 
CD8SD9 
DS 
CD?9D9 
CD7FD9 
8B 

D 1 
18E ッ 

6 1C933 


っ 19936 
CD7BD6 
う F 


DA984DB9 
CD8SD8 
DS 

CD?9D9 


CD7FD6 
る 9 


に >/ 
1 12898 
B 


16Z9 
CD8SD9 
し ッ 


7 谷 
ED7? 
CBA9 
7B 
ED7 タ ? 
CBEB9 
C? 


ら 1989695 
2B 

7C 

BS 

と 9FB 


D9?8 CC 


D 9? ヶ 


DOLN: 
LOOP2: 


LEFT: 
L00P3: 


UP : 
LUOP4: 


SPACE : 


PR INT: 


BC, UPRT 


HL, DNRT 
CPHLBC 
C,LEFT 
PR INT 
DE 
MAIT 
SPACE 
H, B 

L っ に 
DE, 49 
HL , DE 
B, H 

9 時 


DE 
LOOP2 
BC DNRT 


HL,DNLT 
CPHLBC 


Cj UP 
PRINT 
DE 
MAIT 
SPACE 
BC 


DE 
LOOP3 
BC。DNLT 


HL,UPLT 
CPHLBC 


C,RIGHT 
PRINT 


SUb TOuUt 1neS 


CPHLBCi OR 


SBC 
RET 


LD 
CeLL 
RET 


END 


e] 
HL , BC 


D,29H 
PR INT 


内 D 
( じ ) ぅ 谷 
4,B 


向 , E 
( じ ) , 
4,B 


HL , 596H 
HL 

日 

L 

NZ, LP 


5URANM start settinq 
5 COTneT ChecK 


jj BC > DNRT then Go to LEFT 
5PTint heart marK 


3 ui コ 1t 


5 PT 1iht SpPaC@e 
jURAN = VRAM + 49 (down〉 


jURAN start setting 


3 COTneT ChecK 


ji† BC < DNLT 
353PTint heart marK 


5 ula 1【t 
5 PT1nt る ロ aCG 
jURAN = MRM1 - 1 (lef†t) 


5URAM start settin ロ 


5 COTneT CheCcK 


51† BC < UPLT then go to RIGHT 
jpPTint heart marK 


5 ぃ 3 1t 
3 PT 1nht SPPaCG 
5URAM = VRAM - 4 (up) 


5Te5et Cy ッ †]aG 
ji HL <〈 BC then Cy = 1 


5 SC1 1 Code of spPaCe 
5PTint a character 


5 仙 = SCII code 

jout to text VRAM (BC) 

jBC = attribute い VRAM address 
5 台 = attribute Code 

jout to attribute VRAN (BC) 
sBC = text い VRV ひ 1 address 


5ua1t COunter initialize 
COunter decrement 


jua1t until count 8 


語 プ ログ ラム の 高速 性 の た め 、 そ の まま で は 目 に も と ま ら ぬ ス ピー ド に な り ま す 


少 


し だ け 動 き を 遅く し て あり ます 。 そ れ で も まだ 、 か な り 高 速 で すね 。 
この プロ グラ ム は 無限 ルー プ に な っ て いま す の で 、 上 止める に は 背面 の リセ モット ボタ ン を 


用 いて 下さ い 。 
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1-7 PCG に よる アニ メー ショ ン 





前 節 ま で は 、 標 準 文字 を 画面 表示 し まし た が 、 本 節 で は 、X 1 シリ ー ズ の テキ スト 画面 
テク ニッ ク の 要 と も 言う べき 「 プ ログ ラマ ブル ・ キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ 」(Programma- 
ble Character Generator 略し て PCG と いう ) 機能 を 用 いて 、 私 た ち が 自 由 に 作成 し た 
"キャラ クタ ・ パ ター ン (ユー ザー 和 定義 字 ) を 画面 表示 し て み ま し ょ う 。 

キャ ラグ クダ ・ パ ター ン の 例 と し て 、UFO を 描い て み ま し た 。 下記 の BASIC プロ グラ ム 
が 、PCG に UFO パタ ー ン を 登録 する も の で す 。 


リス ト り UFO ギャ ラク ダグ 


UFO キャ ラク 2 


by ッ Y。Shimizu 
1?84.2.25 


1、・ 彰 生 、、 
守 間 本 本 用 


ア 


INIT gsCLS iMIDTH 46 
LOCATE 12,7 :CFLASH 1 :PRINT “"UFO / PCG テイ ギ ド チュウ " iCFLASH 9 


。 証 還 較 キャ ヤラ ク ク クリ ァ 還 証 較 
FOR 1=9 TO 255 
の 


トト J FU 「J PD FU) トー と て と ー ーー と ーー ュー ュー リー ッ ーー 
CR CO の こい OO に JO TO の ー で 
CGC いぶ いい ぷぷ ぷぷ G 


プ 


/ 還 還 還 キャ ラク 2 テイ キ ^ 還 

DEFCHR$(&H23) =HEXCHR$ ("9999996999999F9F9999999999909F3F9999999999999F2F"〉 
DOEFCHR$(&H24) =HEXCHR を ("9F9F9999990999993F9F9999999999992F9F999999996996") 
DEFCHR$(&H33) =HEXCHR$(" 99998999999FFFFF99999999999FFFFF99999999999FFFFF"〉 
DEFCHR$ も (&H34) =HEXCHR も (*FFFF9F9999999999FFFF9F9999999990?FF99F9999999996") 
DEFCHR$(&H43) =HEXCHR$(* 999999999FFFFFFF999999999FFFFFFF999999999FFFFFFF ") 
DEFCHR も (&H44) =HEXCHR も (*FFFFFF9F99999999FFFEFE9F99999999FF99F99F99999696")〉 
DEFCHR$(&H53) =HEXCHR$(* 09163679FFFF8FBFF 9 1 93879FFFFSFSFF 6 193950?FFFFFFFC ") 
379 DEFCHR$(&H54) =HEXCHR も ("FFFFFCFC9F979391FF9F 9CFC9F970391FC9C93F36C949391 ") 
389 DEFCHR$(&H62) =HEXCHR$(" 99996999939F3FFF99999999939F3FFF999999999396F3FFF "〉 
39?9 DEFCHR$(&H63) =HEXCHR も ("FFFFFFFFFF7F 97E 1FFFFFFFFFF7F 97E 1FFFFFFFFFFFFFEFE ") 
469 DEFCHR$(&H64) =HEXCHR 多 ("F8BFF7F7F8SF87F8F8BF8FF7F7CBC87F8BFBFFFFFFFCFCFFFFF * ) 
419 DEFCHR$(&H65) =HEXCHR も ("FF3F9F 6399999999F9389F93999909999C9386C6399999996") 
429 DEFCHR$(&H7 1 ) =HEXCHR$(" 8999699993979F 1F9999999893079F1F9999999993679F 1F *) 
439 DEFCHR を (&H72) =HEXCHR を も (* 1F 1F3FFFFFFFFFFF 1F 1F3FFFFFFFFFFF 1F 1F3CFCFFFFFFFF "〉 
448 DEFCHR$(&H73) =HEXCHR$("FFFFFFFFFFFFFFFFFFFCFC9999C9E9C9FFFCFC9999C89999") 
450 DEFCHR$(&H74) =HEXCHR を ("3FFFFFFFFFFF7F ウ F398FSF9699999918C99F9F9999998678")〉 
449 DEFCHR も (&H75) =HEXCHR$("?FFFFFFFFF3F 1F 1F の 8E71F96E933131F78979799E6391910")〉 
479 DEFCHR も (&H76) =HEXCHR ま ("1F9F9499099999991F9F979399999999199C979399999996"〉 
489 DEFCHR$(&H8 1 ) =HEXCHR$(" 99999999C989898699999999C9E9F9FB99990999C9E9F9F8") 
DEFCHR も を (&H82) =HEXCHR 多 (*C9C99999C9FCFFFFFSFBFCFFFFFF939918183C3FFFFF9309"〉 
DEFCHR$(&H83) =HEXCHR$("FFFFFFFFFFFFFFFF99990999999999979999999999999997 *) 
DEFCHR$ も (&H84) =HEXCHR も ("FFFFFFFFFFFFFFFF97F9F9999999991E97F9F9969999991E"〉 
DEFCHR$(&H85) =HEXCHR$("FFFFFFFFFF9999961EC9C9918FFCF8F8 1EC9C999966C9838") 
DEFCHR も &H84 る ) =HEXCHR も ("9999C9C999999999F8BF9E9C99999999938F9eE9C999999999"〉 
DEFCHR$(&H の 2) =HEXCHR$(" 09999699C9F 9FCFF99999986C9C9F 86C469999999C6F 9FC93") 
DEFCHR$ も (&H23) =HEXCHR も ("FFFFFFFFFFFFFFFFC く 38 1C91999E9EC991999999999E9EC9"〉 
DEFCHR も (8&H24) =HEXCHR$("FFFFFFFFFFFFFFFFC999999F9FF9F996C999999999F6F999") 
DEFCHR$ も (&H の 5) =HEXCHR も ("FFFCF 9C99099999933CC39C9999999999999999999999999") 
DEFCHR$(&HA3) =HEXCHR$("89C6E9F 9FFFFFFFF999949468FCF3F9789C92919979F9F94") 
DEFCHR$(&HA4 ) =HEXCHR も ("FFFFFFFFF9E9C98620C9D88FD9A949899999999999999960") 
DEFCHR$(&HB3) =HEXCHR$(" 99999996F 9FFFFFF99999999F9FFFFCF989999999F 6FFCF 93") 
DEFCHR も C&HB4) =HEXCHR を も ("FFFFFFF99909999993CCDFF999999999999993C999999999") 
DEFCHR$(&HC3) =HEXCHR$(" 9999988699F9FFFF9999999699F 9FFFF8998999999F6FFFF") 
DEFCHR$ も 〈&HC4) =HEXCHR も ("FFFFF99996999999FF1<F999999999999F98299999999996") 
DEFCHR$(&HD3) =HEXCHR$(" 999999998999F9F8999999998999F9FC999999999999F9F4*) 
DEFCHR$ を 〈&HD4) =HEXCHR も ("F9F9996999699999FC36999999699966C439999999999999") 


PO PO TO の 
〇 OO ょ 』 いひ 
で GGG 〇 


いり) () 0) り ) ひ ) CO) 


CIRCOOー 
GS いい 〇 ご 〇 


し J 
ON 
C で SQ 


-』ー こ JJ よ J い ひい ひけ 、 い ひい いひ いい OctONOUTCTOUTOUHOHCTOUNCHETHCHT 
「 こ 呈 の OO の -JOCHT EGO この OO ょ JO CT CD F ウ つこ つい O 
で ぐ 〇 の ぐ の の で 司 OO の いい の いい ご 〇 SO で 〇 


フフ 

BEEP 

LUCATE 2)7 iPRINT "オフ リ マシ クタ 。 
c NO 


使用 する キャ ラク タ ・ コ ー ド と UEFO デザ イン と の 関係 は 、 お お よそ 次 図 の よう に な っ て 
いま す 。 


UFO デザ イン 
ト 位 


て み ま 


リス ト 





で は 、 


す 。 


C) 0J) CO Cu PO PD FV FN PO PO PO FJ PO PD と こと ーッ ーー トー トー と ュ ュー ュー ーー 
oO この OO+-JO ECO テー ベ い OO~-JOOOU ECO いい ー の の 
oOO 呈 GO の GOGOQGGGGC ど ご 


の プロ グフ ラム を RUN し て ドド きい ゅ 。 


UFO move (BASIC) 


REN 

RENM ※ UFO moue (BAS 1!C) 水 
REN ※ も 
REN ※ 1284。2.25 米 
REN ※ ボボ 
RENM ※ by  Y。Shimizu ボボ 
RE ト ※ ※※ 
RENM OK※※ 来 未来 炒 炒 玉 氷 玉水 玉 ※ 米 求 ※※ 玉 求 求 求 ※ 


MIDTH 49 : INIT : CLS4 
REN ー- UFOU pattern Tead --ーーーーーーーーーーー 
DINM UFO も (る ) 
FOR 1=1 TO る 

FOUR J=1 TO 15 

UFOU も (1 ) UEFO$ て LT) +CHR を く JX16+1 う 

NEXT J 
NEXT 【 
RENM -- initial 1OCat 1On = ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 
X=9 : Y=1 5: CGEN 1 
LABEL “RIGHT" REM --ーーーーーーーーーーーーーーーー 
MH ILE X<27 


FOR 1I=1 TO る 
LOCATE X。Y+1-1 : PRINT 提 9 UFO を (1) 
! 


LABEL "LEFT: REM --ーーーーーーーーーーーーーーーー 


KMHILE X>〉>=6 
FOR !1=1 TO る 
LOCATE X。Y+1-1 : PRINT 補 9 UFO ま (1) 
NEXT I 
= メー 1 
MEND 


X=B : GOTO “RIGHT 


この UEFO パタ ー ン を 左右 に 動か し て み ま し ょ う 。 ま ず 、BASIC で プロ グラ ム し 


9 


16 


いか が で すか 、UEFO が ノッ タリ ノッ タリ と 欠 み つつ 左右 移動 し ます ね 。 倫 み の 原 因 は 、 
BASIC が 人 遅い の で 、 PRINT 文 で 上 段 か ら 下 段 ま で 表示 する の に 時 間 の ズレ が 生ずる だ た め 
で す 。 この よう に 多く の キャ ラク タ を 表示 し よう と する と き 、 BASIC で は よく 起こ る 現象 


の 1 "My の 
これ を 解決 する た め に 、 UEO の 左右 移動 を マシ ン 語 で 実現 し ます 。 次 の プロ グラ ム が る そ 
の 一 例 で す 。 
リス ト UFO move 
998 玉水 炒 水 水素 求 ポ ポポ 炒 玉 ポポ 来 
99901 5 ポ し 
9982 5 UFO movue 水 
9993 5 水 玉 
9994 5 水 by ッ Y。.Sh imizu 氷 
99895 5 水 玉 
9986 る 5 水 1?84 . 2.25 米 
8997 5 ※※ 
898 3 米 玉 宝来 求 示 求 ※※ ポ KKOKO 水 KOKOK 米 ポ 
6 9 ツ : 
9918 DRG 9D999H 
8911 5 
9612 PER C1eaT ミ る CT ーーー ニ ーー 
9813 : 
8914 D999 CD2CD9 CALL CLS 5 ちら CTeen Clear 
9815 H 
99 1 る 5 ニー ニー ニー ma1in TOuUt1im 呈 ーーーーー 
9917 H 
918 D963 112838 RIGHTi LD DE , 3928H sURAN address Oo† (〈( 9@。 1) 
991%? D906 14238 LD HL , 3942H 5 URAH address Of (2 る 。 1) 
0626 5 
9821 D98? CD45D8 LOOP1: CALL CPHLDE 5 の byte COmPaTe 
9922 D99C 389? JR C。LEFT 51 和 † might end then Go LEFT 
923 D99E CD4BD89 CALL UFO spPTint UFO 
8924 D911 13 INC DE 5 MURA = MURANM + 1 
9925 D912 CD7?D6 CALL MAIT 3 ぃ ga1t 
と D915 18F2 JR LOOP 1 
9 
98928 D917 114238 LEFTi LD DE , 3942H 5URAA address o+† (2 る 。 1) 
9922 D91 ム 212838 LD HL 。 3928H 5 MURA address o† 〈( 9@。 1) 
り 938 1 
6931 D81D CD4S5D6 LOOP2! CALL CPHLDE 3 の byte ComPaTe 
9932 D920 3F CCF 
9833 D9@21 38E@ JR C。 RIGHT 531 和 † et end then Go RIGHT 
934 D823 CD4BD6 CALL UFO sPTint UF 
9935 D92 る 1B DEC DE 3URAN = URANM - 1 
993 る 6 D927 CD7?D6 CALL MAIT 3 ua1【t 
9937 D92a 18F 1 JR LOUOP2 
9 838 5 
キッ 5 ニーーー ちら Ub TOut 1 員 呈 らち ーーーーー 
3 
9884 1 D92C 119938 CLSs LD DE , 3999H 5 VRAM address oO† ( 9。 8) 
842 D92F 21E733 LD HL , 33E7H 5 MR address of† (32,24) 
8943 D932 CD45D8 LPs CALL CPHLDE 5eGnd checK 
844 T j1 和 † DE > 33E7H then return 
645 b932 29 b 29H : ら PaCG COde 
984 る 6 D938 42 LD B』 D 5BC = DE 〈text VRAM address) 
9847 D832 4B LD CE 
8948 D93A ED7? ヶ OUT (CC)』 谷 ECRX SCG 
964?2 D83C CBA9 RES 5 B 5BC = attribute VRAM address 
9959 D93E 3E97 LD 向 。 97H 5COolor ア 
9951 D949 ED7 ヶ 0UUT  、(C)』 人 5attTibute out 
9952 D942 13 INC DE MURANM = VRAM + 1 
4 で D843 18ED JR LP 5 goto loop 
9 
58955 D945 E5 CPHLDE :PUSH HL 5 URAN address push 
895 る D94 る B7 OR 谷 5jTeset Cy ッ flag 
9957 D947 ED52 SBC HL,DE 5 すす HL 〈 く DE then Cy = 1 
9958 D94? E1 POP HL 5 VRAM address POP 
95?2 D94 作 C% RET 
9 り 96 る 0 5 
9 る 1 D84B E5 UFO: PUSH HL 5 URAM address push 
99 る 22 D94C D5 PUSH DE 
92 る 3 D94D D5 PUSH DE 351 ine toP addresS Push 
98964 D84E DD2184D8 LD IX, DaT 人 na jUFU data toPp address 
9925 D952 9E96 る LD C。 る 311ine counter 〈6 ] ines) 
96 る 6 D954 9 る 6E NELMLN: LD B, 14 s Character counter of one 1]ine 
9637 D95 る C5 LINE: PUSH BC 5 COunter Push 
9968 D957 42 D B, D jBC = DE (text VRAM address) 


9 1 93 
91 94 
81 95 
g 1 66 
91 067 
9198 
91 9 
9119 
111 
9 1 12 
g113 
9114 


91 15 
9116 


今度 は 、 


D9DS 
D9D8 


4B 
DD/E99 
ED 7/? 
CBAB9 

づ ヒ 〆/ 
ED 7 


1 3233343 
ら 3637 さ 3 
83?3 人 3B3 
C3D3E3 
14243444 
546 る 474 
84?4 人 44B4 
C4D4E4 
15253545 
らら 65 7 
859S5ASBS 
CSDSES 
1 6 る 263646 


C6D6 る ES る 


に 移動 し ます ね 。 


CE 


各 , (エメ + ィ 8) 5 台 = UFO character data 

( じ ) 台 sout to text VRAH 

4。B 5sBC = attribute VURRAH1 addresS 

内 27H 5 仙 = attribute Code (COgen 1) 
( じ ) 。 谷 5attTmibute out 

DE suURAM = MURA + 1 

1X idata address inCcrTement 

BC 5 COunteT POP 

L INE jcCount dec。 & Tepeat until count @ 

HL 5jHL = top addrTesS of Old Iine 

DE 49 

HL , DE jiHL = HL + 49 

CM sDE = top addresS Of† neu 11ine 
》 

DE 5 1 ine tOP addTes ら PuUS5h 

に 5]ine counter decrement 

NZ。 NEMMLN si1 寺 count > 9 then go ト EMMLLN 

DE 5durmmny POP 

DE s VRAM addres ら POP 

HL 

HL 5sTegisterT push 

HL , 899H s COunterT initializZGe 

HL s Counter decrement 

台 。 H 

し 

NZ, LP2 jua1t until count 9 

HL sTe ロ dister bacK 


UF0O characteT data ---ー 一 


DB 
DB 
DB 
DB 
DB 
DB 
DB 
DB 
DB 
DB 
DB 
DB 


END 


1 1H, 21H, 31H, 41H, 51H,61H, 7 1H 
8 1H,? 1H, 9Q1H, 9B 1H, 9C 1H, 9D 1H, 9E 1H 
12H, 22H, 32H, 42H, 52H, 62H) 72H 
82H, 9 の 2H, 9 人 AZH, 9B2H, 9C2H, 9D2H, 9E2H 
13H, 23H, 33H, 4 3H, 53H, 63H, 73H 
83H, 93H, 9^A3H, 9B3H, 9C3H, 9D3H, 9E3H 
14H, 24H, 34H, 44H, 94H, 64H, 74H 
84H, 4H, 9 人 44H, 9B4H, 9C4H, 9D4H, 9E4H 
15H, 25H, 35H, 45H, SS5H, 65H, 75H 
85H, の 5H, 9A5H, 6BSH, 6C5H, 9D5H, 9ESH 
16H, 2 る H, 3 る H。 46H, 56H, 66H, 76H 
84H, ヶ 6H,。 9 人 2H, 9B6H, 9C6H, 9D る H, 9E6H 


ト 段 か ら 下 段 ま で の 表示 時 間 の ズレ が 無視 で きる ほど 小さ いた め 先 程 の よう な 
至 み が 消え た と 思い ます 。 また 全体 に スピ ー ド アッ プ し て いま すか ら 、UFO が 機 第 に 左右 
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1-8 倍 文 字 表示 機能 





アデ アトリビュート ・ デ ー タ の 上 位 2 ビッ ト は 、 表 示 文 字 の 大 きき さ 指 定 に 使わ れ て いま す 。 
これ ら の ビッ ト の ON /OFE は 、HuBASIC で は CSIZE と いう コマ ンド に より 行なわ 
れ 、 実 際 に 倍 文 字 表 示 を する 時 は PRINT#0 と 組み 合わ せる こと に な っ て いま す 。 

仕組 み の 理 解 も 兼ね て 、 こ の 部 分 を マシ ン 語 で プロ グラ ム し て み ま す 。 以下 に 掲げ る サ 
ンプ ブル ブ プロ グラ ム は 、40 桁 モ ー ド の 画面 (ペー ジ は 0 と する ) の 左下 隅 に 、 文 字 A を 水平 
研 直 . 2 倍 、 日 色 で 表示 する も の で す 。 今回 は 、BASIC を 「 ア セン ブラ 」 風 に 使っ て 、 リ ス 
ト を 表現 し て み ま し た 。 ア セン プラ を お 持ち で な い 方 は 、 こ の よう に する と 、 ハ ンド アセ 
ンプ ブル に 便利 か と 思い ます 。 

出力 する ASCII コー ド は 41 HH で 、 文 字 A の コー ド で す 。 こ れ は D レ ジス タ に 入れ て お き 
ます 。 ま だ 、 ア トリ ビュ ー ト 指定 コー ド は C7H で 、 ア トリ ビュ ー ト ・ ビ ピット の HS5, 
VS、。 合 。 R。 B を 1 に 、 他 の ピット を 0 に し て いま すず す 。 こう する と ら 、nBASIC で の 
CSIHZE 39: COLUR 7 を 柏 定 し た と 同じ こと に に なり ます ね 。 こ の デー タ は BE レジ スタ に 入 
奉 で お き 肖 すら 

文字 A を 指定 アト リ ビ ュ ー ト で VRAM に 出力 する サブ ルー チン は 、 CHROUT と ラ 
ベル を つけ た 部 分 で 、 メ モリ ー 上 D100 H 番地 か ら 格 納 し まし た ( 行 番号 610 一 670)。 さき 
て 、 注 意 し て いた だ きだ た い の は 、440 行 、460 行 、530 行 、550 行 で 計 4 回 も 6 この サブ ルー 
ナン が 呼び 出さ れ て いる 点 で す 。 

すなわち 、 倍 文字 表示 の 時 に は 、 単 に アト リ ビ ュ ー ト を 指定 する だ け で は な く 、 そ の 表 
示 位 置 を 同一 の ASCITI コー ド で 満た さき なく て は な ら な いこ と で す 。 


実は 


《 例 )》 


水平 垂直 倍 文字 と 出力 され る 。 





これ は テキ スト 画面 へ の 表示 の 段階 で 「 見 か け 上 の 」 倍 文字 を 実現 し て いる か ら で す ね 。 
マニ ュ ア ル の 「CSIZE」 の 説明 中 に 細か い 注 意 が 書か ん て いる の も その た めで すし 、 プ リ 
ンダ で ハー ド ・ コ ピー を と る と 「 真 の 姿 」 が 現われ て し まい ます 。 


リス ト 倍 文 字 表示 
199 REN ※ 玉 玉 炒 玉水 米 涼 KK 炒 ※ 玉 米 米 数 来 玉 米 玉 玉 
119 RENM ※※ 
129 RENM ※ ID" イモ シ ^~ ヒョウ シド ネ 
139 REN ※ ボボ 
149 RENM ※ b ッ  Y。Shimizu ボボ 
159 REN ※ 米 
1 る 9 RENM ※ 1984。 7。 15 ※ 
179 REN ※ 米 
189 RENM 水玉 ※ 未 氷 涼 炒 炒 玉 玉 玉 玉 炒 玉 数 玉 炒 米 
4 の 旨 デ 
99 CLEAR &HD999 
16 MIDTH 48 : INIT : CLS 


RaDR=&HD699 : RESTORE 429 : GOUSUB "カキコミ" :RENM メイ ン 
DR=&HD196 : RESTOURE る 19 : GOSUB "カネ キ コミ" iRENM サフ * 


6 Cf 上 L &HD699 


『O IO DD 
CR CO の 
や GO で 


PO 『O い 
OH 


79 END 

ど と 89 “ 

と 99 LABEL "カネ キ コミ" siREN 

359 ^“ 

319 READ ト 人 尼 ま 

329 IF ト 代 まま = "END" THEN RETURN 

338 POKE ADR, URL ("&H"+ ィ トド 師 名 ) 

349 DR=ADR+ 1 

359 GOTO 318 

369 RETURN 

4 

389 RENM -- マラ シフ コ ゴ ~ 上 ルー チン 

3?9 “ 

4 988 : REN DURG 
4 18 REMN 

429 DATA 11,C7,41 REM CSIZE: LD 
439 DATA 81,%8, 33 REN LD 
449 DATA CD,69,D1 REM CaALL 
459 DATA 83 s REN INC 
4 る 6 DATA CD,99,D1 iREN CALL 
479 DaTnA る 8 s RENM LD 
489 DaTA る 2 REN LD 
4?9 DATA 91,27,99 iRENM LD 
S989 DRTA 9 REN DD 
519 DATA 44 s REN LD 
S29 DaTaA 4D : REN LD 
539 DaTA CD,99,D1 iREHM CALL 
5S49 DAT 93 : REN INC 
S59 DaTA CD,69。D1 REN CALL 
S69 DAT C の s REM EXITi RET 
So79 DaATA END, REM end mark (1) 
S889 IsREM 

っ ァ 9 : REN DRG 
る 988 IsREM 3 

6 る 619 DATA 7 jiRKEM CHROUTI LD 
629 DATA ED, 7 の RENM DUT 
る 39 DATA CB ^ 全 9 REMN RES 
649 DaTA 7 REN LD 
659 DATA _ ED, 7? REN 0UT 
6 る 9 DATA CB,E8 ij REN SET 
6 る 79 DaTA C RENM RET 
689 DATA _ END iREM end mark (の ) 
6 の 9 

799 REN 


サン プル プロ グラ ム の 420 行 を 
4 1 
4 1 


11。 
1 


8 7, 
4 7, 


DATA 
DATA 


変化 し ます か ら 試 し て みて 下さ い 。 


9D999H 


DE,4 1 ヒ 7H 
BC 33?8H 
CHROUT 


BC 
CHROUT 
HB 
L。 し 
BC, 3 タ 
HL , BC 
B H 
上 
CHROUT 
BC 
CHROUT 


9D199H 


Q D 
( じ )。 人馬 
4.B 
向 ) E 
(C〉 人馬 


5jD=ASC 1 1 , E=attTibute 
UCaTE 9,23 
INT 


0CATE 1,23 
NT 
し =BC 


as 9 
つい の いづ 


3 HL =HL +3 ツ 
5LUCATE 9,24 


5jPRINT 
3jLUCATE 1,24 
jPRINT 


5 台 =QSC 】 1 

sout to VRAM 1/0 (BC) 
BC=attTibute い VRAM 

5 内 = ョ ttTibute COde 
5attribute out 
BC=text VRAN 


に する と 水平 2 倍 に 、 
に する と 垂直 2 倍 に 、 


画面 家 示 の ハイ テク ニッ ク を めざし て 





以上 で 、 マ シン 語 に よる テキ スト 画面 表示 の 基本 テク ニッ ク は お わか り い た だ けた と 辻 
いま す 。 本節 か ら は 、 も う 一 歩 奥 に 踏み 込ん で いき まし ょ う 。 
た と えば 、HuBASIC で 私 た ち が 事 も な げに 行なっ て いる WIDTH に よる 表示 桁 数 の 


切り 替え は 、 マ シン 語 レ ベル で どの よう に 行 な を ば よい の で し ょ う ? 


の 


義 キ ャ ラク タ の 設定 を 行なう DEFCHR$ は 、 ど ん な 仕組 み で 実行 され る の で し ょ う ? 
本 節 か ら 扱う 問題 は 、 こ う し た 画面 表示 の 「 原 理 」 に 関係 する も の で す 。 話 は グッ と 「 ハ 
ー ド ウェ ア 」 に 傾い て きま すし 、 難 し く な る と 思い ます 。 け れ ど も 同時 に 、「 こ の 手 で X 1 
を 操作 し て いる / 」 と いう 実感 も 感じ られ る 部 分 で す の で 、 皆 さん も 元気 を 出し て アタ ッ 


ク し て みて 下さ い / 


抽 
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1-10 画面 表示 の 原理 





お 気づき の 方 も 多い と 思い ます が 、 コ ンピュータ 関係 で は 「 テ レビ 」 と いう 言葉 は 余り 
用 いら れず に 、 デ ィ ス プレ イ 、 モ ニタ ー、CRT な どの 呼称 が 多く 使わ ん れ ま す 。 

CRKT と は 、Cathode Ray Tube (陰極 線 管 と 訳 さ れる ) の 略称 で 、 い わ ゆ る 「 プ ブラ ウン 
賞 」 の こと で す 。 コ ンピュータ で は 、「 プ ブラ ウン 管 」 を テレ ビ 放 送 の 受像 機 に で は な く 、 コ 
ンピュータ か ら の 出力 装置 と し て 通常 使い ます か ら 、 機 能 を 強調 し た モニ ター や ディ スプ 
レイ と いう 名 称 や 、 機 械 の 仕組 み を 強調 し た CRT と いう 語 が 使わ れる よう で す 。X 1 シリ 
ー ズ は 、 コ ンピュータ と テレ ビ の 動 根 を 越え た 画 期 的 な マシ ン で すか ら 、 困 っ て し まう の 
で す が 、 以 後場 面 に 応じ て 、 適 当 に 使い 分 け て いき ます の で 、 そ の つも り で お 読み 下さ い 。 
本 節 以 降 の 本 章 の 内 容 で は 、CRT と いう 語 が よく 出 て くる は ず で す 。 

さて 、 前 節 で 挙げ た よう な 問題 を 扱う に は 、 CRT 画面 に パタ ー ン を 表示 する 原理 に 戻っ 
て 考え て め ゆく 必要 が あり ます 。 

CRT に 表示 され る 画像 は 、 実は 、 電子 ビー ム が も の すご い 速 さ で 左 か ら 右 へ 流れ て 移動 
する こと に より 作ら れ て いま す 。 こ の 電子 ビー ム の 流れ を 走査 (scanning) と いい 、 流 れ 
て で きる 線 を 走査 線 (ラス タ ) と よび ます 。 よ く テ レビ を テレ ビ て で 映す と 画面 に 縮 が 入り 
ます が 、 あ れ は 両者 の 画像 の 走査 線 の ズレ か ら 生 ずる 現象 で す 。 

走査 線 の 状況 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


走査 





走 査 線 が 画面 の 左 か ら 右 へ 行き つく と 、 水 平 帰 線 信 号 が 出さ れ 、 走 査 線 は 急い で 左端 に 
戻り ます ( 図 で 点線 の 部 分 。 こ の 間 を 水平 帰 線 期間 と いい ます )。 こ の よう な 繰り 返し で 、 
上 か ら ト へ 走査 線 が 進み 、 下 端 に 来る と 、 今 度 は 垂直 帰 線 信号 が 発せ られ 、 走 査 線 は 対 角 
線 を 左上 隅 ま で 戻っ て (この 間 を 垂直 帰 線 期 間 と いい ます )、 ま た 上 か ら 走 査 が 繰り 返さ れ 
ます 。 以 上 の 過程 は 一 定 の 間隔 で 規則 正しく 行なわ れ ま す 。 水平 帰 線 の タイ ミン グ を と る 
信号 を 水平 同期 信号 、 垂 直 帰 線 の タイ ミン グ を と る 信号 を 垂直 同期 信号 と よび ます 。 

だ と えば 、X 1 シリ ー ズ 最初 の 専用 ディ スプ レイ ・ テ レビ (CZ-800 D) で は 、 こ れ ら の 
同期 信号 は 次 の よう な タイ ミン グ で 発せ られ ます (取扱 説明 書 参 照 ) 。 


ディ スプ レイ ・ テ レビ の 同期 信号 (CZ-800D) 





映像 信号 
水平 同期 信号 

es 

i6.702gs'4.468zs 
水平 帰 線 信 号 

17.89s ( 44.68s ! 
映像 信号 
垂直 同期 信号 
2.0ms i0.188ms 

垂直 帰 線 信号 





3.69mSs 12.51ms 


水平 同期 信号 は 間隔 (三信 号 か ら 信 号 ま で の 時 間 ) が 短く 、zs (マイ クロ 秒 三 10~* 秒 ) の 
単位 、 垂 直 同 期 信 号 は 間隔 が 長く 、ms (ミリ 秒 三 10-? 秒 ) の 単位 で 発せ られ て いま す 。 


[ 注 ] 家庭 用 テレ ビ で は 、 画 像 の 解像度 を よく する た め に 走査 線 の 数 を 倍 に し た 特殊 な 走査 を 
行なっ て いま す 。 図 の よう に 、| つ ず つ 飛 び 越 し て 走査 し て いく 方 式 で 、 こ れ を イン タレ ー ス 方 式 
(飛び 越し 走査 方 式 ) と よび ます 。 これ に 対し て 、 前 述 の 普通 の 走査 方 式 を 順次 走査 と よび ます 。 
X | の コン ピュ ー タ 画面 で は 、 順次 走査 方 式 を と っ て いる よう で す 。 し か し 、 テ レビ 画面 と の スー 
パー イン ポー ズ 時 に は 、 特殊 な こと を し て いる は ず で す が 、 こ の へ ん は 難し く て 私 に は よく わか り 
ませ ん 。 


飛び 越し 走査 





2 1 
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以上 の 大 梓 を つか むと 、 CRT へ の 文字 の 表示 法 も 想像 が つく と 思い ます 。 画面 は 文字 単 
位 と いう より は 、 む し ろ 、 文 字 の 横並び を ラス タ (走査 線 ) で スラ イス し た 単位 か ら 構 成 
れ 、 次 の ラス タ で 文字 の 次 の スラ イス 部 分 が 表示 され ます 。 





一 還 還 少 多 男 男 男 男 少 ググ ググ 男 画 
し _| 少 | 多 人 | | ( 輝 
レク | 1 1 少 | 少 [人 | | | 





っ | 本 の ラス タ 











ジジ クジ クジ ク ク フ トク クジ 多少 
- 久 | 久 | 狗 中 1 昌 
- 久 [上 盟 履 西寺 押 
男 少 画 囲 国男 少 男 画 少 ク クジ グ 国 回 
HHTTTHTTTTIIIIIT 


で は 、A や B と いっ た 文字 の パタ ー ン は どこ か ら 人 作り出し て いる の で し ょ うか ? これ 
は 、 キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ (Character Generator 略し て CG と よぶ ) と よ ば れる メ 
モリ ー (KROM) に 格納 され て いる の で す 。 た と えば 、 テ キス ト VRAM に キャ ラク タ ・ コ 
ー ド 41 是 を 格納 し て お く と 、CG が アク セス され て 、 文 字 “A"” の ドッ ト ・ パ ター ン が ラス 
方 向 に スラ イス され て 読み 出さ れ 、 走 査 線 に 乗せ られ て 画面 表示 され る 仕組 み で す 。 


並 直列 変換 本 
AM CG 画面 表示 
ae ELLE 


X1 シ リー ズ で は 、CG が ROM の 他 に RAM も 用 意 き され て いる 点 が 特徴 で 、RAM CG は 
Programmable Character Generator(PCG) と よ ば れ ま す 。 ど ちら の CG を 使う か の ス 
イッ チ 切 り 替 え が 、 前 に 説明 し た アト リ ビ ュ ー ト 指定 で 行なわ れる 訳 で すね 。CG か ら の デ 

タ 読 み 出 し の 問題 は 、 も う 少 し 先 に 扱う こと に し て 、 画 面 表 示 の 原理 の 話 を 続け ます 。 

ここ まで の 話 か ら わ か る よう に 、CRT 画面 へ の 文字 の 表示 1 つ を と っ て も 複雑 な 手続 き 
を 踏ん で いる 訳 で 、 こ れ ら を 全部 私 た ち ユ ー ザ ー が 面倒 を 見 な けれ ば な ら な いと し た ら 大 
変 な 手間 で す 。 と ころ が 、 こ こ に 強い 味方 が いま す 。 こ の よう な 複雑 な 仕事 を 一 手 に 引き 
受け て くれ る 専用 LSI が ある の で す 。 画 面 表 示 に 関係 する 各 周 辺 装置 ・ 回 路 を 制御 する 機 
能 を も っ た LSI は 、CRT controller (CRT コン トロ ー ラ 略し て CRTC) と よ ば れ ま す 。 
人 1 に お ける 画面 家 志 が の ハイ テク ニッ ク の 多く は 、CRTC の 使い 方 に 関係 し ます 。 次 節 に 
お いて この 問題 を 考え まし ょ う 。 


1-11 CRT コ ユン トロ ローラ 


パソ コン テレ ビ XX 1 で は 、CRT コン ト ロー ラ (以下 CRTC と 略し ます ) と し て 、 日 立 製 
の HD46505SP-2 と いう LSI を 使用 し て いま す 。 この 上 S1 に つい て の 詳細 を お 知り に な り 
た い 方 は 、 参 考 文献 [11], [13] な ど を 参照 し て いた だ く こ と に し て 、 こ こ で は 必要 な 男 
囲 で 解説 し ます 。 

この CRTC は 、19 個 の 内 部 レジ スタ を 持っ て いて 、 ユ ー ザ ー が これ ら の レジ スタ に 値 を 
設定 する こと で 、 必 要 な 動作 を させ る こと が で きる 、 い わ ゆ る プロ グラ マブ ル な LSI の 1 
で ボ 。 

以下 に 、CRTC の 内 部 レジ スタ 一 覧 表 を 掲げ ます 。 


(CRTC 内 部 レジ スタ 一 覧 表 ) 


EEL 間 語 rin 
Fw Tlzresoesz 随 参 | 

kexrw (⑱ |] | | | | | | | 
agewsea | | 

画 画 画 画 画 本 
maszsw 9 の | | | | | 
に シー トト トト | 
ーー 








垂直 同期 位置 ( 注 ) 


ピー (2 /// ーー 
最大 ラス タ ・ ア トド レス 

ラー レー レビ レト 
RI 72 4 | | | | 
ぇ ター ト ・ ア ドレ ス ( よ 伴 ) 0 | | | | | 
ぇ ター ト ・ ア ドレ ス ( 伴 ) | | | | | | | | 
「 ヵ ーッ ル (は 生 ーー 上 


カー ソル (下位 | | | | | | 
ライ トペ ベン (上 位 ) 中 X | で は 未 使用 。 | 1 1 1 1 
回 間 還 EEEIEEIEEEE 


ライ トペ ベ ペン (下位 ) 吐 X | で は 未 使用 。 
( 注 ) これ ら の レジ スタ に は 、 指 定 し た い 値 か ら | を 引い た 値 を セッ ト す る 。 











| ゴ コ 
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X 1 に お いて CRTC の 内 部 レジ スタ に 値 を セッ ト す る (プロ グラ ミン グ ) に は 溢 の 手順 
を と どり ます 。 


操作 | :|/0 ポ ー ト 1800H 番 地 (内 部 レジ スタ AR) に 、 レ ジス 
タ 番号 (00H 一 OFH) を 出力 。 


操作 2 :|/0 ポ ー ト 180IH 番 地 (指定 し た レジ スタ R0 一 RI5 
の うち の 1 つ ) に デー タ を 出力 。 





( 注 ) CRTC 関係 の ポー ト ・ ア ドレ ス は 、 上 位 8 ビット が 1I8H で あれ ば 、 最 下位 ビッ ト の み 有 
効 。 た と えば 、 ポ ー ト アド レス HI802 H は 、1800 H と 同等 、1803 H は 180IH と 同等 で す 。 


X 1 の HuBASIC で は 、CRT の 画面 構成 を 次 の よう に 設定 し て 、CRTC の プロ グラ ミン 
グ を 行なっ て いま す 。 


X 1 に お ける CRT の 画面 構成 (40 桁 モ ー ド の と き ) 


トー ear we 56 PR 
トー mee 40 ーーーーー 5 ed 46 字 目 






LE 

K 
人 部 水平 帰 線 期間 ャ 
C の 所 な 
款 に ト 、 
赴 1 
K 

切 
正 IN 
天 了 
R へ 
ふい 
1 
Ih ~ 






垂直 帰 線 期 間 


| 


X 1 に お ける CRT の 画面 構成 (80 桁 モ ー ド の と き ) 


水平 総 文字 数 12 字 
| wwwwm Bm 水平 同期 位置 90 字 目 






ラス タ ・ ア ジャ スト 


ラス タ 分 
トド トー ああ ルル 






垂直 帰 線 期 間 








ュー ニー ニーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーー ニー ニー[ーーー ニ 
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内 部 レジ スタ R 0, R1, R 2 は 水平 方 向 の デー タ に 関係 し ます 。 

KR 0 に は 、 画 面 に 表示 され な い 部 分 も 含め 、 水 平方 向 の 押 引 1 サイ クル の 時 間 を 文字 数 
に 換算 し 、 そ の 値 か ら 1 を 差し 引い た 値 が モッ ト さ れ ま す 。X 1 で は 、 た と えば 40 桁 モ ー 
ド な ら 、 水 平 総 文字 数 と し て 56 字 分 が 想定 され ます か ら 、R 0 に は 56 一 1 =55 (16 進数 
で 37 H) が 設定 され て いま す 。 

KR 1 に は 、 画 面 1 行 あ た り の 実際 に 表示 する 文字 数 を セッ ト し ます 。40 桁 モ ー ド な ら 、 
40 (16 進数 で 28 H) が 設定 され ます 。 

R 2 に は 、 水 平 同期 信号 を いつ 発する か の 位置 が 、 文 字数 カウ ント に 換算 きれ て セッ ト 
され ます 。 実際 に セッ ト さ れる 値 は 、 そ れ か ら 1 を 差し 引い た 値 で す 。 叉 1 で は 、 た と え 
ば 40 桁 モ キー ド の 時 に 、 水 平 同期 位置 は 46 字 目 に 設定 され ます 。 従っ て 、R 2 に は 、46 一 
1 =45(16 進数 で 2 DH) を セ モット すれ ば よい の で す 。 これ を 基準 値 よ り 小 さく する と 、 表 
エリ ア の 右端 と 水平 同期 位置 の 間 隅 が 小さ く な り 、 表 示 画 面 は 有 へ ズレ ます 。 逆 に 基準 
値 よ り 大 きく する と 表示 画面 は 左 へ ズレ ます 。 こ の 様子 を 次 の 簡単 な BASIC プロ グラ ム 


で 確認 し て みる と よい で し ょ う ( 見 や すい よう に 、40 個 の 数 字 を 表示 し て 、 ズ レ を 測り ます )。 





I 189 RENM し も 9 9 4 9 9. 1 
リス ト (CRTC ド 2) 119 REN ※ ※※ 
129 REN ※ CRTC R2 ボボ 
RENM ※ ※ 
149 REM ※ by Y。Shimizu ※ 
9 REN ※ ※ 
149 RENM ※ 1984。 3,.2 ボボ 
179 REN ※ ※※ 
18 ロ RENM 水玉 ※ ポ OK 炒 求 KOK※ 求 OK 炒 玉 水 
199 
99 MIDTH 48 : INIT gi CLS 


219 PRINT "CRTC -- スイ ^ イ トド ウキ イチ --" 
229 PRINT 


ど 49 INPUT "R2=" 5R2 

59 OUT &H1899,2 : OUT &H1891,R2 

ら 69 FUR 1!I=9 TO 32 

79 PRINT CHR ま ((&H39+(1I ト OD 19))) 3 


NEXT 
と ?9 PRINT : GOTO249 


RT こ = ニー ズ スイ へ く イ ト “ の キキ オチ ーー 
= デ つ 
邊 2346789g1 2345678991 2345678991 23456789 


『。 


どの = ニッ どり 
1 234S56789g1 234S567899g1 234S5678991 ご 34S6789 
の =? 4S 
1 234S6789g123456789g1 234S5678991 ご 34S6789 


R4, R6, R 7 は 垂直 方 向 に 関し て 、 各 々 R 0, R1, R2 に 対応 する 機能 を 持っ て 
いま す 。 

R 3 は 、 水 平 、 垂 直 の 各 同 期 信号 の パル ス 幅 を セッ ト す る レジ スタ で す 。 上 位 4 ビッ ト 
(WV 3ーWV0) で 垂直 同期 パル ス 幅 を ラス タ 本 数 に 換算 し た 値 を 、 下 位 4 ビッ ト 
(WH 3-WH 0) で 水平 同期 パル ス 幅 を 文字 数 に 換算 し た 値 を 指定 し ます 。 X 1 で は 、 恒 
直 同 期 パ ルス 幅 は 3 ラス タ 分 、 水平 同期 パル ス 幅 は 、 40 桁 モ キー ド で 4 文字 分 、80 桁 モ ー ド 
で 8 文字 分 と な る よう に セッ ト さ れ ま す 。 従っ て 、40 桁 モ ー ド の 時 、R 3 に セッ ト さ れる 
値 は 34 HH に な り ま す 。 


ノッ 
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R 5 の 人 役割 に つい て 説明 し ます 。 垂直 方 向 の 掃引 周期 は 、 1 文字 あたり の ラス タ 数 8 と 、 
垂 中 総 文字 数 と の 積 で 決ま っ て し まい ます が 、 こ れ で は ディ スプ レイ ・ テ レビ の 仕様 と ズ 
レ が 生じ し る か も し れ ま せん 。 そ の た め の 役 調整 (トー タル ・ ラ スタ ・ ア ジャ スト ) を 行 な 
うだ ため の レ ジス タ が R 5 です 。CRTC は 、R 4 に よる 時 間 調 整 の 後に 、R 5 で 指定 され た 
ラス タ 本 数 の 分 だ け 余 分 に 時 間 か せ ぎ を し ます 。 % 1 で は 、R 5 は 値 2 に セッ ト さ れ て い 
ます (ディ スプ レイ CZ-800 D の 場合 )。 

R 8 は 、 画 面 を 順次 走査 する か (ノン ・ イ ンタ レー ス )、 飛 び 越 し 走査 する か (イン タレ 
ー ス ) 等 を 指定 する レジ スタ で す 。 双 1 で は 、 ノ ン ・ イ ンタ レー ス ・ モ ー ド を 採用 し 、R 
8 に は 、00H を セッ ト し ます 。 

R 9 に は 、 1 行 に 対応 する ラス タ 数 か ら 1 を 差し 引い た 値 (最大 ラス タ ・ ア ドレ ス ) が 
セッ ト さ れ ま す 。 X 1 で は 、 1 行 は 8 本 の ラス タ か ら 構 成 さ れ 、0 一 7 の ラス タ ・ ア ドレ 
ス を 持ち ます か ら 、R 9 に は 07H を セッ ト し ます 。 

R 10 と R 11 は カー ソル 制御 の た め の レ ジス タ で す が 、X 1 で は 豊富 な アト リ ビ ュ ー ト 
機能 を 用 いて 、 ソ フト ウェ ア 的 に カー ソル を 表示 する た め に 、CRTC の カー ソル 機能 は 用 
いま せん 。 一 応 、 R 10 に は 値 60 HH が 、R 11 に は 値 07 HH が セ モット され ます が 、 別 の 値 に 
セッ ト し 直し て も 変化 は 見 られ ませ ん 。 

R 12 と R 13 は 、 画 面 の ホー ム 位 置 (x 座 標 0, y 座 標 0 ) に 対応 する VRAM の 読み 出 
し 先頭 アド レス を セッ ト す る レジ スタ で す 。 た だ し 、VRAM 先頭 アド レス を 0000 H と す 
る 相対 アド レス で 計算 され ます 。X 1 で は 、 通 常 0000H に セッ ト さ れ て いま す が 、40 桁 モ 
ー ド SCREEN 1 の と き は 、 テ キス ト VRAM は 3400 H 番地 か ら で す か ら 、0400 H(R 
12 三 04 H, R 13=00 H) に セッ ト さ れ ま す 。 従っ て 、 画 面 の ペー ジ 切 り 替 え を マシ ン 語 で 
行なう 時 は 、 こ こ を 操作 し ます 。 

R16 と R17 は 。 ライ トペ ン 制 御用 の レジ スタ で す が 。X 1 で は この 機能 を 用 いて いな い 
の で 省略 し ます 。R14 と R15 は 未 使 用 な の で , 値 00H に セッ ト し ます 。 





1-12 表示 桁 数 の 切り 替え 


CRTC に よる 40 桁 モー ド 、80 桁 モー ド の 画面 構成 を 理解 する と 、 WIDTH 40, 
WIDTH 80 に 相当 する こと を マシ ン 語 で 実現 する こと が で きま す 。 

まず 、HuBASIC の シス テム ・ サ ブ プルー チン を 用 いた 方 法 を 紹介 し ます (コー ル ・ ア ドレ 
は 。 テーブ BASIO で る 。 ア ディ スク BASIC で も る も 同 で す )。 


表示 文字 切り 替え の シス テム ・ サ ブル ー チ ン 


表示 文字 数 切り 替え の シス テム ・ サ ブル ー テ チン 


WIDTH40:0998H 1 BASIC 内 サブ ルー チン ・ 


WT 有 HH90! 98 な 日 】) ココ 史 少 史 ず ドレ 





BASIC の CALL 命令 で 、 こ れ ら の サブ ルー チン を 呼び 出し 、 表 示 文 字数 が 切り 替わる こ 
と を 確認 し て 下さ い 。 ( 例 : CALL &H98C で 80 桁 モー ド に な り ま す 。) 

次 に 表示 文字 数 切り 替え の 原理 を 知る た め に 、 主 要 部 分 を マシ ン 語 プ ログ ラム と し て 作 
2 CC ま 、 し よ 全 。 

第 一 に 、40 桁 モ ー ド 、 80 桁 モ ー ド の 切り 替え を スイッチ の セッ ト が 必要 で す 。 そ の ため に 
は 、I プ 0 ポート の 1A03H 番 地 を 用 いま す 。 


表示 文字 数 切り 替え スイ ッ チ 


表示 文字 数 切り 替え スイ ッ チ 
40 桁 モー ド : |/0 ポ ー ト 1A0O 3H 番 地 へ 0 DH を 出力 。 


80 桁 モー ド :| 0 ボー ト 1AO 3H 番 地 へ 00CH を 出力 。 





( 注 ) 詳細 は 第 4 章 で 述べ ます が 、| 0 ポー ト IA03H 番 地 は 、 イ ンタ ー フ ェ ー ス LSI 8255 の 
ポー ト で 、 こ こ に 0DH を 出力 する と 、8255C と ポー ト の ビッ ト 6 が セッ ト さ れ 、0CH を 出力 
する と 、C ポ ボート の ヒッ ト 6 が リセ ッ ト さ れ ま す 。 す な わ ち 、8255 の C ボ ポ ボート ・ ビ ピット 6 
が 表示 廊 字 数 切り 替え スイ ッ チ に な っ て いる の で す 。 


さて 、 こ れ で 切り 替え が で きる の で す が 、 こ の まま で は いけ な いこ と は 前 節 の 議論 で お 
わか り と 思い ます 。 CRTC は 、 40 桁 モ ー ド 、 80 桁 モ ー ド の 各々 で 異な っ た 画面 構成 で 機能 
し ます か ら 、 対応 する デー タグ を CRTC し の 内 部 レジ ス ダ に セッ ト し な く 《 く て は な り ま せん 。 
CRTC の 復習 も 兼ね て 次 の プロ グラ ム を 御覧 下さ い 。 

この プロ グラ ム は 、 テ デン キー の 4 と 8 を 押す こと た で 、 一 暁 に 40 桁 モ ー ド 、 80 桁 モー ド の 
切り 替え を 行ない ます 。HuBASIC 内 シス テム サブ ルー チン の よう に 切り 替え に 伴う 画面 
クリ ア を 行ない ませ ん か ら 、 面 白い 現象 が 生 し ます 。 プ ログ ラム の 終了 は 、 キー を 
押し て 下さ い 。 BASIC の コマ ンド ・ レ ベル に 復帰 し ます 。 


リス ト (CRTC control program) 


9691 ※ 
8982 ※ CRTC control prodram ポ 
9993 ※ 米 
9984 ※ ( Hu BS IC mode ) 水 
9895 ※ 米 
9996 る ※ b ッ Y.Shimizu 水 
9997 ※ ※ 
9998 1?84.1.7 SaT 水 
999 ※ ※ 
01 KOK 米 玉 玉 玉 KO ポ 炒 求 求 玉 玉 水玉 玉水 米 求 来 玉 水 
981 1 H 
9912 1?98 KEYBD: EQU 1298H 5sKEYBUARD DaATA PORT 
9913 991B ESC: EQU 1BH ぅ ESC Key code 
814 9834 TKEY4』 EQU 34H sten Key “4^ code 
生 9938 TKEY8S: EQU 38H sten Key “8 code 
# 
9917 1899 CRTCRSiEQU 1898H 5sCRTC redisteT ぉ Select port 
4 ド 1881 CRTCDTiEQU 1891H s CRTC data set Port 
1 H 
9929 1a83 CT8255:EQU 183H 58255 control TedisteT POort 
8921 969C MID8S9: EQU 9@CH 8255 PC る bit reset 〈89 modey〉 
9622 869D MID48: EQGU  @DH 58255 PC る bit set (49 mode) 
8923 $ 
9824 989B PR トド 人 ESGEEQU 899BH 3 me らら ade6 PTint (DE=pointer, 99=EUL ) 
と 9998 INITI EQU 9999H 5S ッ stem initial ize 
3 
9927 DRG 9E966H 


と / 


E969 3199F69 LD SP 。 9F 999H 


ポポ ※ INPUT RUUTINE ※※ 氷 


E893 111BE9 ト ESSG: LD DE NHSG 1 5 PTOmPt messade Print 
E ゥ 8996 CD9B990 CALL PR トド ESG 
E989?9 CD3BE9 INPUTi CALL INKEY 
E99C FE1B CFP ESC 
E99E CA9999 JP Z。 INIT s IF ESC THEN INITIAL 1ZE 
E91 1 FE34 CP TKEY4 
E9813 283 る JR Z, ト NODE49 5 IF "4* THEN MIDTH46 
E915 FE38 CP TKEY8 
E917 283E JR Z, NUDE89 5 IF "8" THEN MIDTH86 
E91? 18EE JR INPUT 

」 
E91B 9@D ト 人 1: DB 8DH 5 PTGDaTatiOn 和 †OT me らら コ a96 
E91C 574?4454 DEFM “MIDTH ト HODE (4 or 8 or ESC) = ?< 


E929 48294D4F 
E924 44452928 
E928 34296F7 ら 2 
E 92C じ と 938 ら 9<F 
E 6939 7/2294553 
E934 43292093D 


E938 と 93F 

E93 全 98 DB 99H jiEnd 0† Line 
3 

E93B 91891? INKEYi LD BC KEYBD 5IF “4” OR "8" OR ESC THEN RET 

E93E ED78 IN 人生 ,( じ ) 

E849 FE1B じ P ESC 

E942 CS RET Z 

E943 FE34 CP TKEY4 

E945 CS RET だ 

E94 る FE38 CP TKEY8 

E948 CS RET Z 

E942 18F9 JR INKEY 


5 ※※※ KODDE CHANGE RUOUTINE ※ 氷 ※※ 
E94B 81931A MODE49:LD BC,CT8255 


E94E 3E9D LD 台 , MID4 9 
E959 ED7? ヶ OUT (Ca ji Change to 4 mode 
E952 217?E9 LD HL , DaTa4 8 5HL = d ョ ta top adrS。 
E 955 189^ JR MAIN 
9 
E957 1831 合 MIDE89iLD BC, CT8255 
E 95QA 3E9C LD 馬 ,。 MID86 
E95C ED7? DUT (CC)。』 合 5 Change to 89 mode 
E95E 217AaEG9 LD HL, DAT86 5 HL = da ョ ta top ョ d ヤ 5。 
# 
$ 水 涼 CRTC DATA SET RUUT INE ※ 水 ※ 
% 
Ed る 1 1698 MAIN: LD D,。 9 sD = CRTC redister code (9-13) 
E963 919918 LOUUPI LD BC CRTCRS 5 CRTC redister select 
E936 ED51 QUT  、XC),D 
E968 919118 LD BC CRTCDT 5 CRTC data set 
FE968B /E LD 向 。 (HL ) sHL = data Pointer 
E96C ED7 の QnUT 、〈C)』 谷 
Eg6E 23 INC HL spPO1nter incrTermment 
E9 る F 23 INC HL 
E979 14 INC D 5 Td ロ ュ S ら te Code incTement 
E971 7 台 LD ロ , D 
E ロ 72 FEGE CP 14 
E974 38ED JR C, LUOP 
* 
E ロ 7 る 6 C3g%E9 JP INPUT sGUTU INPUT ROLUTINE 
* 
5 ※ 水 DUTPUT DATA for CRTC ※※ 
*$ 
E ロ 7 の 37 DaTaA48:DB 9 3 スイ ヘイ ソウ モラ “スウ -1 (49 mode) 
E97 ム Q 6F DATa86:DB まま 5 (89g mode) 
E97B 28 DB 4 s$ スイ ヘイ ヒョウ シ ~ モジ シド フウ 
E97C 5@ DB 889 
E87D 2D D8 45 3 スイ ヘイ ト ~ ウキ イチ -1 
E97E 5 DB 8 の 
E97F 34 DB 34H s ト "ウキ nn“ と 見 ス nn“ 
E989 38 DB 38H 
E981 1F DB 3 1 3 スイ チョ ク ソウ モジ "スウ -1 
E982 1F DB 3 1 
E 9883 92 DB の $ トー タル ラス タ アシ ~ ャ スト 
Eg984 92 DB の 
E985 1 DB 25 3 スイ チョ ク ヒョウ ラジ ~ モジ ~ スウ 
E98 る 6 1 の DB っ 5 
E987 1C DB 28 3 スイ チョ ク ト “~ ウ キ イチ -1 
E988 1C DB 28 
E889 989 DB 9H 3 ラス ズラ スキ ャ ンー モート“ 。 (イン フン ヲ レー スズ) 
E98 ム 98 DB 99H 
E98B 07 DB アァ 5 サイ タダ “ イ ラス タダ アト “レス (ラス タ = ロ ホフ ) 


9118 E98D る 8 DB 69H 3 カー ソ 此 スタ ー ト ラス タ 

9111 E98E 6 る 6 DB る 9H 

8112 E98F 97 DB 97H 5 カー ソ 上 ル エフ ント“ ラス タ 

8113 E9%9 97 DB 97H 

9114 E9?1 98 DB 99H sURANM read top adrs。 Hiqh 
9115 E9%2 98 DB 99H 

8112 る E8%3 988 DB 99H jURAM read top adrs。 Lou 
8117 E6?4 968 DB 99H 

8118 H 

8112 E9%5 END 





1-13 プロ グラ マブ ル ・ キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ (| ) 


X 1 に お いて は 、 通 常 の ROM キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ の 他 に 、RAM キャ ラク タ ・ ジ 
ネネ レー クタ が 閉 備 きれ て いて で て 、 こ と に エー ザー が 好き な パタ グー ン を プロ グラ ム す る こと で 、 
ユー ザー 定義 文字 を 256 文字 も 使う こと が で きま す 。 RAM キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ は 、 
Programmable Character Generator と も よ ば れ 、 以 下 頭 文字 を と っ て PCG と よぶ こ 
と し ます 。 

PCG に パタ ー ン を 定義 する た め に 、HuBASIC で は 、DEFCHR $ 命令 が 用 意 き され て い 
ます が 、 本 節 で は 、 マ シン 語 に よる 制御 法 を 解説 し ます 。 

PCG で は 、 各 キャ ラク タ (8X8 ドット) の ドッ ト 毎 に 色 を 指定 で きる よう に 、Blue, 
Red, Green の 3 原色 に 対応 する RAM が 用 意 さ きれ て いま す 。 ユ ー ザ ー は 各 原 色 に つき 8 バ 
イト 分 の パタ ー ン を 定義 し 、 合 計 24 バイ ト の デー タ を も っ て 、 1 つの キャ ラク タッ ンマ ター 
ン が で き あ が り ま す 。 

これ ら の RAM を アク セス する だ た め に は 、1 0 ボー ト の 1500 Hー17 FEFH 番地 が 割り 
あて られ て いま す 。 詳し く は 、 次 の よう に な り ま す 。 


PCG ア クセ ス の |I/0 ア ドレ ス 
PCG(Blue) :|/0 ボ ポ ボート 1500H 一 Il50 7H 番 地 


PCG(Red) :1|/0 ボ ポー ト 1600H 一 | 60O7H 番 地 
PCG(Green) :|/0 ボ ー ト 1700H 一 | 70 7H 番 地 





た と ば 。 POG () を 合 に と る と 、 定義 し た い キ ャ ラク グ クダ の パタ ー ン と 、 エ 0 ポー 
ト の アド レス の 関係 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


PCG (B) と キャ ラク タ ・ パ ター ン 


IO アド レス 1500 日 番地 


1501 H 番地 
1502 H 番地 
1503 HH 番地 
1504 H 番地 
1505 H 番地 
1506 H 番地 
1507 H 番地 
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PCG (B) に 前 ペー ジ の よう な パタ ー ン を 定義 し た けれ ば ば 、 
『 だ りり ボー ト に だ に 漁 の よう な デー クタ を 出力 する 。 


1Z O (1500 H) ー 01H 
1 O (1501H) 02H 
1 O (1502H) ー- 04H 
1 O (1503 H) 一 08H 
1 O (1504 H) ー- 10H 
1 ゲ O (1505H) ーー 20H 
1 O (1506 H) 40H 
1 O (1507 H) ーー 80H 


つい で に 、ROM キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ (KROMCG と 以下 略記 する ) を アク セス する 
だ た め の 1/0 ア ドレ ス も 述べ お きま す 。 


ROMCG ア クセ ス の |/O ア ドド レス 


ROMCG : 1 0 ボー ト 1|I400H 番 地 一 | 4 0 7H 番 地 





( 注 ) これ ら の 1 0 アド レス で は 、 ア ドレ ス ・ バ ス の 上 位 8 ビット (|I4 H, 15 H, 1I6 H, 17 
H) で 、 キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ の 区 別 が 行なわ れ 、 下 位 3 ビ ピッ ト で 、 1 キャ ラク タ 
の 何 段 目 (0 て 7) を 指定 する か が 区 別 さ れ 、 他 の ビッ ト は 無効 と な り ま す 。 


< 例 > アド レス ・ バ ス 0010101 メ メメ メメ 0II0 
上 位 8 ビッ ト 無効 下位 3 ビット 0 ゆえ 、 


I5H ゆ え 、 0 段 目 (上 か ら | 段 目 ) を 選択 
PCG(B) を 選択 


で すか ら 、 た と えば PCG (B) に お いて 、1/ 0 アド レス 1508 H 番地 は 1500 H 番地 と 同 
等 に な り ま す (8 の 倍数 の ズレ は 同等 ! )。 


以上 が キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ 関 係 の 1 エ プ O アド レス で す が 、 疑 問 を 持た れ た 読者 も 
お られ る で し ょ う 。 キ ャ ラク タ 番 号 (ASCII コー ド ) の 区 別 は どの よう に し て いる か ? と 
いう 当然 の 疑問 か と 思わ れ ま す 。 

キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ (ROM, RAM と も ) も メモ リー で ある 以上 、 き ちん と アド 
レス が つけ られ て いて 、 各 ASCII コー ド に 対応 する キャ ラク タ の ドッ ト ・ パ ター ン が 格納 
され て いる 訳 で す が 、X 1 に お いて は 必要 最小 限 の 回 路 構 成 で アク セス 可能 と する た め に 、 
KROMCG と PCG (RAMCG) だ た ち は 、 全 くく 同じ アド レス 配置 を と っ て いま す 。 


キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ の 配置 





人 穫 ROM CG 

画 鹿 国 PCG (B) 

細目 PCG (R) 
。 Hp 9 ーー PCG (G) 
切り 替え 


この た だ ため に 、 各 CG は 、1 / O 空間 上 に 特定 の エリ ア を 持つ こと な く 、I プ 0 アド レス の 
上 位 8 ビッ ト で 選択 きれ た CG の 1 キャ ラク タ 分 だ けが アク セス 可能 と な る 構成 が な され 
て いま す 。 

さて 、 キ ャ ラク タダ タ 番 号 の 指定 法 で す が 、 以 上 の こと か ら 、 か な り 特 殊 な 方 法 で ある こと 
は 想像 で きる で し ょ う 。 読者 の 中 に は 、 テ キス ト VRAM、 デ トリ ビュ ー ト VRAM と し て 
割り あて られ て いる IO アド レス の うち 、 表 示 に 用 いら れる エリ ア は 全部 で は な く 、 余 
っ た エリ ア は 何 の た め に ある か と 疑問 を 持た れ た 方 も お られ る で し ょ う 。 次 節 の テー マ は 、 


この VRAM の 余っ た エリ ア と 関係 し ます 。 


1-14 プロ グラ マブ ル ・ キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ (日 ) 





冬 表 示 モ ー ド で の 、VRAM の 余っ た エリ ア (表示 に 用 いら れ な い ) は 決 の よう に な っ 
表 上 ま 計り 


(VRAM の 余っ た エリ ア ) 


OHT モ 一 ド 。 ペー ジ 1 
テキ スト VRAM アト リピ ュー ト VRAM 


表示 に 使わ |。 jn ロー33E7H 2000Hー23E7H 
れる エリ ア 


is 233E 8H 一 33FFH123E 8H 一 23FFH 
邊 つた エリ ア 。 
(24 バ イト ) (24 バ イト ) 
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40 桁 モード 、 ペ ー ジ | 
テキ スト VRAM アド リピ ビュート VRAM 


示 に 使わ 
表示 に 使 340UU 有 HH 一 は 7/ 此 JNIg4H0UH 一 2/E 7 日 
る 王 り アデ 





2 の EE な 月 の あま よ ド F 旧 | 攻 世 事 由 m\ 尼 記 占 
夫 っ た エリ ア 
(24 バ イト ) 「 (24 バ イト ) 


80 桁 モー ド 
テキ スト VRAM アト リピ ビュ ー ト VRAM 

表示 に 使わ 
3000H 一 87OEFH|SUI0N 一 8 了 了 F 目 

れる エリ ア 


DO 月 一 きき FE 月 | を 涼 0 明憲 義 予 記 尽 出 
條 っ つた エリ ア - 
(48 バ イト ) (48 バ イト ) 


これ ら の エリ ア は 、 通 常 は 、 走 査 線 が 表示 エリ ア の 右 下 端 に 達し た 後 、 ホ ー ム 位置 へ 戻 
る まで の 垂直 帰 線 期 間 内 の エリ ア と し て 用 られ ます が 、 も う 1 つの 用 途 と し て 、 キ ャ ラク 
タ ・ ジ ェ ネ レー タ を アク セス する た だ た め の 役 割 を 持っ て いま す 。 

すなわち 、 キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ を (読み と り 、 あ る い は 書き 込み で ) アク セス す 
る た め の 第 1 段階 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


CG アクセス {1 ) 


RAMCG CG は ROMCG 
RAM, ROM ? 


が ト ャ サビ ュー トド ト ・ コ ー ド アア も レビ ネート = コード 
20 H 00 H 










アト リピ ビュー ト ・ コ ー ド 
を アト リピ ビュ ー ト VRAM 
の 余っ た エリ ア に 出力 

(24 バイ ト 又 は 48 バイ ト ) 


アク セス し た い キ ャ ラク 
タ ・ コ ー ド を テキ スト VR 


AM の 作っ た エリ ア に 出力 
(24 バイ ト 又 は 48 バイ ト ) 





ナン 


この 段階 で 、 読み と り 、 あ る い は 書き 込み を し た い キ ャ ラク タ ・ コ ー ド が CG 側 に 伝わる 
訳 で すね 。 

第 2 段階 は 、 タ イミ ング を と りな が ら 、CG と デー タ の や り と り を する 部 分 で す 。 各 CG 
と の デー タ 授 受 は 8 バイ ト に わた っ て 行なわ れ 、 前 節 で 述べ た よう に 選択 する CG (PCG 
の B, R, G お よび ROMCG) に よっ て アク セス する 1/O ア ドレ ス は 異な り ま す 。 


フロ ー チ ャ ー ト CG ア クセ ス (2 ) 

















CN チタ クセ ス ( ゅ め ) 





1〆0 ポ ボート 1IAOIH 
番地 の MSB が 1 に 
な る まで 待つ 





垂直 帰 線 信 号 の 
割り 込み 禁止 立ち 下がり を 

待つ 。 

1I〆0 ボ ポート IA0OIH 

番地 の MSB が 0 に 

な る まで 待つ 

> 1 記 記 記 記 記 記 記 本 
書き 込み 読み と り 


CG の |/ プ 0 ポート 
に デー 江 軸 カカ 


8 バイ ト 分 
ルー プ す る 


CG と の デー タ 授 受 は 、 垂 直 帰 線 期間 内 に 行なわ れ ま す 。 垂直 帰 線 信 号 が "H が し か 
は 、I/ プ 0 ポー ト 1AO1H 番 地 の MSB で 読み と れる よう に な っ て いま す (V-DISP 信 号 )。 


LUI H し 
垂直 帰 線 信号 
tt 上 』 


! 
ベーーーーーーーー 垂直 帰 線 期間 ーーーーーー※! 
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まだ た 、 失 1 で は キー 入力 を 割り 込み 処理 し て いて 、CG アク セス 時 に 割 


込み が か か る 


リ 
と 、 タ イミ ング が ズレ て し まい ます か ら 、 以 上 の 過程 を 割り 込み 禁止 で 行なう 必要 が あり 


ます 。 


さあ 、 こ れ ら が 理解 で きま し た ら 、 プ ログ ラム 作成 を し て み ま し ょ う 。 簡単 の た め に 、 
40 桁 モ ー ド ・ ペ ー ジ 0 の 画面 で 、PCG (RAMCG) へ の デー タ 書き込み の サブ ルー チン を 
作り ます 。 後 で 使え る よう に 、 メ モリ ー 上 FEB00 H 番地 か ら 格 納 し まし た 。 


リス ト PCG data set subroutine 


824 FB99 
9925 FBB91 
9626 FB892 


9931 FB93 
9932 FB95 


9833 FB98 C5 


9934 FB9 
9635 FB9 ム 
9636 FB9B 
9937 FB9D 
9938 FBBF 
993? FB19 
9949 FB11 


9945S FB13 
694 る FB15 
9647 FBi 

9948 FB12% 
964? FB1a 
995S8 FB1B 
96S1 FB1C 


8952 FB1E 23 


9653 FBIF C 


9954 FB29 


965? FB22 43 


9969 FB23 
986 る 1 FB25 
996 る 2 FB2 る 


9963 FB28 C 


99865 FB29 
866 る 6 FB2C 
98 る 7 FB2E 


9E96 
E 1 
1E98 
=) 


91611 ム ム 
ED78 
F22CFB 


PR moOde = MIDTH 49: SCREEN 8。8 


= Character codg 
= PCG select (15H or 1 る H or 17H) 
= top address of data (8 bytes) 


sinput Te : 8 
HL 
Output reg: HL = HL + 8 (next da ョ ta addres ら ) 


を BC DE 


OURG 8FB89H 
H 
0 Te iSteGT PuSh ーーーーー 
PUSH BC sKeep BC DE 
PUSH DE 
PUSH HL 3 ata addTes= push 
H 
) mhr RA CG mode ーーーーー 
RAMCG: LD  B。24 jleft bytes of VRAM 
LD HL , 23ESH j top address of ]eft area of† VRAM 
LUOUP1: PUSH BC 3 COunteT Push 
LD BB H sBC = VRAM address 
LD 9 回 
LD 向 , 9H 5 = attribute 〈(CGEN 1) 
0UT 、(C)』 谷 3 コト キト エ 15ut 与 Out 
INC HL 5 1inCTement VRAM addres ら 
POP BC $ COuhter POP 
DJNZ LOUOP 1 5 loop by count B req 


ーーーーm ChaTaCteT COdG ちら 己 t ーーーー 


リ 
CODSETiLD B,。 24 31G†t bytes of VRANM 
LD HL , 33E8H stop address of ]e†t area o† VRAM 
LUOPZ2: PUSH BC 3 COunter Push 
LD B, H 5 BC = VRAM address 
LD 上 
LD 缶 。 D 5 合 = character code for PCG set 
DUT 、(C)』aa 3 CharTacter code out 
INE HL 1nCcrement MURAM addres ら 
POUP BC 3 COunter POP 
DJNZ LOUOP2 5 loop by count B req 
》 
2 
3 ーー ニーーー PTeEPaTat ioOn foT PCG らら ーーーーー 
9 
PREP 1 「R RE 3BC = 1!/0 address of PCG se1lect 
* 
POP HL 5sHL = top address of PCG data area 
LD E, 8 5jE = PCG set counter (8 ヨ bytes) 
PUSH BC 3 ノロ る dd か 己 S ら PuSh 
3 
PREP2i LD BC。 1A61H j り -DISP = MSB of 8255 port BB 
MAIETCE IN 向 , ( じ ) 
JP Pk 内 IT2 5S ゅ wa コ 1t unti] いり -DIGSGP = 1 


9968 9 
92 の 9 FB31 F3 PREP3: DI 1 ちら ab1e interTupt 
9979 H 
9971 FB32 ED78 PREP4: IN 内,。 ( じ ) 
9972 FB34 FaA32FB JP NM。 PREP4 suia1it until り -DISP = 9 
9973 1 
8874 FB37 C1 PREP5: PP BC 3 BC = 1/0U addrTeSsS 
9975 5 
967 る H 
867Z ーーーーー PCG set (8 b ッ tS) -ーー ニ ーー 
88978 : 
997? FB38 7E LOOP3: LD 向 。 (HL ) s 向 = PCG data 
9989 FB3? ED7? DUT (CC) 5Out tO 1/U(BC) 
98681 FB3B 23 INC HL 5 1nCTement data addTeS ら S 
に FB3C 9@3 INC BC jinCTement 1/0 addreSS 
$ 
9884 FB3D 68 MAIT3: NOP 5ua1tinG 
9985 FB3E 3E9E LD 14 
998 る 2 FB49 3D LP: DEC ら 台 
4 上 FB4 1 C249FB JP NZ, LP 
3 
898? FB44 1D COUUNTI DEC E sby ッ te counter decrerment 
FT FB45 C238FB JP NZ, LUOP3 3 TeGPeat for 8 bytes 
しり 
0 9?2 B 
8 8?3 5 ーー ニニ ーーー hd O† 5 ら UuUbTOut 1 ロロ 己 ーーーーー 
99?4 H 
96?5 FB48 D1 EXITi POP DE srTedisters bacK 
89889? る FB4? C1 POP BC 
99?7 FB4 全 FB E 1 senable interrTupt 
89?8 FB4B C RET 5Teturn 
9 8? の 1 
89198 5 
8181 FB4C END 
さて 、 こ の サブ ルー チン を テス ト す る た め の メ イン ルー チン を 作り ます 。 キャ ラク タ ・ 


コー ド 30 Hー33 H に 4 種類 の 色 で 冬 線 を 定義 し て み ま し た 。 


リス ト main routine for PCG set (example) 
9999 3 KKOKKKOKOK 求 玉 玉 玉 玉 涼 水 K 炒 玉 米 玉 求 玉 宮 米 求 玉 来 玉 求 玉 ※ 炒 玉 氷 玉 玉 求 玉水 氷水 玉 
8881 5 米 ボボ 
9962 5 main routine for PCG set 〈examp1le) 涼 
9893 5 水 ※ 
8094 5 by Y。.Shimizu ボボ 
98695 5 ※ ※ ボ 
98896 5 水 1?84.3.5 水 
999/ 5 ※※ 
8998 3 炒 補 迷 玉 玉 玉 ポポ 求 玉水 氷 示 KK 求 玉 玉 求 玉 玉 玉 玉 玉 玉 水玉 来 束 玉 氷 玉 氷水 炒 沙 求 炒 ボ 
999 ツ H 
9619 3 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーー 
991 1 5 
9012 5 TEST pattern for PCG settin ロ 
99813 ) 
8614 5sCSII code 39H = pattern of "ノリ " (uhitG) 
9915 5 31H = */" (blue ) 
913 る H 32H = n プリ (Ted) 
9017 H 33H = ョ PT ( ロ Teen) 
96 18 H 
98 1 の 3 ミーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニーーーーーーーー ニ ーーー ニーーーーー ニ ーーー 
9928 
992 1 H 
8922 FBB89 PCGSUB:EQU  @FB99H jPCG data set subrout ine 
9923 1999 ト NONHUT:EQU 1999H jsHu BASIC monitor hot start 
9924 H 
90925 5 
9 962 る DRG 9F989H 
9927 5 
6928 BN 
992 5 ニニ ご ニー ニー ht も す 381 る の も も 1hO ーーーーー 
9 
も F999 1 る 39 LD D, 398H sD = start SCI1I code for PCG Set 
9932 F992 1E15 LD E, 15H sE = PCG select code (Blue) 
9933 F984 211CFG9 LD HL DATa sHL = top address of PCG data 
934 F997 96 る 094 LD B, 4 sB = counter of PCG set (4 char〉 
8835 9 
り 993 る $ 
9937 5 ニー ニーーー main loop for PC St ーーーーー 
9938 H 
993?9 F99? DS LOOP: PUSH DE jsKeep DE 
9949 5 
994 1 F99 ム CD89FB CALL PCGSUB sblue pattern ら Set 


きり 


89942 Fg8D 1C INC E sPCG select code = 1 る H 


6943 F99E CD89FB CALL PCGSUB 353Ted pattern set 
9g944 F811 1C INC E 5PCG select code = 17H 
1 F912 CD98FB CaLL PCGSUB 5dreen pattern set 
る 5 
9947 F915 D1 POP DE sD,E bacK (CE = 15H) 
8948 F816 る 14 INC D jstO next character 
*T F817 189F8 DJNZ LOOP 5 loop by counter B req 〈④ char) 
* 
985 1 H 
り 9952 5 ーーーーー end oO† ma1inhn TOUtin ーー ニーーー 
9 853 R 
8654 F81 の 9 C39910 EXIT JP MONHOT sgoto monitor 
9855 5 
9956 H 
8957 馬 RBKah PCG pattern data -ー-ーーー 
9 9658 : 
2 5 米 宝 氷 ※ 玉 at トコ †OT COde 39H 水 水 玉水 
ら H 
99 る 1 F91C 81929498 DATA: DB 9 1H, 92H, 94H, 98H,1 9H, 2 9H, 4 9H, 89H 
F929 18294880 
99 る 2 ど F924 91929498 DB 9 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 2 9H, 4 8H, 88H 
F928 19294986 
59 る 3 F82C 8981929488 DB 9 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 29H, 4 9H, 89H 
F939 19294980 
89 る 4 H 
9965 』 氷 氷水 玉水 ata †OT Code 31H 水 氷 ※ 水 
9 946 H 
8667 F934 91929498 DB 9 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 29H, 4 9H, 89H 
F938 19294989 
89928 F93C 98998999 DB 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 89H, 69H 
F949 98999988 
9882?9 F944 89999988 DB 9H, 99H, 89H。 99H, 99H, 99H, 99H, 99H 
F948 99898896 
898979 5 
887 1 3 OK 求 水 水 at トコ す OT COde 32H 水球 球 玉 氷 
9972 5 
9673 F94C 99999996 DB 99H, 99H, 99H, 99H, 9 9H, 99H, 99H, 99H 
F 859 99999999 
9674 F9854 81929498 DB 9 1H, 82ZH, 94H, 98H, 1 9H, 29H, 4 8H, 89H 
F 958 1929498889 
9975 F95C 99999996 DB 9 9H, 99H, 99H, 99H, 89H, 89H, 99H。 99H 
F 6949 89999890 
9876 る H 
の 5 米 炒 ※※※ 氷 at トコ fOT COde 33H 水 氷 玉 玉 
* 
907? F9?24 889999998 DB 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H, 99H 
F 928 9899899986 
9689 F96 る C 99999996 DB 69H, 99H, 89H, 99H, 99H, 98H, 9H。 99H 
F979 99999989 
9981 F974 91928498 DB 9 1H, 92H, 94H, 98H, 1 9H, 29H, 49H, 89H 
F978 19294588 
9982 5 
9983 - 
9684 F97C END 


これ ら の サン プル ・ プ ログ ラム に より 、 キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ に つい て の 理解 を 深 
め ) て 下さ い 。 


1-15 CG 関係 の シス テム ・ サ プ ブルー チン 





HuBASIC で は 、 キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ (CG) 関係 の 命令 と し て 、DEFCHR$ と 
CGPAT$ が あり ます 。 これら の 命令 処理 で 参照 され る の が 、 次 の シス テム ・ サ ブ プ ブルー チン 
た ち で す 。 


用 称 PCG デ ー タ ・ セ ッ ト 


アド レス 002BH( あ る い は 0AAAH) 





入力 条件 D レ ジス タ 三 キ ャ ラク タ ・ コ ー ド 
E レ ジス タ = テ CG 1/0 ア ドレ ス 上 位 8 ビッ ト (15H、16H、17H の いずれ か ) 
HL レジ スタ テー 出力 デー タ ( 8 バイ ト ) の 格納 先頭 アド レス 


(HL) 一 三 出力 デー タ ( 8 バイ ト 分 ) 
中 力 条 件 HL<ーHL 十 8 
BC は 保存 
機 朋 PCG(B、R、G) の | つ を 選択 し て 、(HL) 一 (HL 十 7 ) に 格納 され て いる 


8 バイ ト デ ー タ を キャ ラク タ ・ コ ー ド (D レ ジス タ ) に 出力 する 。 


名 称 一 ・ ャ リー ド 

アド レズ メ 0 0 3 3H( あ る い は 0ACAH) 

入力 条件 | D レ ジス タ ニキ ャ ラク タ ・ コ ー ド 

E レ ジス タ =GCG |/0 ア ドレ ス 上 位 8 ビッ ト (14H、15H、16H、17H) 
HL レジ スタ テ 入 力 デ ー タ (8 バイ ト ) の 格納 先頭 アド レス 


出力 条件 | (HL) 一 (HL 十 7 ) に 、CG か ら 読 ん だ デー タ を 格納 

HL<-HL 十 8 

BC は 保存 

CG の 1 つ (ROMCG、PCG(B、R、G) ) を 選択 し て 、D レ ジス タ の 指定 する 
キャ ラク タ ・ コ ー ド の パタ ー ン を 読み 、(HL) 一 (HL 十 7 ) の メモ リー に 
格納 する 。 


展 
ト 
CC 


HuBASIC 使用 時 に は 、 こ れ ら の シス テム ・ サ プ ブルー チン を 利用 する の が 実用 的 で し ょ 
う 。 皆 さん も DEFCHR $ や CGPAT$ に 相当 する 処理 を マシ ン 語 で 実行 し て みて 下さ い 。 


は / 
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第 選 章 グラフィック 画面 





2-1 クラ フィ ッ ク 画 面 と GRAM 

グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 表示 は 、 グ ラフ ィ ッ ク VRAM (以下 、GRAM と 略 称 ) に ドッ ト ・ 
パパ ター ン を 書き 込む こと に より 行なわ れ ま す 。 

1 し,X]D で は 、 GRAM は 標準 実装 ほれ て いて 、 XX 1 シリ ー ズ の 優れ た グラ フィ ッ ク 
機能 を すぐ に 楽し むこ と が で きま す 。- 番 最初 の X1(CZ-800C) の み 、GRAM は 別売 (CZ 
9GR) で す が 、 1 にとって! 必需品 と も いえ る デバ イス で す の で 、 で きる だ は 取り つ 
ける こと を お 勘 め し ます 。 

さて 、GRKAM は 48K バイ ト の 容量 を 持ち 、1 〆 O 空間 内 の 4000 H 番地 一 FFFFH 番地 
に 割り つけ られ て いま す 。 BRG の 3 原色 に 応じ て 、 GRAM は 3 つの 部 分 に 分 けら れ 、 1 
けり "デップ は 沈 の よう に な っ て いま すず 。 


《GRAM の 1 O マ ッ プ ) 4000H 


7FFFH 
8000H 


BFFFH 
C000 H 





FFFFH 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 構成 単位 は 小さ な 点 (画素 、 ド ッ ト 、 ピ クセ ル と も いう ) で あっ て 、 
40 桁 表示 (WIDTH 40) の 時 、1 画面 は 横 320X 縦 200 ドッ ト 、80 桁 表 示 (WIDTH 80) 
の 時 は 、 横 640X 縦 200 ドッ ト か ら 構 成 さ れ ま す 。 

Hu BASIC で は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト の 位置 を 指定 する の に 0 ミ x ミ 319( 又 は 
639)、0 ミ yY ミ 199 の 和男 囲 の 画面 座標 (X, Yy) を 用 いま す 。 こ れ ら の 各位 置 と GRAM の 
アド レス と の 対応 は 、 テ キス ト 画 面 よ り 複 雑 で す 。 

1 ドッ ト は 、GRKAM の 1 ビッ ト に 対応 し 、 画面 上 左 か ら 8 ドット ず つ 横 1 列 が 組 に な っ 
て 、GRKAM の 1 つの 番地 (1 バイ ト ) と 対応 し ます 。 た と えば 、 青 画面 (40 桁 表示 ) と GRAM 
アド レス と の 対応 を 図示 する と 次 の よう に な り ま す 。 


青 画面 と GRAM アド レス (40 桁 表 示 ) 






_amm | em | 
4828H 


l 
! 
1 
1 
』 















_am | scrm| 
73COH | 73CIH |H 



















584FH 
604FH 



















4BE6H | 4BE7H 
53E7H 












画面 座 酔 (x。 y) か ら 、GRAM アド レス へ の 換算 を BASIC プロ グラ ム に し て み ま し 
た 。 以 下 の プ ログ ラム で 、140 行 一 160 行 に 「 初 期 値 」 を 設定 し て か ら RUN する と 、 画 面 
の 各 ド ッ ト に 対応 する GRAM アド レス が 計算 で きま す 。40 桁 表 示 の 時 は 、 ペ ー ジ 0 と ペ 
ー ジ 1 が あり ます の で 注意 し て 下さ い 。 


40 


198 RENM --- GRAH addTesS -ー- 
119 “ 
0 DEF INT 台 -Z 
149 START=&H4899 RENM 〈 一 - GRANM (B) 
159 LNYODE=48 REM ーー MIDTH ualue 
で が PAGE =9 iRKEM < 一 paqge 9 
189 INPUT "(XX, YY) = リョ X。 Y 
129 XX=( \ 8) : YYs〈Y \ 8〉) : DAN=(Y ト HODD 8) 
299 GRAM=START+PAGE*X&H4 89+YY ホ KMMODE+XX+DAhNDk&H8 99 
219 PRINT "GRAN = "jjHEX も (GR + "日 『 
229 PRINT 
39 GOTOU 189 
RUN 
(XX」P) う = こう 2 7。 ロ 
GRRM = 4dg9H 
(X,『)=2 ピ 8. ロ 
GRHN = 4g84H 
2 ニア 8 92 

内 財 = 43CgH 

X , Y ) =2 > 199 
GRAM = 7BE ッ 
(XY)=2 園 


こう し て 、 基 本 3 色 ( 青 、 赤 、 緑 ) の 画面 と GRAM の 対応 は わか り ま し た 。 これ 以外 の 
色 は 、 基 本 色 の 重ね 合わ せ で 実現 で きま すか ら 、 た と えば 青 画面 と 赤 画 面 の 同一 位置 に ドド 
ッ ト を セッ ト す る と 、 そ れ は 赤 紫 (マゼンタ ) の ドッ ト を 表示 し た こと に な る 訳 で す 。 


[グラ フィ ッ ク 画 面 の 実験 の 注意 ] 

LIST や AUTO を 実行 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 が 見 えな く な る こと が あり ます 。 こ れ は 「 グ ラフ 
ィ ッ ク 表 示 ス イッ チ 」( 第 7 節 参 照 ) が OFF と な っ て いる か ら で す 。 こ の こと に 留意 し 、 以 下 の 各 
由 で グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 表示 実験 を する 時 に は 、 最 初 INIT ある い は PALET ある い は 
SCREEN 0, 0, 0 を 実行 し て 「 グラフィック 表示 スイ ッ チ 」 を ON に し て か ら 始 め る こと を お 拓 め 
し ます 。 ブ ログ ラム を 実行 し た の に 表示 され な い 時 は 、 ま ず 、 こ の こと を 疑っ て みて 下さ い 。 


2-2 GRAM へ の デー タ 出 力 





巡 は 、GRAM へ の 出力 デー タ を 考え ます 。 テ キス ト VRAM の と き は 、 出力 デー タ は キ 
ャ フラ ググ ダ の ASCLI コー ド で し た が 、GRAM の 場合 は どう でしょ うか 。 

2 進数 の ビッ ト ・ パ ター ン で 考え て 、「0 ニ ドッ トリ セッ ト , 1 ニ ド ッ ト セ ッ ト 」 と いう 
の が 人 答 で す 。 た と えば 、GRAM の 4000 H 番地 に デー タ A5H を 出力 する と 、 画面 左上 隅 
に 点線 の パタ ー ン が 青く 表示 され ます 。A5H は を 10100101 で すか ら 画 面 に は 、 


用 浮 」 明 し 





ンク 


( 衝 線 部 は ドッ ト ・ セ ッ ト ) 


と いう ドッ ト ・ パ ター ン と な っ て 表示 され た 訳 で すね 。 表 示 位 置 は 前 節 の こと か ら 、 画 面 
座標 (0, 0) 一 (7, 0) の 8 ドッ ト と な り ま すね 。 

で は 、 基 本 テク ニッ ク と し て 、40 桁 表 が ・ ペ ー ジ 0 (WIDTH 40 : SCREEN 0, 0, 0) 
の グラ フィ ッ ク 画 面 に お いて 、Hu BASIC で の 


LINE (0, 1 ) 一 (319。 1), PSET, 1 


に た だ た る プロ グラ ム み を 作り まし ょ う 。 ルー ツジ を 用 いで 次 の よう に な る は ず で す 。 



















LD BO.4800H : 位 置 (0.1) 
LD A.OFFH  : 実 線 


0100 48 
き 正 に 折 





| 16 28 LD D,40 : | 行 三 40 バ イト 
ED 79 LOOP:OUT (O), A :PSET 
03 INC BC : ア ドレ ス 十 | 
15 DEC D 2 8 の 雪 一 
20 FA JR NZ,.LOOP : 





叶 E 丁 





C9 


「 リ ロケ ー タ ブル 」 な の で 、 適 当 な アド レス か ら 格 納 し て 実行 し まし ょ う 。 い か が で す 
か ? 青い 線 が ひけ まし た か ? 


〈 青 い 線 を ひく 》 





し 年 」」 で 


ト そう ET 
主 の mrmrirmumrmmmm マ の 


っ WOTIO 
DO TiO 
よ 
00 


「TQQQcQcQQoQQ で mm ズ 
SGQCQCQGQQQQGQ で OO 
ITmCO や の -YUIOODGO 
Oo か COFTTODO 
人 
や 


QHNNHHNNUMHIO 


グラ フィ ッ ク 画 面 表 示 と いっ て も 、 こ の よう に GRAM に 1 つ 1 つ デ ー タ を 送っ て いく 
こと が 基礎 に な る 訳 で すね 。 


2-3 テキ スト 画面 か ら グ ラフ ィ ッ ク 画 面 へ の 転送 





で は 、 も う 少 し レベ ル を 上 げ て 、 テ キス ト 画 面 の 1 文字 の フォ ント ・ パ ター ン (8X8 
ドッ ト ) を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 する こと を 考え まし ょ う 。 

サン プル プロ グラ ム で は 、 ア ッ ト マ ー ク (⑨) の フォ ント ・ パ ター ン を ROMCG か ら 読 
み 出 し 、 赤 画 面 の 左上 隅 に 表示 し て いま す 。 GRAM(R ) に 描か れ て いる 証 換 に を 
押し て も 消え ませ ん ね 。 
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189 RENM ※※※ 米 玉 玉 炒 玉 米 米 米 米 迷 求 炒 米 ※※ 炒 ※ 米 米 

116 RENM ※ 水 

129 RENMN ※ text 一 一 > qraphic ※ 

139 RENM ※ 涼 

:49 RENM ※ b ッ Y。Shimizu し 

15d REN ※ 涼 

・ る 9 REN ※ 12?84.7。16 る 

179 RENM ※ 米 

18 RENM 炒 ※※ 米 ※※ 容 玉水 数 補 来 ※※ 米 炎 裕 米 米 洲 玉 米 米 涼 

1 の 5 “ 

ど 89 CLEAR &HE998 

5 NIDTH 49 !: SCREEN 9。9,9 : CLS 4 

と 

39 GOUSUB "カキ コミ " 

ご 46 CRLL &HE998 

ec56 END 

ご 692 ^ 

Cr < 

どど ご 〆 し LABEL "「 力 ま コ ミ " ! REM ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーーー ニ ーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
と yg < 

コ 989 DR=&HE999 

319 READ トト 人 尼 を 

29 JJF ト 代 も = "END" THEN _ RETURN 

339 POKE ADR, UMUAL ("&H" + ド 低 ま も ) 

ご 49 ADR=ADR+ 1 

359 GOTO 318 

ご 69 < 

ご 79 REM --- マシ フ コ "~ 上 ルー チン ーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーー 
389 ^ 

3?0 REM CGRD:I EQU* 8833H 

499 iRENM 

419 REN OURG 89E999H 

429 5 RENM 

439 DATA 16,」 48 iRKEN CGPATI LD D, 49H j COde “@^ 
448 DaATA 1E, 14 ij RENM LD E, 14H j RU ト CG 

459 DAT 全 21,99,E1 REN LD HL , 9E 1 89H jdata 

429 OATA CD, 33, 99 : REN CALL CGRD 

978 5REN 

4898 DATA 11,99,E1 REN FERE LD DE, 9E 188H jdata 

49?9 DaATA 91,99,88 : REN LD BC,8999H  jGRANKCR ) 
S599 DATA 21,98, 898 iREN LD HL,9899H jstep 

5S18 DATA 3E,98 REN LD 内 8 5 COunter 
529 DATA F5 jiRKEM LOOP: PUSH RF 

っ 39 DaaT 全 1 : REN LD 向 , (DE ) 3) 生 = ゴ ョ 【 ョ 

549 DAT ED, 7 ヶ iREN OUUT (CA joOut to GR 光 1 
so9 DaATA 13 : KEN INC DE 5jdata pointer inc 
S569 DATA E5 : RENM PUSH HL 

ョ 79 DATA 99 : REN DD HL,BC 

S89 DaTAa 44 REN LD B, H j BC =BC+899H 
S?99 DATA 4D iREN LD し s し 

699 DATA E1 iRKEN POP HL 

る 19 DaATA F1 REN POP PF 5 仙 =COunter 
629 DaATA 3D : REN DEC 谷 j COunter dec 
る 39 DATA 28,FZ2 iREN JR NZ, LUOP 

る 4d DaATA C% ヶ i REN RET 

e5 ロ iRENM 

5 DATA END : REN end marK 

ら アプ 


389 RENM ----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


2-4 低速 」 画 面 ク リア 





次 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 3 画面 (B, R, G) を すべ て 消 二 する プロ グラ ム を 作り まし ょ う 。 
単純 に 考え る と 、GRAM 全部 (4000 ゴーFFFFH) に デー タ 00 H を 出力 すれ ば よさ そう で 
す 。 


(低速 画面 クリ ア ) 


mm 
マシ ンコ ー ド WW 
01 00 40 LD BC.4000H :GRAM 先 頭 ア ドレ ス 
AF LOOP: XOR A :A 三 00H 
ED 79 OUT (C),A 5 1 みや イド < みみ リア 
03 INC BC : ア ドレ ス 十 | 
78 LD A.B :BC= テ 0000 ? 
BI OR OC 
JR NZ,.LOOP 
C9 RET 





MON 

\MF Ogg 

: F999=919949 

: F 884=ED79 

時 守 ま 

: F 999 こ 2@FG 

: F98C こ 989 

6k 

O 

し INEC9,9)- て 319, 199) , PSET,?,BF: CRLL&HF9gg 


上 で は 、 メ モリ ー 上 F000 H-F 00 BH 番地 に プロ グラ ム を 格納 し て いま す 。 画 面 は 40 
桁 表示 に し て お きま し た 。 画 面 消去 の 様子 を 観察 する た め に 、 画 面 を 曰く 塗り つぶ し て お 
ゅ いて か ら 、 マ シン 語 プ ログ ラム を 実行 し ます 。 

= 果 は 、「 ホ ー ワ ッ 」 と し た 感じ で 画面 消 ま が な され る は ず で す 。 途中 で 、 白 が 黄色 、 痛 
色 に 変色 し て いく の を 目 で 追う こと が で き て 、 こ れ で は 決し て 高速 と は 言え ませ ん 。 Hu 
BASIC の CLS 0 で は 、 も っ と 機敏 に 「 サ ッ 」 と 消 を えた は ず で す 。 上 の プロ グラ ム は そん な 
に 「 無 駄 」 を し て な い は ず で す が ……。 どこが 違う の で し ょ うか !? 

悩 せ の も 当然 で す 。 原 因 は 、 ソ フト ウェ ア と いう より も 、 ハ ー ド ウェ ア の 方 に ある か ら 
で す 。 この 間 題 を 論ずる に は 、GRAM アク セス モー ド 切 替え の テク ニッ ク を 知る 必要 が あ 
り ま す 。 次 節 で は これ を 扱い まし ょ う 。 
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2-5 アク セス ・ モ ー ド の 切り 替え ぇ 


朋 分 まで は 簡単 の た め 、 わ ざと 避け て 来 た こ と な の で す が 、 実 は 、X 1 シリ ー ズ に お い 
て は 、GRKAM の エ 10 マッ プ は 2 種類 存在 し ます 。 今 まで 登場 し て きた IO マッ プ は 、 
B, KR, G の 各 GRAM を 個別 に アク セス する 場合 で 、 個 別 ア クセ ス ・ モ ー ド ある い は シン 
クル ・ ア クセ ス ・ モ ー ド と よ ば れ ま す 。 こ れ に 対し て 、 複 数 の GRAM を 同時 に アク セス で 
きる モー ド が あり 、 同 時 アク セス ・ モ ー ド と よ ば れ ま す 。 こ れ ら 2 つの アク セス ・ モ ー ド 
と 。』 デ リマ デップ は 区 の よう に 異 あ りり ます 。 


つの アク セス ・ モ ー ド と 1 の マップ 











8000 ー ザ に 0000H ーー ウー 
2000H| アト リピ ビュ ー ト VRAM GRAM 
(BRG ) 
3000H| テキ スト VRAM 
4000H 4000H 
GRAM 
( RG ) 
8000H 8000H 
GRAM 
( BG ) 
C000H C000H ー 
GRAM 
( BR) 








FFFFH 


FFFFH 


同時 アク セス ・ モ ー ド に お いて は 、 何 と 、 1 0O 空間 が すべ て GRAM を 反 ま つて で し まい 
ます 。 こ の モー ド で は も ちろ ん テキ スト VRAM へ の アク セス は で き な い し 、1000 是 一 1 
FFFH 番地 に ある シス テム 用 の 1 プ O ポー ト も 使え ませ ん 。Hu BASIC の コマ ンド で 、 グ 
フフ ィ ッ ク 3 画面 を クリ ア す る CLSO が 高速 清二 ます る の は 、 同 時 アク セス ・ モ ー ド で 
GRAM (BRG) を クリ ア し て いる か ら な の で す 。 


で は 、 こ れ ら 2 つの アク セス ・ モ ー ド 間 の 切り 替え は 、 ど の よう に し て 行なう の で し ょ 
うか 。 ま ず 、 個 別 ア クセ ス ・ モ ー ド に する の は 簡単 で 、 ダ ミー の 入力 命令 IN A, (C) 
を 1 回 実行 すれ ば よい の で す 。 

面倒 な の は 、 同 時 アク セス ・ モ ー ド へ の 切り 替え 法 で す 。1 プ O ポー ト の 1A02H 番 
地 の ビ ッ ト 5 に パル ス を 出力 する と 同時 アク セス ・ モ ー ド に な り ま す 。 具体 的 に は 次 の よ 


うに し ます 。 


《〈 同 時 アク セス ・ モ ー ド へ の 切り 替え 法 〉 


し 
IN 

に 】 
OUT 
RES 
OUT 


す 。 
高速 画面 クリ ア 


3 
0102 1A 
ED 78 
CB EF 
ED 79 
CB AF 
ED 79 
01 00 40 
AF 

0B 


78 
BI 


0B 


FB 
C9 


BC, 


1A02H 


A, (C) 
5, A 


(C ), 


A 


9 り , AA 


(C ), 


MULACS: 


人 A 


IN 
生計 
OUT 
RES 
OUT 
LD 
XOR 
DEC 
OUT 
LD 
OR 
JR 


SNGACS: DEC 


IN 
E | 
RET 


1 O アド レス の 設定 。 
:1A02H 番 地 を 読む 。 

: ビット 5 を 1 に する 。("H”) 

: 1 A 02 昌 番地 へ 出力 。 

: ビッ ト 5 を 0 に する 。 (“し”) 

: 1 A02H 番 地 へ 出力 。 

これ を 利用 する と 、CLS 0 に 相当 する 高速 画面 クリ ア は 、 次 の よう に プロ グラ ム で きま 


A,(C) 
5, A 
(C), A 
5, A 
(C), A 
BC, 4000H 
衝 

BC 
(C), A 
A, BB 

す 

NZ, LOOP 
BC 
A,(C) 





: 害 り 込 み 禁 止 


LD BC,1IA02H : 同 時 アク セス ・ モ ー ド へ 切り 替え 


:GRAM(BRG) 終 了 ア ドレ ス 十 | 


だ Re 区 一 1 
1 ゴイ ドー ダグ 9 
:BC 三 0000H ? 


:BC ニ FFFFH 
: 個 別 ア クセ ス ・ モ ー ド へ 切り 替え 
: 害 り 込 み 許 可 


同時 アク セス ・ モ ー ド で 0000 Hー3FFFH 番地 に 00 H を 出力 する も の で す が 、X 1 で 
は キー 入力 な ど を 割り 込み で 処理 し て いる の で 、 プ ログ ラム 実行 中 に 割り 込み が か か る と 、 
シン メデ ム は 普通 の コグ ノ 0 マ ッ プ と 見 な し て 。 1 ノ /O0 ポート を アク セス し ます か ら 変 な こと 
に な っ て し まい ます 。 そ こ で 、 最 初 に DI を 実行 し 、 プ ログ ラム 動作 中 の 割り 込み を 禁止 


し 博す 。 
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ブロ グラ ム の 最後 の 方 で 、 ダ ミー の IN 命令 を 実行 し 、 個 別 ア クセ モス ・ モ ー ド に 戻し ま 
す 。 ルー プ 終 了 時 は BC=0000H と な っ て いま す が 、 こ こ は 拡 張 『 プ 0 ポー ト に 割り 当て 
られ だ た アド レス で 、 何 が 接続 きれ る か わか り ま せん か ら 、 安 全 の た め DEC BC に ょ り 、 
B し レー ド FEFEH に し て IN A, (C) を 実行 し て いま す 。 

ブロ グラ ム 終 了 前 に EI で 割り 込み 許可 に 戻し て お く の も 忘れ ず に / 

実行 例 を 下 に 掲げ ます 。 


《 画 面 ク リア の 実行 例 ) 


ポ て 


"だ わ の ロロ mm ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロマ 〇 
GO ロラ 
ビビ ビビ ビビ ビビ ビビ ビ 記 証 証 QQOQ 届 QQ 
m ワ OO-JmOIOOON は mm や OO いよ ビ QQ 
HMIIIMHIMIMIMIMIMIHIHIIIHM 
GOmmQIOO0-JmQpQImOmOTmQ 
Qu 00 ウ 00 イプ DD ば 0 プ ビ (0) 


の 〇 素 し 生 提 |! 還 | 邊 1 昌 1 二 | 竹生 | 還 ! 還 | 還 ! 提 | ! 還 1 生 1 提 ! 提 1 


NE(9:9)-〈319.199)』jPSET,?,。BF 』 C 介 ・S&HFB ヨ gg 


前 妥 と 同様 F 000H 番地 か ら 配置 し て み ま し た (「 リ ロケ ー タ ブル 」 な の で 別 の 番地 に 配 
置 す る こと も 可能 )。 前節 の 「 低 速 画 面 ク リア 」 と の 速度 の 違い を 味わっ て 下さ い 。 

昌 4 草 で 「 汎 用 ポー ト 8255」 の 使い 方 を 理解 する と 、 同 時 アク セス ・ モ ー ド へ の 切り 禁 
え を 別 の 形 で プロ グラ ム で きる こと が わか り ま す 。 そ の 時 、 本 節 の 内 容 を 思い 出し て 下さ 


芝 





人 1 シリ ー ズ の グラ フィ ッ ク 画 面 は 「 パ パレ ッ ト 機 能 」 を 持っ て いて 、 画 面 に 表示 され る 
時 の 色 を 、 本 来 の 色 と 違 っ た 色 に 設定 で きま す 。 これ は 画面 出力 の 出口 の 所 で 、 切 り 換 え 
スイ ッ チ が あり 、 本 来 の 色 と は 異な る 色 の 出力 回 路 に 色 コ ー ド を 入れ られ る か ら で す 。 
HuBASIC の 命令 PALET, CANVAS は この 機能 を サポ ー ト し た 命令 で す (マセ マニュアル 
に 、 こ の 2 つの 命令 は 同時 に 使用 し な いよ う 注 意 が 書か れ て いる の は その た めで す )。 

ッ パパ レッ ト 機 能 に は 、 次 の 3 つの エ IO アド レス が 関係 し て いま す 。 


バレ ッ ト 関 係 1 プ O ポー ト 


Xa 
| 


パレ ッ ト (Blue) 


ら 
1 


パレ ッ ト (Red) 
パレ ッ ト (Green) 


! 
っ 





[ 注 】 これ ら の 1 0 アド レス は 、 ア ドレ ス 上 位 バ イト の み 有 効 な の で 、 下 位 バ イト は 何で も 
よい 。 た と えば 、1203 H 番地 は 1200 H 番地 と 同じ 機能 を も つ 。 


これ ら 、 3 つの ポー ト は 組 に な っ て 働き 、 書 き 込 まれ る デー タ と 設定 され る パレ ッ ト の 
関係 は 次 の よう に な り ま す 。 


〈《( パ レッ ト の 設定 》 


ビッ ト 7 ビッ ト 6 ビッ ト 5 ビッ ト 4 ビッ ト 3 ピット 2 ピット | ビット 0 


パレ ッ ト (B) ボー ト 


パレ ッ ト (R) ボ ポート 


パレ ッ ト (G) ボー ト 





PALET 4, Xx 十 Y※2 十 zZ※*4 


2 つの パレ ッ ト ・ ポ ー ト を 並べ て 、 ビ ピット ご と に 縦 割 り に 見 ます 。 図 の よう に 、 た と える 
ば ビッ ト 4 の 列 に 上 か ら x, Y, 2Z (各々 は 0 か 1) が ある と する と 、HuBASIC で いえ ば 
PALET 4. x]y*2 十 Z*4 の 状態 と 同じ に な っ て 、 色 コー ド 4 番 に は (X 十 Y※ 
2 十 Z*4) 番 の 表示 色 が 設定 され ます 。 

パレ ッ ト の 初期 設定 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


〈 バ レッ ト 初 期 設 定 》 
パレ ッ ト (B) 


パレ ッ ト (R) 


パレ ツ ト (G) 





| Y 
| PALET0, 0 
|- テ PALET 1, | 

ーーーーー >-PALET 2, 2 

| ニーー ニ ーーーーー >PALET 3, 3 

an セー ニャ ーー me >PALET 4, 4 
5 

6 

っ 


> テ -PALET 5, 
ノノ >PALET 6, 
っ ーーPALET 7, 


これ ら の デー タ を 変更 すれ ば 、 パ レッ ト 設 定 が 変わ り ま す 。 実際は 、 コ ンピュータ 画面 
串 力 の 垂直 同期 信号 (PV-Sync) と タイ ミン グ を と っ て 、 デ ー タ 出力 を し ます 。 だ た と え は 、 
PALET 4, 1 を 実現 する に は 、 次 の よう に デー タ を セッ ト し ます 。 


4/ 


《PALET 4 , 


1》 
パレ ッ ト (B) 
パレ ッ ト (R) 


パレ ッ ト (G) 


PALET 4, 


プロ グラ ム は 次 の よう に な り ま す 。 


《PALET 4 , 


1 プログラム) 


0101 IA 
ED 78 
CB 57 
Z6 上 A 
01 00 10 
3E BA 
EE は 9 
04 

3E CC 
EE は 9 
04 

3E E0 
ED 79 
C9 


VSYNC:LD BC,1AOIH 
LOOP: IN  A.(O) 
BIT 2.A 
JR  Z.LOOP 
LD BC,1000H 
LD A,OBAH 
OUT (C), A 
INC B 
LD A,OCCH 
OUT (C),A 
INC B 
LD A,OEOH 
OUT (C),A 
RET 








| ( 他 の パレ ッ ト は 変更 な し ) 


: 垂 直 同 期待 ち 


: ビ ッ ト 2= テ PV-Synoc 


:BC 三 1000H 
: パ レッ ト (B) デ ー タ 


:BC 三 1100H 
: パ レッ ト (R) デ ー タ 


:BC 三 1200H 
: パ レッ ト (G) デ ー タ 


垂直 同期 待ち は 、 エ プ O ポー ト 1A0O1H 番 地 の ビ ッ ト 2 を 調べ 、 ビ ッ ト が “H”" な る の を 
人 待ち ます 。 この 後に 3 つの パレ ッ ト ・ ポ ー ト ヘ へ デー タ を 出力 し ます 。 効果 を 見 る た め に 40 
桁 表 示 画 面 を 緑色 に 塗り つぶ し て お きま す 。 実行 する と 、 一 瞬 に 青色 に 変わ り 、 PALET 
生 。 上 還っ つこ と も が わ か る 人 は すず で す 。 


(実行 例 〉 
8 
: 9B=B1 91 1 
時 | 
1E889=8?59g 
日 際 
旧記 ls 
ンー 


実用 的 に は 、HuBASIC 内 の シス テム ・ サ プ ブルー チン を 利用 する の が よ MV を し まう 。 
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設定 ルー チン 





デー ジグ BASIG の らき 3AD4H 
ディ スク BASIC の と き 3B06H 


(00F6H) ニ パレット (B) デ ー タ 


(00F7H) ニ パレ ッ ト (R) デ ー タ 
(00F8H) ニ パレ ッ ト (G) デ ー タ 


ワー クエ リア (0OOF6H 一 OOF8H 番 地 )/ に セッ ト さ 
れ た デー タ に 従っ て 、 パ レッ ト を 設定 する 。 





この ルー チ ナシ ジ を 用 いで 次 の よう に し で も 。 PALET 4。 1 が 実行 る きれ ま す ( デ ィ ス ク の 
方 は *G3B06 )。 


《 シ ステ ム ・ サ プ ブルー チン の 利用 )》 


※ さ 

主 〇 QQOO さ ご 
OO デズ 
ゃ ロロ 
MD00-J び T 
ょ HO 


間 軍 FT 呈し 是 1 用 1」 





2-7 グラ フィ ッ ク 表 示 ス イッ チ 


本 章 第 1 節 で も 注意 し た よう に 、 LIST 命令 や AUTO 命令 で は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 が 見 
えな く な る 現象 が 起こ り ま す 。 こ の 原因 は 、 LIST や AUTO で は SCREEN と いう コ 
マン ド を 処理 する ルー チン が 実行 され る か ら で す 。 マ ニュ アル に 説明 され て いる よう に 、 
SCREEN の すべ て の パラ メー タ を 省略 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 が 見 え を なくなり ます 。 処 
理 ル ー チ ン は 、 テ ー プ BASIC の 場合 3 BD 8 Hー3 BEFH 番地 、 デ ィ ス ク BASIC の 場合 は 
3C0 AH-3C21H 番地 で す 。 秘密 を 探る た めこ の 部 分 を 逆 ア セン ブル する と 、 次 の よう 
に な っ て いま す (アド レス は テー プ BASIC に 準 抗 し まし た )。 


SCREEN 処理 ルー チン 
逆 ア セン ブル リス ト (テー プ BASIC) 


3BD8 11F899 LD DE , 99F8H 
3BDB CD383B CALL 3B38H 
3BDE 919312 LD BC 1 どり 3H 
3BE1 1 馬 LD Q。 (DE ) 
3BE2 E る 91 ND 91H 

3 づ BE4 8 の 9 JR Z, 3BE8H 
うつ BE る 3EFF し D 生 , 9FFH 
3BE8 ED7 タ DUT  〈(C5』 伯 

3 づ BEQ 1B DEC DE 

3BEB 95 DEC B 

3BEC 9D DEC と 

3BED と 9F ど JR NZ 3BE 1H 
うつ BEF ヒア RET 
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すでに 、 私 た ち は パ レッ ト の 設定 を 理解 し て いま すか ら 、 上 記 サ ブ プルー チン の 意味 を 解 
析 す る こと が で きる は ず で す 。 す な わ ち 、 メラ メー タク を 者 著 し た 時 の SCREEN の 処理 
Mu ッ ト 設 定 を 第 0 パレ ッ ト の 色 コ ー ド と 同一 に する 」 こ と と 解読 で きま 

す 。 通常 、 第 0 パレ ッ ト に は 色 コ ー ド 0 (透明 ) が 入っ て いま すか ら 


FOR A= テ 0 TO 7 : PALET A, 0 : NEXT 


が 実行 きれ た の と 同じ に な り 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 が 消え る の で す 。 本 節 の 標題 は 「 グ ラフ 
ィ ッ ク 表 示 ス イッ チ 」 と し て あり ます が 、 見 か けが そう 見 える だ け で あっ て 、 こ の よう に 
プロ グラ ム 上 で 処理 し て いる 訳 で すね 。「 了 幽霊 の 正体 見 た り 枯 尾花 」 と いっ た 所 で し ょ う 
295。 

従っ て 、 原 理 を 逆 用 する と 、 面 白い 現象 が 起こ り ま す 。 次 の よう に 、 第 0 パレ ッ ト の 人 色 
コー ド を 1 (青色 ) に し て お く と 、SCREEN 命令 で 全 画 面 が 育 く な り ま す 。 


〈《SCREEN で まっ 青 ! 


II HI 


TO の や 
GOOD 


私 は よく 、 双 1 の スー パー・ イ ン ポ ー ズ を 利用 し 、 画 面 の 下方 に グラ フィ ッ ク で 青い 表 
示 エ リア を 作り 、 この 中 で プロ グラ ム し な が ら 、 テ レビ を 見 だ た りす る の で す が 、 こ ん な 時 、 
LIST や AUTO で 背景 の グラ フィ ッ ク 画 面 が 消え を えて は 困り ます 。 

これ に 対す る 解決 策 は 、 も うお わか り で すね 。 一 番 簡単 な 方 法 は 上 記 の SCREEN 処理 
ルー チン が 実行 きれ な いよ うに 奏 え て し まう こと で す 。 次 の よう な わずか 1 バイ ト の 変更 
で 済み ます 。 


「 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 ス イッ チ 」 を OFF し な い 法 


テー ブ BASIC の と き 3BD8H 番 地 の 内 容 を 11H 一 C9H に 変更 
ディ スク BASIC の と き 3C0AH 番 地 の 内 容 を 11H 一 C9H に 変更 





こう すれ ば 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を 消 き ず に LIST や AUTO が 実行 で きま す 。( 元 に 戻 
す 時 は 上 記 番 地 に 11 H を 書き 込ん で 下さ い 。) 


2-8 プラ イオ リティ 機能 





HuBASIC で は 、PRW コマ ンド に より テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 俊 先 順位 を 
人 名 ご と に 決め る こと と が で きま す 。 こ と で ほ 。 テ キス ト ・ プ ライ オリ ティ と よぶ まこ と に し 
表 ま る 

テキ スト ・ プ ライ オリ ティ は 1 バイ ト の デー タ に より 設定 され 、 そ の 意味 は 次 の よう に 
だ つっ て ゅ ます 。 





各 ビ ピッ ト と も 0 の と き テ キス ト 画 面 優先 
| の と き グ ラフ ィ ッ ク 画 面 優先 


この デー タ を 1/O0 ポー ト の 1300 H 番地 に 出力 する と 、 テ キス ト ・ プ ライ オリ ティ が 設 
定 さ れ ま す 。 


《〈 関 連 1 プ 0O ポ ボ ポート) 





パレ ッ ト 設 定 と 同じ く 、 垂 直 同 期待 ち を し て か ら 、 デ ー タ を 出力 し ます 。 サ ンプ ル 画 面 
と し て 以下 を 実行 し て 下さ い 。 
〈《 サ ンプ ル 画 面 》 

CLERR &HE ロ 9 ロロ 


1 Y 4gwI+39, 1 99) , PSET , 1 , BF 


た だ ビ QQ  QQETT 


〇 2 カ ょ 0 OFO 


さき て 、 い よい よ 次 の マシ ン 語 プロ グラ ム を 実行 し て 、 テ キス ト ・ プ ライ オリ ティ 機能 を 
確認 し まし ょ う 。 


PE 9 

H ロ = ロ 1 ロ 11n 
HE 上 
1 9=81g91.3 
198c=8b78 

: E919 こ で 9 
ニー 

※ 

Ok 


FOR 1I=g TO 39iPRINT"RR"iiNEXTiCRLLS&HEB99 
和 RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRnRR 
Ok 


テキ スト 画面 の 例 と し て 、 文 字 “A” を 横 一 列 に 表示 し て か ら 、 マ シン 語 ル ー チ ン を コー 
ル す る と 、 1 色 お き に “A” が グラ フィ ッ ク の 裏 に 隠れ ます 。 
これ も 、 実 用 上 は シス テム ・ サ ブル ー チ ン を 利用 する の が 便利 で す 。 
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es が 


| 入力 条件 
と っ 


デキ スト ・ ブ プラ イオ リ テ ディ 設定 ルー チン 
ー ブ BASIC の と き 3B2BH 
ディ スク BASIC の と き 3B5DH 


E レ ジス タニ テキ スト ・ プ ライ オリ ティ ・ デ ー タ 


ワー ク 下り リア (00F9HU- プ ライ オリ チ ィ デー タ 


E レ ジス タ の デー タ に 従っ て 、 テ キス ト ・ プ ライ オリ 
ティ を 設定 する 。 そ の 際 、BASIC の ワー ク ・ エ リア 
00F9H 番 地 を 書き 替え る 。 





第 d 章 サウ ンド 機能 





3-1 サウ ンド 機能 と PSG 


XX シリ ー ズ に は 、 AY-3-8910 と 呼ば れる サウ ンド 用 専用 LSI (Programmable 


Sound Generator 略し て PSG と いう ) が 搭載 され て いて 、 3 和音 1 雑音 を 出す こと が で 


きま す 。 

HuBASIC で は 、 音 出し 関係 の 命令 と し て 、 MUSIC、PLAY、SOUND、BEEP が あ 
り ま す が 、 こ れ ら は すべ て 、 上 記 PSG を 操作 する こと に より 音 を 出し て いま す 。 本 昔 の 内 
人 容 は 、BASIC コマ ンド の SOUND 文 を キッ チリ 理解 する こと が 目的 で す 。 実際 この 命令 
は 、 直 接 PSG へ デー タ を 送る も の な の で 、 ほ と ん ど マ シン 語 的 感覚 の コマ ンド と いえ そま 

す 。 


人 に (と ミノ エン スン タン 





PSG は 、0 番 か ら 15 番 まで 16 個 の レジ スタ を 持つ LSI で 、 こ の うち 0 番 -13 番 が 音 出 
し 関係 、14ー15 番 が 入出 力 ポ ー ト に あて られ て いま す (X1 で は ジョ イス ティ ッ ク 用 ボー 
ト と し て 用 いて いま す )。 各 レジ スタ の 概 容 と 内 部 構成 は 次 の 通り で す 。 


PSG (AY-3-8910) の レジ スタ 













りー っ 2 おり 
ば cl5 






チ ャ ン ネ ル A 周 波数 ( トー ン ) 向 調 整 
/ 粗 調整 






チャ ン ネ ル B 周 波数 (トー ン ) 微 調整 0 一 255 
/ 粗 調整 0 一 15 











チャ ン ネ ル C 周 波数 (トー ン ) 後 調整 0 一 255 
/ 粗 調整 0 一 |5 





S | ノイ ズ 財 数 
ミキ サー( ト ー ン 、 ノ イズ ONOFF) | 0-63( ま り 
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っ 4 





8 チャ ン ネ ル A の 音量 0 一 |5[ 注 2] 
9 チャ ン ネ ル B / 0 一 |I5[ 注 2 
10 チャ ン ネ ル GC / 0 一 15[ 注 2 









エン ベロ ー プ 周期 0 一 255 
0 一 255 
0 一 |5 
14 入出 力 ポ ー ト A [ 注 3] 
15 入出 力 ポ ボー ト B 【 注 3〕 





[ 注 l] レジ スタ 1I4、15 の モー ド 指 定 機能 ちあ り 、 そ の 場合 に は 、 こ の 範囲 外 の デー タ が 有効 と 
な る 。 

[ 注 2] デー タ 1I6 も 意味 が あり 、 そ の 場合 に は 、 エ ン ベ ロ ー ブ プ 指 定 と な る 。 

[ 注 3] X 1 で は 、 ジ ョ イス ティ ッ ク ・ ポ ー ト お よび デジ タル ・ テ ロッ パー 用 ポー ト と し て 
使用 する 。 


PSG の 内 部 構成 






R0, RI 


トー ン 
ジェ ネ レ ー タ A 


R Z。 R3 







チャ ン ネ ル A 出 力 










チャ ン ネ ル B 出 力 





トー ン 


ジェ ネ レ ー タ B 







R 4。 RS 


トー ン 
ジェ ネ レ ー タ C 






チャ ン ネ ル C 出 力 





ee 








オー ディ オア ンプ へ 





RII,。 RIZ, RI3 








グイ ズ 


エ ェ エンベロープ 
ジェ ネ レ ー タ ジェ ネ レ ー タ 





AY-3-8310 


[ 注 ] Rn は 「 レ ジス タ n 」 の こと 。 





PSG に は 3 基 の トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ ( 音 発生 器 ) が 組み 込ま れ て いま す 。R0--R5 
が 、 こ れ ら トー ンジ ・ ジ ェ ネ レー タ を 制御 する レジ スタ で す (1 基 に つき 、2 つの レジ スタ 
を 持つ )。 これ ら の レジ スタ に デー タ を 書き 込む と 、 音 程 を 決め る こと が で きま す 。 

PSG は 、4 MHz の CPU クロ ッ ク を 分 周 し た 、2 MHz の クロ ッ ク を 基本 周波 数 fo と し 
て 持っ て いま す 。 これ は 内 部 で さら に 1/16 に され 、 こ の 周波 数 fo/16 が 、 ト ー ン ・ ジ ェ 
ネ レ ー タ に より 分 周 さ れ て 、 目 的 の 音程 を 作る 訳 で す 。 R 0、R2、R4 に 設定 する 値 は 微 調 
団 デ ー タ で すか ら 、 FT で 表わし ます (Fine Tuning の 略 )。 ま だ 、R 1、R 3、R5 の 値 は 
粗 調 整 デ ー タ で すか ら 、CT で 表わし ます (Coarse Tuning の 略 )。 こ の と き 、 ト ー ン ・ ジ 
ェ ネ レー タ か ら 出 力 さ れる 周波 数 f は 次 式 で 求 ま り ます 。 


ーー fo esa 
f 5 メ (CTX 256 エ FT) , fo 三 2000000(2MHz) 





融 に 、 出 力 し た い 周 波数 が わか っ て いる 時 、 CT,。 FT の 値 を 求め る に は 、BASIC の 関 
数 を 用 いて 表わす と 、 


CT=INT ((fo (16 *f ) ) / 256) 
FT= ニ FRAC ((fo/(16 *f)) ン / 256) * 256 


と すれ ば よい の で す ( CT は 0ー-15 の 値 が 有効 で す )。 

HuBASIC で いう と MUSICTO4A” に より 出る 音 は 、 オ ー ケ スト ラ が 音 合 せな ど に 用 
いる 音 だ そう で す が 、 この 音 は 440 Hz に な っ て いま す 。 トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ か ら 440 Hz 
の 周波 数 の 音 を 出す た め の FT, CT の 値 を 計算 する と 、 
どり ロロ ロロ 
84.999 
=INT(284 ノ 256) 
=FRRC て 28B4 ノ 2S6)※ の つの 56 


ロン (1 6※\ ま 44 ピロ) 
に | 


OO 0OTOO の の つり 


た IO 本 は の 玉 二天) 
ー4 


| ・【e 
の 


と な り ま す (fo グ (16 *1⑪) の 部 分 を 先 に 計算 し て お きま し た)。 
こう し て 、 だ た と えば チャ ン ネ ル A の トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ の 周波 数 を 440 Hz に 設定 し た 
けれ ば 、SOUND 文 で 次 を 実行 すれ ば よい こと に な り ま す 。 


SOUND 0、28 :SOUND 1、1 


参考 まで に 、“O 4 C"ー“O 6 G" ま で の 音 を 出し た い 時 に 、 FT, CT に 設定 する 値 を 
書い て お きま す 。 ゲー ム な ど に 使う と 便利 だ と 思い ます 。 


っ りら 


お も な 音 の FT と CT 


189 
176 
168 
IS9 
150 
142 
134 
126 





112 
106 
100 
94 
69 
64 


に 私 EL 











0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
II9 | 0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 


3-4 ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ 





PSG は 音源 と し て 、 3 基 の トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ 以 外 に 、 ノ イズ ・ ジ ェ ネ レー タ (雑音 
発生 器 ) を 1 基 持 っ て いま す 。 R 6 が この だ ため の レジ スタ で す 。 

ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ の 発生 する 雑音 の 周波 数 f、 と 、R6 に 設定 され る 値 (Noise 
Tuning の 頭 文字 を と っ て NT と する ) の 関係 式 は 次 の 通り で す 。 


fo 


NN ニ 16xNT 


, fo 三 2000000(2MHz) 


だ た だ し 、 NT ニテ 0 の と き は 、f =fo/16 と 約束 し て お きま す 。 NT は 5 ビッ ト 数 値 で 0 
ー31 の 範囲 が 有効 で す 。 NT の 値 を 小さ くす る と 、 周 渡 数 f 、 が 高く な り 、! シャ ー」 
と いう 音 に な り ま す 。 逆 に NT を 大 きく する と 、 fi が 低く な り 、!「 ザ ァ ー」 と 聴 え ま 
す 。 


PSG に は 、A, B, CC の 3 チャ ン ネ ル が ある と 言い まし た が 、 各 チャ ン ネ ル か ら 、 ト ー 
ン を 出す か 、 ノ イズ を 出す か を 独立 に 決め る た め の ス イッ チ の 働き を し て いる の が ミキ サ 
ー 部 分 で 、 レ ジス タ R 7 に より 制御 で きま す 。R 7 の 各 ビ ッ ト の 意味 は 次 の 通り で す 。 
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〈QR 7 の ビッ ト の 意味 》 
ビッ ト 7 ビッ ト 6 ビッ ト 5 ビッ ト 4 ES3 ビ ピット 2 ES ドド 』 ビッ ト 0 
チャ ン ネ ル | チャ ン ネ ル | チャ ン ネ ル | チャ ン ネ ル | チャ ン ネ ル | チャ ン ネ ル 
C BB A 





グイ ゴス メイ ズ ノイ ズ 


各 ビ ピット は 0 の と き ON ( 音 を 出す ) 
| の と き OFF ( 音 を 出さ な い ) 


[ 注 ] RI14、R15 の 入出 力 ポ ー ト の 指定 に 関す る も の で 、 第 10 節 を 見 て 下さ い 。 
X 1 に は &B と いう 2 進数 指定 機能 が ある の で 、 こ れ を 使う と 便利 で す 。 
| 例 」 


《 2 進 表示 》 《10 進 表示 ) (意味 〉 
SOUND 7 。 &B111111 SOUND 7。, 63 3 チャ ン ネ ル と も 音 は 出さ な い ( ミ ュー ト )。 


SOUND 7 , 婦 B000111 SOUND 7, 7 3 チャ ン ネ ル と も ノイ ズ に する 。 
SOUND 7 , &B111000 SOUND 7, 56 3 チャ ン ネ ル と も トー ン に する 。 
SOUND 7 , &B110001 SOUND 7, 49 A の み ノ イズ , BB, C は トー ン 。 
SOUIND 7 , &B000000 SOUND 7, 0 3 チャ ン ネ ル で , ノイ ズ ・ ト ー ン が 合成 され る 。 





3-5 DA コン バー タ 


D〆 だ AA コシ パー タ は 「 著 の 如 」 に あっ て 、 ト ー シ ジジ ェ ュ ネ レー タダ タ と グイ ズ ・ ジ ェ ネ レ 
ー タ か ら 送 り 出 され て くる 「 デ ジタル ・ オ ー デ ィ オ 信号 」 を 、 ス ピー カ を 動か す た め の 「! ア 
ナ ロ グ ・ オ ー デ ィ オ 信号 」 に 変換 する 働き と 、 音 量 の 制御 (アン プ ) 機能 を 受け 持つ 部 分 
で す 。 各 チャ ン ネ ル に 対応 し て 、 計 3 基 あ っ て 、R 8 一 R 10 が その レジ スタ で す 。 

R 8 一 R 10 の 各 レ ジス タ と も 5 ビッ ト が 有効 で 、 そ の 内 容 は 次 の 通り で す 。 


9W ギ が 6 い + 3 Z | 0 






エン ベロ ー プ 指定 
0…OFF 音量 デー タ (0 て!5) 
1 …ON 


た だ し 、 エ エンベロープ ON の と き 、 音 量 デ ー タ は 無効 と な る 。 通常 は 0 に し て お く 。 
音量 は 0 の と き が ミュ ー ト 、15 の と き が 最大 で す 。 た だ し 、 デ ー タ と し て 16 を 号 え る 
と 、 後 述 す る エン ベロ ー プ ・ パ ター ン に 従っ て 音量 が 変化 し ます 。 
各 チ ャ ン ネ ル 独 立 に 、 音 量 指定 が で きま すか ら 、 主 旋律 に あわ せ て 副 旋 律 を 小さ く 奏 で 
る 等 の こと が 可能 で す 。 


っ 


っ 8 


(し と レン デー シン 





身 和 辞典 で envelope を 引く と 、「 封 筒 、 包 み 」 と 出 て いま す 。 数学 で は 、 さ ら に 意味 が 





上 の よう な 小刻み に 振動 する グラ フ が ある と き 、 そ の 輪郭 を 「 包 む 」 点 線 を 包絡 線 と よ 
び ま す 。 音 で 使わ れる エン ベロ ー プ も 、 ど う も この 意味 か ら 来 て いる よう で 、「 音 量 の 時 間 
的 変化 の こと で す 。 

PSG で は 、 エ ン ベ ロ ー プ の パタ ー ン と し て 、 次 の 8 種類 を 使う こと が で きま す 。 こ れ ら 
は R 13 に よっ て 選択 され 、 0 一 15 の コー ド と 対応 し ます 。 


《 エ ン ベ ロ ー プ ・ パ バ パターン) 


RI3 の 値 エン ベロ ー プ ・ パ ター ン 


うき 9 
97, 15 









音 の 例 


爆発 音 、 銃 声 、 打 撃 音 、 ピ アノ 
蒸気 吹出 (シュ ッ の 音 ) 









8 機関 銃 、 踏 切り の シグ ナル 
10 へ リコ プター 

| 

12 SL の 音 















管楽器 、 オ ル ガ ン 
波 の 音 、 サ イレ ン の 繰り 返し 


13 
14 






こう し て 、 渡 形 が 決ま る と 、 次 は その 波 の 周期 な どの 数 量 デ ー タ を 指定 する 必要 が あり 
ます 。 R 11, R 12 で その 指定 を 行ない ます 。 

エン ベロ ー ブ フ 渡 形 で 、「 音 の 鳴り 始め か ら 消 減 す る まで 」 あ る い は 「 音 の 鳴り 始め か ら 癌 
mx9 測 に な る まで 」 に 要する 時 間 を 、 エ ン ベ ロ ー プ の 周期 と よび ます 。 こ こ で は 、 tk で 
表わす こと に し ます 。 ti が 大 きい ほど 、 ゆ っ た り し た 波形 に 、 t 。 が 小さ い ほ ど せ わし 
な い 渡 形 に な り ま す 。 ti の 逆数 1 プ t』 を 考え て 、 エ ン ベ ロ ー プ 周波 数 と よび ます 。 こ 
れ を f 。 で 表わし ます 。 


《 エ ン ベ ロ ー プ の 周期 》 


R 11、R 12 は エン ベロ ー プ 周期 tt の 指定 を し ます 。R 11 は 微 調整 値 FT、 R 12 は 


粗 調 整 値 CT で あっ て 、 こ れ ら の 関係 式 は 次 の 通り で す 。 


2 だ だ 信 、. 下 めき セロ ーー ド 』 
9538 (日 Z) 、 


tp デー 


| .048 秒 


9 ー 8 





以上 で 、 音 出し 関係 の PSG の レジ スタ の 説明 は 終え まし た 。 本 節 で は 、 SOUND 文 を 利 
用 し た 効果 音 の 例 を 2 つば か り 挙 げ ま す 。 皆さん も いろ いろ 工夫 し て みて 下さ い 。 


に 7@19I い lp 取る | 


《SOUND 文 の 例 》 


19 和 RENM = ニーー un SnGS ニーー 1 居 だ MM ニー ラミ ま ギ 9 ニー 
ーー 杜 m 119 ・ 
39 SOUND る, 1 アタ 129 SOUND 9』198 
49 SUUND 7 7 139 SOUND 1,8 
S9 SOUND 8』 1 る 149 SOUND とら と,299 
る 9 SOUNID 1 る 6 159 SOUND 3,B9 
Z9 SOUND 19,1 ら 6 1 る 9 SOUND 4,.44 
89 SOUND 12,1S 179 SOUND 6 る ,9 
9 SOUND 13.9 189 SOUND 7/』 ら 6 
1 ヶ 9 SOUND 8,』 1 ぐる 
どら 99 SOUND アツ ,。1 る 6 
ら 619 SOUND 19, 1 る 
229 SOUND 11,.9 
239 SOUND 12 どり 
ら 489 SOUND 13,8 


5 fo 
ドー256x (CTx256 二 FT)* 


SOUND 11, 255 
SOUIND 12, 31 
SOUIND 13, 


fo 三 2000000 


2? マ ターン シン 4 番 、C エ ー931。 TFT エー255 と 指定 する と 、 
t ょ 三 1 .048(sec) と な り ま すか ら 、 エ ン ベ ロ ー プ 波形 は 次 の よう に な り ま す 。 


/ レ し 


最近 の パソ コン の 多く は 、 サ ウン ド LSI を 搭載 し て いて 、 そ の 中 で も PSG(AY-3-8910) 
は 最も ポピュラー で すか ら 、X 1 以外 の パソ コン の 本 、 雑 誌 記事 も 参考 に な り ま す ( 他 の 
機種 と は 、 ク ロッ ク 周 波数 が 異な る こと が ある の で 、 音 の 間隔 ・ 周 期 な ど は 若 十 異な り ま 
す が : 天 筋 ほ 同じ し です)。 な た と えば 


工藤 賢司 著 「 マ イコ ン ・ サ ウン ド パ ッ ク 」(MSX POCKET BANK4) 
(アス キー 出版 局 刊 ) 


な た ど は 実例 に 富ん で いま すか ら 多 い ゅ に 参考 に な る で し ょ う 。 ま だ 、! サ ウン ド ・ エ ディ ター」 
と 称す る 音 作り 用 の ソフ ト も 雑誌 に 発表 きれ た り 、 市 販 さ れ て いる よう で すか ら 、 こ れ ら 
も 利用 す あ た よい で し ょ う 。 
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3-9 PSG 関係 の 1 プ O ボ ポート 


本 章 は PSG の 説明 に 重点 を 置き まし た 。 実際 、 SOUND 文 を 用 いて 自分 の 望む 音 が 出せ 
る よう に な る こと が 大 切 で あっ て 、 マ シン 語 は 、 た だ それ を 翻訳 すれ ば よい の で す 。 で は 、 
友 れ ば せな が ら 、 マ シン 語 に よる 音 出し 法 の 解説 を し ます 。 

PSG に 関係 し て 2 つの 1 〆 だ O アド レス ヌス が 大 切 で す 。 


《PSG 関係 の 1 ププ O ポート) 


PSG へ の デー タ 出 力 (SOUND 文 の 第 2 パラ メー タ 相 当 ) 
PSG の レジ スタ 番号 出力 (SOUND 文 の 第 | パラ メー タ 相 当 ) 


[ 注 ] こ れ ら の アド レス 値 は 、 上 位 8 ビッ ト の み 有 効 な の で 、 た と えば 、1IB0OOH 番 地 と 1BFFH 
番地 は 同じ 機能 を 持ち ます 。 


次 に 人 共 げ る サン プル ・ プ ログ ラム は 、 前 節 の 「 フ ミキ リ 」 音 を マシ ン 語 で 出す も の で す 。 
通常 PSG へ の デー タ 出 力 は 、 レ ジス タ 番 号 と デー タ の 対 を メモ リー 上 に 格納 し て お いて 、 
順に 1 プ 0 ボー ト に 出力 する 方 法 を と る こと が 多い よう で す 。 


リス ト マシ ン 語 に よる PSG control 


尺 EN 氷 玉 ※※ 玉 数 米 玉 米 ※ 補 数 玉 補 求 玉 玉 玉 来 宮 来 玉 来 来 玉 米 来 米 玉 
RENM マシ フ コ ゴ ~ ニニ ヨル PSG contro ] 
RENM 涼 表 来 補 数 裕 玉 玉 求 玉 玉 数 求 来 案 玉 迷 迷宮 裕 来 ※ 来 来 補 玉 玉 数 来 


CLEAR &HE968 
50SUB "カキコミ" 


REN -- テ "ー ク セッ ト (フミ キネ キリ) ニーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニーーーーーー ニ ーーー 
ADR=&HF 8698 
POKE ADR 


> 9。1 

POKE ADR+2, 1,8 

POKE ADR+4, 2,299 
3, 9 
4, 4 


OO 一 OO-JO ひ IRO の ー の 
SoooGGSGGSQGGG⑤ 〇 ご 〇 


NTPOIO TODOD ID つ ーー ーー ーー ーー テー 


339 POKE ADR+24, 13,8 

356 REN =- メイ ン ニー ニー ニーーー ニ ーーーー ニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ーー ニニ ーーーー 
379 CALL &HE996 

399 END 

9 に LABEL * カ キロ "RNN om や の で em ニー ャ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー デー ニー ご mm ここ ニニ ニュ ニ ニニ ニー 
439 ADR=&HE999 

446 READ MC$ 

459 IF ト MC$=*END" THEN RETURN 

469 POKE ADR, VAL C"&H"+MC$) 


479 ADR=ADR+1 
488 GUTO 4489 


5S51 6 

529 :REM SNDDAT: EQU 8F998H 

539 iREM ji 

549 : REN DRG 9E999H 

S5 96 iREN ji 

549 DATA 21,99,F8 REM SOUNDi  LD HL,SNDOAT  jHL=data pointer 
579 DATA 16, 1C ij REN LD D,28 sjCOunter = 光 14 

589 DATA 7E iREN LOOP: LD の 答 , (HL〉) 

5?9 DaATA 91,99,1C : REN LD BC, 1C96H 

699 DATA ED, 7 REN DUT (CC) 谷 5 PSG register seieCt 
6 る 19 DATA 95 : REN DEC B jBC=1B99H 

る 29 DATA 23 : REN INC HL data pointer inc 
639 DaATA 7E : REN LD 人馬 , (HL 

649 DaATA _ ED, 7 : REN 0nUT (C)』 谷 5data output to PSG 
る 59 DATA 15 ji REN DEC D 5COunter deC 

6 る 49 DATA 26,F2 : REN JR NZ,LOOP 

679 DATA C ヶ jREM EXITi RET 

689 iREMN 

6 る ?9 DaT END, iREN end marK 

7969 : REN 

7 ま 生 REM ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ご ーー ニーーーーーー ニ ーーー 


3-10 PSG 内 部 の 入出 力 ポ ー ト 





PSG の 第 14、15 レジ スタ は 、 入 出力 ポー ト に あて られ て いま す 。 


R 14= 入 出力 ボー ト A 
R 15= 入 出力 ポー ト 日 


これ ら の ポー ト は いずれ も 、 入 力 ポ ー ト と し て も 出力 ポー ト と し て も 用 いら れ ま す が 、 そ 
の 指定 は PSG 第 7 レジ スタ R 7 の ビッ ト 7 、 6 で 行なわ れ ま す 。 


《R 7 〉 


ビッ ト 7 ピッ ト 6 5 4 3 2 | 0 









入力 指定 = 0 音声 ミュ ー ト 
出力 指定 = | 


〈PSG の ポー ト A、 日 の 入出 力 指定 ) 


R7 の 設定 値 


SOUND 7、&H3F 
SOUND 7、&H7/F 
SOUND 7、&HBF 
SOUND /、&HFF 
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さて 、 1 に お いて は 、R14 と R15 は 2 基 の ジョ イス ティ ッ ク 用 ポー ト と し て 用 いら 
れ ま す 。 ま だ た 、 デ ジタル ・ デ ロッ ノッ パー 接続 時 に は 、 コ ンピュータ か ら の 制御 用 端子 と し て 
も 用 いら れ ま す 。 

ジョ イス ティ ッ ク 使 用 時 は 、 そ の ポー ト を 入力 ポー ト に 指定 し て お く 〈 く 必要 が あり ます 。 
た と えば 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 1 を ポ ボート A に 接続 し て お く と き 、 湊 の マシ ン 語 は 、 ジ ョ イ 
ステ ィ ッ ク の 「 ト リガ が ガー ボタ ン 」 を チェ ッ ク す る も の で す 。 


《 マ シン ・ コ ー ド ) (ニー モニ ッ ク ) 
01 00 1C LD BC, 1C00H 
3E 0E LD A, 14 
ED 79 OUT (C), A 
05 DEC B : BC=1B0D0H 
ED 78 IN A, (C) :A ニ ジョ イス ティ ッ ク ・ コ ー ド 
E6 20 AND 20H : ビッ ト 5 (トリ ガー) を 調べ る 


トリ ガーON な ら ZZ フ ラク = テ 0 
OFF な ら Z フ ラク グミ テ 1 





第 4 章 汎用 ポー ト 855 


4-1 PPI 8255 の 概要 


パパ ソコ ン テ レ ビ X1 に は 、VRAM の 制御 、 内 蔵 カ セッ トレ コー ダ や ブリ ンタ と の 交信 、 サ 
プ CPU と の デー タ の や り と り 等 を 集中 的 に 管理 する た め に 汎用 の イン ター フェ ー ス LSI と 


し て 、 2 個 の 8255 が 措 載 され て いま す 。X1 に お ける これ ら の LSI の 機能 を 理解 する こと は 、 


周辺 機器 を マシ ン 語 で 制御 する 上 で キー ポイ ント と いそ る で し ょ う 。 そこ で 、8255 と いう 
LSI の 一 般 的 機能 か ら 見 て ゆく こと に し ます 。 

8255 は 、Programmable Peripheral Interface (PPI と 略称 され る ) と も よ ば れ 、 イ ン テ 
ル 社 の 8080CPU の 周辺 LSI と し て 開発 され まし た 。 油 用 の パラ レル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ズ スル 上 
SI で は 最も 多く 使わ れ て いる チッ プ で し ょ う 。 

PPI は 、A ポ ー ト (PA), B ロ ポー ト (PB), C ポ ー ト (PC) と よ ば れる 3 つの 8 ビッ ト 入出 
カポ ボー ト と 、 そ れ ら の ポー ト の 使用 法 を 決め る た め の 8 ビット の コン トロ ー ル ・ レ ジス タ 
を 持っ て いま す 。 ユ ー ザ ー は 、 コ ント ロー ル ・ レ ジス タ に 一 定 様 式 の 命令 (コン トロ ー ル ・ 
ワー ド ) を 書き 込む こと で 、8255 を 各種 の 入出 力 イ ンタ ー フ ェ ー ス と し て 利用 する こと が 
で きる 訳 で す 。 こ こ が 、「 プ ログ ラマ プル 』 と よ ば れる 所 以 で す 。 

さき て 、CPU が 、PPI の 3 つの ポー ト と 、 コ ント ロー ル ・ レ ジス タ を アク セス する に は 、 
通常 アド レス ・ バ ス の 第 1 ビッ ト (Ai) と 、 第 0 ビット (Ao) が 用 いら れ 、 次 の よう に な 
っ て いま す 。 


8555 の ポー ト ,。 レジ スタ の アク セス 


アク セス され る ポー ト 、 レ ジス タ Read/Write 


ポー ト A(PA) 読み 出し 


「o | ue と も に 可能 。 


1 コン トロ ー ル ・ レ ジス タ 書き 込み の み 





63 


64 


X1 に お いて 2 個 用 いら れ て いる 8255 の うち の 1 つ は 、 入 出力 命令 (IN。OUT) 時 に 
ドレ ス ・ バ ス の 上 位 8 ビット に 1 AH が 指定 され る と 、 ゲ が グ や スズ ス 可 I 能 と な り 、 ドス <: 
バス の 下位 2 ビッ ト で 、 ポ ボート 、 レ ジス タ の いずれ か が 選択 され ます 。 た と えば 、 


1 だ デ の アド レス 1A00UH 三 8255 PA 
1 A 01H= PB 
1 A 02 H= PC 
1 A 03 昌三 コン トロ ー ル ・ レ ジス タ 
と な っ て いま す 。X1 の 場合 、 ア ドレ ス ・ バ ス の 他 の ビッ ト は 未 使用 な の で 、 た と えば 1 

0 デア デ ド レス の 1 AO04H 番 地 も 8255PA を 指定 する こと ど と に な り ま す (4 の 人 『 数 の 違い ! は 無視 さ 
* し る )。 

挫 に 、 コ ント ロー ル ・ レ ジス タ に 書き 込む コン トロ ー ル ・ ワ ー ド に つい て 説明 し ます 。 
ント ロー ル ・ ワ ー ド は 、 8 ビッ ト の デー タ か ら な り ま す が 、 そ の 最上 位 ビ ッ ト (MSB) 
が 1 か 0 か で 意味 が 大 きく 異な り ま す 。 

MSB=ー0 の と き ボー ト C の 各 ビ ッ ト を 独立 に セッ ト ・ リ セッ ト す る 。 
コン トロ ー ル 
・ ワ ー ド 

MSB デ 1 の と き ポー ト の モー ド (動作 の 種類 ) を 指定 する 。 


ます ず 、PC の ビッ ト セ ッ ト ・ リ セッ ト 機 能 か ら 見 まし ょ う 。 


4-2 ボー ト C の ビッ ト セ ッ ト ・ リ セッ ト 





コン トロ ー ル ・ レ ジス タ に 書き 込む デー タ の 様式 は 次 の よう に な り ま す (PCa は 、 ポ ー 
ト C の 第 ビッ ト を 表わし ます )。 











EN は rーー 上 の 旨 定 ・ ' ・ 
し と 和 人 未 使用 PC の ビッ ト 位 置 の 指定 ロリ ーーー ジオ テ ト オ 
を (何で も よい ) 000 の と き PC。 


ト 
意味 する 00! の と き PC 
0I0 の と き PC。 
0I| の と き PC。 
I00 の と き PC, 
I0! の と き PC。 
II0 の と き PC。 
Il の と き PC。 


デー タ の うち 第 6 ビッ ト 一 規 4 ビット は 未 使用 な の で 何で も よい の で す が 、 普 通 000 に 
し て 用 いま す 。 こ の と き 、 デ ー み タ の 意味 する 所 を 一 覧 表 に し た の が 次 図 で す 。 


ポー ト C の ビッ ト セ ッ ト ・ リ セッ ト 


EE] 
maeemet | eem | | 
Loseeeen sm 1 | | | | | | 
[swweislva 1 1 1 1 | 1 1mL 
saooxeet sam 1 | | | 1 1 lr 
sea] sn 1 | | | | |m 
TIFT 四 陸 [ 間 半 

ーー エ IT 臣 TT 間 語 
0xxxI000 | 08H 
0XXX1I00I 
0XxXI010 
0XxX101I 
0XxxII00 
0XXXI101 
_0XxxIIIO 


0X※※ メ 1 1 1 1 0FH 





























これ ら を 理解 する と 、X 1 に お ける 次 の よう な プロ グラ ム の 意味 が わか り ま す 。 
( 例 ) PC。 の ビッ ト セ ッ ト 


LD A, DDH : コン トロ ー ル ・ ワ ー ド 
LD BC, 1A03H :・1A03H 三 8255 の コン トロ ー ル ・ レ ジス タ 
OUT 名)。 ん A : 8255 PC。: の ビッ ト を セッ ト す る 。 





4-3 8255 の 3 種類 の モー ド 


8255 は 、 3 種類 の 入出 力 モ ー ド を 持っ て いま す 。 ここ で 、「 モ ー ド J」 と い ゅ いう の は 、38255 を 
どの よう な 仕組 の 入出 カイ ンタ ー フ ェ ー ス と し て 用 いる か と いう こと で す 。 
3 種類 の モー ド に は 、 次 の 名 称 が つけ られ て いま す 。 


イン ター フェ ー ス と し て の 働き 


モー ド 名 称 
最も 基本 的 な モー ド で 、 単 な る 1/0 ボー ト と し て 


スト ロー プ 付 き /0 ポー ト と し て 動作 する 。 


スト ロー ブ 付 き 双 方 向 バ ス の 1/O ボー ト と し て 動 










作 す る 。 
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さて 、8255 に は 3 つの ポー ト (PA。 PB, PC) が ある こと は すでに 述べ まし た が 、 こ れ 
ら は 全く 狐 立 に は 用 いる こと は で きず 、8255 の 動作 モー ド に より 決ま っ た 使い 方 を し な く 
で り ま 癒 ん ん 

まず 、 3 つの ポー ト は 大 きく 2 つの グル ー プ に 分 けら れる こと に 注意 し まし ょ う 。 


グル ー プ A 


グル ー プ A  …PA お よび PC の 上 位 4 ビッ ト 
クル ー プ B  …PB お よび PC の 下位 4 ビット 





グル ー プ B 


8255 の 動作 モー ド の 設定 は 、 こ れ ら グル ー プ A, B を 対象 と し て 行なわ れん ます 。 モ ー ド 
指定 の コン トロ ー ル ・ ワ ー ド は お お よそ 次 の 様式 に な っ て いま す 。 


(MSB) (LSB) 
e * メ ト 7 ビ ツ ト 0 
ャ ras ダグ ルー に の P | 1 T 誠 近 1 1 
ー - モー ド 指 定 入出 力 指定 の 入出 力 B の モー 入出 力 指定 の 入出 力 指定 
指定 指定 
00 の と き モ ー ド 0 /oo と を 0 の と き モ ー ド 0 | aoreag 
0| の と き モ ー ド | | の と き 入 力 「 WI の と き モ ー ド | | の と き 入 力 〔 き 
IO の と き モ ー ド 2 
Ii の と き モ ー ド 2Z ( 9 の と き 出 力 (3) 0 の と き 出 力 
| の と き 入 力 | の と き 入 力 


( 注 )PC の 使わ れ 方 は 、 モ ー ド | , 2 で は 複雑 。 


er 8255 に つい て 、 さ ら に 詳し く 知 
り た い 方 は 文献 [10」, [12|。 [14 |, ど を 参照 し て 下さ い 。 
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4-4 モー ド 0 の 動作 


モー ド 0 は 最も 単純 な 入出 力 ポ ボー ト と し て 動作 し 、PA, PB, PC( 上 位 4 ビッ ト )、PC 
(下位 4 ビッ ト ) と いう 事実 上 4 つの ポー ト を 各々 独立 に 入力 ポー ト 、 出 力 ボ ー ト と し て 16 


通り の 指定 を する こと が で きま す 。 実際 に 、 コ ント ロー ル ・ ワ ー ド と の 対応 を 一 覧 表 に す 
る と 次 の よう に を り 計 す 。 


モー ドド 1 設定 用 コン トロ ー ル ・ ワ ー ド 









グル ー フ B 
PC( 下 位 4 ビッ ト ) 


グル ー プ A 
MSB に $ お 16 進 PC( 上 位 4 ビッ ト ) 
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遇 
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た と えば 、8255 を 次 の よう な イン ター フェ ー ス と し て 用 いたい な ら ば 、 コ ント ロー ル ・ 
ワー ド 82 H に より 動作 モー ド 0 を 指定 すれ ば よい こと に な り ま す 。 


[モー ド 0 指定 の 例 ] 
コン トロ ー ル ・ ワ ー ド 
82H 
に よる 動作 指定 
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(タン ント エー ニテ ゴン ン 
モー ド 1 と 2 の 動作 を 理解 する に は 、「 ハ ンド シェ ー キ ング 」 と いう デー タ の 授受 方 法 
を 知っ て お く 〈 く 必要 が あり ます 。 
ます ず た だ た と る 話 か ら 。 せ っ か ちな A さ ん と 、 の ん びり 硫 の B さ ん が チー ム を 組ん で 仕事 を す 
る 場面 を 想像 し て 下さ い 。 2 人 の 間 に は 仲介 屋 の C さ ん が いて 、 相 三 連 絡 を する も の と し 
ます 。C さ ん を 介し て の A, B の 仕事 の 手順 は 次 の よう に な る で し ょ う 。 


手順 1 : A さ ん か ら C さ ん へ 嘆 わ ね る 。 
「 こ か ら デ ー タ や 送り ます が 。 よ いで すか ?」 
手順 2 : C じ さん か ら OK の 返事 が あれ ば 、A さ ん は C さ ん へ ヘ へ データ を 伝え る 。 
手順 3 : 同時 に 確認 の た め 、「 確 か に 送り まし た よ 」 と C さ ん へ 伝え る (ちょ う 
ど と 配達 証明 付 の 郵便 の よう な も の で す )。 
手順 4 : じ さ ん は A さ ん に 「 確 か に 受け と り ま し た よ 」 と 返事 する 。 


ここ まで で 、A さ ん の 仕事 の 1 ステ ッ プ が 完了 し た 訳 で 、 こ の 件 に つい て の 「 責 任 」 は 
仲介 者 の じ さ ん に 移り まし た 。A さ ん は 別 の 仕事 を 始め る こと が で きま す 。 
さて 、 今 度 は 、C じ さん が B さ ん に (A さ ん か ら の ) デー タ を 伝え る 番 で すね 。 


手順 5 : C さ ん か ら B さ ん に 尋 ね る 。 
「 これから A さ ん か ら の デー タ を 送り た い の で す が 受 け 入 れ 準 備 は で き 
を ks ます か 』」 
手順 5 : B さ ん か ら OK の 返事 が あれ ば 、C さ ん は B さん ペデ ー ダ を 送る 。 
手順 7 : 同時 に 、「 確 か に 送り まし た よ 」 と B さ ん に 伝え る 。 
手順 8 : B さ ん は C さ ん に 「 確 か に 受け と り ま し た よ 」 と 返事 する 。 
手順 9 : C さ ん も 仕事 を 終え 、 肩 の 荷 が 降り た の で 、A さ ん に 「 次 の 準備 が で 
きき 表し た よ 。』 を 伝え る 。 


こう し て 、A さ ん か ら B さ ん へ の デー タ の 伝達 が 1 サイ クル 完了 し 、 ま た 手順 1 に 戻る 
こと に な り ま す 。 B さ ん か ら A さ ん に デー タ を 送る に も 同様 の 手順 を 踏め ば よい 訳 で すね 。 

A さ ん , B さ ん を 2 つの 装置 に 置き か え 、C さ ん を 装置 間 の イン ター フェ ー ス と 考え る 
と 、 こ れ か ら 扱 いた い 状 況 が 納得 で きる と 思い ます 。 

2 つの 装置 が 別々 の タイ ミン グ で 動い て いる と き 、 そ れ ら は 非同期 で ある と いい ます 。 
非同期 な 装 告 間 で 、 デ ー タ を 確実 に 送受 し た い 時 に よく 使わ れる 方 法 が 、 た と え 話 で 述べ た 
ょ うに 相互 に 相手 の 状態 を 確認 し 合い な が ら 段 階 的 手順 を 踏ん で デー タ の 受け 渡し を 行 な 
う 方 法 で す 。 こ れ を ハン ド シ ェ ー キ ング (hand shaking) と よび ます 。「 提 手 」 の 意味 で す 
ね 。 2 つの 非同期 な 装置 どう し が 、 ガ ッ チ リ 提 手 し た よう な 状態 を さして の 用 語 な の で し 
ょ よう 。 


クッ ンド シェ ー キ ング で は 、 相 手 の 状態 を 確認 する た め に 、 基 本 的 に 3 つの 信号 を 用 いま 
し 


( イ ) レデ ィ (Ready) 信号 ー「 準 備 OK」 を 意味 する 。 
( 口 ) スト ロー ブ プ (Strobe) 信号 三 「 確 か に 送っ た よ 」 を 意味 する 。[ 注 」 
( ハ ) アク ノリ ッ ジ (Acknowledge) 信号 三 「 確 か に 受け と っ た よ 」 を 意味 する 。 
[ 注 ] スト ロー ブ は 、 ス トロ ボ ・ ス コー プ な ど と も 使う よう に 本 来 、 肉 光 と か 一 上 骨 の パル ス 信 
号 の 意味 で す が 、 デ ー タ を 送信 し た 時 の 通知 を する た め の パ ルス 信号 の 意味 と し て よく 
用 いら れ て いる よう で す 。 


と あ の 用 義 あ 用 \*^* て 、CPU と よせ 半 置 と が イシ ター フェ ー ス を 分 し て ハジ ドジ シェ 
ー ク する 様子 を 図示 し て み ま し ょ う 。 


Ready の と き 


に イシ ター ラ ェ ー ス 1I ン O 
イン ター フェ ー ス 
eco] (ンー ジェ ーa eo 


(次 の 動作 に 移る ) 





Ready の と き 


ゃ [cmu 
デー タ 
gl ed 


スト ロー プ 信 号 
この 間 イ ンタ ー フ ェ ー ス は アク ノリ ッ ジ 信号 
CPU に Not Ready 
を 知ら せる (| プ 〇 O と の や り と り 中 )。 


の | CPU ーー デーーー- イン ター フェ ー ス 


以下 ① に 戻る 。 





EE 。 デル ドド シェー キ ン グ に より CPU か ら 1 OO 装置 へ デー タ を 出力 する 場合 で す 
が 、I/O か ら CPU へ デー タ が 入力 され る 時 に は 、 逆 の 流れ に な り ま す 。 
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8259 の モー ド 1。 モー ド 2 人 は と も 折 、 ハ シド シェ ュー キッ ク 付 の 入出 婦 イ シダ ター プ ェ ー ズ 
と し て 動作 きせ る モー ド で す 。 ま ず 、 モ ー ド 1 か ら 見 て めき ましょ う 。 

モー ド 1 は 、 グ ルー プ A と グル ー プ B の 答 々 に 設定 する こと が で きま すず 。 こ の と き 、。 各 
グル ー プ は 、 8 ビッ ト の デー タ 用 ポー ト (PA また は PB) と 、 コ ント ロー ル 用 ボ ポート (PC 
の 特定 の ビッ ト が あて られ る ) と か ら 構 成 さ れ ま す 。 

モー ド 1 を 入力 ポ ボート (人 U/0 装 置か ら 8255 へ ) と し て 使用 する と 、PC の いく つか の 
特定 の ビッ ト は 次 の 信号 を 扱う た め の 端 子 と な り ま す 。 


STB (スト ロー ブ 入 力 ) 
“し "レベ ル (0 の こと ) に な る と 、1/0 装 置か ら の スト ロー プ 信 号 と 判定 し て 、1I/0 装 置か ら の 
デー タ を 近 け 入 れる 。 

IBF (Input Buffer Full : 入力 バッ ファ ・ フ ル 出 力 ) 
/0 装 置か ら の デー タ を 受け つけ る と 、“"H" レ ベル (| の こと ) に な り 、|/0O 装 置 に 「 も う 満杯 


だ か ら 次 の デー タ を 送る の は 待て 」 と 知ら せる 。 CPU 側が デー タ を 取り 込む と 、 再 び “"L "に 
戻り 、I/0 装 置 に Ready を 知ら せる 。 

INTR (Interrupt Request : 割り 込み 要求 出力 ) 
8255 が |/0 装 置か ら 受 け と っ た デー タ を も と に 、CPU に 割り 込み を か ける た め に 用 いら れる 。 





[ 注 ] 回 路 図 な ど を 見 て いる と よく あり ます が 、 端 子 や 信号 名 の 上 に 横線 (バー) の 引い て あ 
る の は 、 負 論理 と いっ て 、 そ れ が "L "レベ ル (= 0) の と き に 意味 を 持つ こと を 示し て い 
ます 。 上 で STB が その 例 で すね 。 導 に パー 付 で な いも の は 、 正 税 理 と いっ て “HH "レベ ベル 

(=| ) の 時 に 意味 を 持ち ます 。 





次 に 、 モ ー ド 1 を 出力 ポー ト (8255 か ら エ 0 装置 へ ) と し て 使用 する 場合 を 見 て み ま 
し ょ う 。 今度 は 、PC の 特定 の ビッ ト が 次 の 信号 の 端子 に な り ま す 。 


OBF (Output Buffer Full : 出力 バッ ファ ・ フ ル 出 力 ) 
CPU が 出力 命令 に よっ て 8255 の ポー ト に デー タ を 書き 込む と "L" レ ベル に な り 、|/0 装 置 側 
に 「 出 力 デー タ 準 備 完 了 」 を 知ら せる 。1/0 装 置か ら 、 ア クノ リッ ジ 信 号 を 受け と る と 、“H" 
レベ ル に 戻り 「 炊 の デー タ が 準備 で きる まで 待て 」 と |/0 装 置 に 知ら せる 。 

ACK (アク ノリ ッ ジ 入力 ) 


|/0 装 置 は 、 こ の 端子 を "し "レベ ル に する こと で 、8255 に 「 デ ー タ を 受け と っ た よ 」 と 知ら せ 
る 。 

INTR (Interrupt Request : 割り 込み 要求 出力 ) 
|/0 装 置 が 、8255 か ら デ ー タ を 受け と っ た と き 、OCPU に 割り 込み を か ける た め に 用 いら れる 。 





この よう に 、PC の いく つか の 特定 の ビッ ト を コン トロ ー ル 用 敵 子 と し て 、8255 と IO 
9 軒 は 。 TBP OBE STB、 ん CK な ど に より ハン ド シ ュ ー キ ング を 行なう こと が で きる 
訳 で す 。 





7 ーー ドド まま しょう 。 
グル ー プ A。 B の モー ド は 独立 に 設定 で き 、 グ ルー プ A, グル ー プ B と も に モー ド 1 で あ 
る 必要 は な い の で す が 、 imi グル ー プ A, B を 両方 と も モー ド 1 で 使用 
する 為 の コン トロ ー ル ・ ワ ー ド を 掲げ ます 。PC の 特定 の ビッ ト の 働き に 注目 し て 下さ い 。 
(モー ド 1 設定 用 コン トロ ー ル ・ ワ ー ド ) 


ョ cre を 2 2 な | 


ポー ド 0 「 ポー ト C 
A4H 
I1010010X 
mm 


PCG 
I01001IX 















I1010110X に 0BFAlACKA INTRAIACKg|0BFglINTRg 
AEH 
B 4H ea 人 
B6H ea 人 en 
101101」X 7H 人 カ 出力 IIBFAISTBAIINTRMISTBgIIBFg IINTRg| 入 カ 


BCH 

1I01IIIOX 

BDH 
BEH 


[ 注 ] 表 中 、OBF。 , STBsa な ど と あり ます が 、 添 字 と し て つけ られ て いる A, B は 、 グ ルー プ 
A, B の 区 別 を 意味 し ます 。 例 えば OBF、 は 、 グ ルー プ A の OBF 端子 を 意味 し ます 。 














0BFAIACKA INTRAl|S 








































































だ た と えば 、 コ ント ロー ル ・ ワ ー ド AEH を 設定 する と 、 グ ルー プ A、B と も に モー ド 1 指 
定 さ れ 、 各 端子 は 次 の よう に な り ま す 。 
[モー ド | 指定 の 例 ] 
コン トロ ー ル ・ ワ ー ド 
OBFA AEH 
ACK に よる 動作 指定 


出力 ポ ボート 


ーー 


INTRA 
STBs 
IBFs 
INTRg 
大 ガ ポー トド 
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4-7 モー ド 2 の 動作 


モー ド 1 で は 、 ポ ー ト A、B は 入力 ポー ト 、 出 力 ポ ー ト いずれ か の 働き し か し ませ ん が 、 

場合 に よっ て は 、 1 つの ボー ト を 入出 力 の 双方 向 ポ ボ ポート と し て 使用 し た いこ と が あり ます 。 
この よう な 機 能 は デー ター バズ の よう だ 下方 向 パ ス と し で て の 動作 と いる まし ょ う 。 

モー ド 2 で は 、 1 個 の 8 ビッ トバ ス を 使っ て 、 入 出力 装置 と の 情報 を 授受 する た め の 双 
方 向 バ ス の 機能 を 持た せる こと が で きま す 。 こ の モー ド は 、 グ ルー プ A に の み 指 定 可能 で 
あっ て 、 8 ビッ ト の 双方 向 バ ス 機 能 を 持つ 入出 力 ポ ー ト ( ポ ボート A) と 、 ハ ンド シェ ー キ 
シグ 用 の 5 ピッ トド ト ・: コ ント ロー ル * = た キ rr か mem 
グル ー プ A を モード 2 に 設定 する と き 、 グ ルー プ B は それ と は 独立 に モー ド 設 定 が で き 、 
モー ド 0 で も 1 で も 構い ませ ん 。 

グル ー プ ブ A を モー ド 2 で 使用 する 時 は 、 ボ ポ ボート A は ある 時 は 、 モ ー ド 1 で の 入力 ポー ト 
の よう に 、 ま た だ た ある 時 は 、 モ ー ド 1 で の 出力 ポー ト の よう に 動作 し ます 。 従 っ て 、 ポ ー ト 
C の 上 位 5 ピ ビット ウーPCa) が 受け 持つ ハン ド シ ェ ー キ ング 用 の 制御 信号 は 、 モ ー ド 1 
で の 入力 、 出 力 の 制御 信号 を 併せ 持っ て お り 、 次 の 5 つか ら な り ま す 。 


や OBFA (Output Buffer Full) 
PC。……ACKA。 (Acknowledge) 
PC。……IBFA (Input Buffer Full) 
PC の ……STBA (Strobe) 

が "ON INTRA (Interrupt Request) 


これ ら の 各市 御 信 号 の 働き は 、 モ ー ド 1 の 場合 と 同様 な の で 、 前 節 を 参照 し て 下さ い 。 
さて 湊 に 、8255 を モー ド 2 に 設定 する た め の コ ント ロー ル ・ ワ ー ド を 掲げ ます 。 これ ら 

の コン トロ ー ル ・ ワ ー ド の 違い は 、 グ ルー プ B の モー ド 指 定 の 違い に よる も の で す 。 

ん 4 つ で は ほ は 、。 グ ルー プ B は モー ド 0 に 、 下 の 2 つ で は グル ー プ B は モー ド 1 に 指定 きれ て い 

ます 。 


(モー ド 2 設定 用 コン トロ ー ル ・ ワ ー ド ) 


ae al ma EEE 

ト A ボー 
MMEE3EEEE3EE3 
UTEOTIEIEEEZIEzcqEEP 証 還 写 
THHIPCIC3CnPD 還 
Lie es sywo lei5Klelmhm] 時 2 | ムク 




































































た と え ぼ 、 コ ント ロー ル ・ ワ ー ド C2H を 設定 する と 、 グ ルー プ A が モー ド 2 、 グ ルー 
プ B が モー ド 0 に 指定 され 、 各 端子 は 次 の よう に な り ま す 。 


[モー ド 2 指定 の 例 」 


ゴゴ 3 日 m2k > 一 E 
OBFx CZH 
に よる 動作 指定 


PA > 双方 向 バ ス 








PC: 





PC。 | さ ーーーーーー ACKA 
PC。 | 一 一 一 テテ IBF4 
PC。 | テーーーーーーー STBA 


PC。| ーー 一 ーーー テ - INTRA 


PC。 
PC ーー 
PC 

PB | ee 還 還 還 還 還 入力 ポー ト 








4-8 X1 内 で の 8255 


以上 で 、 8255 と ぃ いう LSI の 一 般 的 機能 に つい て は 、 お わか り い だ た だ けた と 思い ます 。 で 
は 、 い よい 上 よ 上 、XX 1 の 中 で 98255 が どの よう に 使 も あれ て いる か を 見 て めく こと に し まし ょ う 。 
X 1 本 体内 部 に は 、 2 個 の 8255 が 搭載 さん れ て いま す 。 メ ー カ ー の 型番 号 を 示す と 、 


PD 8255 AC (日 本 電気 製 ) 
8255 C-5 (イン テル 製 ) 


で す 。 前 者 は 、 サ ブ CPU と の イン ター フェ ー ス と し て 使わ れ て お り 、 以 下 ! サ プ 側 8255」 
と よび ます 。 ま た 、 後 者 は 、 メ イン CPU で ある Z80A 用 の イン ター フェ ー ス と し て 働 
き 、 以 下 「 メ イン 側 8255」 と よぶ こと に し ます 。 

これ ら 2 つの 8255 の 大 ま か な 位 置 づ け は 以下 の 通り で す 。 


X 1 に お ける 8255 の 位置 づけ 


人 





4-9 サフ 側 8255 





サ プ 側 8255 の コン トロ ー ル 端子 、 デ ー タ バス 端子 は 、 サ ブ プ CPU 80C49 に 接続 きれ て 
いて 。8255 の プロ グラ ミン グ ( モ ー ド 設定 な など) は サブ CPU に た 住 き 柳 て いま す 。 この 部 分 
は 、 解 読 不 能 で あっ た だめ 正確 な こと は 不明 な の で す が 、 各 ボー ト の 使用 の され 方 か ら 判 
断 す る と 、 次 の よう に 推測 され ます 。 


推測 : サブ 側 8255 は 、 サ プ ブ CPU 80C49 か ら 、 コ ント ロー ル ・ ワ ー ド C2H に よっ て 、 グ ルー 


プ A は モー ド 2、 グ ルー プ B は モー ド 0 (PC。 て PC。 は 出力 、PB は 入力 ) に 設定 され て い 
る 。 
( 注 ) サブ プ 側 8255 を 、 ユ ー ザ ー が プロ グラ ミン グ す る こと は で きま せん 。 





各 端 子 の 接続 状態 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


サ プ 側 8255 の 各 問 子 


双方 向 PA: 
1 1 ey メイ ン 側 デー タバ ス 
PAo 

(OBFA ) PC, | 一 一 一 > メイ ン 側 8255 の PB。 へ 

(AcKx ) PC。 | エーーーー (0 MI と RD より) [ 注 ] 

(IBFA ) PC。 | ニー 一 一 ぁ メイン 側 8255 の PB。 へ 

(STBA ) PC。 | ペーーーーー (Aー-1 ン 0O (IA0I H) で "L" と な る ) 
(INTRA ) PC』|-------- 未 使用 

ーーーー テ カセ ッ ト 発光 ダイ オー ド (WRITE) 点灯 へ 
ーーーーー テ メイ ン 側 8255 の PB。 へ (カセ ッ ト 走 行 フ ラグ ) 


ーーーーー テ カセット EJECT へ 


サブ CPU 側 スーーーー ト 
デー タ / Y p 4 3 





ペーーーーー (PC, の 信号 と 同じ も の ) 
ーー L プ 本 内 まう) 
ペーーーーー カセ ッ ト READ DATA 
ペーーーーー カセ ッ ト EJECT スイ ッ チ 
ーーーーーーー 未 使用 

ペーーーーー カセ ッ ト 消 去 防止 ツメ 判定 フラ グ 
ーーーーー カセ ッ ト テ ー プ 装着 フラ グ 





ニーーーー カセ ッ ト テ チープ END フラ グ 
[ 注 ] ( ) つき の も の は 、 解 析 不 十分 の 端子 。 
従っ て 、 サ ブ プ 側 8255 の 機能 は 、 次 の よう に まとめ られ ます 。 


( イ ) サブ プ CPU80C49 と の デー タ 入 出力 の た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス 
( 口 ) カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ レ コー ダ を サブ CPU が 制御 する た め の 入 出力 ポー ト 
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モー ド 2 に 設定 され 、 双 方 向 バ ス と し て の 働き を し て いる ボー ト A に は 、T エ 0 アド レ 
ス 1900H 番 地 が 割り あて られ て いる の で 、 私 た ち は こ の ボー ト を 通じ て 、 サ プ CPU と の デ 
ー ダ りり と り 行 な りこ と が で きま す 。 だ だ し メイ ジン CPU と サ ア プ し PU と は み グロッグ 周波 
数 が 異な っ て いる だ た め 、 ハ ンド シェ ー キ ング に より デー タ 授 受 を 行なう 必要 が あり 、 ポ ボー 
ト C の 上 位 ビ ッ ト PC7 一 PC4 は 、 そ の た め の 制 御 信号 用 端子 で す 。 と くに 、 出 力 バ ッ フ ァ フ 
ル (OBFA。 : PC?) と 入力 バッ ファ フル (IBFA : PCs) の 両 信 号 は 大 切 で 、 こ れ ら は 各々 メイ 
ン 側 8255 の ボー ト B に 出力 され て お り 、T エ 0 アド レス 1 A01H 番 地 の 此 5、 第 6 ビッ ト 
を 調べ る こと で 知る こと が で きま す 。 これら を 用 いた サブ CPU と の 交信 の 実際 は 、 後述 す 
る 第 6 章 に て 詳し く 説 明 し ます の で 、 そ ちら を 参照 し て 下さ い 。 





4-10 メイ ン 側 8255 


メイ ン 側 8255 は 、 メ イン CPU で ある Z80A の 管理 下 に ある だ ため 、 ユ ー ザ ー が プログラム 
する こと は 可能 で す 。 た だ し 、 す で に 各 端 子 が 特定 の 周辺 装置 に 接続 され て いる だ ため に 、 
ユー ザー が 勝手 に モー ド 設 定 を する と 、 正 し い 動 作 を し な く な る の で 注意 が 必要 で す 。 

メイ ン 側 8255 の コン トロ ー ル ・ レ ジス タ は 、1/0 ア ドレ ス 1 A03H 番 地 に 割り あて ら 
れ て いま す 。( 実 際 は 、1AxxH 番 地 で 下位 2 ビッ ト が 有効 な た め 、 1 A03H と 4 の 倍数 
だ け 離 れ た 番地 も 同じ 働き を し ます )。 さ て 、X 1 の シス テム ・ プ ブロ グラ ム (HuBASIC な ど ) 
で は 、 起 動 後 最 初 の 「 シ ステ ム 初 期 化 ルー チン 」 中 で 、 次 の 命令 を 実行 し て いま す 。 


LD BC、1 A 03H 
LD  A、82H 
OUT (6)。 


この 部 分 こそ が 、 メ イン 側 8255 の プロ グラ ミン グ (初期 化 ) を 行なう マシ ン 語 で す 。82H 
は 、 コ ント ロー ル ・ ワ ー ド で 、8255 の グル ー プ A、B と も に モー ド 0 に 設定 する も の で す 。 
これ に より 、 ボ ポ ボート A、C が 出力 ボ ポート 、 ボ ー ト B が 入力 ボー ト に 指定 され る こと に な り 
ます (本 章 第 4 節 の モー ド 0 の 説明 参照 )。 

メイ ン 側 8255 の 各 端 子 の 接続 状態 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 
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メイ ン 側 8255 の 各 端 子 


「- 5 人 生還 二 


デー まき 軸 の 










ーー 垂直 帰 線 信号 (CRT より ) 
ニー _ サ ンプ 側 8255 PC。 (IBF ) 


メイ ン CPU ms 
デー タバ ス 


ペーーーーーー- サブ 側 8255 PC。 (OBF。 ) 





ニーーーー ニ ーー プリ シタ BUSY 信二 
ーー __ _ . ぶ | シス テム の 垂直 同期 信号 (PV-Sync) 
ユエ ーーーーー-ー カセ ッ ト READ DATA 


ミーーーーーー カセ ッ ト 走 行 チ ェ ッ ク フ ラ グ 


ーーーーー ぁ プリ ンタ へ の スト ロー プ 信 号 
ーーーーー テ - 40 字 、80 字 モ ー ド 切り 替え 
ーーーーーーー テ - GRAM ア クセ スモ ー ド 切り 替え 


ーーーーー テ - (スー プッ スク グロ 一 ル ) 


ーーーーー テ カセット WRITE DATA 


4-11 ボー ト の 使用 例 





8255 の 端子 に 接続 され て いる 周辺 装置 を 見 て も わか る よう に 、 と くに メイ ン 側 8255 の ホ 
ー ト の 使い 方 は 、 XX 1 に お ける 入出 力 制御 の 要 の 1 つと 言え ます (も う 1 つの 有 要 は サブ CP 
U)。 し か し 、 同時 に わか り に くい 部 分 で も あり ます 。 だ た と る くば 、 次 の マシ ン 語 プログ ラム 
は 、 グ ラフ ィ ッ ク 3 画面 の 消去 を 高速 に 行ない ます が (HuBASIC の CLS 0 に 相当 ) 、8255 
の ポー ト の 使わ れ 方 を 理解 する と 意味 が 明 央 に な り ま す 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 オ ー ル クリ ア 


CLS6: F 3 D 1 5disable interrTupt 
9 1931 失 LD BC, 1A93H 
3E 9B LD Q 9BH 
ED7? DUT  、〈(C)』 8255 PCS js “12 
3D DEC ^a 
ED7 タ DUT KC 8 め う 99 PCS js “6 
9 
9 1 9948 LD BC, 4999H 
LOOP: ム AF XDR 谷 
9B DEC BC 
ED 7 OUT  (C)』 提 5 1/U(BC) <-- 8 
78 し nn B 
B 1 UR じ 5jBC = 9 2 
と 60F8 JR NZ, LUUP 5j ュ 和 イ BC〈>9 then LOOP 
# 
9B DEC BC BC = FFFFH 
ED78 IN 向 , ( じ ) 3 dumm ッ 
FB E 1 5inable inteTTupt 
C39919 JP 1 999H sdoto monitor 


プロ グラ ム 中 、 1/ 0 ポート の 1 4A03H 番 地 に デー タ を 出力 する 箇所 が あり ます 。 す で 
に お わか り の よう に 、 こ の 番地 は メイ ン 側 8255 の コン トロ ー ル ・ ボ ポ ボート に あて られ て いて 、 
ご 民 0HH、 0OAH と いう デー タダ を 出 訪 ずる と 。、 ポ ボー ト C 約 ピッ ト を や ゼット ・ り 穫 ッ すし 
ます 。 今 の 場合 は 、 


IO(1A03H) 0BH … PC。 の セッ ト 
IO (1A03H) 0AH … PC。 の リセ ッ ト 


と な り ま す 。 グラフィック 画 面 の 章 で も 触れ た よう に 、8255 の C ボ ー ト 此 5 ビ ッ ト に パル 
ス 信号 を 送る と 、1/O 空 間 の マッ プ が 変わ っ て 、GRAM 同 時 アク セス モー ド と な り ま す 。 
この よう に し て お いて か ら 、T エ 0 アド レス の 3FFFH 番 地 一 0000H 番 地 の 内 容 を すべ て 
00H に 変え る の が 本 プロ グラ ム の 機能 で す 。GRAM3 画 面 の クリ ア 終 了 後 は 、IN A、(C) 
を 実行 する と 1I プ 0 マッ プ が 戻り ます 。 

この よう に 、 メ イン 側 8255 の ボー ト の 意味 を 知っ て 初め て 理解 で きる 操作 が 沢山 あり ま 
す 。 本 書 で も 以後 、 プ リン タ 制 御 (ポー ト A、B、C)、 サ ブ CPU と の 交信 (ボー ト B)、 カ 
セッ ト ・ デ ー タ ・ レ コー タダ 制御 (ポー ト B、C) で 8255 の ポート に 触れ ます か ら 、 本 草 の 
内 容 を よく 理解 し て お いて 下さ い 。 
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5 一 1 な ぜ マ シン 語 で プリ ンタ を 制御 し た い の か ? 


CRT 画面 を マシ ン 語 で 高速 制御 する こと の 良い 点 は 、 リ アル タイ ム ・ ア クシ ョ ン ゲ ー ム 
(イン ベー ダー や ゼビウス な ど ) な ど を 引き 合い に 出せ ば 、 比 較 的 納得 し や すい と 思い ま 
す 。 で は 、 プ リン タ を マシ ン 語 で 制御 する こと に は 、 何 か 利益 が ある の で し ょ うか 。 

CRT 画面 と 違っ て 、 プ リン タ の 反応 は 遅く 、 従 っ て 、 マ シン 語 を 利用 し て も 、 そ れ は ほど 
時 間 が 節約 され る 訳 で は あり ませ ん 。 に も か か わら ず 、 本 章 を 敢 を て 「 マ シン 語 に よる プ 
リン タ 制 御 」』」 に あて だ た の に は 、 2 つの 理由 が あり ます 。 


[理由 1 〕 

HuBASIC に は 、 画面 の ハー ド ・ コ ピー を 行なう HCOPY と いう 命令 が あり ます が 、 た 
と えば 、 画面 に 絵 を 書い て 、 葉書 大 の 小さ な 紙 に 印刷 し た い 時 に 困る の で す 。 HCOPY で 
は 、 横 19 cm 縦 15 cm 程 の 部 分 に 印刷 され て し まう の で す 。 そこで 私 は 一 時 期 、 こ れ を 縮小 
コピ ー に より 小さ くし た り し て いた の で す が 、 や は り 、 プ リン タ か ら 葉 書 大 の 男 囲 に 画面 
コピ ー を 直接 印刷 し た いと 思う よう に な り ま し だ た だ た 。 HCOPY コマ ンド を 使わ ず に ハー 
ド ・ コ ピー する に は 、 自 分 で ハー ド ・ コ ピー の ルー チン を 作ら ね ば な り ま せん 。 それに は 
当然 の こと に 「 マ シン 語 に よる プリ ンタ 制御 」 が で き な く て は な り ま せん 。 


理由 2 〕 

私 は 、 1 と いう パソ コン ( 三 私 の 愛 機 ) を トー タル に 理解 し た いと 考え て いま す 。 
二 uBASIC は すばらし ゅ い シ ステ ム ・ デ ログ ラム で え 1 の 模 能 を よく 引き 出し て くれ ます 。 
し か し 、X 1 の 真 の 姿 を 自分 で 見 る に は 、HuBASIC の か な た に ある マシ ン 語 に よる 入出 
力 制 御 に まで 迫 ら ね ば な り ま せん 。 

LPRINT や HCOPY と いう プリ ンタ 制御 用 の BASIC コマ ンド を 受け た 時 、X 1 は ど 
の よう に し で て 。 デ リッ クム デー みぞ 如 カ し て で いる の で し ょ 3 か そし て 。、 と の 間 馬 に 入っ 
て いく と 、 そ れ が 実は 、 前 章 で 触れ た 「 低 速 の 入出 力 装 置 と 高速 の CPU 間 の ハン ド シ ェ ー 
キン グ 」 の 格好 の 実例 で ある こと も わか り ま し た 。 


こう いっ た 訳 で 、 こ れ か ら 、 プ リン タ を マシ ン 語 で 制御 する 方 法 を 説明 し ます 。 私 が シ 

ステ ム を そろ えた 頃 ほ は 、 区 1 の デリ ンタ と いえ ば 
CZ-800 P 

と いう 純正 プリ ンタ し か な か っ だ た の で す が 、 最 近 は 、 シ ャ ー プ か ら も 低 価 格 の 漢字 プリ ン 
タ が 発売 され だ た り 、 MZ 用 の イン クジ ェ ッ ト ・ ブ リン タ が 利用 で きたり 、 ま た だ 他 の メー カー 
か ら も XX 1 対応 の プリ ンタ が 出 た り で 、XX 1 で 動く プリ ンタ の ライ ン ア ッ プ も 華やか に な 
も 尊 ま し 2。 

し か し 、 ここ で は 、 最初 の X 1 用 純正 プリ ンタ で ある CZ-800 P に 的 を 絞っ て 説明 し ま 
す 。 他 の プリ ンタ を お 使い の 方 は 、「 プ リン タ 制 御 の 原 理 」 を 読み と っ て いた だ き 、 出 力 コ 
ー ド 等 を その プリ ンタ 用 に 変更 し て 下さ い 。 


プリ ンタ 関係 1 O ボート 





プリ ンタ 関係 の 1 プ O ボ ポ ボート 


メイ ン 側 8255 





に プリ ンタ へ の 1 バイ ト ・ デ ー タ 出力 
PB3 プリ ンタ か ら BUSY 信 号 入 力 
PO: プリ ンタ へ DATA STROBE 信号 出力 
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プリ ンタ と の バハ バンド シェ ー キ ング 





プリ ンタ は 、CPU に 比べ る と 、 は る か に 低速 な 出力 装置 で すか ら 、CPU か ら プ リン タ ヘ へ 
デー タ を 送信 し て 、 確 実に 受け と っ て も ら う に は 、 前 草 で も 触れ た ハン ド シ ェ ー キ ング の 
方 法 を と る 必要 が あり ます 。 

まず 、 プ リン タ が 受信 可能 な 状態 に ある か どう か を 、CPU は 知ら ね ば な り ま せん 。 そ れ 
を 知ら せる た め の 端 子 が 、 上 0 アド レス 1A0O1H 番 地 の 第 3 ビッ ト で す 。 こ の 端子 は 、 
プリ ンタ か ら の BUSY 信号 を 受け る も の で す 。 プリ ンタ は 受信 可能 な 状態 に な っ た 時 、 こ 
の ビッ ト を “"L”"( 王 0) に する こと で 、CPU に READY を 知ら せま す 。 


( 注 ) BUSY 信号 は 正論 理 で すか ら 、"H" レ ベル (= | ) で ある 時 に 、 BUSY( 忙 し い ) を 示し 、"L 
レベ ル (=0) で ある 時 に 、 NOT BUSY=READY を 意味 し ます 。 


以下 に 掲げ る 簡単 な BASIC プロ グラ ム を 実行 する と 、1 プ 0 ボー ト の 1A4A0H 番 地 と 、 
プリ ンタ か ら の BUSY 信号 の 様子 を 観察 で きま す 。 


リス ト PRINTER _ BUSY CHECK 
REN 米光 六 PRINTER BUSY CHECK 炒 米 


1 68 

110 

129 INIT : MIDTH 49 gi CLS 
139 “ 

148 


159 P=INP(&H1IRG1) 
169 IF (PP QAND &B1999)=9 THEN MM ま = "RERDY" ELSE MM を ="BUSY 『“ 
179 P ま =RKIGHT も ("9d94998"+BIN も (P)」8) 


129 PRINT まし ロン チー = ー" ョ P ま 

ど と 99 LOCATE 17, 

ど 19 PRINT 栖 @ CHR* (8HIE 

どら 9 LOCATE 17,2 iiF M 和 ="READY" THEN CREU 5 
と さり PRINT M 和 まま : CREUV B9 


と 59 GOTOU 1i59 


XX 1 と ブリ ンタ を 配線 し て ある 状 台 (以下 、 当 然 こ の 状態 を 想定 し ます ) で 、 プ ブリ ンタ 
の 電源 を ON に する と 、 光 3 ビッ ト が 0 と な り 、 画 面 に READY と 表示 され ます 。 ここ 
ぐ で 。 デリック の セレ クト ・ ラ ンプ (SEL) を 提 し て 少し 。、 プ デリ シング を ディ セレ クト (受信 

本 ) 状態 に する と 、 此 3 ビッ ト が 1 と な り BUSY 表 示 に な り ま す 。 こ の 状態 で 、 
LPRINT 等 を 実行 する と 、“Device offline" エ ラー と な る 訳 で すね 。 

さて 、 面 息 いい の は 、 ブ プリ ンタ 電 源 を OFF に し た 時 で す 。 者 が 実験 し た 所 、9 分 9 ま 
で は 、BUSY 表示 に 変わ っ た まま 一 定 し て いる の で す が 、 稀 に 、 BUSY 一 READY … 
BUSY と 変化 する こと が あり まし た 。 こ の 原因 は 、 筆者 に は よく わか り ま せん が 、 お そら 
く (コン デン サ 等 の ) 電気 的 な 過渡 現象 が 関係 し て いる と 思わ れ ま す 。 い ずれ に し て も 、 
プリ ンタ 動作 中 に プリ ンタ 電源 を 切る こと は 、 し な い 方 が よい よう で す 。 以 上 で 、 プ リン 
タ の BUSY 信号 に つい て は 、 お わか り い だ た だ けた と 思い ます 。 

プリ ンタ の 受信 準備 完了 を 確認 し た ら 、CPU は 、 い よい よ プ リン タ ヘ へ データ を 送り ま 
す 。 そ の た だ た め の 出 力 ポ ー ト が 、I プ O アド レス 1A00H 番 地 で す 。 こ の ポー ト に 1 バイ ト 
の デー タ を 出力 すれ ば 、 プ リン タ 側 へ 送ら れる 訳 で す 。 





し か し 、 こ の まま で は 、「 送 りっぱ な し 」 で あっ て 、 プ リン タ に は 受け と っ て も ら え ませ 
ん 。 そ の た だ ため に は 、I 0 アド レス 1A02H 番 地 の 第 7 ビッ ト よ り パ ルス 信号 を 送る 必要 
が あり ます 。 こ の 信号 は 、 

DATA STROBE 
と よ ば れ て いま す (プリ ンタ CZ-800 P の 取扱 説明 書 参 照 )。 

上 に 棒 が つい て いる こと か ら わ か る よう に 、 負 論理 信号 で あっ て 、 プ ブリ ンタ CZ-800 
は 、 こ の 信号 が “L "レベ ル か ら “ 了 本 "レベ ル に 変わ る と き に 、 送 られ て きだ た デー タ を と り 込 
む (サン プル する ) こと に な っ て いま す 。 


1 1 日 9 す 9 
DATA STROBE 信 号 
11 し 9 す 9 


と の と き ア リシン タダ は 
デー タ を サン プル する 。 
以上 を まとめ て 、 プ リン タ へ の 1 バイ ト ・ デ ー タ 出力 の 手続 き を 流れ 図 に し た も の が ト 


較 で す 。 
プリ ンタ へ の 1 バイ ト 出 力 


プリ ンタ へ の | バイ ト 出 力 











I/0(1A0IH) の 


ビッ ト 3 は 0 か 2? (BUSY) 


YES 
(READY ) 


I/0( 1A00H) へ 
1 バイ ト デ ー タ 出力 


8255 の PC7 を 。 1 DATA STROBE を "し "レベ ル に する 。 
0 に する 


8255 の PC を OS 2 了 
CPPPPPPP'EP DATA STROBE を HH レベ ル に o 
松室 る | ー き 
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5 一 4 プリ ンタ へ の 1 バイ トト 出力 ルー チン 





前 茹で 、 プ ブリ ンタ と 同期 を と りな が ら ( ヘ ンド シェ ー キ ング ) 、 1 バイ ト デ ー タ を 出力 す 
る 仕組 み が わ か り ま し た か ら 、 早 速 、 プ ログ ラム に し て み ま し ょ う 。 仕様 は 次 の 通り 。 











T 


に 半 














用 A レ ジス タ に セッ ト さ れ た | バイ ト ・ デ ー タ を 、 プ リン タ (OCZ-800P) へ 出力 する 。 
留意 点 | いい プロ グラ ム は 、 再 配置 可能 (リロ ケー タブ ル ) な サブ ルー チン と する 。 
② 後 に 、 文 字 列 ( メ ッ セ ー ジ ) 出 力 ル ー チ ン に 組み 込む こと を 考慮 し 、BC, DE, HL の 





答 レ ジス タ 対 の 内 容 は 保存 する 。 
③ プ リン タ OFFLINE を 考慮 し 、BUSY 信 号 が !」 の と き は 、 一 定時 間 待ち も 、 そ れ で も 
OFF な ら 、HuBASIC 内 の モニ ター・ ホ ッ ト ス ター ト 1|000 番 地 へ ジャ ンプ させ る (従っ 
て 、* 他 の モニ ター で 実行 する 時 は 、 ジ ャ ンプ 先 を 変え て 下さ い )。 | 
(④DATA STROBE パル ス の 出力 に つい て は 、8255 の ポー ト C ビ ッ ト セ ッ ト ・ リ セッ 

トモ ー ド (前 章 参照 ) を 利用 し て 行なう 。 














以下 に 掲げ る サブ ルー チン は 、E 000 H 番地 か ら 格 納 し て あ り ます が 、 上 で 述べ た か よう に 
「 リ ロケ ー タ ブル 」 で すか ら 、 必 要 な ら ば 別 の 番地 に 転送 し て お 使い 下さ い 。 


リス ト Subroutine of Iprint one byte 


9999 1※※ 玉 裕 来 束 玉 玉 玉 玉 来 束 来 来 補 来 玉 補 米 玉 玉 京平 数 数 定 来 来 玉 補 来 補 米 氷 求 裕 求 玉 玲 氷 来 ※※ 
681 科 w 
1222 テス ) 素 Subroutine of prmint one byte ボ 
5 ・ 

9994 ) ※※ by Y.Shimizu ※ ボ 
9865 ? ※ 
98 る ) 六 1?84.5.5 FRI 水 
5 米 

ポ 


1 計 や です すず る 、④ ぐも すす. もぐ. すす すす. ひも 、 も も を すす 《 すす も も も? る も もるひ も < 


5 ニニ ニニ = 1 品 ロ Ut COndit 1O ロ = ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
) nn !: 1 byte data for lprint 
) ニ ニニ ニニ = Te ロ 1S ら 【t 与 ら PT 己 ら ら り ら d ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 


1 BC DE, HL 


〇 で 〇 QOQGQGOQGGQQGGQGQGQGQG 
で ヾ ご で で GGQGGG 上 の ざ ⑤② ぴ ぷいぷい こく 〇 い 〇 ⑤ 
PO エー リー トー ッ ー ル ーー ーー ーーー テー OO の の 〇 ① 
〇 ぐい OOO-JO OU GOOD の いい OO0D 


③① 〇 QG 
CS 〇 でぶ 
FO ' り 
TD ょ ニー 


1 9 ピロ MONHOT:EQU 81998H 5Hu-monitorT hot start 


9 824 ) 
9925 URG 9E9968H 


で 〇 ぶ い 
で ぶ ① 
『 い 
99. 


5 
9828 5 米 水 玉 ※※ 玉 Te 1 らら teGTS 己 USh ※ 水 水 米 ※※ 


9631 E989 CS PUSH BC 
9932 E891 DS PUSH DE 
8633 E982 ES PUSH HL 


9935 Eg83 F5 PUSH 谷 F ) PT らら Tv 与 コ a ョ キト ョ 
5 
8938 ) 玉 求 水玉 も US ッ ーChe CK 1 nd 炒 素 ※ 米 涼 
) 
9841 E994 1 る 418 BUSYCK iLD D, 19H 3 いら コ 1t1nd Counter initial :z 
9942 E98 る 219998 LD HL , 9999H 


9844 E98 ァ 91811 ム LD BC, 1 人 n91H 51/0 agrs of Port B c+ 8255 


) 
9946 E988C ED78 LOOP1: IN Q,。 ( じ ) 
9647 E99E E498 QRND 9@8H ) ChecKinG of BUSY (8255 PB3) 





9648 E919 2888 JR Z, PRUUT * ュ i 二 pTinter is Teagy thern lprint 


84 ) 

8959 E912 2B DEC HL ua1t1ind TOUt in 

9951 E@13 7D LD 向 ) L 

9652 E814 B4 DR H 

9853 E91i5 29F5 JR NZ, LOOP 1 

9954 E917 15 DEC D 

キテ E918 ら 9FZ JR NZ, LUOP 1 
ら 5 

98957 E81 合 C39918 ERROUR: JP MONHOT ) て きら 己 Of d 己 V り iC O イ fjine 

80958 ) 

9 95? 5 

9 る 6 3 炒 氷 玉 求 火 OUtPuUt TOUtirie 迷 米 数 米 

90961 5 

9 9462 

の E91D F1 PROUUT: POP 傘 F is 仙 reqG = data for lprint 

8 96 る ! 

9865 E81E 61991^ LD BC,。 1A88H si/0D adrs of Port 全 of 8855 

ンス E92 1 ED7 DUT (CC)。 人 台 sdata output to FrTinter 
に 5 

6928 E923 91931 ム A LD BC, 1A93H ii/ ロ adrs o+† control port o+† 8255 

9962? E92 る 3E9E LD 台 , 9EH 

8679 E828 ED7 DUT  、〈C)。 台 istrobe "し L" jeue] 

997 1 E92A 3EGF LD 台 ) 9FH 

た E 92C ED7 ヶ 0nUT  (C)。 台 istrobe "H" jeuel (data samp ! in92 

り 

8974 1 

9975 北米 玉 末 来 X1【t 水玉 ボボ 

9876 ) 

68977 5 

89678 E92E E1 EXITi POP HL 5 Td1i ら teTS POP 

987? E92F D1 POP DE 

6989 E839 C1 POP BC 

998 1 ) 

8982 E6@31 C タ RET sex1t of Toutine 

9983 ) 

884 E932 END 


この リス ト は 、 あ くま で 読者 の 皆さん が 、X 1 で の プリ ンタ へ の 出力 法 を 理解 する 際 の 参 
考 と し て 掲げ ほし た 。 も し 、 HuBASIC な いし は 、 そ の モニ ター を 基礎 に プロ グラ ム を 実行 
する こと が わか っ て いる な ら ば 、HuBASIC の モニ メー (以後 Hu モニ ター と よび ます ) 
内 に 、 す で に 完成 され た サブ ルー チン が 組み 込ま れ て いる の で 、 こ れ を 利用 する と 便利 で 
す 。 


《Hu モニ ター・ シ ステ ム ・ サ プ ブル ー テ チン) 


ビン 称 | プリ ンタ へ の | 文字 出力 。 
アド レス | 1I2E2H 番 地 


機能 | A レ ジス タ の 内 容 を 、 ブ プリ ンタ へ 出力 する 。 
レジ スタ | A, BC, DE, HL の 各 レ ジス タ の 内 容 は 保存 され る 。 





注 意 | プリ ンタ が OFF の 時 は 、Device offlne エ ラー 表示 へ 、 ジャ ンプ する 。 








5 一 5 プリ ンタ へ の 文学 列 出力 


前 節 で 紹介 し た Hu モニ ター 内 の シス テム ・ サ ブル ー チ ン 12E2H を 利用 し て 、 文字 列 
(メッ セー ジ ) を プリ ンタ へ 出力 する プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 以下 の ブロ グラ ム 
は 、 DATA と ラベ ル を は っ た アド レス か ら 格 納 さ れる デー タ 列 を プリ ンタ へ 連続 し て 出 
力 す る も の で す 。 デ ー タ 列 の 終了 マー ク は 、00H に 設定 し て あり ます 。 


8J 


84 


リス ト 


9 936 
8937 


1 と E ど 
1909 


LPRIINT 


と 19FE6 


7E 
FE98 
Ca99186 
CDE2 12 
ど づ 
18F 4 


9D 9 失 

っ 4686 タ 7 
ら 66?7328 
6129736 1 


り 6D796C65 


978726 る F 
6772616D 
と 9 

9D 
666F 7 どら 9 
78726?6E 
74657229 
636F6E 74 
726F 6 る C2E 
9D 9 人 AA 
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SAMPLE PROGRAM 


する ぐす る 、 す す も. で すす る すす る す 、⑥ す で.、$ すす すす す す すす すす すす も す で. 1 


も 1 ※ 
1 LPR INT SAPLE PROGRAN 
* 涼 ※ 
5 by Y。Shimizu 2 
5 六 ※ 
) 林 1?84.5.5 FRI ボ 
》 ※ 

> 


1 計 ず . ず 、 で す で すす ④、 すす すす すす 《、 す も る す ④、 す すす.$. す すす すす すす も. る? ず < 


Hu mmOn1tOT ちら ッ S ら {tm ら UbTOUti 巳 ニニ ニニ = 


) 
LPTOUUTIEGU 1 ど E と H jLPRINT 1 byte 


Gu ぃ ) | jn ロ G 己 ) 


MONHOUT:EQU 1999H 5Hu monitor hot star+ 
) 
9 ee 
1 
H 
ORG 9E989H 
) 
LPRINTiLD HL,DATA 5HL = datsa top adrs 
LOOP:  LD の, (HL) ja = data or LPRINT 
CP 9 
JP Z, ト NONHOT 5 ュ 了 END-marK then ト NONHOT 
CALL LPTOUT 5 て al ] sub。 o+ LPRINT 1 byte 
INC HL 3d ョ ta adrS inCcrement 
JR LOUOP 
) 
) 
DATA: DB 9DH,9aH OR Sd PF Le 
DB *This is a sample program “ 
DB 8gDH sCR (carriade return) 
DB orT PTinter contro]l。< 
DB DH,」 9AH 5CR and LF (start prm-Out) 


DB 9 9H 


END 


プリ ンタ の 制御 コー ド 





5 END-marK o† me=ssaGe 


(=99H) 


プリ ンタ へ 出力 する コー ド の 中 に は 、 文 字 に 対応 する も の と 、 プ リン クタ 動作 を 指定 する 


制御 コー ド の 2 種類 が あり ます 。 


ザー ド に 






シン ボル 


(呼称 ) 










に が 


(Line Feed) 








Ei _ 
コー 機 月 ビ 





前 節 で 登場 し た 0DH, 0 AH と いう 2 つの コー ド は 制御 











(デー タ 列 ) 十 0 DH の 形 で 用 いて 、 デ ー タ 


行 の 左端 に な る )。 


リン タダ タ の ヘッ ド を 左端 に 戻す (この と き 、 





列 を 印字 後 、 プ 
ペ ヘッド は 新しい 








行 改行 し て 、 ヘ ッ ド を 左端 に 戻す 。 


(デー タ 列 ) 十 0 AH の 形 で 用 いて 、 デ ー タ 列 を 印字 後 、| | 











( 注 ) 両者 よく 似 て いま す が 、 特 徴 的 な 違い は 、 例 えば 、 前 に デー タ 列 が な く 、 早 に 0DH だ け 、 
ある い は 単に 0AH だ け 受 信 し た 時 に 起こ り ま す 。 前 者 で は 、 す で に ヘッ ド が 橋 端 に ある の 
で 、 何 も 起こ ら ず 、 後 者 で は | 行 改行 が 生じ ます 。 


以上 の 2 つの コー ド は 、 多 く の プ リン タ で 共通 の よう で す が 、 こ れ か ら 述 べ る 制御 コー 
ド は 、 プ リン タ に よっ て 違い が あり ます か ら 、 別 の プリ ンタ を お 使い の 際 は 、 そ の マニ ュ 
アル を 参照 し て 下さ い 。 こ こ で は 、 CZ-800 P の 制御 コー ド を 述べ ます 。 

プリ ンタ に 細か な 指示 を 与え を る た め の コ ー ド の 多く は 、 エ スケ ー プ ・ シ ー ク エン ス 
(escape sequence) と いっ て 、ESC コー ド に 続く 、 デ ー タ 列 の 形 を と り ま す 。 ESC 
(escape : エス ケー プ ) と は 、ASCII コー ド 1BH (10 進 で 27) に 創り あて られ て い 
る コー ド で 、X 1 で は 画面 表示 され る 文字 に は 対応 し ませ ん 。 それで は 何 の た な た め に ある か 
と いう と 、 以 下 に 続く 符号 の 意味 を 変える 働き を し ます 。 た と えば 、 1BH, 41H と い 
う デ ー タ 列 は 、 画 面 表示 する と 、 単 に 文字 と な り ま す が 、 こ の よう に エス ケー プ ・ シ ー 
クエ ンス と し て 用 いる と 特別 な 意味 に 変え る こと が で きま す 。 こ の 場合 プリ ンタ CZ-800 
P の 制御 コー ド と し て は 、1 行 の 桁 数 を 長く 設定 する 命令 に 対応 し ます 。 

エス ケー プ ・ シ ー ク エン ス の うち 、 本 章 で 以後 用 いる 2 つの 命令 を ここ で は 採り 上 げ ま 
す 。 (残り に つい て は 、 プ リン タ の 取扱 説明 書 21 ペー ジ を 御覧 下さ い )。 


エス ケー プ ・ シ ー ク エン ス 


IBH, 25H, 39H, ns | 4 

























改行 間隔 を ns /144 イ ンチ に 設定 する 。 た だ し 、 
ns 三 00H の と き は 、 も と の |I/6 イ ンチ ある い は |/8 
イン チ 改 行 幅 に 戻す 。 
の 命令 を 受け つけ る と 、 以後 、 (ni X256 十 nz ) 
バイ ト 分 を 、 ビ ッ ト ・ パ ター ン と し て プリ ンタ 
ペッ ド に 出力 する (グラ フィ ッ ク 印 字 )。 
















1BH,。 25H。 3ZH。 mi。 Hz 











( 注 ) 表 中 、 n,, n。, n。 は 各々 、 ユ ー ザ ー が 与え る 1 バイ ト 数 値 デ ー タ で す 。 た と えば 、 | 
BH。 25H 39H。 0CH と いう エス ケー プ ・ シ ー ク エン ス は 、 |I2 グ 144= ミ 1 プ 12 イン チ の 
改行 指示 を 意味 し ます 。 


前 者 の 命令 は 、 プ ログ ラム ・ リ スト 等 を と る 時 に 、 行 の 間隔 を つめ て 印字 し た い 場 合 に 
用 いる と 便利 で す 。 私 は よく 、 1。=12H と し て 改行 間隔 を 設定 し ます 。 
後者 の グラ フィ ッ ク 印 字 命 令 は 、 難 し い の で 次 節 で 改め て 説明 し ます 。 
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5 一 7 グラ フィ ッ ク 印 字 





通常 の キャ ラク タ (キャ ラク タ ・ コ ー ド 20 一 FEFH) は 、CRT 画面 に 表示 され る ドッ ト ・ 
パタ ー ン と 同様 の も の が 、 プ リン タ 内 部 の メモ リー 内 に 保存 され て いる の で 、「 文 字 列 出力 」 
の 所 で 述べ た よう に キャ ラク タ ・ コ ー ド を 出力 すれ ば 、 プ リン タ は 自動 的 に 印字 し て くれ 
ます 。 

し か し 、 和 目 分 で 作成 し た 文字 パタ ー ン や 、 ハ ー ド ・ コ ピー する 時 の 画面 の パタ ー ン 等 は 、 
プ ブリ ンタ 内 に 用 意 き さき れ て いな い の で 、 自 分 で プリ ンタ の ヘッ ド を 操作 し て 、 印 字 し な く て 
は な り ま せん 。 これ を 可能 に する の が 、 グ ラフ ィ ッ ク 印 字 機 能 で す 。 

CZ-800P の よう な ドッ ト ・ イ ン パ クト 方 式 の プリ ンタ は 、 ヘ ッ ド か ら ワ イヤ と よ ば れる 


天 起 が 出 て 、 イ ンク リボ ン 紙 に 押し つけ 、 ワ イヤ の 人 跡 を 残す こと に より 、 印 字 を 行ない ま 


す 。 CZ-800 P の 場合 、 ワ イヤ は 縦 に 8 個 並 ん を で いて 、 ヘ ッ ド が 左 か ら 右 に 移動 する に 従 
っ て 、 維 1 列 ず つの パタ ー ン を 紙 に 打っ て ゆき ます 。 だ た と えば 、 文 字 A の ドッ トペ ター ン 
を 印字 する に は 、 





図 の よう な パタ ー ン を 縦 に 見 て 、 左 か ら 右 へ 1 列 ず つ 打 っ て いく 訳 で す 。 

さて 。 年 意 す べき な の は 。 上 の よう な ドッ ト *・ パ ター ン を 印字 する の に 。 デ プリ シタ へ ど 
の よう な デー タ 列 を 与え れ ば よい か ? と いう 点 で す 。 プ リン タ の 取扱 説明 書 16 ペー ジ に 
よる と 、 CZ-800P に お いて は 、 ヘ ッ ド と デー タ の 対応 は 次 の よう に な り ま す 。 


ヘッ ド ピ ン 1 (最上 段 )  。 デー タ 第 7 ビット (MSB) 


2 ー 6 
3 つ 5 
4 ー 4 
5 ー 3 
6 つ 2 
7 ー 1 
8 ー 0 (LSB) 


征 っ て 、 先 程 の 文字 上 バターン は 、 


第 1 列 デ ー タ (最も 左 の 縦 1 列 ) 


第 2 列 デ ー タ 
第 3 列 デ ー タ 
第 4 列 デ ー タ 
第 5 列 デ ー タ 
弟 5 列 デ ー タ 
第 7 列 デ ー タ 


第 8 列 デ ー タ (最も 右 の 縦 1 列 ) 0 


ーー 


0 
] 
0 0 
0 


ーー ト 


0 
U 
0 
] 
0 


Cc つ 。 G G G 


] 


ご 人 


ーー ト 


] 
] 


こつ らら G 6 


1 


ン 
0 


ーーー テ 


こつ らら GO G 


] 


Cc つ らら 有 王 、 有 G 、 号 選 G らら 


16 進 表示 


h ト oO -。 の @ 所 PS 


0 H 
EE. 
6 H 
6 HH 
6 H 
6 H 
6 HH 
E H 


と いう 8 バイ ト の デー タ 列 に 対応 し ます 。 大 切な 点 は 、 ヘ ッ ド に 与え る デー タ 列 を 上 の よ 
うに 並べ る と 、 印 字 パ ター ン と 「 転 置 」(transpose) の 関係 に な っ て いる こと で す 。 





「 転 置 」 と は 上 図 の よう に 、 


に つい て 折り 返す 操作 の こ 


私 た ち は 、 メ モリ ー 上 に 、 


上 述 の 理由 か ら そ れ を 一 度 
まい ます か ら 注 意 し まし ょ 


ビッ ト 


きみ グー ジ 外 欄 成 し て か ら 、 プ リン ダグ! 


に コ 
ーー 


正方 形状 に 並ん だ パタ ー ン を 、 そ の 左上 か ら 右 下 へ の 対角線 


EC し ます が し 


「 転 置 」 し て か ら で な いと 、 印 字 さ れ た 時 に 引っ くり 返っ て し 


う 。 


以上 の 注意 の 下 に 、 グ ラフ ィ ッ ク 印 字 指 定 後に 、 文 字 A の ビッ トバ パタ ー ン を 出力 する 
BASIC プロ グラ ム を 以下 に 掲げ ます 。 


REN ok グラフィック イン ジ " 涼 水 水 


149 RENM -- 人 Q ノ ヒ " ッ ト "ターフ -- 


189 LPRINT CHR$(9, &H1E, &H28, &H48, &H88, &H48, &H28, &H1E) 
?6 “ 「 


1 
299 END 


1969 

116 

129 RENM -- ググ" ラフ ィ ッ ク イフ シ " シテ イ 8 "イト -- 
139 “ 

149 LPRINT CHR も (&H1B, &H25, &H32, 9,8) 5 
1 ア 


8/ 


68 


りり  、 抽 陣 いい … ド ドコ ピー 





グラ フィ ッ ク 印 字 機 能 を 理解 する と 、 そ の 応用 と し て 、 画 面 ハ ー ド ・ コ ピー の ルー チン 
を 自作 する こと が で きま す 。 本 章 の 冒頭 で 述べ た よう に 、HuBASIC で サポ ー ト し て いる 
HCOPY コマ ンド で は 、 不 滴 な 場合 が あり ます 。HuBASIC 内 で HCOPY を 処理 する ル 
ー チ ナン を 解析 する と 、 


WIDTH40 の と き 画面 の 1 ドッ ト = -| プリ ンタ の 4 ドット 


WIDTH80 の と き 画面 の 1 ドッ ト = テ ー プリ ンタ の 2 ドット 


に 対応 し て 、 グ ラフ ィ ッ ク 印 字 パ ター ン を 出力 し て いる こと が わか り ま す 。 確か に 、 こ の 
よう に し て お け ば 、WIDTH 40 で も 80 で も 、 ハ ー ド コピ ー の 縦横 比 を ほぼ 1 対 1 に 設定 す 
る こと が 可能 で す 。 

し か し 、 葉 書 大 の よう な 小さ い 男 囲 に 画面 を 美しく コピ ー す る に は 、 や は り 、 (画面 の 
1 ドット) ニニ (プリ ンタ の 1 ドット) と いう 対応 が ある の が 望ま し いと 思わ れ ま す 。 

以上 の よう な 考え で 作成 し た の が 、 こ れ か ら 紹 介する 「 画 面 ハ ー ド コピ ー」 の サブ ルー 
チン で す 。 リ ロケ ー タ ブル で は あり せん が 、 メ モリ ー の 後ろ の 方 、FD 00 H 番地 か ら 配 置 
し て お きま し た だ た の で 、 HuBASIC と 共存 させ る こと は 十分 に 可能 で し ょ う 。 た だ し 、 画面 と 
プリ ンタ の 1 ドッ ト を 各々 対応 きせ た ため に 、 WIDTH 40 で は 正常 に コピ ー さ れ ま す 
が 、 WIDTH 80 の 画面 は 、 縦 横 比 が 1 : 2 と 横長 に な り ま す 。 こ れ は 仕方 の な いこ と で 
し ょ う 。 これ は これ で 、 テ キス ト 画 面 の ハー ドコ ピー に つい て は 利用 価値 が ある と 思い ま 
す 。WIDTH 80 で 縦横 比 を そろ えた ハー ドコ ピー は 、HuBASIC の HCOPY で 行なっ て 
ド ま Mau 

メモ リー・ マ ッ プ は 溢 の 通り で す 。 
自作 ハー ドコ ピー・ サ プ ブルー チン 
メモ リー・ マ ッ プ 


FD00H 一 FD97H ハー ドコ ピー・ ル ー チ ン 本 体 
























# 
ーーーーーーーーー 一 一 ーーー ゴ 


FDA0H 一 FDF 4 H テキ スト 画面 ハー ドコ ピー の サブ ルー チン (HCOPY 相 当 ) 











ーーーーーーーーーーーーー+ 





FE6DH デ FE ZDH グラ フィ ッ ク 3 画 面 ハ バー ドコ ピー の サブ ルー チン (HCOPY0 相 当 ) 


FE30HFE 5ERH VRAM アド レス 計算 サブ ルー チン 

















FEO0H 一 上 ヒ 7 BR | ビッ ト ・ パ ター ン 転 置 サ プルー チン 














FE80H 一 FEAIH EZ "の E り 理 
ー 





と に = メー 


実行 


に 先立っ て 、FD 56 H 番地 一 FD 5 BH 番地 の 6 バイ ト に 、 使 用 サブルーチン を 書き 


込ん で 下さ い 。 初期 状 態 は 、 テ キス ト 画 面 の み の ハ ー ド ・ コ ピー 指定 に し て あり ます が 、 
次 の よう に する と グラ フィ ッ ク 画 面 の コピ ー が と れ ま す 。 


FD56H 一 





CD, A0, FD 
CD, 00, FE 
CD, A0, FD 


ー 


HuBASIC の モニ ター か ら 
HFD00 に より 実行 し て 下さ い 


FD58H 





FID59R ニ FUSBH 


ーーーーーーー 
| 








ハー ド ・ コ ピー の モー ド 











記 





00, 00, 
00, 00, 
CD, 


00, 





こと で し ょ る づる 。 
以下 に 、「 ソ ー ス ・ リ スト 」, 「 チ ェ ッ ク ・ サ ム 表 」, 40 桁 表示 画面 で の ハー ド ・ コ ピー 
例 、80 桁 表示 画面 で の ハー ド ・ コ ピー 例 を 挙げ て お きま す 。 


ジー りえ 『 


12E ど 
90633 


9936 
86997 
99E タ 


FD99 
FD93 


FD9S 
FD67 
FD 9^Q 
FD 9C 
FD9F 
FD1 1 
FD 14 
FD14 


FD 1 
FD 1C 


ド D 1 を 
FDZ 1 
FD23 


FDZ6 る 
FD2? 


21A1FE 
3696 


3E 1B 


SE9F 
CDEZ 12 


と 1 ム AO9FE 
3699 


3 合 9799 
FES6 


や リー ェ ェ < に 
()① ll 
ーー-| li 
づつ の li 


UT:EQU 
D: EQU 


UD =・ ご * = 
6 
大 
<- 
大 


MIDTH: EQU 
SCRPG: EQU 


O 特に 、 








00 
00 
遼 ヨ 


テキ スト 画面 の み (HCOPY) 


グラ フィ ッ ク 画 面 の み (HCOPY 0 ) 


テキ スト 及び グラ フィ ッ ク 画 面 (HCOPY 4 ) “ 


ーー 





1284. る 。19-6。14 


Hu monitorT SuUbTOutin = 


12E ど H 
9933H 


Hu monitor uioTK ind arTea 


6936H 
9997H 
99E?H 


69FD98H 





*GFD00 で 起動 する か 、HuBASIC より CALL 人 交 
WIDTH 40 で は 、 美 し い ハ ー ド ・ コ ピー が 待 ら 


3 OK 炒 ※ 水 KK 玉水 求 玉 求 氷 求 ※※ 水 求 ※ 
カゲ デア メラ ーー トド" BE* = 
by  Y。Shimi zu 


sLPR INT 向 - す 6 ロ 。 
sREAD from PCG 
BREAK Key ぃ MorK 

s 員 IDTH value (49 or 89) 


jURAN screen Page (9@ or 4) 


LOOPY: 


BREAK : 


BYTE: 


HL , YLOC 


(HL〉, 9 


向 , ど 7 
LPTOUT 


15 
LPTOUT 


5jLPRINT CHR も (27, 37」57) N3 ) 
5 (N3) ノ 144 イン チ カイ ギ ^ ョ ウ 


5 N3=15 (5/48 イフ チ カカ イキ“ ョ ウ シテ イ ) 


HL XL0C 


(HL) , 9 


) ベニ 9 


人 Q, (BRKLNK ) 


う 
Z。EXIT 


* 台 ,。 (NMNIDTH) 
89 


5) 子 BRKEAK then EXIT 
$sMIDTH ノ チェ ッ ク 


89 


2 FD2p 2995 JR 2,BT648 ?MIDTH 89 ナラ BT449 ^ 
FD2D 214991 BT329: LD HL,326 5 ファ リッ ク シュ ッ リョ 2 328 イト (48 が っ) 


っ FD39 18893 JR GRAPH 


FD32 218892 BT449: LD HL,6&48 j フ ァ リ ッ ク シュ ッ リ ョ ク 649 イト CB8 が ボッ) 


し 
FD3S 3E1B GRaPHI LD 和 Q) ら 7 5jLPRINT CHR ま (27, 37, 58,N1,N2) 
FD37 CDE2 12 CALL LPTOUT 5 グ ~ ラフ ィ ッ ク ニー イ ンジ ~ー ( N125 る +N2 ) イト 
FD3 作 3E25 LD 向 ) 7 
FD3C CDEZ 12 CALL LPTOUT 
FD3F 3E32 LD 人 6 
FD4 1 ーー CALL LPTOUT 


AH 
FD45 CDE2!2 CALL LPTOUT 
FD48 7D LD AL 5aN2 (イト ス 2 カイ 8 っ う ト ) 
FD492 CDE212 CALL LPTOUT 


FD4C 2189FE LOOPX: LD HL,BITPaT ュ フ ワー ク エリ ア クリ ァ 
AF A 

FD59 9498 LD  B,8 

FD52 77 LP1i 。 LD (HL)ja 

FD53 23 INC HL 

FD54 19FC DJNZ LP1 


FDS6 る CDA9FD CALL PaATST1 5jbit pattern set sub。 
FDS? 999999 DB 99H, 99H, 99H jHCUPY4 ノ タメ ノ ス ^? - ス 


FDSC 2189FE LD HL BITPAT 


m 
の 
む 
~J 
| 
wp」 


5 人 nEN1 (イト ス 2 ジョ 2 イ 7 8 ヒ " 9 ト ) 


FDSF 9468 LD B, 8 
FD41 7E LP2: LD 向 。 (HL ) 2 2 グー フ フー リン 2 リュ クリ ョ ゲ 
FD る 2 CDE212 CALL LPTOUT 
FD6 る S 23 INC HL 
FDG る 6 る 1 9F? DJNZ LP2 
! 
FD68 3a9789 LD 内, (MID TH は) 
FD る B 47 LD B, 仙 5jB = MIDTH / ァ 27 <〈49 or 89) 
# 
FD6C 1 内 9FE LD HL  XLOC ) メニ X+ 1 
FDoF 34 INC (HL) 
FD79 7E LD 内 (HL ) 
FD/1 B8 し じ P B jMIDTH ト 2 クラ ペル 
FD72 DaA4CFD JP C じ LOUOPX 5 ュ † X く 〈 く (MIDTH) then LOOPX 
9 
FD75 3E9A LD 抽 , 16 jLPRINT CHR も (19) 
FD77 CDE212 CALL LPTOUT ) フイ ン フィ ー ト “ (カイ キ ~ ョ ウ ) 
* 
FD7 馬 21 合 1FE LD HL YLOC 5 =Y+ 1 
FD7D 34 INC (HL) 
FD7E 7E LD 。 (HL ) 
FD./F トド E1 ダ CP と か) 
FD81 DA1?FD JP C LOOPY )1 季 Y〈25 then LOOPY 
3 
FD84 3E1B EXITi LD 和合 ) ら / 5LPRINT CHR も (27, 37, 57, 9) 
FD8 る CDE2 12 CaLL LPTOUT ドー プ フ ィ リク タチ オイ / 力 ( タ ” ョ 
FDG づ E2S LD 向き 7 
FD8SB CDE212 CALL LPTOUT 
OUGE 9E3 ア LD 各 ) ご / 
FD?9 CDE212 CALL LPTOUT 
FD?3 XUR 
FD?4 CDE2 12 CALL LPTOUT 
FD?7 RET 
9 
* 
FD?8 999999986 DB 99H, 98H, 99H, 99H 
FD?C 89999988 DB 99H, 99H, 89H, 99H 


( 
3 XOXOKKO ポ OK 
7 す ス トド カメ ブ ーー コー 
by Y。Shimizu 
1284.6.19 SUN 


すす です. で 。 すす も 9 すす. も. も. すす. も. みす ひ す 9 < 


me 


ORG 9@FDA8H 


FDA9 CD38FE PaATST1iCALL ADCAL 


SGGGQG い GS 


ーー ーー ーー レー ーー と ー ャ ーー トー トー トー トー ドー ドー デー トー ニー トーニー デニ ーー と ーーー ーー ビー ーー デデデ デビ 
ュ J』 トコ トト よこ に JJ ひひ ひひ ひひ ひい ひい ひひ OOUOOUOOOUOIOIOOOOOOOOOOO は お よ お らら お や RDGRR ム で 


oo で QoooooQQ@ 
oOO-JO ひ OOO こ oOO ュ JOEOOー こ の OO-MO ひ OR の ODー 〇 OO で 00~-JIO ひ RON ニー の OO0 ひ OROOーQO0 へ ひ ROD 


ト O う テー トー ーー パー ニー ニー デー ニニ ーー ーー デー デー デーー デ ーー デー デー ビデ デー 
ぐつ 〇 へ 〇 いつ 〇 で 〇 つつ 〇 つつ の 〇 で 〇 OO0OO0OO0 00 OO 00 00 OO て) てこ) て J て) 


FDa3 


FDA7/ 
FDAS 


F DA 
FD^D 
FDAF 


FE99 
FE93 
FE96 
FE99 
FE9C 
FE@F 


9 19929 
9? 

ES 

C 1 
EDS8 
CBE 6 
EDS56 

の 188FE 
DS 
CB6B 

っ 825 


1E15 
CD3398 


CD3399 


9E 92 


1 1F8FF 
EB 


を 
96068 


1E14 
CD3369 


D 1 
CBSB 
c89B 


と 188FE 
9698 


CD る 9FE 
C? 


99989999 
99999989 


999998 


PEEK: 


CGCHK : 
CGEN1 : 
BITOR: 
LPOR: 


LPOR1: 


CGEN6: 


CREVCK: 


CREUV1 : 


LPREU: 


EXTSB : 


IN 


ゴー= =* 


DB 
DB 
DB 


BC, 999H 
HL , BC 

HL 

BC 


E, ( じ ) 

4,B 

D, ( じ ) 

HL , BUFFEKR 
DE 


う 』 E 
Z, CGEN9 


E, 15H 
PCGRD 
E, 16H 
PCGRD 
E。 17H 
PCGRD 
に 

DE, -8 
DE, HL 


HL ) DE 
B 8 


DE, HL 
NZ,LPOR 
CREVCK 


E, 14H 
PCGRD 


DE 
づ ぅ E 
Z, EXTSB 


HL BUFFER 
B, 8 


mQ。 (HL) 
(HL ) , 台 
HL 
LPRE い 
TRRNS 


5 アト リヒ "ュー ト MURA セン トウ アァ ト ~ ルス 


BC= ア トリ ヒュ ー ト URAN アト “レス 
5E = アト リヒ ビュ ー ト コー ト “ 

3 BC= テ キネ スト URAAM アト ~ ルス 

5 D = キネ ャ ラク タ コー ト ~ 

5 中 し = リ ` ッ ウフ ァ セフト ウ アト ~ レ ルス 
jUR 人 AT コート” 3 PUSH 

5 アト リヒ "ュー ト CG チェ ッ ク 

jread RANMCG (B) 

sread RAMCG (R) 

jread RANMCG (6) 


5 ルーフ ” カウ フタ 


j DE =HL, HL =HL -8 
(あー フ ” カッ シク 


j (HL)=(HL) OR (DE) 


sread RONMCG 


5 DE =URAM コー ト ~ POP 
ぉ アト リヒ ビュ ー ト CREV / チェ ッ ク 


jCREU1 ノシ ョ リ 
) ル ー フ " カウ ンク 


1 に ドッ ト / リウ テウ 


5 ヒット ラ フチ スル 


99H, 99H, 99H, 96H 
9 9H, 99H, 99H, 99H 


99H, 99H, 99H 


ンー プ ブ フイ リツ 0 アデ 0 


by  Y。Shimizu 


1984。 


に る すす も る も も. すす? も 9 9 す る すす.9 すす 9 1 1 ?. 


ORG 


TST2 iLD 
じ CALL 


LD 
CALL 
LD 
CALL 


6。12 TUE 


9FE99H 


BC, 4 899H 
6 


すす すす の 9 る 9. や すす. の すぐ すす すす 1.④ す 1 < 


セフト ウ ァ アト ~ ルス 
セフト ウ ァ アト ~ レス 


sGRAFH1 blue 
jGR 欠 1 red 
5 GRAN green セン トウ ァ アト ~ レ ス 


91 


9 


PE3Z 


FE39 
FE34 
FE37 
FE3 タ 2 
FE3C 


FE3E 
FE3F 
FE49 


FE4 1 
FE44 
FE46 


FE48 
FE4? 
FE4 全 
FE4B 
FE4C 


FE4E 
FE4F 
FES9 
FE5 1 


じ ? 


CD39FE 
9? 

1 188FE 
9 る 98 


C5 
4D 


さ 4 
ED78 

1 と 

13 
19898 
9? 

し 1 

1 9F2 
CD69FE 
C? 


99966 


DD21a9FE DCALI LD 


DDS る E6 1 


3 合 9799 
FE28 
896 


GETGR: LD 


RET 


1npPut condition .。.。 BC = GRAN1 top addTess 
blue ==> 4999gH 


red ==〉 8689H 
qreen ==> Cg89H 
RAPAT iCALL DCAL 5 アト "レス ケイ サン 
DD HL,BC jHL = GRAN も セ ~ ッ タイ アト “レス 


DE, BUFFER 5 DE = nn" ゆ ウフ ァ セフト アト “レス 
LD B, 8 5 上 ルー フ S カウ ンタ 
9 
GETLP: PUSH BC 3 カウ ンタ ラ PUSH 
LD に ゅ し 
LD B』H 5 BC= GRAM アト ~ レ ルス 
IN 内 ( じ ) j PEEKq 
LD (DE ) 人 “ウフ ァ ニニ スト ア 
INC DE 5 9 ファ アト "ルス ラ 9 +】 フル 
LD HL , 9899H 5 ラスク カン / ノ GRANM アァ アト“ レス ステ ッ フ <* 
DD HL,BC 5jHL = ツキ ^ / ラス 2 / GRAN アト“ ルス 
POP BC j カウ ンタ ラ POP 
DJNZ GETLP 
3 
CALL TRANS 5 ヒット ラ テン フチ 
$ 
RET 


DB 99H, 96H 


迷 来 来 ※※※ 求 宮 玉 玉 米 束 米 玉 ※※※※ 玉 米 裕 玉 ※ 
キョ ウッ ツウ リ ヨ ウ サフ ~ 由 ー チ ン 


し る すす すぐ すす る すす 9 9 す 9 す .$《. す すす.< 


URG 9FE38H 


Output condition 。。。 HL= URAM ソウ フイ ァ アト ヾ レス 


* 
」 
5 function 。。。 (XLOC) 。 (YLOC ) カラ VRAM ソウ タイ ァ ト ヾ ルス 
ケイ サン スル 。 
* 
3 LE RE EE EE 」 し LE し EE EE EE EE LELELELELEELELE_ EEE EE EE EE EE 」 
9 
IX, XLOC )URAM アト ドレ ルス ケイ サッ 

LD し L,(IX+1) jHL =Y 

LD  H,8 

LD  E,(IX+9) ? DE =X 

LD  D,8 
ADD HLiHL 

ADD HL,HL 

ADD HL,HL jiY う 38 ドイ スル 
MIDCHKILD aj(MIDTH) 

CP 48 

JR 2Z,MID49 
NID89: ADD HLiHL 5Y NN 1 る 」 イ 

PUSH HL ゝ 1 る XY ラ PUSH 

ADD HL,HL 

ADD HL,HL 5Y N 24 ドイ 

JR COMMON 
1 
MID49: PUSH HL )8XY ラ PUSH 

ADD HL,HL 

ADD HL,HL ijY N 32 イィ 

PUSH DE jDE (CX が ヒ a2) ラ PUSH 


FE86 
FE88 
FEA9 
FEA1 


FEAZ2 


4 


の 188FE 
1 189FE 
9E 98 


9698 


LD 
LD 
LD 
LD 
POP 
COMYON: ADD 
ADD 


RET 


TRANS: LD 
LD 
LD 


LPTRE LD 


DE, (SCRPG) 
n E 

ED 

D, 谷 

HL DE 

DE 


HL , DE 
DE 
HL DE 


HL BUFFER 
DE,BITPAT 
じ ,8 


B, 8 


PUSH NL 


XOUR 


LPTR1: RL 
RLA 


人 
(HL ) 


INE HL 
DJNZ LPTR 1 


POP 
EX 
OR 


ORG 
BITPATiDS 
BUFFER : DS 
XLOCi DS 
YLOCE DS 
* 

END 


HL 

DE HL 
(HL 〉 
(HL ) 員 


9FE88H 


sDE= 9 or 4 (screen paQge) 


URAN nn イ ァ ス (SMAP _D,E) 
HL+ URANM nn" イア ス (9 or 499H) 
人 MA 


に の ウエ ワウ 
Fmr- mmF ビ FTm 
WW 1 


HL + メ 
8 水 Y Or 16※Y 
VRAM ソウ タイ ァ ト ~ ルス 


ウト / プチ フチ 3 え ル ルー チッ 
た 上 ルーフ カッ ク 
ルーフ カワ ラク 


5j 伯 レシ” ニ カク 2 NMSB ラ ヲ ァ アウ メル 


3jBUFFER ノ テッ チラ BITPAT = OR スル 


ヒット シゲ ケー カゲ / ラ エリ (て d ギ ィ 4 トド 2 
3 リキ ョ 2 ヨク 1) ウ 2 ァ (24 1"4 ト 2 

5 が が メン X が ヒョウ 2 ーー ( 1 ロイ ト 5) 

2 の "アプ パイ プー も フウ ーー 人 3 オド 2 
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チェ ッ ク サ ムリ スト WIDT 了 40 で の バー ド ・ コ ピー 





98 名 途 着 部 普 縛 思 
:F = E2 12 3 『 
iFD19 = 39 CD E2 12 3E 9F CD E2 FG SHRRP-HuBRSIC CZ-8FBg1 V1. ロ 
:FO18 = 12 21 全 9 FE 36 ! [ 
:cO っ 9 = 99 FE 93 Ca 84 FD 3 87 :i 8D CoOouP19 ロ も (CC) 1982 bu SHRRP ン Hud こ On 
:FD28 = 99 FE 59 28 65 21 4 81 : DD 
:FD38 = EZ2 1 * 
:FD49 = 32 CD E2 12 7C CD E2 12 : 36 <9383 Butes fnee 
:FD48 = 7D CD E2 12 21 89 FE ZF : 8C Ok 
:FDS8 = 96 68 77 23 18 FC CD ^A6 2 1 CLERR &HFDgg 
:FD5S = FD 98 89 99 21 89 FE 986 A2 Ok 
: FDG = 99 7E CD E2 12 23 16 PE 73 
:FDe8 = 3a 97 89 47 21 M 。 
:FD79 = 7E BB DA 4C FD 3E 8A CD :i GE NPD 
:FD78 = E2 12 21 A1 FE 34 7E FE 44 

?C A3 73 SF 95 <B 1C ?5 : C2 
:FOD89 = 12 DA 19 FD 3E 1B CD E2 1 1 
:FD88 = 12 3E 25 CD E2 12 3E 3? : の ム D 
iFD29 = CD E2 12 aF CD E2 12 C? : FA 
:FD28 = 89 9 99 89 98 99 89 89 : 89 
:FDA9 = CD 38 FE 81 99 28 89 E5 8^ 
:FDA8 = C1 ED 58 CB E9@ ED 59 21 : 9@F 
:FDB8 = 88 FE DS CB 2B 28 25 1E  : FC 
:FDB8 = 15 CD 33 69 1E 1<2 CD 33 : 4? ヶ 
:FDC9 = gd 1E 17 CD 33 98 9E 92 45 
:FDC8 = 11 F8 FF EB 19 9 る 98 1B : 35 
:FOD9 = 2B 1 B る 2 77 19 F2 EB 9D : 73 
:FDDS = 29 EE 18 5 1E 14 CD 33 : 5D 
:FDE9 = 99 D1 CB 5B 28 9B 21 88 : D3 
:FDE8 = FE 96 98 7E 2F 77 23 19 : <3 
:FDF9 = FA CD <9 FE C ゥ め 9 88 89 : EE 
:FDF3 = @8 99 89 69 99 99 99 88 : 99 

77 24 C5 1B F9 EF 7A 39 : 84 
:FE99 = 91 99 48 CD 13 FE 81 99 : 289 
:FE88 = 89 CD 13 FE 91 99 C6 CD : EC 
iFE19 = 13 FE C2 CD 39 FE 92 11 : EF 
:FE18 = 88 FE 93 98 CS 4D 44 ED : D7 
億 0 分 人 8 本 部 剖 史 1 

= 1 CD る 66 59 : 4F 

FE38 = DD 21 A9 FE DD GE 81 26 : BE AT TI CTRCLE て 168。 1 1 
FE38 = 99 DD SE 69 16 99 29% 29 ヶ A3 MON 
FE49 = 29 3 97 99 FE 28 28 9 る : BE \MMF DS6 
FE48 = 2? ES 2? 2% 18 9D ES 2% : 9%3 : 上 あき 9 こと 
FE59 = 29 05 ED 5BE2 99 7B5SA : 94 5 上 5 きこ P 
FE58 = 57 1% 51 12 D1 1 ヶ ? C2 69、 : 8D 5 上 5 る 8 ニ ト ゃ 
FE く 9 = 21 88 FE :1 89 FE 9E 98 : 4C : FD5 本 こら 8 
FE<8 = 9 る 88 E5 AF CB 14 17 23 BD :FD5B=FE 
F に 79 = 19 FA E1 EB B6 77 EB 13 : 91 ・F DS ご 21 
FE78 = 90 26 ED C2 9 99 89 99 : E3 ※GFD989 





ァ 7 8Z ?F 39 CB る 1 2 FB  : B1 


WIDTH 80 で の ハー ド ・ コ ピー 


(②③ 刊 ) の OZ < 共 ・ 
| ー 章 ぐ ざ ェ ー s う 
と VO ジー ニー ニン 仙 境 ・ 電 っ mo 。 
べ 枯 ン s 判り 人生 の = 日 。 男 el s 
の 上 の 外 ・・ー ベ ベー の 目 < 


いっ っ 二 1(・] 

っ LT] イム sy) ペア 
1: 共和 争 コバ マミ ・ ロ リン う ロ 相 
人 ・ー 和 うさ ・ と 宰 ロ ・ ド コン 


ョ = 枯 ・/ | 避 さ 急 選 村 ・ 
ー'U\ s TQ : = | = で Sa 
NNNNN へ へ へ NNN へ へ ささ 


Lihk0cLJLLD す Ll の Qt0m‥QQ① 
0mQ の て QOLL- の OOQO の DO 


Cu て TQCJuJuJuJLJuJO① 呈 0 呈 ①G 
0 す cbLLLULL に DO の の の 〇 CO 


CNQOcQQO す OO の すい に 
LILuJ000 て の ① の OddO で に ① 


m い DO の 呈 cHLJCUOGLulmLJb-① 
〇 ①QOCMCMCMLLUJO ddCNO 


I の LuJODI の CMULJ【- 届 GO の LJO 
(LLCJCcL- す て の Q 〇 QOLIGO-① 


LiQQLindQQG の ①00CDL- 0000 
(の て IO の OLJOQCNCNGI の OL- て OO 


CucbJCdQG【-CNLJO 呈 凸 OOUJNDQ 
CuL_dO の の Q コ 0QGUUOLLLUJIO③① 


CCJdQoou ロ いて CMCD で mL 
LlsLuJt-LLOLJdQOO つ CMLL 


RC に GOIOO' ら CN の OLJCN0G 
OLulQ つ cdTL OLulO つ OOQGOQ 


m て GOQO て CmUDUJm で TO 
O の cl」 つ て ⑦Q 〇 て OCNGOLJCNG 


ull_Qbj 〇 LlOnCuQOQO の mmQ 
COL_ の OL_CNODcHLJCN(NOLLGG 


Gu さい OCG の の mmO00 ゆ の 
Qoo0Q に ccLL- の DOQOD の Dc4O 


utQGCjn の QOL- dm の GET-CDbJ 
①cO0cCull す も し て OO 〇 OO に の し - 


LJ(M(DctCMt- 呈 正 の CMLJLDE こ に MD 
L_LJQOrJLJtl- つ の ロ < に イル OO 


slm 届 COLJO て CMOLJLJ て の 
て OL し LO つの に LOLL 届い 


ぶ 呈 ULQ@9 て OOQGOOCWMD00uu の の G 員 0 の 中 
3 つ LO (QOQcCOOQO に ココ つつ 00QGCMOL_- 
(MHRGIIHGOIIHIHIIHIIIHIIMIUIIIIHIHO 
TrJmUTiGLuJOQQQQOQQQGQGQGQGOQQGOQOGOO 
rtT 條 mm の GOcCOOD す IOD0( に OO の 宙 の LlL 中 
<+HcfcdvnLL ロ いい ロロ ロロ ロロ ロロ GII 上 いい の RLL 
ょ だ dcfRLLULLLbLLbLLbLLLL_bLbULLLLLLLLL bh ウツ 
- ss し EL 科 FE まま 必 し 且 二 且 まま 生 し 手長 し し し し TE 3 


{IRC し LE くさ 2 の 9.1 ロ は). 95, 4 


へ 
弧 。 


INIT: 
〇 Ok 


HLL&HF Dg ロ 


( 


に 
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6 一 1 6860C49 と 80C48 


人 1 に は 、 80C49 及び 80C48 と いう 2 個 の LSI が 、 サ ブ CPU と し て 搭載 され て い 
ます 。 こ れ ら の LSI は いずれ も 、 マ イク ロコ ンピュータ に 必要 な 機能 で ある CPU, 
KROM, RAM, 入出 力 ポ ボート 、 タ イマ 等 を 1 個 の チッ プ に 集積 し た 、 い わ ゆ る 「 ワ ンチ ッ 
フ ・ マ イコ ン 」 の 仲間 で す 。 80C49 と 80C48 と は 同型 の LSI で あっ て 、 こ れ ら は 内 部 
に 有する メモ リー 容量 に より 区 別 さ れ ま す 。X 1 に お いて は 、 80C49 は 本 体内 に 、 80 
じ C48 は キー ボー ド 内 に 配置 され て いま す 。 



















プン チッ プ マテ ザイ コッ シ 60C49, 80C48 
内 部 ROM 「 2 K バ イト | 区 パイ 
内 部 RAM 「 I28 バ イト 64 バ イト 





本 体内 に 搭載 。 
(キー ボー ド か ら の 直列 信号 
を 受信 し 、 並 列 デ ー タ に 直す 。 


キー ボー ド 内 に 搭載 。 
押さ れ た キー の デー タ を 直列 





X | で の 役割 


② 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ 、 信号 に し て X | 本 体 へ 送信 す 
タイ マー、。 内 蔵 カ セッ ト を る 。 
制御 する 。 _ 








注 ] 80C49、80C48 の 真中 の C は 、 こ の LSI が C-MOS と よ ば れる 技術 で で き て 
いる こと を 示し ます 。 C-MOS の LSI は 、 消 費 電力 が 小さ く 、X 1 の サブ CPU は 本 体 の 
パワ ー・ ス イッ チ OFF の 時 で も 、 背 面 の メイ ン ・ ス イッ チ さ える 入れ て お け ば 、 わ ず か な を 電 
カカ で 動い て いま す 。 キーボー ド か ら テ レビ を 制御 で きる の は その た めで す 。 


6 一 2 サブ CPU の 位置 づけ 


X1 の 2 個 の サブ CPU と 、 メ イン CPU、 周 辺 装置 と の 関係 は お お よそ 次 の よう に な っ て 
いま す 。 


キー ボー ド 
サブ CPU 
80C48 トー 


き 用 ディ スフレ ィ ト 和 を ーー 
天 デ 鐘 4 間 天 


680C49 Z80A 


eo 


これ ら の サブ CPU は 、 内 大 KOM 内 の プロ グラ ム に 従っ て 、 メ イン CPU と は 非同期 
ぞ で 。 動作 を し て ゅ ぬ ま す 。 午 っ て 。 サブ CPU が 夫 理 し で いる キー ポ ボード 、 専用 ディ スプ セレ 
イィ 。、 ダイ マー。 内 成 カ セッ ト と の デー タ 反 受 を する た め に は 、 一 定 の 方 法 で 、 サ プ CPU 80 
じ 49 と の 交信 を 行なう 必要 が あり ます 。 


6 一 3 サブ プ CPU と の 交信 : 





ポイ ンジ CPU (の 804) ち 、 サ ゲ し PU 960 し 49 た は 、 2 個 の イシ クー テア ェ ュー ズ SI 8955 
を 経由 し て 、 互 い に 交信 し ます 。 これら の 8255 に つい て は 、 第 4 章 で 詳し く 《 説 明 し まし 
だ から 参照 し て 下さ い 。 






サブ 側 
8255 


メイ ン 側 |4_ 1 
oc 還 還 





9/ 
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これ ら に 関連 する 入出 力 ポ ボー ト と 、 そ の T エ 0 アド レス は 以下 の 通り で す 。 


サブ プ CPU 関係 の 1 O アド レス 





関連 ポ ボート | |/ プ 0 アドレス 意 叶 | 


サブ 側 8255 1900H 
ポ ボート A ( 注 ) 


サブ CPU80C49 へ の デー タ 入 出力 ポー ト 。 


サブ プ 側 8255 ポ ー ト A の OBF (Output Buffer 
Full) 信号 が 来 て いる 。 こ の 信号 が “~L" の 
と き 、 サ プ ブ CPU か ら の デー タ が サイ ブ 側 8255 
ポー ト A に た まっ た こと を 意味 する 。 


メイ ン 側 
8255 
ボー ト B 


| A0IH 
( 注 ) 








サブ 側 8255 ポ ー ト A の IBF (Input Buffer 
Full) 信号 が 来 て いる 。 こ の 信号 が “L" の 
と き 、 サ プ ブ プ CPU へ デー タ を 出力 する こと が 
で きる 。 








( 注 ) これ ら の アド レス は 、 あ くま で て 一例 で す 。 4 の 倍数 の 違い は 無視 され る の で 、 た と えば 、 
IA05H 番 地 で も 、IAOIH 番 地 と 同様 に な り ま す 。 


サブ CPU 80C49 が 、 サブ 側 8255 に デー タ を 出力 する と 、 OBF 信号 が "し L" と な り 、 デ 
ー タ は ポー ト A に 出 て きま す 。OBE 信号 は 、 メ イン 側 8255 ポー ト B の ビッ ト 5 に 来 て いる 
の で 、 こ の ビッ ト が 0 に な る の を 確か め て か ら 、 デ ー タ を 取り 込め ば 、 サブ CPU か ら の デ 
ー タ が 得 ら れ ま す 。 

サブ CPU 80C49 は 、 次 の デー タ 受 信 準 備 完 了 に な る と 、 IBF 信号 を “し "に し ます 。 デ 
ー タ 処理 中 は 、IBF が “H”" な の で 、 メ イン 側 か ら サ プ ブ 側 へ デー タ を 出力 する こと は で きま 
せん 。 この IBF 信号 は 、 メ イン 側 8255 ポー ト B の ビッ ト 6 に 来 て いる の で 、 こ の ビッ ト が 
0 に な る の を 確認 し て か ら 、 サ ブ CPU へ デー タ を 出力 する 必要 が あり ます 。 

従っ て 、 サ ブ CPU と の 1 バイ ト ・ デ ー タ の や り と り の 手続 き を 流れ 図 に する と 以下 の よ 


う 近 存 り ます 。 
サブ CPU か ら の 
1 2%Y オ ドカ 


IZ0( 1 AO0IH) の 昌 





さ に 


サフ CPU へ の 
| バイ ト 出 力 













1Z0( 1 AOIH) の 








ビッ トド ト 6 人 は 6 か 7? NO ビッ ト 5 は 0 か 7? NO 
電 較 の YE 
1Z0(1900H) か と 
|/0(1900H) へ 
| バイ ト 出 力 
END 


5 一 4 サブ プ CPU 出力 コ マン ド 


サブ CPU 80C49 を 介し て 、 専用 ディ スプ レイ テレ ビ 、 タ イマ ー、 内 蔵 カ セッ ト を コン 
トロ ー ル する に は 、 次 の よう な デー タ 列 を サブ プ CPU に 出力 する 必要 が あり ます 。 


〈《 サ プ CPU へ の デー タ 出 力 ※ 


出力 コマ 
ンド し 


デー タダ タ ほ ば ほ 、1|1。 3。 6 
バイ ト の いずれ か 。 
デー タ の バイ ト 数 と 
書式 は 、 出 力 コ マン ド 
全 ま 定まる で る 。 





サブ プ CPU へ の デー タク 出力 用 コマ ンド と 、 そ れ に 続く デー ダ 列 の 書式 を 以下 に まとめ ま 
7 


サ プ CPU へ の デー タ 出 力 用 コマ ンド 一 覧 


コマ ンド (6 進 ) | 続く (デー タ の バイ ト 数 意 味 と 要 乙 区 鶴 短 











専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー | の デー タ 設 定 
| バイ ト 目 (セッ ト or リ セッ ト )…… タイ マー セッ ト は 
40H、 リ セッ ト は 00 














H 
2 バイ ト 目 。、 0 omoeremeeereerrt OFF は 0 DH、 
(ONorOFF ) ON チャ ン ネ ル n は 、 
8 FH 士 n 
D | 6 
| リセ ッ ト は 00OH 
3 バイ ト 目 (分 ) ] 2 進化 10 進 数 (BCD) に より 値 を 設 
4 バイ ト 目 (時 ) ) 定 。 ( 注 1) 
2X ザ トド 目 (月 嘩 ) ……… 上 位 4 ビッ ト が 月 、 下 位 4 
ビッ ト が 曜 。 ( 注 2 ) 
6 バイ ト 目 (日 ) 一 2 進化 10 進 数 に より 値 を 設定 。 
( 注 1) 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー 2 の デー タ 設 定 
四 6 (タイ マー | に 同じ ) 
D 3 6 専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー 3 の デー タ 設 定 
(タイ マー | に 同じ ) 
D 4 | 6 専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー 4 の デー タ 設 定 


(タイ マー | に 同じ ) 
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専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー 5 の デー タ 設 定 











の 9 (タイ マー | に 同じ ) 
和 専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー 6 の デー タ 設 定 
(タイ マー | に 同じ ) 
二 専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー 7 の デー タ 設 定 | 
(タイ マー | に 同じ ) 
サブ CPU の 割り 込み ベク トル の 設定 
サブ プ CPU が メイ ン CPU に 、 モ ー ド 2 の 割り 込み を か け 
」 る と き の 、 ジ ャ ンプ テー ブル 格納 エリ ア 下 位 ア ドレ ス 
| バイ ト を セッ ト す る 。 キ ー 入 力 割り 込み 用 で ある 。 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル 
デー タ 0OIH 王 音量 アッ プ 
02H 王 音量 ダウ ン 
03H 三 標準 音量 
06H = 音声 ミュ ー ト の ON〆OFF 反 転 
09H ニチ ャ ン ネ ル ・ コ ー ル の ON ング OFF 反 転 
0BH チャンネル 順 送り 
0CH チャン ネル 疾 送 り 
昌和 三 パ ワー0FF 
OEH 
IOH チャン ネル | 
」 IIH = ニチ ャ ン ネ ル 2 | (0FH 寺 チャンネル 
番号 ) 
IAH チャンネル |l 
IBH チャ ン ネ ル |I2 
ICH ニテ レビ 画面 に する 
IDH 三 コ ンピュータ 画面 に する 
IEH 三 テレ ビ 画 面 の コン トラ スト を 下げ て 、 
スー パー イン ポー ズ 
IFH 三 そ の まま スー パー イン ポ ボーズ 
以上 の デー タ に 80H を 加え た も の は 、 パ ワーON 後 、 
指定 され た 動作 を し ます 。 た と えば 、 9BH は 、I2 チ ャ 
ン ネ ル で ON し ます 。 単に 80H は 、 パ ワー ON の み を し 
ます 。 
内 蔵 カ セッ ト の コン トロ ー ル 
デー タ 00H=EJEOCT 
0I1H ニ STOP 
02H ニ PLAY (READ) 
E 9 | 03H 三 FAST 
04H= ニ REW 
05H 三 APSS | 
06H 三 APSS 一 | 


0AH= ニ RECORD (WRITE) 
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タイ マー に 年 月 日 を 設定 










1 バイト 目 (年 ) ……… 2 進化 10 進 数 に より 値 を 設定 。 
( 注 1) 

EC 3 2 バイ ト 目 (月 と 曜 ) … 上 位 4 ビッ ト が 月 、 下 位 4 ビ ! 
ッ ト が 曜 ( 注 2) 

3 パイ ト 目 (日 ) で の oe 2 進化 10 進 数 に より 値 を 設定 。 


年 り ) 







クタ クイ マー に 時 分 秒 を 設定 


Pe と | バイ ト 目 (時 ) | 
2 バイ ト 目 (分 ) : 2 進化 10 進 数 に より 値 を 設定 。 
3 バイ ト 目 ( 秒 ) | ( 注 1) | 


( 注 |) た と えば 10 進数 12 を セッ ト す る に は 、 そ の まま 16 進数 と 見 な し て 、12 H を セッ ト す る 
の が 、 2 進化 10 進数 (BCD) に よる 表現 で す 。 


( 注 2 ) 上 位 4 ビッ ト の 月 の デー タ は 16 進 表示 され ます 。 | 月 か ら 9 月 は 各々 1 と 9、10 月 て |2 
月 は 間々 A…C で 表わし ます 。 下位 4 ビッ ト の 曜 の デー タ は 以下 の 通り 。 


erlslrlglslriE 


た と えば 、A3H は |I0 月 と 水曜 日 を 意味 する デー タ と な り ま す 。 









6 一 5 サブ プ CPU 入 力 コ マン ド 





今度 は 、 サ プ CPU か ら の デー タ を 受け と る コマ ンド に つい て 説明 し ます 。 出力 コマ ンド 
と 同様 に 、 入 力 コ マン ド は 1 バイ ト か ら な り 、 コ マン ド 毎 に サブ CPU か ら 送 られ る デー タ 
の バイ ト 数 が 定まっ て いま す 。 


《 サ プ CPU か ら の デー タス 入力 





| | し 
人 人 カ | だ 一 と ーー ルーーーーーーーーー 「 ご 1 
EE ee し し コ 
サブ CPU 清 症 記 記 記 記 記 
へ 出力 する 。 サブ CPU か ら 送 られ て くる デ 


ー タ を 順に 受信 すれ ば よい 。 
デー タ の バイ ト 数 と 書式 は 、 
人 カコ マシ ド に より 定まっ で 
0 
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入力 コマ ンド と 、 サ プ ブ CPU か ら 送 られ て くる デー タ 列 の 書式 を 以下 に 掲げ ます 。 
サブ CPU か ら の デー タス 入 力 用 コマ ンド 一 覧 
笑 ら れ て くる 


コマ ンド (Il6 進 )| よし シレ イィ 1 g デ 一 タ の 意 味 


1 


内 容 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー5 の 設 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー6 の 設定 内 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ 用 TV タイ マー 7 の 設定 内 容 
押さ れ た キー の 情報 (80C48 か ら の 直列 デー タ を 2 バイト 
の 並列 デー タ に し た も の ) 
| バイ ト 目 … 押 され た キー の ファ ンク ショ ン 部 
(INKEY$S(2) 相 当 ) 
ビッ ト 7 ビッ ト 0 


デム 
ピノ 

デム 
デム 
ンマ 


テテ ー」 
容 
容 
容 
容 


4 | 
TI | 「T 


( リ 
則 ーー 


E 6 





有 0O 有 0O ONO 有 0 有 0O 有 O 有 0O 有 0 
無 | 無 | OFFI 無 | 無 | 無 | 無 | 無 | 


2 バイト 目 … 押 され た キー の デー タ 部 (ASCII コ ー ド ) 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ コン トロ ー ル ・ コ ー ド 設定 値 
(デー タ の 意味 は 出力 コマ ンド と 同じ ) 

内 蔵 カ セッ ト コン トロ ー ル ・ コ ー ド 設定 値 (CMT 相 当 ) 
(デー タ の 意味 は 出力 コマ ンド と 同じ ) 

サブ 側 8255 ボ ポート B の デー タ を 得る (8255 の 章 を 参照 )。 
ビッ ト 7 ビッ ト 6 ビッ ト 5 ビッ ト 4 ビッ ト 3 ヒッ ト 2 ビッ ト | ヒッ ト 0 


「TI 


「TI 
HH 


EB 読み 出す | 走行 中 … 
時 は | に ね 使 | 休止 申 
セッ ト 5 | セッ ト さ れ て いる …… 
サブ フ 側 8255 いし セッ ト さ れ て いな い … 
ポー ト A の 和 折っ て ある … 
セ で 区 一 用 ト mW 


(※ ビ ピット 2~ 0 は 、CMT(x) 相 当 ) 
タイ マー の 年 ・ 月 ・ 日 現在 値 
(3 バイ ト ・ デ ー タ 内 容 は 出力 コマ ンド と 同様 ) 
タイ マー の 時 ・ 分 ・ 秒 現在 値 
( 3 バイ ト デ ー タ の 内 容 は 出力 コマ ンド と 同様 ) 


「TI 
可 ! 


mm 
イイ 
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6 一 5 サブ CPU と の デー タス 入出 力 ル ー チ ン 





サブ プ CPU と の デー タ の や り と り の 仕組 み を 学習 する た め に 、 以 下 サ プ ブルー チン の 形 に 
まとめ て み ま し ょ う 。 
仕様 を 簡単 に 述べ ます 。 






称 | サブ CPU へ の デー タ 出 力 ルー チン 





F 000H 













A レ ジス タ = テニ サ プ CPU 出力 コマ ンド 
B レ ジス タ 三田 力 デ ー タ の バイ トト 数 

DE レジ スタ = 出力 デー タ 格 納 開 始 ア ドレ ス 
| サブ CPU へ 出力 コマ ンド を 送っ た 後 、 指 定 バ 
機 能 | イト 数 だ け 、 指 定 ア ドレ ス か ら の デー タ を 出 
pg 














名 称 サブ プ CPU か ら の デー タ 入 カカ ルー チン 


だ 江 ルレ 及 | FIOOH 











AA レジ スタ ニニ サブ GPU スカ コマ ンド 
B レ ジス タ = 入力 デー タ の バイ ト 数 
DE レジ スタ ーー 入 力 デ ー タ 格納 開始 アド レス 


サブ CPU へ 入力 コマ ンド を 送っ た 後 、 指 定 バ 
イト 数 だ け デ ー タ を 受け と り 、 指 定 ア ドレ ス 
か ら 順 に メモ リー に 格納 する 。 









リス ト サブ プ CPU | ププ O サブ ルー チン 
99 計る で や で も すす や. で 9 す すす すす す る すす すす すす.④.< 
り 991 ) 水 
9 9 》 水 サフ し PU 1/0U サフ "上 - テ ウフ 水 
9993 5 水 水 
964 ) 素 by Y。.Shimi zu ※ ボ 
9 9 95 5 水 1?84.5.39 炒 
9996 ) 玉 涼 
8 ロア すす や すす すす る すす すす. る す る で すす も す すす. すす . す < 
9968 5 
90 9 5 
819 3? ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
9811 ) UUTPUT to SUB-CPU 
991 ら 5 dd 民 己 らら : F988H- 
991 さ 3 5 inpPut med。 : 仙 = su5 command 
9 14 5 = bytes 
8915 5 DE = data pointer 
66 16 5 
9917 5 INPUT from SUB -CPL 
6818 5 dd ら ら : F199H- 
891? 5 inPut Ted. : 人 台 = sub command 
626 : B = by ッ tes 
892 1 ) DE = data pointer 
9 つの 1 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
8823 ) 
9 9 どす 4 ) 
925 
けど 6 URG 68F999H 
9Z7 5 
5 ミュ ミュ ミュ ミュ ミュ < ミ > 
02 5 DAaTA OUT to SUB-CPU 
930 ) ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 
893 1 5 
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104 


96063 
59 る 4 
9 8.35 
9 る 

99 ら / 
9968 
096 ツ 
56079 
87 1 
5972 
9973 
9 974 
9975 


97 
89 


ーー ニー ニーーQQG⑤ ぐ GGG ぐ G ぐ 
ゃ OO ニーSQGO-JO ひ OR OO 一 


F5 
CD13F6 
F 1 
CD1FF9 
CD13F9 
1A 
CD1IFF9 
13 

1 8F る 
C ヶ 


「 


iP り 11 台 


ED 78 
CB7 ア 7 
ご 9F 失 


1 


1.』 


F6jF し 5 


F 9Z9 
F 9 どき 
F 825 
F 9 と 6 


TI T 本 
ーー テー ーー トー テー > トー テー レー 
*ー Oo の 上 〇 ぐ 〇 GQG 〇 
GTFTOOO リロ モー 


9 
N) 


ーー 


mm mm 
人 
mo Oo-」 ょ の 


ォ ャ ーー レー 


FS 
CD13F 9 
F 1 
CD1FFB9 
CD 13F 1 
CD1FF 1 


に 9 
91911 台 
ED 78 
CB6F 
9F 合 


し 】 
C ア 


CS 
91991? 
ED78 


に 9 


) 
0UTLP* 


0CHECKIPUSH BC 
LD BC 1 人 91H 


* 


に は 


CALL 
LD 
CALL 


INC 
DJNZ 


RET 


IN 
BIT 
JR 


POP 
RET 


DUTSUB : PUSH 
LD 


INLP: 


OUT 
POP 
RET 


人 F 

0UCHECK 
F 

0UUTSUB 
0CHECKR 
和 Q。 (DE ) 
1 


な 
0UTLP 


人 Q, ( じ ) 
ら ぅ 内 
NZ L 1 


BC 


BC 


BC , 1?99H 


(C) ぅ 全 
BC 


9F 1 99H 


PUSH pF 


CALL 
POP 

CALL 
CALL 
CALL 


RET 


0CHECK 
AF 
0UTSUB 


ICHECK 
INSUB 


5 伯 CC (command〉) push 
juuait until IBF js "し L" 
3 内 CC (command)〉) POP 

j Command out to sub-CPU 


ゅ wa1t unti] IBF js "L" 
台 = data for output 
data out tO sub-CPU 

二 6M da ョ ta pointer 


OoP by B 


jB (counter) push 
58255 port B 


5 台 = 1/ 有 (1 人 91H) 
5bit る checK (IBF) 
*%ua1t unti]l bit 6 js "し L" 


jB (Counter) pop 


siB (counter)〉 push ロ 

jpPort 内 o+†f 8255 (sub side> 
jOutput ttO Sub-CPU from 倫 cc 
5jB (CounteT) pOp 


5 内 CC (CoOmmand) Push 
jua1t unti) IBF js "し L" 
5 ロ CC (Command) poPp 

j Command out toO su5-CPLU 


5 ぃ 1t until OUBF js "し" 

ja ョ t ョ inPut frTom sub-CPU to 人 馬 cc 
5data store to memor ッ 
1 data pointer 


ICHECKIPUSH BC 
LD BC,」 1 人 81H 


) 
し の: 


IN 
に る 作 6 
JR 


POP 
RET 


PUSH 
LD 
IN 
POP 
RET 


END 


和 Q, ( じ ) 
〇 ぅ 内 
NZ L2 


BC 


BC 


BC, 1?96H 


fy ( じ ) 
BC 


ji 唱 (Counter) push 
582Z55 port B 


5 内 = 1/ ロ (1A91H) 
sbit 5 checK (OBF ) 
5%u31t unti1 bit 5 jis "し L* 


35B (counter) pop 


3B (counter) push 

jpPOoTt 各 o† 8255 (sub side) 
51nPut toO 谷 cc from sub-CPU 
5jB (counter) pop 


この サブ プル ー チ ン を 利用 し て 、 3 つの 実験 を し て み ま す 。 


[実験 1 〕 

5 番 タ イマ ー を セッ ト し ます 。 TV タイ マー を 直接 セッ ト す る 命令 は 、HuBASIC の コマ ン 
ド に は あり ませ ん 。ASK 命 令 で 会 話 型 の TV タイ マー 設定 ルー チン を 呼び 出し て か ら で な 
けれ ば いけ ませ ん 。 


[実験 2 〕 

専用 ディ スプ レイ テレ ビ の チャ ン ネ ル 表 示 ス イッ チ の ON OFF を 反転 し ます 。 これ 
も 、HuBASIC で は サポ ー ト され て お ら ず 、 テ レビ に 付属 の スイ ッ チ に よら ね ば な り ま せ 
ん 。 


[実験 3 〕 

サブ CPU か ら デ ー タ を 受け 取る 実験 で す 。 ここ で は 、1 番 タイ マー の 設定 状況 を 6 バイ 
ト デ ー タ と し て 受け 取り ます 。 あ ら か じ め 、 1 番 タ イマ ー に デー タ を セッ ト し て お いて か 
ら 実 験 する と よい で し ょ う 。 現在 時 刻 や 月 ・ 日 等 は 、HuBASIC が サポ ー ト し て いま す が 、 
個々 の TV タイ マー (1 番 一 7 番 ) か ら の デー タ を プロ グラ ム 中 で 直接 得 よ うと し た ら 、 こ 
の よう な ルー チ ナン シン を 炎 由 し なく て は な り ま せん 。 

以下 に 、 3 つの 実験 リス ト を 掲げ ます 。 


リス ト 実験 1,。 2, 3 

9999 米 求 米 涼 OKKKKKK 炒 来 

091 5) 。 Example 1 o† sub-CPU contro 1] 

882 5 炒 涼 OK 玉 炒 ※ 洲 炒 ※※ 

9993 5 

9984 j 

9995 URG 8E98989H 

89996 る 5 

9697 

9998 E998g 3E05 LD 向 , 9D5H j COrmmand o+† TI ト 人 ER5 settinG 

988? E992 9686 る LD B, j る bytes da ョ ta 

すい E994 1119EB8 LD DE, DaATA1 3 da ョ ta stam{t addmeSS 
1 5 

0 E987 CD89gF8 CALL 9F988H 5 ら ubToutine of OUT SUB-CPU 

3 

9914 E89 失 C39g18 JP 1 999H joto MONI TOR 

9815 5 

891 る H 

9917 DRG 9@E9189H 

9618 H 

991 ウ ダウ" 。 0 0 0 ます ーーーーーーーーーーーーーーーーー 

68929 5 DaT 人 A or output 

92 1 jーーーーーーーーーー ニ ーー ニーー ニ ーーー 

9 922 : 

9923 E919 48 DATA1: DB 49H 5 TIN 人 ER set 

9824 E911 7 DB ?7H sDN CH 8 

8625 E912 34 DB 34H 5minute = 34 

898626 E913 12 DB 12H 5 hour = 1 ら 

9827 E9814 Al DB 8A1H 5month = 19 〈Q) 。 MOUN (1) 

898928 E915 15 DB 15H 3 ョ ッ = 15 

9 92% 

99386 5 

903 1 迷宮 玉 ※※ 宮 玉 束 玉 米 ※ 玉 来 ※ 求 玉 ※ 玉 束 来 ※ 玉 数 玉 米 ※ 玉 米 梁 玉 米 水玉 

632 j) Example 2 of sub-CPU contro!l 

9 633 KO 玉 束 束 玉 求 求 雪 束 来 ※※ 来 来 ※ 米 数 補 玉 玉 ※※ 玉 来 裕 玉 米 玉水 定 炒 玉 

9934 3 

9 635 5 

9936 DRG 9E199H 


105 


106 


E119 


E216 


Ci ゴ .』 
969 1 
1119E1 
CD99F6 


C39918 


9 


CD95r ! 
じ 39918 


LD AB8E7H 
LD  B。1 
LD DE,DATA2 
CALL 8F899H 
JP 1888H 
す 
ORG  @E119H 


H に 朋 ++ ぅ ++ 


DATA2I DB 9?H 


ぅ COmmand of 征 り contro] 

5 】 byte data 

3 da ョ ta Sta トト addm6S ら 
jSubToutine o+† OUT SUB -CPU 


5goto ト MOUNITOR 


5CH cal] ON/OFF reuerse 


すす すす る る ぐる. ④ 9、 す 9 や ④ $ すす る すす で す ④ も ぐす ひで や.< 


5 Example 3 o+ sub-CPU contro] 
『 米 裕 来 ※※ 来 求 求 衣 来 ※%KOK 求 来 玉 来 束 来 補 玉 求 求 補 来 来 玉水 KK 玉 氷 


URG 8E289H 
り 

LD , 9D タ H 

LD 


B 6 
LD DE,DATA3 
CALL BF199H 
JP 1999H 


URD 9E ど 19H 


END 


5 COrmmand o+† TIMER 1 read 
356 bytes da ョ ta 

ata stOT 38dd か 己 ら S 

5 ら ubTOutine oO† IN SUB -CPU 


joto MONITUOR 





6 一 7 HuBASIC の 関連 内 部 ルー チン 


前 節 に お いて 提示 し た サブ CPU と の デー タ 入 出力 ルー チン は 、 読 者 の 皆さん が 、 サ プ 
CPU の 機能 に つい て 理解 を 深め る こと を 目的 と し て 作り まし た の で 、 レ ジス タ の 使い 方 な 
ど 無駄 も あろ うか と 思い ます 。 実 用 上 は 、HuBASIC モニ ター 内 に 用 意 き れ て いる サブ ルー 
チ ナン を 利用 する と よい で し ょ う 。 


を 称 サブ プ ブ CPU と の デー タ 入 出力 


人 民 以 妥 0023H (ある い は 0OE07H) 


A レ ジス タ = テ サ プ ブ CPU へ の 入力 ・ 出 力 コ マ 
ラチ ルッ 2 み ンド 
DE レジ スタ ニテ デー タ 格 納 先頭 アド レス 
入力 コマ シド 、 出力 ヨ マ ン シン ド に 応じ て 、DE を 
機 有 ポイ ンタ と し 必要 な バイ ト 数 だ け 、 サ ブ CPU 
と デー タ の 授受 を 行なう 。 

















前 節 で 紹介 し た よう な 出力 、 入 力 の 2 つの ルー チン が 1 つ に まとめ られ て いる の と 、 ま 
た 、 コ マン ド を 解析 し て 必要 な バイ ト 数 を 割り 出し て くれ る の で 、 実 用 上 は 大 変 に 便利 で 
す 。 

た と えば 、HuBASIC の モニ ター 内 に 次 の よう な 処理 が あり ます 。 


LD A, 0OEDH 
LD DE, 1498H 
CALL 0023H 


護 者 の 皆さん は 、 も うお わか り と 思い ます が 、 こ れ は サブ CPU か ら 現 在 の 「 年 ・ 月 ・ 日 」 
を 得 て 、 モ ニタ ー の ワー クエ リア (1498 H 番地 一 ) に 書き 込む 処理 で 、 カ セッ ト に SAVE 
する 時 の 日 付 を せつ ける の に 用 いら れ ま す 。 
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第 / 章 "キー 入力 割り 込み 











7 一 1 割り 込み と は 何 か 


CPU は 、 メ モリ ー に 格納 され て いる プロ グラ ム を 、 通常 小 さい 番地 か ら 大 きい 番地 へ と 
順に 実行 し て いき ます が 、 JP 命令 や 、 サ ブ プルー チン を 呼び 出す CALL 命令 に 出会う と 
指定 番地 に 制御 を 移し ます 。 こ れ は あく まで 、 プ ログ ラム (ソフ トウ ェ ア ) に よる 流れ の 
語 と 方 で す 知 。 

これ に 対し て 、 キ ー ボ ー ド 等 の 周辺 機器 (ハー ドウ ェ ア ) に より プロ グラ ム の 流れ を 変 
える 方 法 を 割り 込み (Gnterrupt ニ イン タラ プ ト ) と いい ます 。 

1 に お いて は 、 キ ー ボ ー ド か ら の キー 入力 を 割り 込み に より 処理 する よう 設計 が な さ 
れ て いま す (キー 入力 割り 込み )。 次 の 簡単 な BASIC プロ グラ ム を 実行 し て 、 キ ー 入 力 割 
り 込 み を 体験 し て み ま し ょ う 。 


《 キ ー 入 力 割り 込み を 体験 する 〉 


OK 3F PTCRRSF や ⑤JDF KJ し LAGKJRLDF 
js HHRDJGT に KJ 人 に KL に KJ ゴ K 介 D ゴ k 1 


ブフ ログラム を RUN し た ら 、 で た ら め に キー を 押し 続け ます 。 約 10 秒間 で プロ グラ ム は 
終了 し ます が 、 そ れ と 同時 に 御覧 の 通り 、 押 し 続け た キー の 文字 が 画面 に 表示 され ます ね 。 

こう いっ た 現象 は 、 皆 さん も 割合 と 多く 出会っ て いる の で は な いで し よう か 。 種 明か し 
は 次 の 通り で す 。 


ここ で 見 た 例 で は 、 実 行 中 の プロ グラ ム も 、 ま た 入力 し た キー の 情報 も 大 し た 意味 は あ 
り ま せん が 、 プ ログ ラム 実行 中 に 大 切な キー 入力 を する こと も あり 得る 訳 で す 。 一 番 よ く 
起こ る の は 、 パ ソコ ン を ワー プロ や タイ プラ イタ 代わ り に 使っ て いて 、 キ ー 入 力 者 の スピ 
ー ド が 速い 時 な ど で し ょ う 。 こん な 時 、 CPU が 前 の キー の 表示 処理 を し て いる か ら と いっ 
て 、 次 の キー 入力 を 無視 され た ら 困 り ま すね 。 こ の よう な 問題 を 解決 する の に 、 も っ て こ 
ぃ の 方 法 が 割り 込み 処理 な の で す 。 す な わ ち 、 プ ログ ラム 実行 中 で あっ て も 、 キ ー が 押さ 
れる と 、 ブ ログ ラム を 中 断 し て 、 割 り 込 み 処理 ルー チン へ 飛び 、 こ の 中 で 、 押 され た キー 
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の コー ド を 先行 入力 バッ ファ と よ ば れる メモ リー 上 の エリ ア に 積み 上 げ 、 元 の プロ グラ 
ム に 復帰 し て 続 行 す る と いう 具合 で す 。 先 の 例 は 、 割 り 込 み 処理 ルー チン が 先行 入力 ベッ 
ファ に 積み 上 げ て お いた 文字 が 表示 され た も の で す 。 


キー 入力 割り 込み の 仕組 み 









BI 


害 り 込み 発生 





割り 込み 要求 












入力 
こと 割り 込み 押さ れ た キー の デー タ 
を 続行 処理 ルー チン を 先行 入力 バッ ファ に 





積む 。 


処理 の 流れ は 、 サ ブ プルー チン へ の ジャ ンプ お よび メイ ン ル ー チ ン へ の リタ ー ン と 酷似 し 
て いま す が 、 割 り 込 み の 場合 は それ が 、 割 り 込み 発生 を する ハー ドウ ェ ア (ここ で は 、 キ 
ー ボ ー ド ) に より 起動 きれ る 点 で 、 サ プ ブルー チン 呼び 出し と は 異な っ て いま す 。 


7 一 2 ZZ80A に お ける 割り 込み 





る 80 衝 CPU は 、 
NM I マス ク 不 能 割 り 込 み (ノン マス カブ ル ・ イ ンタ ラプ ト ) 
INT 三 マス ク 可 能 割 り 込み 
と いう 2 種類 の 割り 込み 要求 を 受け る 端子 を 持っ て いま す 。 
マス ク 不 能 割 り 込 み は 、 プ ブロ グラ ム 中 で 割り 込み を 禁止 (マス ク ) で き な い 最 優先 の 割 
り 込 み で 、 電 源 異 常 な ど 繁 急 事態 に 対処 する た め に 使わ れ ま す 。 
これ に 対し て 、 マ スク 可能 な 割り 込み は 、 プ ログ ラム 中 で 割り 込み 禁止 命令 (DI= ニ Disable 
Interrupt) を 実行 する と 、 割 り 込 み 許可 命令 (EI=Enable Interrupt) を 実行 する まで 、 
割り 込み 要求 が あっ て も 、 受 けつ け な く する こと が で きま す 。 マ スク 可能 割り 込み に は 、 
モー ド 0, 1, 2 の 3 種類 が あり ます が 、X 1 の キー 入力 割り 込み は 、 モ ー ド 2 を 使用 し 
で ゅ 事 す 。 
本 章 で は 、 マ スク 不能 割り 込み と モー ド 2 の マス ク 可 能 割り 込み に つい て 必要 な 範囲 で 
説明 いた し ます 。 モー ド 0 , 1 も 含め 、 よ り 詳 し い 説 明 は 、 参 考 文献 [1], 〔2〕, 〔6〕 
な ど に 譲り ます 。 
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7 一 3 マス ク 不 能 割 り 込 み 





Z80 A CPU の NMI 端子 が "し "ツレ ベル に な る と 、CPU は 現在 実行 中 の 命令 が 終了 し 次 
第 、 割 り 込み 要求 を 受け つけ 、0066 H 番地 へ ジャ ンプ し ます 。 

X 1 の HuBASIC で は 、0066 H 番地 か ら 3 バイ ト に わた っ て ジャ ンプ 命令 が 置か れ 、 シ 
ステ ム を 初期 化す る ルー チン へ 飛ぶ よう に 設計 され て いま す 。 


《〈HuBASIC で の マス ク 不 能 割 り 込 み 処理 》 


0066H 番 地 …… C3H 
0067H 番 地 …… FAH JP 0OF AH 
0068H 番 地 …… 00H 


X 1 で は 、NMI 端子 は リセ ッ ト ・ ス イッ チ と 外部 コネ クタ に つなが れ て いる の で 、 リ セ 
ッ ト ・ ス イッ チ を 押す か 、 あ る い は 、 接 続 し た ボー ド か ら NMI 信号 を 出し た 時 に 、 マ スク 
不能 割り 込み が 起動 きれ 、 シ ステ ム 初 期 化 が 実行 きれ ます 。 

ユー ザー の マシ ン 語 プロ グラ ム が 「 木 起 』. を し た 時 。 そ れ が 経度 な も の な ら 、 リ モッ ト ・ 
スイ ッ チ を 押せ ば BASIC の コマ ンド ・ レ ベル へ 戻れ ます が 、 こ れ は マス ク 不 能 割 り 込 み に 
より 強制 的 に 初期 化 を し た か ら な の で す 。 も っ と も 、「 茜 走 」 に より これ ら の ルー チン が 載 
れ て いる 場合 に は 、 ど うす る こと も で きま せん が 。 

以上 が 、X 1 に お ける マス ク 不 能 割 り 込 み の 使 われ 方 で す 。 





7 一 4 モー ド 2 の 割り 込み の 仕組 み 


次 に いよ いよ ZZ80A CPU の 特色 の 1 つと な っ て いる 「 モ ー ド 2 の (マス ク 可 能 ) 割 り 
込み 」 に つい て 説明 し ます 。 割り込み 信号 を 発生 する た め の 周 辺 LSI( ペ リフ ェ ラ ル ) を 1 
つう ある 悪し ょ 人 。 

あら か じ め 、 周 辺 LSI 内 の レジ スタ に 、 ベ クト ル (vector) と よ ば れる 1 バイ ト デ ー タ 
を 書き 込ん で お きま す 。 ま た 、 乙 80 A CPU に は 、 イ ンタ ラプ ト ・ レ ジス タ ( | レジスタ) 
と よ ば れる 8 ピッ ト の レジ スタ が あり ます が 、 こ こ に も 1 バイト デ ー タ を 書い て お きま す 。 
例え ば 次 の よう に 設定 し た と し ます 。 


周辺 LSI 





さて 、 プ ログ ラム 内 で 「 モ ー ド 2 の 割り 込み 」 を 使う に は 、 次 の 命令 を 実行 し て お か ね 
ば な り ま せん 。 









割り 込み モー ド を 2 に 設定 する 。 


以上 の 状況 で 、 割 り 込 み 許 可 命 令 (EI) が 実行 きれ 、 周 辺 LSI か ら 割り 込み 要求 が 来 た 
と し まし ょ う 。 こ こ か ら が モー ド 2 の 割り 込み の 面白 い 所 で す 。 

CPU が 割り 込み を 受け つけ る と 、 周 辺 LSI は 書き 込ま れ た ベク トル の 値 を デー タ ・ バ バス 
区 出 放し ます 。 CPU は ペク トル を 受け と り 、 こ れ を 下位 8 ビット と し 、1 エ 1 レジ スタ の 内 容 
を 上 位 8 ビッ ト と する アド レス を 参照 し ます 。 そ し て 、 こ の アド レス と 次 の アド レス の 2 
バイ ト に 書か れ て いる 値 を 新しい アド レス と し て 、 そ こ に ジャ ンプ する と いう 仕組 み で す 。 





※ 宅 り 
アド レス の 構成 






のみ の が 5 0052H 番 地 
テー ブル oOsar 必 地 | OH | を ii 
】 ユナ 


ベク トル の 値 


ベク トル 


LeH | 






Seo 紅 





側 り 込み | | ゥ ュ ン フ 
0346H 番 地 OO 


処理 ルー チン 


最初 の うち は 「 何 て 面倒 な こと を / 」 と 思わ れる か も し れ ま せん が 、 こ の よう な 手続 き 
な ら 、 ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ ル の 値 き さえ 書 き 換 えれ ば 容易 に 割り 込み 処理 を 変更 する こと が で 
きる 訳 で すね 。 さ ら に 、 デ イジ ー・ チ ェ ー ン と いっ て 、 多 く の 周 辺 LSI を 「 芋 づる 式 」 に 
並べ て 割り 込み に 優先 順位 を 決め た りす る の に も 便利 に で き て いる の で す が 、 こ れ ら は 実 
際 に ボー ド を 作成 し て 説明 する 方 が よい と 思い ます の で 、 モ ー ド 2 割り 込み 技法 に つい て 、 
より 詳し く 知 り た い 方 は 文献 〔2], 【3], 【6〕 等 を 参照 し て 下さ い 。 

次 節 で は 、X 1 に お ける モー ド 2 割り 込み に つい て 具体 的 に 説明 し ます 。 
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7 一 5 X 1 で の モー ド 2 割り 込み 





X 1 の HuBASIC で は 、0052 H 番地 一 0065 H 番地 が 割り 込み ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル に 当 
て られ て いま す 。 ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル は 10 個 分 設け られ て いま す が 、 HuBASIC で は 、0052 
H, 0053H の 1 個 分 し か 使用 し て いま せん 。 

周辺 LSI と し て は 、 サ ブ CPU 80C49 が 想定 され て いて 、 ベ クト ル 52H だ が 書き 込ま れ 
ます 。 CPU 内 の 1 レジ スタ に は 、 00 H が 書き 込ま れ ま す 。 こう し て 、 キー 入力 が ある と サ 
プ CPU か ら 割 り 込 み 妥 求 が 出さ れ 、CPU は 0052 H 番地 の ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル を 参照 し 
て 、0346 H 番地 か ら の 「 キ ー 入 力 割 り 込 み 処 理 ル ー チ ン 」 へ と ジャ ンプ し て ゆき ます 。 

次 に 、 欠 1 で の モー ド 2 割り 込み 設定 に 関係 する 部 分 の HuBASIC 逆 ア セン ブル ・ リ ス 
ト を 参考 まで に 掲げ て お きま す 。 


リス ト HuBASIC の 割り 込み 設定 


割り 込み ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル 
0052 4603 DB 46H, 03H  : キー 入力 割り 込み 処理 
0054 D303 DB  D3H, 03H 
0056 D303 DB  D3H, 03H 
0058 D303 DB  D3H, 03H 
005A D303 DB  D3H, 03H 
005C D303 DB  D3H, 03H 未 使用 (ここ へ ジャ ンプ し て も 何 も し な い ) 
005E D303 DB  D3H, 03H 
0060 D303 DB  D3H, 03H 
0062 D303 DB  D3H, 03H 
0064 D303 DB  D3H, 03H 
害 り 込み モー ド 設 定 
0IIB ED5E IM 2 : 割り 込み モー ド 2 に 設定 
0IID 2I4603 LD HL.0346H 
0I20 225200 LD (0052H),HL 「 
0123 CD2D0I CALL 0I2DH 
ベク トル と | レジ スタ 設定 
012D 215200 LD HL,0052H 
0I30 7C LD AH 
013| ED47 LD | A 
0133 3EE4  LD  A,OE4H 
0135 CDFE0OD CALL ODFEH 
0138 7D LD AL 
0139 C3540B JP 0OB54H 


ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル の 設定 


| レジ スタ を 00H に 設定 


サブ CPU に ベク トル 52H を 書き 込む 。 





7 一 5 キー 入力 割り 込み 処理 ルー チン 


HuBASIC で は 、 0346H 一 03D 5 H 番地 が キー 入力 割り 込み 処理 の 主 ル ー チ ン と な っ て 


いま す 。 この ルー チン の 入り 口 と 出口 の 部 分 を 逆 ア セン ブル し だ た も の が 、 次 の リス ト で す 。 


《 キ ー 入 力 割 り 込 み 処理 ルー チン )》 


934 る FS5 PUSH の F 93CF E1 POP HL 
9347Z CS PUSH BC 93D9 D1 POP DE 
9348 D5 PUSH DE 923D1 C1 POP BC 
934 ツ ES PUSH HL 93D2 F1 POP PF 
934 ひ 谷 F XOR 谷 93D3 FB に 1 

934B 32 と D 缶 9 ど LD (9 ど CD の 6H) 』 全 93D4 ED4D RETI 
934E CD4 ヶ 9B CRLL 9B4 ァ H 

9351 5Z LD D 伯 

9352 CD4?9B C ム LL 9B4H 

933 う 3 う F し D E 伯 


まず 割り 込み 処理 ルー チン の 形 の 特徴 を 観 祭 し て 下さ い 。 最 初 の 方 で レジ スタ 類 を スタ 
ッ ク へ 退避 し 、 出 口 で 元 に 戻し 、 全 体 と し て レジ スタ の 内 容 を 保存 し て いま すね 。 割り 込 
み 処 理 は 実行 中 の プロ グラ ム を 中 断 し て 挿入 され る 訳 で すか ら 、 戻 っ た 時 に レジ スタ が 変 
化し て いた ら 困 り ま す 。 割り 込み 処理 ルー チン で は この よう に 、 レ ジス タ の 内 容 を 保存 す 
る の が 原則 で す (も っ と 徹底 し た 例 で は 、 裏 レジ スタ 、 指 標 レ ジス タ も すべ て 保存 し ま 
す )。 

も う 1 つの 特徴 は 出口 で 、 EI と RETI が 実行 され る 点 で す 。 割り 込み が か か る と 、 自 
動 的 に 割り 込み 禁止 に な り ま すか ら 、 EI で 解除 し て お か な いと 次 の 割り 込み が か か ら な 
く な り ま す 。 ま た 、 RETI は Return from Interrupt を 意味 し 、 割 り 込 み 処理 ルー チン 
か ら の 特別 な リタ ー ン 命令 で す 。 

割り 込み 処理 ルー チン は 、 こ の よう な 形態 上 の 特徴 を 持っ て いる の で 、 未 知 の プロ グラ 
ム を 解析 する 際 は 手掛かり の 1 つ に な る で し ょ う 。 

さて 、034 EH 番地 と 0352 H 番地 の 2 筒 所 で 、 サ ブル ー チ ン 0B49H が コー ル さ れ て い 
ます が 、 こ こ が サ プ CPU か らら キー 入力 デー タ を 受け と る 大 切な 部 分 で す 。 


アテ 称 サブ CPU か ら の | バイト 入 力 
A レ ジス ター サブ CPU か ら の デー タ 
レコ 
出力 秒 作 | HO レラ スタ は 保存 。 
機 朋 サブ CPU 80C 49 か ら の | バイ ト ・ デ ー タ を A レ ジス タ に 受け と る 。 
es 
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キー ボー ド 内 の サブ CPU 80C48 は 、 押 され た キー の 情報 を 2 バイ ト ・ デ ー タ に まとめ 
て 、 本 体内 の サブ CPU 80C49 に 直列 デー タ と し て 送信 し ます 。 80C49 は 、 こ れ を 受信 
する と 並列 デー タ に 変換 し て 、 メ イン CPU に 割り 込み 要求 を 出し ます 。 

こう し て 、 今 問題 に し て いる 0346 H 番地 か ら の 割り 込み 処理 ルー チン に 飛ん で 来 ま す 。 
で すか ら 、 こ の ルー チン 内 で 0B49 是 が 2 回 コー ル さ れ て いる の は 、 サ ブ CPU か ら の 2 
バイ ト の キー 情報 を 受け 取る こと を 意味 し ます 。 こ れ ら の 2 バイト ・ デ ー タ の 構成 は 次 に 
よう に な っ そい ます 。 


《 サ プ CPU か ら の キー・ デ ー タ (1 バイ ト 目 )) 
キー ボー ド か ら の 入力 状態 を 示す フラ グ の 集まり で す 。 


(MSB) 「 | “ | | (LSB) 
ヒット 7 ビッ ト 6 ビット 5 ビッ ト 4 ビッ ト 3 ビッ ト 2Z2 ビッ ト | ピッ ト 0 





CAP 


有 0 有 0 有 0 有 0 有 0 有 0 有 0 有 0 
無 | 無 | 無 | 無 | 無 | 無 | 無 | 無 | 


押さ きれ た キー の ASCII コー ド で す 。 


キー 入力 割り 込み 処理 ルー チン で は 、 こ れ ら の デー タ を ワー ク ・ エ リア に 格納 し た 後 ( 1 
バイ ト 目 は 002FH 番地 に 、 2 バイ ト 目 は 002 EH 番地 に 入れ られ る ) 、 1 バイ ト 目 の フラ 
グ を 見 な が ら 処 理 を し て 、 保 存 す べ き デ ー タ は 先行 入力 バッ ファ に 積み 上 げ ま す 。 

【 注 1〕 

キー 入力 の と き の 「 ブ ッ 」 と いう 音 を クリ ッ ク 音 と いい ます が 、03 BEH- て 03 C 7 H の 処理 
で クリ ッ ク 音 発生 を し て いま す 。 何と PSG か ら 音 を 出し て いま す 。0E 90 H 番地 が 、 ク リッ 

音 の ON OFF スイ ッ チ と し て 参照 され ます 。HuBASIC の 命令 で 、CLICK OFEF する 
ど 、 こ の スイ ッ チ が 00 是 に な り ま す 。 
【 注 2〕 

カセ ッ ト や テレ ビ の 制御 キー ( 炊 節 参照 ) な ど は 、 先行 入力 バッ ファ に は 積ま れ ま せん 。 


7 一 7 特殊 キー の コー ド を 見 る 





肝 節 で 、 キ ー・ デ ー タ を サブ CPU か ら 受 け 取 る 仕組 み を 説明 し まし た が 、 これ を 利用 し 
て 実験 を 試み て み ま し ょ う 。 

人 ] に は 、 テ レビ と カセ ッ ト の 制御 キー が キー・ ボ ー ド に 付い て いま す (た だ し 、X 1 
じ に は テレ ビ 用 の キー が な く 、X 1 D に は カセ ッ ト 用 の キー が あり ませ ん )。 和 驚く べき こと 
に 、 こ れ ら の 特殊 キー に も (ASCII) コー ド が 決ま っ て いる の で す 。 


た だ 、 通常 の BASIC 命令 で は 、 特殊 キー の コー ド を 調べ る こと は で きま せん が 、 マ シン 
享 を 利用 し 、 押 され た キー の 2 バイ ト 情 報 を サブ CPU か ら 直 接 受 け 取 れ ば 、 コ ー ド を 見 る 
こと だが 人 で き ます 。 


リス ト キー の コー ド を 見 る 
1 RENM 米 来 玉 ※ 玉 来 玉 玉 来 案 宮 玉 玉 補整 補 求 補 米 ※※ 
119 RENM ※ 洲 
129 REN ※ キー ノ コ ゴート“ ラ ミミ 上 米 
139 REN ※ 米 
146 RE トト ※ 
159 RENM ※ by Y.。Shimizu 涼 
149 REN ※ 玉 
179 REN ※ 1%?84. る 6. と 6 TUE ※※ 
189 RE ト ※ ※※ 
1 の 9 REN CKOKKOK 補 KK 案 素 求 氷 求 求 ※※KOK 来 ※※ ボ 


の 216 CLEAR &HE999 
229 MIDTH 489 : INIT : CLS 
oc39 CLICK OFF 


259 REN OK カド デ アン ツー クリ 水 ※ 水 


279 PRINT "KEY code Status" 
289 PRINT 
6?9 PRINT " TPRGLKSC" 


316 REN KK 玉 マシ フ コ ~ 力 キ コミ ※ 玉 洲 
339 DR=&HE98969 


359 READ トド WC 

369 IF トド C ま も = "END" THEN SZ29 
379 ト 代 =UAL("&H" + ト 代 多 ) 

389 POKE ADRj ト 人 C 

< こ y9 DR=RDR+ 1 

469 GOTO 35S9 


419 

429 RENM ※※ 水 マシ フ ゴ ~ テ ゾ ー グ ※※※ 玉 

9439 

448 DATA 11,19,EB9 : REN LD DE , 9E 9 1 9H juOrK (と bytes ) 
459 DATA 3E, ES る : REN LD 和 Q, 9E6H 

49466 DATA CD,23, 99 : RE CRLL 9923H 

479 DAT し ア : REN RET 

8 DATA END : REN data end marK 

上 


口 88 REN OK 氷 アデ イフ ・ 人 ルーフ S ※※※ 米 涼 WO ポ 炒 ※ 玉 涼 玉 求 玉 玉 炒 天 玉 玉 玉 ※※※ 玉 玉 玉 琉 玉 水玉 求 ※※ 沙 水 束 玉水 水玉 


っ 69 CaLL &HE998 

539 STAT=PEEK(&HE919) : COQDE=PEEK(&HE911) 

549 LOCATE 9,4 

S59 PRINT 持 8 CHR も (COUDE)+" "iRIGHT ま ("8"+HEX を (CODE ) 。 ど )+ "日 "5 
5 る 9 PRINT RIGHT も ("9999999"+BIN も (STAT〉 8) 

S79 GOTO S28 


サブ CPU に コマ ンド E6H を 出力 し て 、2 バイ ト の キー 情報 を 得 ま す (450 行 一 460 


行 )。 シ ステ ム サ プ ブル ー チ ン 0023 H を 利用 し まし た (サブ CPU の 草 を 参照 )。 


【 注 ] ゲー ム 中 な ど で 単 に 押さ れ た キー の ASCII コー ド が 欲し い 時 に は 、I〆O ボ ポー ト の 19300 H 


番地 を 読む だ け で 済み ます 。 


さき て 、 上 の プロ グラ ム を 実行 し て 調べ る と 、 マ ニュ アル 付属 の 「ASCII コー ド 表 」 に 拘 


載 さ れ て いる キー の コー ド 以 外 に 、 次 の よう な こと が わか り ま す 。 
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《 マ ニュ アル に 記載 され て いな い 特 殊 キ ー の コー ド ) 







COMPUTER グ TV 
VOLUME yy 
VOLUME V 
CHANNEL ハ 
CHANNEL V 


カセ ッ ト ・ キ ー 回 
> し 
3 3 
SHIFT | 十 較 
| SHIFT | 十 際 y 
SHIFT | 十 < 




































ファ ンク ショ ン キ ー ト | 
F 2 
F3 
F 4 
F5 
LSHIFT | FI 


ーー 

各 W 
LSHIFT| 十 F3 
[SHIFT| 十 F4 
LSHIFT| 十 F5 








































Il 士 位 ゴ 中 


0 


ト J 


| 8 番 | 
9 番 
10 番 














キー の 機 能 。 ーー 


コン ピュ ー タ ・ テ レビ 切り 替え 
テレ ビ の 音量 を 上 げ る 。 

テレ ビ の 音量 を 下げ る 。 

テレ ビ の チャ ン ネ ル を 順 方 向 に 進め る 。 
テレ ビ の チャ ン ネ ル を 聞 方 向 に 進め る 。 
テー ブ 走 行 の 停止 。 

早送り 。 

巻き 戻し 。 

カセ ッ ト の フタ を 開く 。 

順 方 向 頭 出し (APSS 十 | )。 

逆 方 向 頭 出し (APSS 一 | )。 

ファ ンク ショ ン キ ー | 番 

2 番 

3 番 

4 番 

5 番 

6 番 

7 番 

















| 
| 














注 」】 これ ら の キー は 、 す べ て 「 テ ン キ ー」 と し て 扱わ れ ま す 。 


テン キー を 16 進 キ ー に 変身 させ る 





キー 入力 を 扱っ た 本 章 の 最後 に 、 非 常に 役に立つ アプ ログ ラム を 紹介 し ます 。 す な わ ち 、 
テン キー を 16 進数 入力 用 の キー に 変え て し まう プロ グラ ム で す 。 

々 1 シリ ー ズ の テン キー は 次 の よう な 配置 に な っ て いま す が 、 ロ ロー 軌 の キー を 16 進数 
の ムー ド F 用 に 変え る と 、 マ シン 語 プ ログ ラム を 雑誌 等 か ら 入力 する 時 、 右 手 を テン キー に 


直 い た まま 入力 で きる よう に な り 便 利 で す 。 


図 
| 
、 
i 
い ) 
は 
陣 


| 
ワ 


| 
の 


{ 
ア 


ls] に | に] に | 上 


司 団 回 回 選 
団 回 回 III 
配当 | 回 II 回 本 


さて 、 こ れ を 実現 する 方 法 で す が 、 
構造 を 利用 し て 設計 し まし た 。 
HuBASIC で は 、03A6H 番 地 か ら 押 され た キー が テン キー の 場合 の 処理 を し て いて 、 
03 B 4 H 一 03 B 8 H で 、 テ ン キ ー| ある い は [SHIFT| 十 の 場合 分 け を し ます 。 
ここ に 注目 し ます 。 す な わ ち 、 JP 命令 に より キー 入力 割り 込み 処理 の 一 部 を 外 に 引っ ば ぱ 
り 出 し て 、16 進 キ ー の 処理 を し た 後 、 も と に 戻す と いう 方 法 を 採用 し ます 。 

16 進 キ ー 処 理 の 部 分 は 次 の よう に 作っ て み ま し た 。 一 応 D 000 H 番地 か ら 格 納 し まし た 
が 、「 リ ロケ ー タ ブル 」 な の で 、 こ れ 以 外 の アド レス に も 配置 する こと が 可能 で す 。 


で は HuBASIC の キー 入力 割り 込み 処理 の 内 部 


(Y 
{Y 


リス ト 16 進 キー 
988 1) ポ 玉 KKOKKK 求 補 宮 玉 玉 求 束 米 ※ 
9991 5 六 水 
9992 5 HEXKEY 米 
9 6 93 ?) ※ 
9994 5 米 by  Y.Shimi zu 水 
895 j 水 ※ 
8899 る ? 1?84.7. 1 る 6 ト HON ※ 
96 9/ 5 水 ※ 
9998 1 玉水 来 玉 玉 求 補 補 氷 来 玉 示 KOK ポ 水 求 求 ポ 
9 9 9 の 5 
9918 5 
81 1 DRG 9@D9969H 
99 1 ) 
813 D999 7^ HEXKEYiLD 人 D i 向 = Key statuS 
8914 D991 E6 る 92 AND 92H 
ty D983 28Z24 JR Z。EX!ET 5 SHIFT then EXIT 
1 る 5 
917 D885 7B KYSCAN:LD 仙 E s 合 = SCII code 
918 D993 る DS PUSH DE 
819 D997 1 る 4 る HEX メ F * D, 4 る H 0 電 だ F“ 
9929 DO99? FEZ2F じ P の 
821 D99B 281 JR Z, HEX 
9922 Da8D 15 HExE: DEC D 5jD = “7E2 
8923 D89E FEZ2^Q CP 2※ ボ ィ 
8824 D918 2814 JR Z, HEX 
925 D912 15 HEXD: DEC D sD = “052 


11/ 


9826 る D@13 FE2D CP  "ー ン 


9827 D915 288F JR Z。 HEX 

9928 D917 15 HEXCEk DEC D MK 2 ア 

86829 D818 FE2B CP の 

8939 DB81A 289^ JR Z, HEX 

9931 D91C 15 HEXB: DEC D 3D = “B^ 

9632 D91D FE3D CP を 

933 D81F 2895 JR Z。 HEX 

9834 D921 15 HEXAI DEC D 5 = 人“ 

4835 D922 FE2E CP 

8936 Dd24 2981 JR NZ, ASC ! 】 

9837 D923 7aA HEX: LD 合 , D 5 和合 = 7 仙 7-ー ツ F ィ < 

9938 D927 D1 ASCII: POP DE 

た が D928 5F LD En 5sE = neu SCI Ii 
48 1 

9941 0927 7 人 EXIT: LD AD PTepParation or sy ッ stem 

9842 D982A E る 82 IND 9@2H 

943 D92C C38793 JP 983B7H 

44 ) 

4945 D82F END 


さて 、 間 題 は この ルー チン の 実行 法 で す 。 次 の よう に メモ リー 変更 を すれ ば よい の で す 
が 、 こ の 部 分 が キー 入力 割り 込み 処理 の 一 部 な の で 、 モ ニタ ー の *M コマ ンド で 変更 する 
と 。 その 用 間 、 キ ー 入 力 を 受け つけ な く な っ て し まい ます 。 


《 変 更 点 〉 

アド レス 元 の コー ド 変更 コー ド 
03 B4 7 A ーー @ 入 
03B5 E6 ー つ 00 
03B6 02 ー D 0 


で は どう する か と いう と 、 プ ログ ラム で ここ を 書き 替え れ ば よい の で す 。 例え ば 、 HEX.- 
KEY プログ ラム の すぐ 後に 次 の よう な を プログ ラム を 入力 し ます 。 


く HEXKEY 起動 プロ グラ ムジ > 















Z | 
3 う ヒ 
『/ 


B4 03 
C3 


HL, 03B4H 
LD A, 0C3H 
LD (HL), A 



















Z3 INC HL 

K1 ロ LD A, 00H 
77 LD (HL), A 
Z3 INC HL 

1 LD A, ODOH 
77 LD (HL), A 
C3 





JP 1000H 


*G D040 に より 「HEXKEY 起動 プロ グラ ム 」 を 実行 する と 、 以 後 16 進 キ 一 入力 が 
可能 と な り ま す 。 テ ン キ ー を 元 に 戻し た けれ ば 、 同 様 の プロ グラ ム に より 、03B4H-03 
B6H 番 地 の 内 容 を 元 に 戻せ ば よい 訳 で すね 。 

また 、HEXKEY プロ グラ ム を 別 の アド レス に 配置 し た 時 は 、03 B 4 Hー03 B 6 H 番地 の 
ジャ ンプ 先 を 、 格 納 ア ドレ ス の 先頭 に 設定 し て 下さ い 。 
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第 け 章 カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ レ コー ダ 





最近 で は 、 マー ツナ ル ・ コ ンピュータ の 補助 記憶 装置 と し て 、 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク の 
普及 が 目覚 まし いよ う で す が 、 ま だ まだ 、 手 軽 で 安価 な カセ モ セット ・ テ ー プ の 魅力 も 捨て が 
たい 所 が あり ます 。 

X 1 お よび X 1 C に は 、 補 助 記憶 装置 と し て 、 カ セッ ト ・ デ ー タ ・ レ コー ダ が 内 蔵 さ れ 
て いて 、 通 常 の カセ ッ ト ・ テ ー プ に プロ グラ ム や デー タ を 保存 し て お ける よう に な っ て い 
ます 。 本章 で は 、 こ の 内 蔵 カ セッ ト の 制御 方 法 を 紹介 し ます 。 


まず 最初 に 知ら な く て は な ら な い の は 、 ボ ー・ レ ー ト と いう 用 語 で す 。 コ ンピュータ が 、 


メモ リー ( 主 記憶 装置 ) 内 の プロ グラ ム や デー タ を 補助 記憶 装置 に 移す こと (セーブ)、 あ 
る い は その 逆 に 補助 記憶 装置 か ら メ モリ ー に 読み 込む こと (ロー ド ) は 、 広 い 意 味 で 、 通 
信 の 問題 と 考え る こと が で きま す 。 補助 記憶 装置 と し て カセ モット ・ デ ー タ ・ レ コー ダグ ダ を 用 
い 、 媒 体 に カセ ッ ト ・ テ ー プ を 想定 する 時 に は 、 メ モリ ー 内 の 各 デ ー タ は 、 ビ ッ ト 毎 に 一 
定 の 方 法 で 音声 信号 に 変え られ (変調 )、 テ ー プ に 「 録 埋 」 さ れる こと に な り ま す 。 





cockpfiretFidRtgdiuidgiui 


互い に 「 通 信 」 す る の だ と 考え る こと が で きま す 。 

さて 、 通 信 に お いて 、 ま ず 大 切な の は 、 そ の 通信 路 あ る い は 転送 方 式 が 1 秒間 に 何 ビ ッ 
ト の 転送 速度 を 持つ か と いう こと で し ょ う 。 

これ は 速 けれ ば 速い ほど 能率 は 上 が り ま す が 、 機械 に は それ だ け 信 頼 性 の 高 さ が 妥 求 さ 


れる こと に な り ま すね 。 こ こ に 言う 所 の 転送 速度 を ポー・ レ ー ト (baud rate) と よび 、 


その 単位 で ある 「1 秒間 に 転送 で きる ビッ ト 数 」 を ボー (baud) と よび ます 。 
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た と えば 、PC-8001 な ど は オー ディ オ 用 の カセ ッ ト ・ デ ッ キ な ども 想定 し て いる た だ ため 
に 、 ボ ー・ レ ー ト は 600 ボ ー、1200 ボー の あたり に 押え て あり ます 。 こ れ に 対し て 、 シ ャ ー 
プ の MZ シリ ー ズ で は 、 ク リー ン 設 計 の た め シ ステ ム ・ プ ログ ラム を 読み 込む 必要 か ら 、 
カセ ッ ト を 内 蔵 式 に し て 信頼 性 を 挙げ 、 ボ ー・ レ ー ト を 高く 設定 する 勢力 が され て きた だ た よ 
う で す 。 た と えば MZ-2000 で は 2000 ボー に 設定 され て いま す 。 

X 1 シリ ー ズ は 、MZ シリ ー ズ と は 異な る 系 列 に 属す る パソ コン で す が 、 や は り そ の 伝統 
を 受け 継い で 、 カ セッ ト の ボー・ レ ー ト は 最高 速 の クラ ス に 属す る 2700 ボー に 設定 され て 
いま す 。 カ セッ ト の HuBASIC を 2 分 何 十 秒 も か け て ロー ド す る 時 、 待 ち 前 し い 思 い を し 
ます が 、 こ れ は 2700 ボー の 高速 ロー ド だ か ら こ の 時 間 で 済ん で いる の で あっ て 、 他 機種 の 
ボー・ レ ー ト で 40K バイ ト 以 上 も ある HuBASIC を 読み 込む とし た ら 、 准 らく 実用 に は な 
So 太 と と て しょう げ 。 





8 一 2 2700 ボー の 意味 

X 1 の ボー・ レ ー ト が 2700 ボー と いう の は 、1 秒間 に 2700 ビッ ト を 転送 する こと の で 
きる 速度 を 意味 し て いま し た 。 本節 で は さら に 、 コ ンピュータ の デジ タル 信号 を どの よう 
に 音声 信号 に 変調 する か を 考え て み ま し ょ う 。 

オー ディ オ 用 の カセ ッ ト ・ デ ッ キ で は 、 ア ナ ロ グ 信号 を 扱い ます か ら 、 大 き な 音 は 大 き 
な 電圧 、 小 さ な 音 は 小さ な 電圧 と いう よう に 音量 に 応じ た 電圧 変化 と し て テー プ に 録音 さ 
れ ま す が 、 コ ンピュータ の 補助 記憶 装置 と し て の カセ ッ ト ・ デ ー タ ダ タ ・ レ コー グダグダ で は 、 デ ジ 
タル 信号 が 相手 で すか ら 、 電 圧 レ ベル は 単純 に 2 レベ ル あ れ ば 足り る こと に な り ま すね 。 
ご れ を “月 アシ ーJb。 "L タレ ベル と よ ま 京 こ あ に し まし ゃ ょ う 。 


オー ディ イオ の | | | | ーー L コン ピュ ー タ の 
ます 信和 生 = デー ~L し 。 デジ タル 信号 


さて 、 こ の よう に 単純 な 電圧 パタ ー ン で 、“ 0 "と "1" の デー タ を 表わす に は 様々 な 方 法 
が 考え られ ます (興味 の ある 読者 は 、 文 献 〔15) な ど を 見 る と 面白 いで し ょ う )。X 1 に お 
いて は 、 2 種類 の パル ス を 用 意 し 、 短 い パ ルス で “0 ”"、 長 い パ ルス で "1 "を 表わす 方 法 
(パル ス 幅 変調 =PWM と いい ます ) を 用 いて いま す ( ト 図 参照 )。 


ーー 


125s 125/s" 


ーー 250zs 一 ーー 250zs 一 " 


"0” を 表わす 短い パル ス で は 、 山 で ある "HH" レベ ル が 125 rs の 間 続 き 、 谷 で ある “L” レ 
ベル が 125 zs 間 続 きま す 。 Ss は マイ クロ ・ セ カン ド と 読み 、 1 秒 の 100 万 分 の 1 を 表 わ 
す 単 位 で す (1 s=10~"s)。 “1” に 対応 する 長い パル ス は 、 長 さ が 倍 に な っ て いま す 。 波 を 
衣 わ す の に 、 よ く 周 波数 と いう 用 語 を 使い ます が 、 こ れ は 1 秒間 に 何 個 分 の 波 が 入る か を 
表わす (単位 Hz) も の で すか ら 、 上 の パル ス を 周波 数 で 示す と 次 の よう に な り ま す 。 


短 パ ル ス …… 1 波形 ( 山 と 谷 ) の 時 間 王 125 /sX2 三 250X10-“s 
周波 数 ニ 1 (250X10-%s) 三 4000 Hz 
長 パ パル レス ……… 1 波形 の 時 間 ニ 250 /sX2 ニ 500 メ 10-s 


周波 数 1 /(500 メ 10-?s) 三 2000 Hz 


れ 繰 譜 で の 普通 の ラ の 音 が 440 Hz で すか ら 、“ 0 ”、“1 "と も に 随分 と 高い 音 で 録音 され 

る こと に な り ま す 。 コ ンピュータ の プロ グラ ム テ ー プ を オー ディ オ 用 の デッキ で 陸 く と 、 
「 ビ ピー ピー が ー が ー」 と 問 こ える の は その なだめ な の で す 。 

さて 、 コ ンピュータ か ら 送 られ る デー タ 信 号 内 に は “0 "と “1 "が 様々 な パタ ー ン で 並ん で 

いる は ず で す が 、 仮 り に 、“ 0 "と “1 "が 均等 に 分 布 し て いる と 仮定 する と 、 短 パル ス と 長 
パル ス の 平均 が 、 1 ビッ ト の 平均 パル ス 長 と な る は ず で す 。 


平均 パル ス 1 波形 の 時 間 =9gs 2 計 290gs そ 375zs 


Be ca コー [ 較 間 
平均 パル ス の 周波 数 325x10-6。 2666.7Hz 





も し 長短 を 平均 し た パル ス を 考え る な ら 、 そ の 周波 数 は 上 の よう に な る は ず で す 。 そ し 
て 、 平 均 パ ルス は 1 ビット に 対応 する も の で し た か ら 、 周 波数 (1 秒間 の パル ス 個 数 ) が ボ 
ー・ レ ー ト に 相当 し ます ね 。 XX 1 の ボー・ レ ー ト が 2700 ボー と いう こと の 正確 な 内 容 は こ 
の よう な も の で す (平均 ボー・ レ ー ト と いう )。 従っ て 、 デ ー タ の 中 に “0 "が 多けれ ば 、 ボ 
ー・ レ ー ト は 2700 ボー より 高め に な り 、“ 1” が 多けれ ば 低め に な り ま す 。 パ ルス の 長短 で 
デジ タル 信号 を 表わす 方 式 で ある 以上 、 こ れ は 仕方 の な いこ と で すね 。 





前 節 ま で に 述べ て きた ボー・ レ ー ト の 問題 は 、 テ ー プ に どの くら い の 密 度 で 情報 を 積め 
込む か と いう こと で し た 。 次 に 大 切な の は 、 デ ー タ 列 を 格納 し て いく 形式 に つい て の 間 題 
で す 。 だ た と えば 、 あ る プロ グラ ム が テー プ に 記録 し て ある と し て 、 そ れ を 再生 し て 読み 込 
むと き 、 ど こ を 読み 込み の 最初 に する か 等 は 、 キ チン と 決め て お か ね ば な り ま せん 。 この 
よう な テー プ へ の 記録 形式 を テー プ の フォ ー マ ッ ト (format) と よび ます 。 
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フォ ー マ ッ ト は 、 パ ー ソ ナル ・ コ ンピュータ の 機種 に よっ て まち まち に 設定 され て いま 
す 。 だ た と え 、 ボ ー・ レ ー ト を 共通 に で き て も 、 普 通 の 方 法 で は PC-8001 用 の プロ グラ ム ・ 
テー プ を XX 1 で 読め な い の は 、 こ の フォ ー マ ッ ト の 違い に よる 所 が 大 で す 。 ま だ 、 シ ャ ー 
プ の よう に クリ ー ン 設計 の 場合 、 走 ら せ る BASIC に よっ て も 、 フ ォ ー マ ッ ト が 異な り ま 
す 。 た と えば 、S-BASIC の 系 列 と 、HuBASIC の 系 列 で は フォ ー マ ッ ト が 異な っ て いま 
す 。 容 だ し 、 え し で は 後 す る よう に に 、 ポ ー レート の 設 征 ブチ ォ ーママ 下す ず そ と シネ 
テム プロ グラ ム (HuBASIC) に より ソフ トウ ェ ア で 管理 され て いま すか ら 、 自 分 で 変更 す 
る こと が 可能 で す 。 基 人 を MZ シ リー ズ ズ や PC に -8001 に 人 自 邊 させ る シス テム コシ メー ダー 
が 市 販 さ れ て いま す が 、 そ の 中 で は この よう な 処理 を し て 、 テ ー プ を 読め る よう に し て い 
る の で す 。 

本 節 で は 、X 1 シリ ー ズ に 標準 装備 され る HuBASIC の テー プ ・ フ ォ ー マ ッ ト に つい て 
説明 し ます 。 


図 X 1 HuBASIC の テー プ ・ フ ォ ー マ ッ ト 


uc イン フォ メー ショ ンプ ブロ ッ ク ーー ーー デ デー タブ ロッ ク 4 


ョ ザイル まま 半 天 1 
| イン フォ メー ショ ン | サ ム 
|32 バ イト 2 バイ ト 





HuBASIC の 扱う すべ て の テー プ ・ フ ァイル は 、 イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク 、 デ ー タ ・ 
フロ ッ ク と いう 2 つの 大 き を な 単位 か ら 構成 され て いま す 。 テ ー プ 上 に は 、 い くつ か の ファ 
イル が 1 列 に 並び 、 各 ファ イル は 2 つの ブロ ッ ク に 分 か れ て いま すか ら 、 各 部 分 の 区 切り 
を きち ん と し て お く 必 要 が あり ます 。 こ れ を ギャ ッ プ (gap= 問 隙 ) と よび ます 。X 1 で 
は 、 特 定 個 数 ずつ の "1"、“0"、“ 17 の 列 が ギャ ッ プ と し て 用 いら れ て いま す 。 

イン フォ メー ショ ン ・ ブ ロッ ク は 、 そ の ファ イル 自体 に つい て の 情報 を 記録 し て お く 部 
分 で 、 本 体 は 、32 バイ ト の デー タ か ら な り ま す 。 


図 イン フォ メー ショ ン ・ プ ブロ ッ ク 32 バイ ト 内 訳 





テー ブ プ 読 み 
取り 方 向 
0 








* 


ー 
(下位 ) 
(上 位 ) 
(下位 ) 
(上 位 ) 
(上 位 ) 





ファ イル 属性 (| 機械 語 フ ァイル ,2 王 BASIC フ ァイル , 4 テ ASCII フ ァイル ) [ 注 」〕 


(レラ ァ ィ ル em ト ) 


(ファ イル 拡張 子 (3 バイ ト ) 【 注 2 〕 
パス ワー ド ( 通 常 は 20H に 設定 = 無 指定 ) 
( デー タ サ イズ ( 2 バイト) 

{先頭 アド レス (2 バイ ト ) 


{実行 アド レス ( 2 バイ ト ) 


ーー 年 
ー- 月 と 曜日 
ーー 日 セー プ ブ し た 時 の タイ マー・ デ ー タ (5 バイ ト ) 〔 注 3〕 





テー プ ブ で は 未 使用 ( 3 バイ ト ) 
※ デ ィ イス ク ・ フ ァイル 用 


( 主 1〕 files を と っ た 時 に 、 フ ァイル 名 の 先頭 に 表示 され る 文字 が ファ イル 属性 で す 。 
Bin= 機 械 語 フ ァイル (バイ ナリ ー・ フ ァイル ) 
Bas 三 BASIC ファ イル 
Asc 三 ASCII 形式 で セー ブ さ れ た BASIC ファ イル 、 お よび 、 デ ー タ ・ フ ァイル 


[ 注 2 ] た と えば 、“TEST. bas” の よう な ファ イル 名 を つけ る と 、 ピ リオ ド 後 の 3 女 字 bas が フ 
ァイル 拡張 子 と な が り ま す 。 同名 の ファ イル を 区 別 す る 時 に 用 いま す 。 な お 、IPL 起動 型 の プ 
ログ ラム で は 、 抜 張子 を Sys と し な く て は な り ま せん 。 


[ 注 3) タイ マー・ デ ー タ は 次 の 通り 。 
年 。 Srxskzceees 年 を 表わす 西暦 下 2 桁 の BCD( 2 進化 10 進数 ) コ ー ド 。( 例 : 1984 年 な 
ら 84H と する 。) 
月 と 曜日 …… 上 位 4 ビッ ト が 月 を 16 進 表示 し た も の 。 
下位 4 ビッ ト が SUN, MON…SAT を 0 一 6 に あて た も の 。( 例 :10 月 
で 土曜 日 な ら A6H と する 。) 
日 、 時 、 分 … 各 々 、BCD コー ド に て 表わす 。 


1 2 
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こう し て 、 た と えば 1984 年 6 月 23 日 SAT 18: 30 に セー プ さ れ た ファ イル の タイ マ 
っ アーデ 島 。 
84H.66H.23H.18H.30 昌 H 


と いう 5 バイ ト で 表わさ れ ま す (サブ CPU の 章 を 参照 )。 

ファ イル イン フォ メー ショ ン 本 体 32 バイ ト の あと に は 、 32 バイ ト 分 の チェ ッ ク ・ サ ム 2 
バイト が 記録 きれ ます 。 た だ し 、 こ の チェ ュ ェ ッ グ ク グ ・ サ ム は 通常 の マシ ン 語 プロ グラ テム 入力 時 
な ど に 用 いる サム で は な く 、32 バイ ト の ビッ ト 列 中 に ある "1 "の 個数 を 合計 し た も の で 
す 。 た と えば 、01 H, 02 HH, 04 H, 08 H,。 と いう 4 バイ ト の デー タ 列 を 考え る と 、 通 常 の 
チェ ッ ク ・ サ ム で は 。 0FH で す が 。 デ テープ で の チェ ッ ク ・ サ ム は ほ は 、 “1 "を 数 えて 4 個 で す 
か ら 、04H と な り ま す 。 

デー タ ・ プ ロッ ク は 、 記 録 さ きれ る デー タ の バイ ト 数 に より 長 さ は 変わ り ま す 。 デ ー タ ・ 
ブロ ッ ク の 最後 に は 、 や は り チ ェ ッ ク ・ サ ム が 2 バイ ト 記 録 さ れ ま す 。 


リョ ンター レン ラン 





HuBASIC の IOCS (入出 力 制 御 シ レシ ステム) 内 に は 、 テ ー プ へ の セー プ 、 テ ー プ か ら の 
ロー ド を 扱う サブ ルー チン が 用 意 き れ て いま す 。 解析 する と わか り ま す が 、 こ れ ら の ルー 
チン は か な り 微 妙 に で き て いる の で 、 ボ ー レ ー ト や フォ ー マ ッ ト 変 更 な どの 特別 の 目的 以 
外 で は 、 シ ステ ム ・ サ ブル ー チ ン を その まま 利用 する の が よい と 思い ます 。 そこ で 本 節 で 
は 、 テ ー プ へ の セー プ に 関係 する サブ ルー チン の 機能 と 使い 方 を まとめ て み ま し た 。 








イン フォ メー ショ ン ・ フ ロッ ク SAVE 
003BH (ある い は 0B75H) 


HL レジ スタ ニテ インフ ォ メ ーション ・ デ ー タ 先頭 アド レス 
BC レジ スタ ニー イン フォ メー ショ ン ・ バ イト 数 (20H) 




























入力 レジ スタ 











機 能 | イン フォ メー ショ ン ・ ブ ロッ ク の フォ ー マ ッ ト に 従っ て 、 ギ ャ ッ プ 等 を 記録 
し た 後 、HL レ ジス タ の 示す 番地 か ら 32 バ イト 分 の イン フォ メー ショ ン を 
「 テー プ に 書き 込む 。 


意 必ず BC レジ スタ に 20H 三 32 を セッ ト し て 呼び 出す こと 。 


デー タ ・ ブ ロッ ク SAVE 



































BC レジ スタ ニー デー タ の バイ トト 数 
デー タ ・ ブ ロッ ク の フォ ー マ ッ ト に 従っ て 、 ギ ャ ッ プ を 記録 し た 後 、HL 
レジ スタ の 示す 番地 か ら 、BC レ ジス タ の バイ ト 数 だ け デ ー タ を テー ププ に 
書き 込む 。 





明 ーーーーーーーーー ご 





これ ら の ルー チン か ら 呼 び 出 され る 下位 の サブ ルー チン の うち 主 な も の は 次 の 通り で す 。 
解析 に 御 利 用 下さ い 。 





| アド レス 機 能 








0BBDH | SAVE 共 通 サ ブル ー チ ン 。 HL を ポイ ンタ と し 、BC バ イト だ け 、 デ ー タ を テー プ に 
| 書き 込み 、 末 尾 に 2 バイ ト の チェ ッ ク サ ム を 記録 する 。 


0C7CH | テー プ ブ に E 6H を 800 個 書き 込む 。 





0C8AH | A レ ジス タ の | バイ ト ・ デ ー タ を テー プ に 書き 込む た だ し 、| バ イト の 先頭 に 
スタ ー ト ビ ピット“ 1 "を 加え て 、 計 9 ビッ ト 分 を 記録 する 。 そ の 際 、 チ ェ ッ クサ ム 
を 更新 する 。 

0CD6H | チェ ッ ク ・ サ ム 用 バッ ファ (0OEAIH と 0EA 2H) を クリ ア す る 。 





還 3 ーー 


0CDFH テープ に ギャ ッ プ を 書き 込む 。 
| 0DI5H | テー プ の 走行 を チェ ッ ク す る 。 

0D8AH テープ に 短い パル ス を 書き 込む ("0 "に 対応 )。 
テー プ に 長い パル ス を 書き 込む (" 1" に 対応 )。 


| お セッ トド の モー ター を 起動 する 。A レ ジス タ の ビッ ト 0 ま た は ビ ピット | が 立っ ゞ てい 
れ ば WRITE で 、 ビ ッ ト 0, | が いずれ も 立っ て な けれ ば READ で モー ター を ON する 。 


0DEAH | カセ ッ ト を 停止 する 。 
0DF6H | テー プ の 状態 コー ド を サブ CPU か ら A レ ジス タ に 受け る 。 











これ ら の サブ プ ブルー チン で 用 いら れる 、 カ セッ ト ・ デ ー タ ・ レ コー ダ 関 係 の エキ プ O ポー ト 
は 次 の 通り で す 。 


図 カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ レ コー ダ 関 係 | プ O ボ ポー ト 


【 注 1 〕 カセ ッ ト ・ テ ー プ の 走行 チェ ッ ク 
は 、| プ 0 ボー ト IAOIH 番 地 の ピ ビッ ト 0 を 見 れ 


ば よい 。 通常 、 
LD A, IAH 
。 IN  A, (0IH) 
ポー トム A 
RRCA 
に より 。 ビ ピット 0 を Gy フラ ダグ に と り 込 ん で 
|Z0 ョ 
判定 する 。 
IA0IH 番 地 - ミミ ーー 
ポー ト 日 | | 一 PB | (カセ ッ ト よ り READ DATA) (まま 2〕) テー プ に バル ス を 書き 込む に は 、 
ーーPB 0 5 こく ト よ り テ ー プ の 走行 チェ ッ 和 Pu “L 上 "に すれ ば よい 。 
I ン 0 0 三 STOP, | =RUN 通常 、8255 ポ ボート C の ビッ ト ・ モ ー ド を 用 い 
IA02H 番 地 て 、PCO を セッ ト ,。 リセ ッ ト す る 。 
評 5 LD BC, IA03H 
~PC 0 wi ト の WRITE 。」 LD A, 0OIH 
0 テニ" 。 1 デリ H OUT (C),A 


に より 、PC0 は “"H" と な る 。 
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記 還 Fm 


ボー・ レ ー ト は 、 パ ルス 書き 込み ルー チン (0D8AH, 0DA5H) で 設定 され て いる の 


で 、 各 命令 の クロ ッ ク 数 を よく 考え て パル ス 幅 を 調節 すれ ば 、 ボ ー・ レ ー ト の 変更 (SAVE 
時 ) が 可能 で す 。 


ロー ド 関 係 シ ステ ム ・ サ プ ブルー チン 





本 節 で は 、 テ ー プ か ら の ロー ド に 関係 する サ プ ブルー チン を 紹介 し まし ょ う 。 

















名 称 イン フォ メー ショ ン ・ ブロ ッ ク LOAD 








ア ド レ ス 004IH (ある い は 0B9AH ) 














入 ガ レジ ユタ | REL レ ジス ター イシ アラ ア ォ メー ショ シィ ピ データ LOADB 先 症 デ ドレ ラス 


























| BC レジ スタ テー 2 に ト 数 (20H) 

機 月 ィ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク の フォ ー マッ ト に 従っ て 、 ギャ ッ プ 等 の 確 「 
認 の 後 、32 バ イト 分 の イン フォ メー ショ ン を テー ブフ ブ か ら 読 みとり 、HL レ ジ 
スタ の 示す 番地 か ら 、 メモ リー に 格納 する 。 | 

注 意 | 必ず BC レジ スタ に 20H= 32 を セッ ト し て 呼び 出す こ 交 。。 






























デー タ ・ ブ ロッ ク LOAD 
0044H (ある い は 0B9EH) 








HL レジ スタ ニテ デ ー タ LOAD 先 頭 ア ドレ ス 
BC レジ スタ ニー デー タ の バイ ト 数 

デー タ ・ ブ ロッ ク の フォ ー マ ッ ト に 従っ て 、 ギャ ッ プ を 確認 の 後 、BC レ ジ 
スタ の バイ ト 数 だ け デ ー タ を テー プ か ら 読 み 、HL レ ジス タ の 示す メモ リー 
番地 以降 に 格納 する 。 

HL、BC は 、 通 常 イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク に 記録 され て いる 値 に セッ 
ト す る 。 
































前 節 と 同じ く 、 こ れ ら の ルー チン か ら 呼 び 出さ れる 下位 の サブ ルー チン の 主 な も の を 挙 
げ て お きま す (前 節 と 共通 する も の は 省き まし た )。 






















LOAD 共 通 サ ブル ー チ ン 。 HL を ボイン タ と し 、BC バ イト だ け 、 テ ー プ か ら 

デー タ を 読み と り 、 メ モリ ー に 格納 する 。 同 時 に チェ ッ ク ・ サ ム を と り 、 テ 

ー プ に 記録 され て いる チェ ッ ク ・ サ ム と の 比較 を する 。 

0CAAH テー プ か ら 1 バイ ト デ ー タ を 読み と る 。 た だ し 、 各 1 バイ ト の 先頭 の スタ 

ー ト ・ ビ ッ ト * 1 は 読み と ば し 、8 ビッ ト 分 に つい て 処理 を 行なう 。 そ の 
際 、 チ ェ ッ ク ・ サ ム を 更新 する 。 

| ギャ ッ プ を チェ ッ ク す る 。 

0D5CH カセ ッ ト の READ DATA 端子 (|/O0 ポ ー ト 1AOIH 番 地 の ビ ッ ト |) が *L” か ら 

*H/ に 立ち 上 が る の を 検出 する 。 
0D6DH | カセット の 走行 チェ ッ ク を し な が ら 、 約 8 秒間 費やす 。 
0DBFH 約 170.5zs だ け 時 間 を 費やす 。 























0DZ0H 























トーーーーーーーーー 














テー フ か ら デ ー タ を 読む 時 の 基本 は 1 ビッ ト の 判別 で す が 、HuBASIC の フォ ー マ ッ ト 
で は 、 パ ルス の 立ち 上 が り (電圧 レベ ル が “1 "か ら “H" に 変化 ) を 検出 し て か ら 、 約 184 zs 
後に “し "レベ ル に な っ て いれ ば 短 パ ル ス (=“ 0 ”) と 判断 し 、“H” レ ベル で あれ ば 長 パ バル 
ス ( 三 "1 ”) と 判断 する よう に し て いま す 。 この よう に 、 長 短 パ ル ス 幅 の 中 間 の 値 に 設定 


し て ある の は 、 回 転 ム ラ で 多少 パル ス 間 隔 が 変化 し て も 、 誤 読 を し な いた め と 思わ れ ま す 。 





leszs- 


57 イ リル レス で (は にし 7 レン ゃ 0J に な つっ て いる 。 


<ー 約 184zs つ ! 


長 パ ルス で は 、H" レ ベル に な っ て いる 。 


- 250zS | 


参考 ほ まで に 、 こ の 部 分 の 逆 ア セン ブル ・ リ スト を 掲げ て お きま す 。 READ DATA 信号 を 
取り 込ん で か ら 、 次 に 信号 を 取り 込む まで に 735 クロ ッ ク 経 過 し ます が 、X 1 の 2Z80A 
CPU は 4 MHz で 動作 し て いま すか ら 、 1 クロック =0.25 s で あり 、735 クロ ッ ク は 時 
間 に し て 、 183.75 zs に 相当 する 訳 で すね 。 前 節 で 説明 し た ボー・ レ ー ト 設定 も 、 こ うし 
た クロ ッ ク 計 算 を する と 数 字 の 意味 が わか り ま すか ら 、 興 味 の あ る 方 は 解析 し て みて 下さ 
い 。 


1 だ / 
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図 クロ ッ ク 計 算法 













































































アド レス | マシ ン 語 | ニー モニ ッ ク 考 。 え ぇ 方 
0CB3 | 10008 |LD DE.0800H D=8(| バ イト =8 ビ ピッ ト )、E=0( ク リア ) 
0CB6 | CD5C0D | CALL 0D5CH 
人 ei 
0D5C |ED78 |IN AL(O) 
0D5E | 2F CPL 
0D5F | OF RRCA 
0D60 | D8 RET C 
| 0D6| | OF RRCA 4 
| 0D62 | 30F8 JR  NC,OD5CH | 7(I2) 
| 0D64 | ED78 |IN AL(C) 12 つ READ DATA 信号 の サン プリ ング 
0D66 | 2F CPL | 4 
0D67 | OF RRCA | 4 
0D68 |D8 RET C 昌和 
0D69 | OF RRCA 
0D6A | 38F8 JR 0.0D64H 
0D6C | C9 RET 
0CB9 | 381I4 JR  C,OCCFH 
CDBF0D | CALL 0DBFH 122 の 
1D A 2EH 735 ク ロッ ク | 
0DCI | 00 NOP マ 
0DC2 | 3D DEC A | 665 ク ロッ ク ee 
46 回 ルー プ 
0DC3 | C2C20D | JP NZ,ODC2H 
0DC6 |C9 RET | 
0CBE | ED78 |IN  A.(C) っ READ DATA 信号 の サン プリ ング | 
0CCO | E602 AND 02H ビッ ト | を チェ ッ ク 
0CC2 | 2802 JR  Z,0CC6H つ この 時 点 で 初め て 長 パ ルス 、 短 パル ス を 判別 





| Z3 
37 
CBI3 
5 
20EB 


INC HL 


RL E 
DEC D 
NZ, 0CB6H 


パル ス 情 報 を E に と り 込 む 。 
カウ ンタ を | 減ら す 。 

















以上 紹介 し た IOCS 内 の LOAD, SAVE サブ ルー チン を 利用 すれ ば 、BASIC の 
LOAD, SAVE コマ ンド で は 不可 能 で あっ た 操作 を する こと が で きま す 。 その 典型 的 な 例 
が 、 区 1。 区 1C の マニ ュ ア ル に 書か れ て いる 「BASIC テー プ の コピ ー 作 成 」 プ ログ ラム 
で す 。 本草 で の 知識 を も と に マシ ン 語 部 分 を 解析 すれ ば 、 何 故に コピ ー が 作成 で きる の か 
明 瞭 に わか る こと で し ょ う 。 

本 委 で は 、 も う ユ つの 例 と し て 、 SAVE サブ ルー チン を 利用 し た プロ グラ ム の キオ ー ト ・ 
スタ ー ト (ロー ド 完 了 と 同時 に プロ グラ ム を 実行 する こと ) 法 を 紹介 し ます 。 


993B 
993E 
8DEA 
9483 
94 合 7 


96818 1998 


で ぐ QGQGQG GO 
で 〇 で 〇 ⑤GG⑤ 〇 〇 ③ 〇 〇 @O 
あー に ーー シー に レー レー た っ か ーー と っ 
JORONー の の 


9628 D999 
692? D993 
839 D996 る 


9932 D88? 
8933 D88C 
834 D88F 
9935 D912 


9937 DB815 


E988 
894 る 6 E993 
E996 る 
9668 E99 ヶ 
992? E98C 
9971 E9BF 


8972 E り 11 
E915 


9873 E921 


AUTO START 


と 1 ど 9D6 
912999 
CD3B96 


と 199EB 
919919 
CD3E96 
CDEA8D 


じ 39916 


6 1 

4 155544F 
ど と 953544 1 
つど とら 4229 
ど 9 

ど 9 ど 929 
29 


9619 
99F 9 


CDA7 94 
119FFB 
CD8384 
CDEA9D 
C38919 


8D9 谷 
436 る F6E6 る 7 
72 る 17475 
る CS る 174 
6FSE2 192 1 
9D 


、 
に 


UTO START 
by  Y.Shimizu 
1?84. る .24 SUN 


ニニ ニニ ミニ ニニ ニニ ミニ Hu monitOT SUbTOUt 1ne ら エニ ニニ エニ コ ニ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
に ) : EQU 893BH 5 1nTormation blocK saue 

DSAMUE: EQU 89893EH 5jdata blocK saue 

CMTSTPIEQU 9DEAH 5 て こさ らら tte moOtoT O+f† 

DSP ト GSG:EQU 9@483H ) meSSade PTint 〈( pointer=DE, end=99 

CRLF: EQGU 94a7H jlet neu ine 

H 

ト MONHOTIEGQU 1999H 3 monitOorT start 


DRG 9D999H 
MAIN: し LD HL,BUFFER 5HL = buffer adrs for 了 file inf。 
LD BC 32 j BC = bytes 
CALL ISAUE 51infomation blocK saue 
9 
LD HL, S ひ 全 LE 5jHL = sample PToqgram toOP addTeSS 
LD BC, 1999H 5jBC = bytes o+† sarple 
CALL DSAUE 5jdata blocK saue 
CALL CNMTSTP jSTOP CMT 
3 
JP トド ODNHOT j9oto monitor 
9 
) 
9 
DURG 98D9296H 
3 
BUFFER :DB 81H 5 和 †i]e attrTibute ( 9@1H=Binary ) 
DB AUTO START 5 和 †i]e name 〈 13 bytes ) 
DB “ jextention name 〈( 3 bytes ) 
DB と り 9H 5 さら S ぃ IOTd 
DM 1 999H 5 和 †11 S1ZG 
DM り 9F 999H 5) 1Oad tOP addrTeSS 
DM 9F 989H 5) 己 XEC deSS 
DB 84H jstimer data 
DB る 9H H 84 ノ 6 る /24/SUN 
DB 4H 
DB 14H 5 14:45 
DB 45H 
DB 89H, 99H, 99H 53 bytes 99H 


DRG 9E999H 
?》 
SATOLE iCALL CRLF slet neu line on CRT 
LD DE 』 ト や G+ 1989H jDE = messade data toOP addrTesS 
CALL DSPNSG 5PTint messaqGe on CRT 
CALL CMTSTP STOP CNT 
JP ト NODNHOT joto monitor 


MSG: DB 8DH,9AH 
DB Condratulation ! 


ア 


DB 9DH 


129 


130 


874 E822 576 る 52 973 DB ke succeed AUTOU START, <“ 
E 9892 る 756 る 3 る 365 
E 92A 6 る 5 る 4284 1 
E92E 55544F29 
E 89832 53544 152 


E 93 る 2 542E 
9975 E938 9D9a DB 9DH, 9H 
897 る E93A 9886 DB 99H jeGnd markK for messaQe 
9877 5 
8978 H 
967 ウ 。 ます ーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 
9586 ) DATA for STACK 
08 1 3 一 ーーーーー ニ ーーー ニ ーー ニー ご ーーーー 
9 982 ) 
9683 DURG 98EFFB8H 
9884 5 
9685 EFF9 99F9 DMM 9F 989H 3 3Ut 〇 StaTt addT@ る 5 
898 る 6 EFF2 99FB86 DM 9gF 899H 
9987 EFF4 gg9FGg D 只 gF 999H 
9988 EFF る 99F8 DM 9F 999H 
9982 EFF8 99FB8 DM gF 999H 
99 の 86 EFFA 99F9 DMI 9F996H 
88?1 EFFC 98F8 DM 9F 999H 
898?2 EFFE 99FB8 DM 9F998H 
9 6?3 5 
99 ヶ 4 - 
9895 F988 END 


ブ プログ ラム の 実行 に 先立ち 、 内 蔵 カ セッ ト に 新しい テー プ を セッ ト し て お いて 下さ い 。 
準備 が で きた ら 、 モ ニタ ー よ り *GD000 で プロ グラ ム を 走ら せる と 、 テ ー プ へ の セー 
プ が 始ま り ま す 。 テ ー プ が 止ま っ た ら 、 セ ー プ し た 部 分 を 頭 出 し (APSS- 1 ) し て お い ぃ いて 
下さ きい 。 き て 。、 モニター より *※ 工 で 、 今 の セー プ 部 分 を ロー ド し ます と 、…………・ めで た 
ーー トー スー ト し まし た 。 

オー ト ・ ス ター ト で きる 理屈 は 次 の 通り で す 。 オ ー ト ・ ス ター ト さ せ た い プロ グラ ム を 
F 000H 番 地 か ら 格 納 す る よう に 設計 し て お きま す 。 そ し て 、 こ れ を 便宜 的 に E000 H 季 地 
か ら メ モリ ー に 入れ て お きま す 。 と ころ で 、EFF 0 H 番地 か ら EEFFFH 番地 の あたり を 00 
H。F0 と いう デー タ で 満た し て お く の を 忘れ ぬ ぬ よう に し て 下さ きい 。 

さて 、D000 H 番地 か ら の SAVE プロ グラ ム は 、E 000 HーEFFFH 番地 の 1000 HH バイ 
ト 分 を SAVE し ます が 、 イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク を 操作 する こと で 、 ロード - ア ド 
レス を F000H か ら に し て し まい ます 。 こ の よう に SAVE され た プロ グラ ム を モニ タ 
ー よ り 、 ※ 工 で ロー ド す る と 、F 000HーFFEFH 番地 に 格納 され ます が 、 モ ニタ ー の ス 
タッ ク 人 域 に は 、 00 H,FOH と いう デー タ 列 が 積ま れ て し まい ます 。 LE。 晶 更 
ルー チン が 終っ て 、 ス タッ ク か ら 戻 り 番 地 を ポッ プ す る と 、F000H が プロ グラ ムカ ウン 
グ に 入れ られ 、 F000H か ら 始 まる プロ グラ ム に ジャ ンプ する と いう 訳 で す 。 

原理 は 簡単 で す が 、 こ の 方 法 を 応用 する と 、 プ ログ ラム に 「 プ ロ テ ク ト 」 を か ける こと 
が で きま す 。 オ ー ト スタ ー ト する プロ グラ ム の 内 容 を 、 ポ ボー レー ト や フォ ー マ ッ ト を 変更 
し て ロー ド す る も の に し て お く と 、HuBASIC か ら は 通常 の ロー ド が で き な く の 。 の ロダ 
ラム 内 容 を 秘密 に する こと が 可能 で す 。 

この よう に 、 イ ン フ ォ メ ーション ・ プ ロッ ク や デー タ ・ プ ロッ ク の LOAD, SAVE サブ 
ルー チン を 応用 する こと で 、 変 則 的 な LOAD, SAVE を 行なう こと が で きる 訳 で すね 。 皆 
さん も いろ いろ 考え て みて 下さ い 。 


8 一 7 内 蔵 カ セッ ト を 制御 する 





カセ ッ ト の FEJECT, テー プ の 早送り な ど は 、 内 蔵 カ セッ ト の 場合 、 サ プ ブ CPU 80C49 を 
導 じ て 、 プ ログ ラム 中 で 行 分 つこ と が で き 選 すず 。 

サブ CPU に 、 2 バイ ト の コマ ンド 列 E9H, x を 出力 する こと で 、 内 蔵 カ セッ ト の 制 
御 が で きま す 。 x は 制御 パラ メー タ で 、 次 の 8 種類 の 値 が 意味 を 持ち ます 。 


《〈 内 蔵 カ セッ ト 制御 パラ メー タ 〉 












































名 称 機能 対応 する BASIC コ マン ド 
| 00H 民 避 T フタ を 開く 。 EJECT , CMT= ニ 0 
0IH STOP カセ ッ ト 停 止 。 CSTOP , CMT= | 
02H PLAY(READ) 再生 。 | CMT= 2 
03H FAST 早送り 。 FAST , CMT= 3 
04H REW 巻き 戻し 。 REW  , CMT= 4 
05H APSS| _ 順 方 向 頭 出し 。 APSSI , CMT= 5 
06H APSS-| | 逆 方 向 頭 出し 。 APSS-|, CMT= 6 
0AH | RECORD(WRITE) _ 録音 。 CMT =10 




















HuBASIC の IOCS 内 に は 、 サ ブ プ CPU に コマ ンド 列 E9H,x を 出力 する サブ プ ル ー チ ン 
が 用 意 さ れ て いま す 。 











| 名 称 | 内 蔵 カ セッ ト 制 御 
| ア ド レ ス | ODECH 
































| 入 カ レジ スタ A レ ジス タニ 内 蔵 カ セッ ト 制 御 パ ラメ ー タ x | 
細 ' 能 | サブ CPU に コマ ンド 列 E9H,* を 出力 する こと で 、 内 蔵 カ セッ ト の 制御 を 

















よく 用 いる の は 、 カ セッ ト の 停止 を 行なう 制御 で 、A レ ジス タ に 01H を セッ ト し て 、0 
DECH 番地 を コー ル し ます 。 こ の ルー チン は 、0 DEAH 番地 で 用 意 き され て いま す 。 前 節 の 
TAUTO START」 プロ グラ ム 中 で も 、 こ の サザ プル ー チ ン を 利用 し まし だ た 。 


テー プ の 状態 を 調べ る 





8 一 8 


HuBASIC に は 、 CMT (x) 〔 た だ し x は 0, 1, 2 の いずれ か 〕 と いう 特別 な 関数 が 
用 意 き れ て いて 、 カ セッ ト ・ テ ー プ の 状態 を 調べ る こと が で きま す 。 

カセ ッ ト ・ テ ー プ の 状態 は 、 サ ブ CPU 側 8255 の ポー ト B に 知ら され て くる の で 、 こ の 
ボー ト を 読み 出せ ば 調べ られ ます 。 


181 
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人 り 


《 サ イプ 側 


ビッ ドド な 区 y ッ ド も 5 ヒッ ト 


O 


4 


8255 ボ ポート)》 


ーー ビッ ト 2 = 一 ビッ ト 0 


EE を 
EE 
っ に 語 。 





これ ら の ビ ピット て 
は る つね に 回 定 。 


テー プ 
>- プ 集 止 で の ら 0 
7 の 


/4 に ・D 
司 トー 
年 | 


HuBASIC の JOCS 内 の シス テム サブ プ ブル ー チ ン 0DE6H を コー ル す る と 、 ポ ボ ポート B の 
情報 が A レジ スタ に 入る の で 、CMT (x) と いう BASIC コマ ンド は 、 こ の ビッ ト x の 位 


直 を 見 て いる の で す 。 


リス ト 


1 ロ 9 
119 
1 ど 6@ 
1 さ 9 
149 
1S9 
1 る 9 
1 アロ 
1 ご 9 
ょ ア の 
どの 9 
ご 19 
ご どど 9 
どき り 9 
ご 4 9 
どら 9 
ご ら 9 
ご / け 9 
ご ご 
ご ど アロ 
ご 9 
づ 1 ピ 9 
ご ど ピ 
ご づり 
ご 4 9 
うら 9 
ざら 9 
ゴア 〆Z9 
389 
ご アァ 9 
4 99 
419 
4 どけ 9 
439 
446 
45 ピ 9 
る 9 


サブ プ 側 8255 ポー ト 日 を 調べ る 


RET4 ポ 


REM ポポ サフ 8255 ホ * 


RE ト 1 米 


ポ 


ー ト BB ラ シラ へ ヘル 氷 


し 4 


民 EN ト 1 未 氷 ※ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉水 玉 求 玉 求 玉 玉水 


アプ 


CLEAR &HEB99 


ア 


MIDTH 49 : INIT 


じ L 


PR7NT “サフ "82 うき 忌 O て t 


PRINT : PRINT 


アプ 


REN ト 1 玉水 マシ ンコ ~ カキコ 


ノア 


DR =&HE 99+ ら らら 536 ! 


RE 全 D トド C ま 


三 ポポ ポポ 


に 
B 


RE 


IF ト MC も = "END" THEN 429 


ト MC = 人 LC"&H"+ ト MC まう 
PUKE PDR, トド ヒ 
DR = 貞 DR+ 1 

GUTU ど 6 る 6 


民 E ト 1 氷水 マシ ンコ ~ 。 テ ド ー タ 氷水 未 


DQT 合 CD ,F る 。 9D 5 
DaT 凸 32 ,19,EB ロ 
DQT 人 QA ビア 

D 全 T 全 END。 


ア 


REN ト 1 米 氷 求 メダ イン ・ 引 ー フ マ 
じ fQLL &HE9899 : 
ロニ PEEK(&HE919) 
LUCATE 9 の 93 


KEN 
REN1 
REN 
REN 


来 玉水 


RE ト 1 


直 ホテ 


STURE 359 


CRLL 9DF る SH 

LD (E919H) 』 人生 
RET 

da ョ ト t ョ nd marK 


人 症 


PRINT _ RIGHT ま ("9999999"+B IN ま ( 谷 ) ,) 


GOUTOU 42 ら 8 


次 に 、 サ プ 側 8255 の ポー ト B を 読む プロ グラ ム を 掲げ ます 。 


プログ ラム を 直 ぬ ぉ 蘭 あ る と 、 ポ ボー トト 也 の ビッ トバ パタ ダー シン が 数 示 き され ます 。 カセ モット ド を 
EJECT し た り 、 テ ー プ を 早送り し た り 、 消去 防止 ツメ を 折っ て ある テー プ を 入れ て みた り 
し て 。 ビット パタ ー シ の 突 化 を 調べ て 下 き ゅ 。 

ユー ザー の マシ ン 語 プロ グラ ム で 、 テ ー プ の 状 問 を 調べ る 方 法 は も うお わか り で すね 
( 例 ) テー プ の 走行 チェ ッ ク 等 )。 
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第 晶 章 "IPL HOM 


1 に に つい て 


X 1 シリ ー ズ は 、MZ シリ ー ズ と 同様 に 、 シ ャ ー プ 伝統 の クリ ー ン 設計 で 作ら れ て お り 、 
64 K バイ ト の メイ ン メ モリ ー は すべ て RAM と な っ て いま す 。 し か し 、 こ れ で は 電源 ON 
の 時 、 メ モリ ー 内 は 空 で 、 実 行 す べき プロ グラ ム が あり ませ ん 。 

この 状態 か ら 、 シ ステ ム を 立ち 上 が ら せ る 過程 を プー ト ・ ス トラ ッ プ (bootstrap) と よ 
び ま す 。 メ イン メモ リー が すべ て RAM で 構成 され て いる コン ピュ ー タ で は 、 こ の 過程 は 
大 変 ス リリ ング で 。 コ ンピュータ が 目 分 で 目 分 を 引っ ぱり 上 げ る よう な 動作 を し ます 。( プ 
ー ト スト ラッ プ の 原理 は 文献 【20〕 の 第 2 曹 に 劇 的 に (? ) 語ら ちら れ て いま すか ら 、 興 味 の 
ある 方 は 参照 し て 下さ い 。) プー トス トラ ッ プ と は 「 鞭 ひも 」 の 意味 で すね 。 ユ ー モ ア を 含 
ん だ 命名 と 思わ れ ま す が 、 一 説 に よる と 、 寿 な し 沼 に 落ち た ほら 吹き 男 が 、 自 分 の 靴 ひ 
も ゎ も (bootstrap) に ぶら 下がっ て 、 自 分 で 自分 を 沼 か ら 持 ち 上 げ て 騰 出 し た 話 に ちな ん で い 
な を そう ぜ す 。 

いずれ に し て も 、 ブ ー ト スト ラッ プ 処 理 過程 の 目的 は 、 最 初 に 実行 され る シス テム ・ プ 
ログ ラム を メイ ンジ ン メ モリ ー に ロー ド す る こと で 。 この 意味 か ら 、 イ ニシ ャ ル ・ プ ログ ラム ・ 
ロー ダ (Initial Program Loader)、 略 し て 、 IPL と も よ ば れ ま す 。 


[ 注 ]X | の HuBASIC コマ ンド に 、 IPL を 起動 させ る た め の BOOT と いう の が あり ます が 、 こ れ 
は 上 述 の ブー トス トラ ッ プ か ら と っ た 名 称 で す 。 


9 一 2 X 1 に お ける IPL 





話 を 欠 1 に 戻し まし ょ う 。X 1 シリ ー ズ で は 、 1IPL は 4 K バ イト 分 の ROM に 格納 し 
て あっ て 、 電 源 ON の 時 に は 、 IPLROM が 実行 され ます 。 
X 1 の 電源 を 入れ る と 、 


“IPL is under preparing" (IPL は 準備 中 ) 
"JPL is looking for a program" (IPL は プロ グラ ム 探 索 中 ) 
"Make ready any device" (周辺 装置 を 指定 せよ ) 


な どの メッ セー ジ が ディ スプ レイ ・ テ レビ に 出 ま す が 、 これ は IPL が 動作 し て いる だ た めで 
す 。 カ セッ ト や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に シス テム プロ グラ ム が 入っ て いる 時 に は 、IPL が こ 
れ ら を メイ ンジ メモ リー に ロー ド し て ぐれ る 訳 で すね 。 

と ころ で 、 読 者 の 中 に は 不思議 に 思わ れ た 方 も お られ る か も し れ ま せん 。 ええ 1 シリ ー ズ 
で は 、 メ モリ ー64K バ イト は すべ て RAM で し た 。 IPLROM は どこ に ある の で し ょ う 
か ? 状況 は 次 図 の よう に な っ て いま す 。 


X 1 に お ける メイ ン メ モリ ー と IPLROM の 関係 


0000 


0FFF 





FFFF 

IPLROM は 、0000 Hー0 FEFEH 番地 に 配置 され 、 メ イン メモ リー と 番地 が 重なっ て し ま 
いま す 。 同一 番地 に 複数 に メモ リー が 配置 され て いて も 、 ど ちら か 一 方 し か アク セス で き 
ませ ん か ら 、 そ の 時 々 に メモ リー の 選択 を し な く て は いけ ませ ん 。 これ を バン ク 切 り 替 え 
と よび ます 。( バ ンク と いう の は 、 同 一 番地 に 配置 され て いる 各 メ モリ ー・ ブ ロッ ク の こと )。 
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X 1 の 電源 を ON に する と 、 ま ず IPLROM の 方 が 選択 され ます 。 面白 いこ と に 、 こ の 
状態 で は メモ リー の 0000 Hー7 FEFFH 番地 が すべ て 、0000 Hー0 FFF 番地 に 「 折 り た た ま 
れ て 」 し まい ます 。 た と えば 、7000 Hー7 FEFFH 番地 は 、0000 Hー0FFFH 番地 と 全く 同 
寺 に な り ま す 。 

こう し て 、IPL 処理 が 実行 きれ ます が 、 こ こ で も また 疑問 を 持た れる 方 が お られ る で し 
ょ う 。「0000 ーー0 FEFFH 番地 は ROM で ある 。ROM は 書き 込め な い 。 で は この 部 分 に 入 
る シス テム プロ グラ ム は どの よう に な る の か ? 」 と いう 疑問 か と 思わ れ ま す 。X 1 に お い 
て は 、 こ の 問題 を 「IPL に お いて は 、 読 み 出し で ROM が 、 書 き 込 み で RAM が 選択 され 
る 」 と ど と 設 村 する こと で 解決 し て し まい ます 。 この よう に し て 。 IPL プロ グラ ム に まり 。 カ 
セッ ト テ ー プ や ディ スク か ら 読 み 出 され た シス テム プロ グラ ム は 、RAM に 書き 込ま れる 
訳 で すき ね 。 


9 一 3 バン グ ク 切り 替え 





IPLRKOM は 、 シ ステ ム を メオ イン メモ リー (RAM) に ロー ド し 終え る と 、 バ ンク 切り 共 
え に よ り メ イン メモ リー か ら 切 り 離 され ます 。 

この よう な バン ク 切 り 替 え を は 、1 プ 0 ボート に 設け られ て いる スイ ッ チ に より 実行 され 
ます 。 次 の 2 つの IT/0 ア ドレ ス が 大 切 で す 。 


《 バ ンク 切り 替え 関連 1 ご O ポ ボート) 














1Z0 ア ドレ ス | ID00H 番 地 〔 ほ ] 


機 多 | この 番地 に デー タ ( 何 で も よい ) を 出力 する と 、0000H 一 7FFFH 番 地 が IPLROM 
の バン ク に 切り 替わる 。 





























|Z0 ア ドレ ス | IE00H 番 地 ( 和 ほ ) 
この 番地 に デー タ ( 何 で も よい ) を 出力 する と 、0000H 一 7FFFH 番 地 が RAM の 
バン ク に 切り 替わる 。 















[ 注 ]】 上 の いずれ の 1 0 アド レス も 、 有 効 な の は アド レス 上 位 8 ビッ ト の み で すか ら 、 ア ドレ 
ス の 下位 8 ビット は 何で も 構い ませ ん 。 た と えば 、1/ 0 アド レス IDFFH 番地 も 、ID00H 
番地 と 同じ 機能 を 持ち ます 。 


だ た と えば 、 次 の プロ グラ ム は いずれ も IPLROM の バン ク へ の 切り 替え を し ます 。 
〔 例 1 ] LU 浪 。 上 史 呈 


OUT (00 H)。A x+』 グ OO 1D00H) ー1DH 
【 例 2 〕 LD BC, 1D00 H 
OUT (CO), A 5+ ユ OO 1D00H) 一 A レ ジス タ の 内 容 


これ を 利用 する と 、 IPLROM の 内 容 を メイ ン メ モリ ー (RAM) に 転送 する プロ グラ ム 
を 作る こと が で きま す 。 


《IPLROM 内 容 の 転送 》 


マシ タコ ー. ド ニー モニ ッ ク コ メー ン ト 
210000 に も HL, 0000H -。 元 の 先頭 アド レス 









































1100E0 LD DE,OE0O00H | 転送 先 の 先頭 アド レス 

010010 LD BCOC,1I000H 転送 バイ ト 数 

3EID LD  A,IDH 

D300 OUT (00H), A バン ク を IPLROM に 切り 替え 

EDB0 LDIR ブロ ッ ク 転 送 

3EIE LD  A,IEH | 

D300 。 OUT (00H), A バン ク を RAM に 切り 替え 

C30010 JP IO000OH Hu モニ ター・ ホ ッ ト ・ ス ター ト へ ジャ ンプ 














この プロ グラ ム は 「 リ ロケ ー タ ブル 」 で すか ら 、 転 送 先 に 使用 する E000 HーEFFFH 番 
地 を 記 け れ ば 、 ど こ に 配置 し て も 構い ませ ん が 、1IPLROM へ の バン ク 切 り 替 え で は 、0000 
Hー7 FEFFH 番地 が ROM バン ク に 替わっ て し まい ます か ら 、 こ の 男 囲 に 置く と 、 走 し た 
り 、IPL が 起動 し た り し ます か ら 放 け て 下さ い 。D 000 H 番地 一 の あたり に 配置 する の が 適 
当 Se まう 。 

まあ と も か く 、 上 の プロ グラ ム を メモ リー に 書き 込み 、Hu モ ニタ ー の 選 コ マン ド で 実行 
する と 、 一 上 暁 の うち に 終了 し 、 モ ニタ ー の コマ ンド 待ち に 戻り ます か ら 、 *D E000 
EEEEF で メモ リー を ダン プ し て 下さ ゅ 。 この よう に し て 、 FLROM の 内 容 を 見 る こと が 
で きる 訳 で す 。 


《IPLROM の 内 容 を 見 る 


Ok 

『 BB8882rooge 

16 

上 

* 1 = わき ロ 9 

: Db91 ヨコ =C399418 

18808s9 

上 999= F 9 49 2 FF の 。 0 
EHIMEP3u 
直 日 衣 振 皇 ま ま 和 生ま 生還 22HPN は RF 
| 介 28 9 2 計 5 衝 多 章 旧 衣 前 全う 、 
955 CE 0 と 80 9 9 67 28 9 28 58 2 50 PP 6 の い PSoV 科 
0c98 88 7 88 88 SB 8 88 57 8 88 65 58 8 8 0 の EESER: 
日 B EEIEITEEI 内 2 拓 江 


本 
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9 一 4 IPL ROM の 内 部 解析 


前 節 の よう に し て 、1IPLROM の 内 容 を RAM 上 に 転送 し て 、 内 部 解析 し た 結果 を 以下 に 
参考 資料 と し て 掲げ ます 。 

HuBASIC の コマ ンド で 、 IPL に 関連 する も の が 2 つ あ り ま す 。 BOO] と ASK が 
それ で すね 。 BOOT コマ ンド を 実行 する と 、 IPL の バン ク 切 り 替 え 後 、0000 H 番地 へ 
ジャ ンプ する の で 、 IPL が 起動 し ます 。 こ れ に 対し 、 ASK コマ ンド を 実行 する と 、 バ 
ンク 切り 禁 え 後 、0003 H 番地 が コー ル さ れ て 、TV タイ マー が 起動 し ます 。 

IPLROM は 、4 KK バイ ト と 短い し 、 基 本 的 な 入出 カルー チン が 納め られ て いる の で 、 
解析 し て みる と 、X 1 の ハー ドウ ェ ア に 対す る 理解 が 深まる で し ょ う 。 




























































































まだ 民 要素 機 月 
トーーーーーーーー ーー ー ー ーー ーーーーーーーー ボ ーー ーー ーー ーー テー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ] 
_ 0000 IPL 起 動 (JP 0006H) 

0003 TV タイ マー 起動 (JP 0700H) 
ek Be。 省 。 是 記 ーー ーー 
0006 シス テム 初期 化 

0038 | IPL の 準備 (サブ CPU の 動作 チェ ッ ク ) 

0044 キー 入力 待ち (電源 0N の 最初 は 実行 され な い ) 

0047 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら ブ ログ ラム を 探す 

004A ROM カ ー ド の 装着 チェ ッ ク ( 装 着 時 は 、0094H へ ヘ へ ジャンプ) 

0052 デバ イス と し て CMT( カ セッ ト ) を 指定 し た 時 の 処理 

0066 ノン マス カブ ル ・ イ ンタ ラプ ブ ト (JP 0006H) 

0069 CMT 処 理 (続き ) 

007E カセ ッ ト ・ テ ー プ を 巻き 戻し 

0083 IPL の 切り 離し 」 
0094 デバ イス と し て ROM を 指定 し た 時 の 処理 

00C0 デバ イス と し て TIMER を 指定 し た 時 の 女 理 

0005 デバ イス 選択 処理 

DOEB File mode error 

0OF5 SHIFT 十 BREAK 処理 

00FA Program load error 

0103 Push … Key … と 表示 し て 、 キ ー 入 力 待ち | 
0IOE キー 入力 処理 (キー スキ ャ ン ) | 


RAM バン ク に し て 、HL 番地 へ ジャ ンプ 








0I6F IPL js looking for a program from …… と 表示 (DE に デバ イス ・ メ ッ セ ー ジ ・| 
NT or hb あん れれ で 。 コロール) 
017A デバ イス と し て 、 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク を 指定 し た 時 の 処理 
0188 ドラ イブ 番号 の 指定 
| 0IAI ~IPL js looking for a program from FD" と 表示 
0ICF ^IPL is loading …” と 表示 
OIE9 IPL 切り 離し 














| アド レス 機 人 _ 


























0IED ディ スク より の イン フォ メー ショ ン ・ プ ロック ・ ロ ー ド 
0202 ファ イル 属性 0IH と 、 拡 張子 "Sys" の チェ ッ ク 
021A ディ スク か ら の ロー ド 
0355 カー ソル 点 減 し て 、 キ ー 入 力 待ち 
038A キー 入力 サブ 
03CB メッ セー ジ 表 示 (DE を ポイ ンタ 、00H を エン ド マ ー ク と する ) 
03D4 キャ ラク タ ^X" 表 示 
03D9 | 文字 表示 
03E3 カー ソル 制御 
03FB VRAM アド レス 計算 


コン トロ ー ル ・ コ ー ド 実行 
画面 クリ ア 

改行 処理 
CRTC 初期 化 
パレ ッ ト ・ プ ライ オリ ティ ー 初 期 化 (すべ て 00H) 
PSG 初期 化 (音声 ミュ ー ト ) 
サブ CPU の 動作 チェ ッ ク (IPL is under preparing と 表示 ) 
















































047E 

04C5 動作 不良 エラ ー("Please turn on the power SW slowly again !” と 表示 ) 
0523 サブ CPU か ら の デー タ 入力 

052E ヒ サブ CPU へ の デー タ 出力 

053B サブ CPU か ら の 受信 準備 待ち 

0545 サブ CPU へ の 送信 準備 待ち 





IPL js loading ファ イル 名 "を 表示 


カセ ッ ト か ら の デー タダ ・ ブ ロッ グ ・ ロ ー ド 

カセ ッ ト か あの イン フォ メー ショ ジン シッ プロ ッ ク の ョ ロー ド 
カセ ッ ト 制 御 

テー ブ プ 状 態 を 得る 

サブ プ CPU より 「 年 ・ 月 ・ 曜 ・ 日 」 を 得る 

サブ CPU より 「 時 ・ 分 ・ 秒 」 を 得る 

年 ・ 月 ・ 日 ・ 曜 ・ 時 ・ 分 ・ 秒 の 表示 

"/ を 表示 

(HL ) を 16 進 表示 

(HL) を 1I6 進 表示 し ~:” を つけ る 。 

月 、 日 、 曜 の 表示 

A=00H な ら ^X” を 表示 

A レジ スタ の 内 容 を 16 進 表示 
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アド レス | 機 


| 
| 


| 


| 








0700 
077C 
0785 
07DF 
07E8 
07FI 
07FA 
0810 
082C 
083B 
084| 
0877 
089B 
08B7 
08BE 
0953 
09CC 
09E0 
0AA0U 
0AAB 
0B2D 
0B33 


0B3E 
0B4C 
0B54 
0B5D 
0B65 
0BA0O 
0BB7 
0BC8 
0BEC 
0BF0 
0BF 3 
0C08 
0C20 
0C35 
0C4D 
0C94 
0CB5 
0CDC 
0D0OI 
0D28 
0D4F 
0D76 


朋 

TV タイ マー 制御 
プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ 表示 
キー スキ ャ ン 
^CH" 表示 
^OFF“ 表示 
^*ON CH 表示 
中 | 処理 
選 処理 
U| 処理 
| 処理 
|CLR | 処理 
*DATA Error ! ! "表示 
タイ マー 時 、 メ ッ セ ー ジ 表示 
時 計 と タイ マー の 場合 分 け 
タイ マー の 設定 、 変 更 処理 
時 計 の 設定 、 変 更 処理 
サブ CPU へ の 3 バイ ト 出 力 ( タ イマ ー 用 ) 
タイ マー 用 入力 処理 
サブ CPU か ら の 6 バイ ト 入 力 ( タ イマ ー 用 ) 
TIMER n の 表示 (n は 1 一 7 ) 
メッ セー ジ を 消す 
BCD 一 数 値 変換 (月 の 数 字 用 ) 
CRTC 出力 デー タ (|I4 バ イト ) 
カー ソル 制御 デー タ (時計 用 ェ 座 標 ) 

/ (タイ マー 用 xr 座 標 ) 

/ ( 2 座標 ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (Push ……… Key ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (Drive No ? …… ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (IPL is loading ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (IPL is looking …… ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (CMT) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (FD) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (Program load error) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (Make ready …… ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (File mode error) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (IPL is under preparing ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (Please turn …… ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (TV Timer control 倍 娘 字 用 ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ (DATA error !! ) 
メッ セー ジア ドレ スッ テー ブル 
プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ デ ー タ (Year …… ) 
プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ デ ー タ (Month …… ) 
プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ デ ー タ (Day …… ) 
プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ デ ー タ (SUN MON ……| ) 

















アド レス 機 と 還 還 語 記 











0D9D プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ デ ー タ (Hour…… ) | 
0DC4 プロ ジン プ ト テ メッセ ー ツ ダ ャ デ ー タ (MinUle sw ) | 

0DEB プロ ンプ ト ・ メ ッ セ ー ジ ・ デ ー タ (Second …… ) | 

OEI2 プロ シン プ ト ・ メ ッ セ ーー・ デ ー タ (TV WP……… ) 

OE39 プロ ンプ ト *・ メ ッ セ ー ジ ・ ィ デー タ (TV Channel ……… ) 

OE60 グロ ンプ トト ャ メッ セー テツ ・ デ ー タ 人 胡 用 ) 

0E87 曜日 文字 列 (4 X 8 バイ ト ) 

0EA9 文字 列 (ON CH) 

0EAD 文字 列 (TIMER) 

0EB3 文字 列 (XX プ XX XXX …… ) 

0ECF 文字 列 ([ESC]=Exit, [CLR] = …… ) 


| 0EFI 一 OEF2 | 文字 列 (# D) 








アド レ ス 機 朋 
FF00 ファ イル 属性 

FF0I 一 FFII | ファ イル 名 (17 字 分 。 拡 張子 、 パ スワ ー ド 含む ) 
FF12 ファ イル 長 (2 バイト) 
| FFI4 ロー ド 先 頭 ア ドレ ス ( 2 バイ ト ) 
「FF16 実行 先頭 アド レス (2 バイト) 

FF18 タイ マー・ デ ー タ (6 バイト) 

FFIE (ディ スク 時 ) 先頭 クラ スタ 

FF20 サ プ GPU パッ プ ァ (6 パイ ト 。 ダイ マー 用 ) 
FF26 曜日 文字 列 バ ッ フ ァ (3 バイト) 

FF80 カー ソル r 座 標 

FF8I カー ソル 7 座 標 

FF82 注目 タイ マー 番号 

FF83 チェ エッ クタ サム パ ッ プ ァ (22% イ ト ) 

FF85 Ag ソーダ 

FF86 テキ スト ・ ア トリ ビュ ー ト 

FF87 ドラ イブ 番号 (0 一 3) 

FF88 SP 退避 エリ ア (2 バイト) 

FF8A エラ ー 時 、 ジ ャ ンプ 先 (2 バイ ト ) 

FF8C 一 汎用 ワー ク ・ エ リア 

ーFFFF IPL 時 タッ ク ・ エ リア 
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第 1U 章 漢字 ROM 





10 一 1 漢字 コー トド 
HuBASIC で は 、 KANTI$ と いう 関数 が あっ て 、 漢字 を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 で きる 
よう に な っ て いま す 。 漢字 ROM ボー ド (CZ-8 KR) を 装着 する と 、KANJI$ が 使え る よ 
うに な り ま す 。 

さて 、KANTJIS 関 数 で は 、 図 形 文字 用 符号 コー ド 一 覧 表 に 示さ れ て いる 区 と 点 を 指定 する 
こと で 、 そ の コー ド (以下 、 区 点 コ ー ド と よぶ こと に し ます ) に 対応 する 漢字 パタ ー ン を 
漢字 ROM か ら 読 みとり ます 。 た と えば 、 亜 と いう 漢字 の 区 点 コ ー ド は 、1601(16 区 , 01 
点 ) で すか ら 、 KANTJI$ (1601) と し ます 。 

漢字 コー ド に は 、 上 記 の 区 点 コ ー ド の 他 に 、 JIS 漢字 コー ド と よ ば れる 、 JIS 規格 で 決ま 
っ て いる コー ド が あり ます 。 漢字 ROM に 納め られ て いる 「JIS 第 1 水準 」 の 漢字 ・ 非 漢字 
に 対し て 、 区 点 コ ー ド と JIS 漢字 コー ド と は 次 の 対応 が あり ます 。 


区 点 コ ー ド JIS 漢 字 コ ー ド 
5 を に 0 す の 内 
区 の 番号 20 革 を 加え る 。 上 ん 1 ババ イト 生 
これ ら 


“ を 合わ せ て 16 進 4 桁 で 指定 する 
点 の 番号 た 下位 1 バイ ト 


従っ て 、 亜 の JIS 漢字 コー ド は 、3021H と な り ま す 。 
漢字 ROM の アク セス に は 、 こ れ ら 2 つの 漢字 コー ド が 組み 合わ さき っ て 用 いら れ ま す 
(JIS 漢字 コー ド の 上 位 バ イト と 、 点 番号 )。 


10 一 2 漢字 ROM の IO アド レス 





こす すーっ 


漢字 ROM ボー ド CZ-8 KR は 、 抜 張 プ 0 ボート に 装着 きれ 、 ア クセ ス す る エ /O ア 
ドレ ス は ボー ド 上 の 回 路 に より 、 次 の よう に 決め られ て いま す 。 
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〈 漢 字 ROM 関 係 1 0 ボー ト )〉 








ドレ ス 上 位 バ イト 

















ト だ 0 アド レス 機 朋 
0E82H 00H 出力 …… ROM か ら の デー タ 読 み 出し 終了 
| 0I 村 困 力 ……" ROM か ら の デー タ 読 み 出 し 開始 
0OE8IH 入出 力 |1/0(OE8IH) 00H |oz 
0E80H |Z0(O0E80H)<- JIS 漢字 コー ド 上 位 バ イト 
デー タ 読み出し 時 に は 、 
|Z0(OE8IH) か ら は 00H, 
|Z0(0E80H) か ら は ROM 内 ア 
が 得 ら れる 。 
Wo ROM アド レス 上 位 バ イ 寺 
の と き 
0(0OE80H) 一 ROM 内 アド レス 下位 バイ ト 
プー タ 読み 出 し 時 に (は 、 
|Z0(0E8IH) か ら は 、 右 部 分 フォ ント パタ ー ン |I6 バ イト 分 
|Z0(0E80H) か ら は 、 左 部 分 フォ ント パタ ー ン |I6 バ イト 分 
| が 得 ら れる 。 





これ ら の 1/O ボー ト の 使い 方 の 例 と し て 、 


ドレ ス に 変換 する BASIC プロ グラ ム を 紹介 し ます 。 こ れ よ り 、 
は ROM 内 の 4010 Hー401FH に 格納 され て いる こと が わか り ま す 。 


リス ト 漢字 コー ドー ROM ア ドレ ス 
189 REN ※ 容 来 玉 米 米 玉 ※ 米 当 ※ 米 裕 玉 米 玉 数 米 米 迷 数 米 ※※ 米 米 求 宝玉 
119 REN ※ 光 
129 RENM 氷 。 カフ シ " コート“ 。--> RONM アト “ルス  ※ 
139 REN ※ 氷 
RENM ※ 玉 補 迷宮 玉 来 ※ 玉 数 求 容 米 玉 求 ※ 玉 数 来 玉 米 ※※ 炒 玉 米 数 求 米 米 
1 ア 
149 RENM -- ニュ ウリ ョ グ ク -- 

17/ ひ “ 

189 PRINT 

1 の 9 INPUT " ク テ フ コー ト ~ = "CODE 

どら 99 KU =〈(COUDE \ 189) 

19 TEN =(CODE MOD 109) 

どら 29 JISH=KU+32 

239 “ 

49 REN ーー アト "レス テー タ / ヨミ タク" シラ ー-- 


69 OUT &HE86, J 1SH 
79 0UT &HES1, 9 


と ?9 OUT &HE8Z2, 1 
3 ADH=INP(&HES6) 
さ 19 DL=INP(&HES 1 ) 
329 OUT &HE82, 9 RE お の" ウォ ュ ワ リョ の 
348 RE ーー RUM アト ドレ ルス / ナオ ツン =- 


369 ROADR = ER 16 
3789 PRINT UM アト = 


3?9 GOTO 188 


: KRKEM ヨミ ゲッ シ カイ シ 


RUN 

フォ チン コー トド 。 = ク 16g1 
ROM アト ドレ ス = 48918H 
フォ ッ コー ト “ 。 = ? 1692 
ROM アト ドレ ス = 。 482gH 
の テン コー ト ~ = ? 画 


区 点 コ ー ド を 漢字 ROM 内 の デー タ 格納 ア 
亜 の フォ ント ・ パ パターン 


(BASIC) 


"HEX も (RONADR) う + "HH" 
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10 一 3 漢字 の フォ ント ・ バ パ バターン を 読み 出す 





で は 、 い よい よ 漢 字 ROM か ら 漢 字 フ ォ ン ト の パタ ー ン を 読み 出し て み ま し ょ う 。 

前 節 で 得 ち られ た ROM 内 デー タ の アド レス を 、I エ 0 ポー ト の 0E80H 番 地 (下位 アド 
レス )、0E81H 番地 (上 位 ア ドレ ス ) に 出力 し て か ら 、 読 み 出 し に か か り ま す 。 フ ォ ン ト ・ 
デー タ は 16 バイ ト 分 得 ら れ 、I プ O ポー ト OE80H から は 左 半分 、OE81H か ら は 右 半 分 
の パタ ー ン が 読み 出さ れ ま す 。 

前 節 の プロ グラ ム に 続け て 、 フ ォ ン ト 読 み 出し 部 分 を 加え た も の が 次 に 掲げ る ブロ グラ 
ム で す 。 区 点 コ ー ド 1601 を 入力 する と 、 見 事 に 亜 の フォ ント ・ パ ター ン が 出力 され る 様 
を 味わっ て 下さ い 。 


リス ト 漢字 フォ ント を 読み 出す (BASIC) 

1 RENM ※※ 玲 ※※ 容 信 玉 玉 六 束 玉 補 迷宮 ※ 求 束 束 玉 来 ※ 米 水 米 玉 来 民 UN 

116 REM ※ 2 の チッ コー トド っ 1591 
こい < < 用 で By ーー ヒー ・ 1】 

136 0 2 ー ROM 了 T ト “ドレス = 4 ロロ 1 ロロ H 

148 REN 水玉 玉 ※※ 米 ※※ 玉 玉 玉 米 ※ 米 玉 玉 ※ 玉 玉 ※※ 米 ※※ 玉 玉 炒 玉 ※ 素 コ ォ ッ ト "ニッ 

159 ・ 

1 る 9 RENM -- ニュ ウフ リョク -- B998988988888989 

178 / 8411411441441418 

人 > 889818881BBBB9 

19 ゥ 9 INPUT 『 ク テン ユー ト ミニ CODE ロロ ロロ ロ 1 ロロ ロロ 1 ロロ ロロ ロロ 

299 KU =〈CODE \ 199) 81111111111111 ロ 

219 TEN =〈CODE NOD 189) 81 ココ 891898188918 

228 71SHCKUr32 6818881888188818 

と うり リー に 81 881 89818891 

キキ REN ァ ド レル ス ジー ク / ヨミ ゲッ 91 コロ 8981 8881 8881 ピ 8 

ra 時 60000043 

ーー 998881888188888 

111111111111111 


c?9 DUT &HE82, 1 : REM ヨミ タグ" シ カイ シ 
396 ADH=INP (&HE88) 
319 DL=INP(&HE81) 


329 OUUT &HE82, 6 iRKEM ヨコ ミタ" シ シュ ウリ ョ ウ 
339 ^“ 
3 REM -- RONM ァ アト “レス / サイ サン -- 
59 < 
349 RONMADR =ADH*25 る +TEN*※ 1 る 
379 PRINT "RONM ァ ト ~ レ ス = msHEX も (ROMADR)+"H" 
389 ^ 
3?9 RENM -- フォ ント / ノ ヨミ ヲタ “シン ーー 
499 ^ 
419 DIM FONT(163, 2 ら ) 
420 “ 


439 OUT &HE86, (ROMADR MOD 252) iREN ァ タ ト “ ル レス シテイ 
446 OUT &HES1, (ROMADR \ 256) 


450 
426 FOR !=1 TU 1 る 
478 0UT &HE82」 1 : REN ヨミ クシ カイ シ 


486 FUNT(!, 1)=INP(&HE89) iREN ヒダ 2” リ n*ー ラ 

4?6 FONT (1」2) =INP(&HE81) ERKEM ミキ "in ターン 

っ 86 ET-。 ーー REM ヨミ クシ シュウ リョ ラフ 
X 


っ 1 9 

つら 9 

の 0 RE は ーー フラ ォ ルト プ だ ョ 2 タ ” = ニ = 
S49 “ 


っ 59 PRINT 

っ 69 PRINT “フォ ント nn" ター フラ“ 

っ 79 PRINT 

586 FOR =1 TO 1 る 

ドル 4 L=RIGHT も ("8999999"+BIN も (FONT (【, 
666 R 和 も =R IGHT ま (" 8899969"+BIN も (FUNT ({, 
6189 PR INT し ま +R を 

629 NEXT 1 

639 ^ 

649 PRINT 

6S9 END 


1))58) 
ら )), 8) 
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同様 の プロ グラ ム を マシ ン 語 で 組ん だ も の が 以下 の リス ト で す 。 一 応 、HL レジ スタ に 
亜 の 区 コー ド 、DE レジ スタ に 点 コ ー ド を セッ ト し て お きま し た が 、 他 の 漢字 の フォ ント 
を 読み た けれ ば 、330 行 と 340 行 に 好き な コー ド を 書い て 下さ い 。 

32 バイ ト 分 の デー タ は 、E 060 H 番地 以降 に 格納 され ます 。E 060 HーE06FH が 左 半分 
の デー タ 、E070 HーE07FH が 右 半 分 の デー タ に 対応 し て いま す 。BASIC 版 と ブロ グラ 


ム の 基本 構造 は 同じ し で す が 、 雰 囲 気 は 随分 違い ます ね 。 





リス ト 漢字 フォ ント (MAS) 
189 REN ※※※※ 玉 玉 ※ 玉 宮 玉 琴 宮 玉 玉 宮 束 束 到 束 求 ※※ 
118 REN カン シ ~ フォ ント (NAS ) 
122 RENM れる. る. する. も 9. 9. す . で. 

ロ プア 

149 CLEAR &HE9896 
159 GSUB 『 カ カキコ ユミ " 
1。49 CALL &HE999 
179 PRINT " テ "ー タ : Ed69H カラ " 
189 END 
1?9 ^“ 
ど 99 LBEL " 力 キ コミ " 
だ 1 還 “ 
29 DR=&HE9899 


39 READ ト 代 を 

249 IF ト 穫 ま ="END" THEN_ RETURN 
259 POKE ADR,UAL (CT&H PT + ャ トド 尋 も ) 
68 DR=GDR+1 

79 G0TO 39 


2929 RENM --- マシ ン ゴ ` 上 ルー チン ニーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー ニーーー 


89 

396 

319 : REN 
3286 iRKEN 
339 DATA 21,19,98 REM COUDE : 
349 DATA 11,961,99 : REN 
359 iREN 
369 DATA 91,89, 6E iREN DCAL 
379 DATA 7D : REN 
3898 DATA C る , 29 iREN 
3?99 DaATA ED, 7 : REN 
489 DATA 9C i REN 
419 DATA F : REN 
429 DATA ED, 7? : REN 
439 DATA 8C : REN 
449 DATA 3C i REN 
459 DATA ED, 7 REN 
4 る 9 DATA : REN 
479 DATA 9D REN 
489 DATA ED,586 : REN 
4?9 DATA 9C : REN 
599 DATA ED, 78 i REN 
S518 DaATA : REN 
520 DATA : REN 
539 DATA ED, 7? ヶ : REN 
549 DaATA : REN 
559 DATA 9D : REN 
S6 る 9 DATA 6B REN 
579 DATA 29 ヶ : REN 
589 DaTA 2? : REN 
599 DATA 29 REN 
る 99 DATA 2? ヶ : REN 
619 DATA 5F : REN 
629 DATA 1? : REN 
る 39 DATA ED, る 52 : REN FONTRD: 
る 649 DATA 9 : REN 
659 DATA ED,。1 : REN 
る る 9 DaATA DD,21,29,E9  :REN 
6 る 79 DATA 9C : REN 
689 DaATA 13,19 : REN 
る? DaATA 3E, 91 : REN LOOP: 
799 DaATA ED, 7? : KEN 
719 DATA 9D iREN 
729 DaATA 9D : REN 
739 DATA ED, 78 REN 
749 DaATA DD, 77, 99 : REN 
759 DATA 9C : REN 
7 る 4 DATA ED 78 REN 
779 DaATA DD, 77, 16 : REN 


LD 


9E 999H 


HL , 16 
DE, 6 1 


( じ )〉 ぅ 谷 
し 


じ 
D, ( じ ) 


C 
和 Q。 ( じ ) 
内 


じ 
( じ ) 。 台 
し 


じ 

し LE 
HL HL 
HL HL 
HL HL 
HL 』 HL 
E , 生 
HL DE 
( じ ) し 
し 


(C〉H 
AA 


D, 14 
Q) 1 

( じ )』 内 
C 


C 
向 。( じ ) 


(IX+9) 』 全 


じ 
向 , ( じ ) 


(IX※+16) 』 人 


BC 9ES 9H 
各 


5 の 
人 。 


$ 合 =JIS codge hiGqh 
5 BC=9E8 1H 


) = 

j BC=9E82H 

5 全 = 

jmead start 
5 B じ =9E89H 

5 B じ =9E8 1H 


5 合 =9 
5 BC=9E82H 
5 Tad end 


) B じ =9E8B8H 


j HL = テン ※16 


5 E = 

5 HL =RU ト (1 ァ ト ~ し ルス 

3 3d エ S 1Ow ぬ 

j BC=9E8 1H 

5 3drS hiqgh 

5 IX=data store adr ミ 
5 B し =9E8H 

jCOuhteT (1 る b ッ teS) 


5 Tead start 


5 BC=9E89H 
jTOnt of† 1e+t 
5 ミ 【OTe 

5 BC=9E81H 
sfont o+† riqht 
3$ ら 【OTG 
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789 DaATA 8C REN INC C 3 B じ =9E82H 

7?9 DATA AF : REN XOR 谷 5 各 =9 

899 DATA ED, 7 ヶ : REN 0UT (Ca 5 3d end 

819 DATA DD, 23 : RENM , IX jda ョ ta Pointer inc 
829 DATaA 15 ji REN DEC D j COuUnteT deC 

839 DATA 29,E< る : REN JR NZ,LOOP 

849 DATA C ゥ 9 iRKEM EX】T: RET 

8589 iREN ji 

849 DATA END, :RKEMN end marK 

879 < 

89 REM ーーーー ニ ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニーー ニ ーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ 
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第 | | 意 フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 


11 一 1 は じ め に 
2 種類 の フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク が サポ ー ト され て いま す 。 


4 よ ンジ ン U 一 欠 に お いで は 、 
| ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 
CZ-80IF に て 使用 可能 。 | 














ミニ フロ ッ ピ ビー ディ スク 
(5.25 イ ンチ ) 
ーー = ー 
X1D に 標準 装備 。 























コン パク ト フ ロッ ヒー ディ スク 
( 3 イン チ ) 
本 立 で は 、 一 応 CZ-801F の ドラ イブ 装置 と 5.25 イ ンチ ディ スク を 想定 し て 話 を 進め 


ます が 、 コ ン パ クト フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で も 本 章 の 内 容 は その まま 通用 し ます 。 
当然 の こと な が ら 、 本 章 の 内 容 は 、 テ ー プ BASIC で は 実行 で きま せん か ら 、 登 場 す る シス 














〔 注 」 


テム ・ サ ブル ー チ ン の アド レス は 、 す べ て ディ スク BASIC の も の で す 。 


ウッ ン 、 ペ ッ ト 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、 目 に は 見 えま せん が 半径 の 異な る 多数 の 同心 円 が 書か れ て い 
こ 。 F 妥 


て 、 そ の 1 つ 1 つ は トラ ッ ク (track) と よ ば れ ま す 。 各 トラ ッ ク を 区 別 す る た め に 
ッ ク に は 番号 が つけ られ て いて 、 外 側 か ら 内 側 へ 向っ て 第 0 トラ ッ ク 一 第 39 ト ラッ ク と よ 





ば れ ま す 。 ト ラッ ク は 計 40 個 あ り ま す 。 
各 ト ラッ ク は 円 周 状 を し て いて 、 こ れ を 中 心から 放射 状 に 16 個 に 分 割 し て 、 そ の 各々 を 
セク タ (sector) と よび ます 。 フ ロッ ピー ディ スク と の デー タ の や り と り は 、 人 通常 セク タ 
を 単位 と し て 行なわ れ ま す 。1 つの トラ ッ ク 上 の セク タ に は 1 一 16 の 番号 が つけ られ て い 


ます 。 
以上 の 話 を まとめ る と 、 次 の 図 に な り ま す 。 


ト ラック の と クダ 
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XX 1 シリー ズ で は 、 画 面 借 密度 の フロ ッッ ピー ディス ク が 使わ れる の で 、 さ ら に 表 の 面 と 
異 の 面 が 区 別 さ れ ま す 。 こ れ ら は 、 サ イド 0 、 サ イド 1 あるいは 、 各 面 に 押し つけ られ る 
2 個 の ヘッ ド に より 、 ヘ ペ ヘッド 0、 ヘ ペッ ド 1 と よぶ まこ と に し ます 。 

え 1 シ リーズ の 場合 、1 セクタ に は 、256 バイ ト の デー タ を 記録 で きま す 。1 ト ラッ ク に 
は 、 こ れ ら が 16 セ クタ あり 、 片 方 の 面 に は 40 トラ ッ ク あ り ま すか ら 、 両 面 全 体 で 記録 で 
きる デー タダ の バイ トト 数 は 、 

256 ベ 16X40 メ 2 三 327680 じ バ イト ) 
ー320 K (イト) 【 注 」 
と どなり まず 。 
[ 注 ]】 | K バ イト =1I024 バイ ト 。 


11 一 3 物理 アド レス と 論理 アド レス 





前 節 で 述べ た よう に 、 デ ー タ を 記録 する 際 の 単位 し な る セク タ の 位置 は 、 ト ラッ ク 番 号 、 
ヘッ ド 番 号 、 セ クタ 番号 を 指定 すれ ば 決ま り ま す 。 こ れ を 、 そ の セク タ の 物理 アド レス 

(physical address) と よび ます 。 

一 方 、 多 1] シリー ズ の ディ スク BASIC (CZ-8 FB 01) で は 、 各 セク タ に 連続 し た 通し 番 
紀 (レコ ー ド 番号 ) を つけ て 管理 し て いま す 。 こ れ を セク タ の 論理 アド レス (logical 
address) と よび ます 。 ディスク BASIC で は 、 さ ら に 16 セク タ を 1 か た まり と 考え て 、 ク 
ラス タ (cluster) と いう 単位 で 管理 し ます 。 

物理 アド レス と 論理 アド レス の 関係 は 次 の 通り で す 。 
物理 アド レス と 論理 アド レス 





















































| 論理 ア ドレ ス | 物 理 ア ドレ ス | 

レコ ー ド 番号 | トラ ッ ク 番 号 | ヘッ ド 番 号 | セク タ 番 号 
0000H | 0 0 ーー | 
000IH | 0 0 | 2 
0002H 0 0 3 
000EH 0 0 15 
000FH 0 0 6 
0010H 0 | | 
001IH 0 | 2 
0012H 0 | 3 
001FH 0 | 6 
0020H | 0 | 
0021H | 0 2 
0022H | 0 | 3 
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04E0H 
04EIH 





論理 アド レス 








39 
9 














ー 6e 


| 1 | 














物 理 ア ドレ ス 」 


ラク | ヘッ ド 和 | セク クタ 














レコ ー ド 番号 を 16 ビッ ト で 指定 する と 、 そ の ヒッ ト の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


〈 レ コー ド 番 号 の ビッ ト の 意味 〉 


I5 14 |H3 IZ 





ellslsL 1 


-4- 一 一 一 


| IO 3 

















8 7 5 5 4 3 | W 
| 
較 較 較 較 間 較 間 間 
トラ ッ ク 番 号 | セク タ 番 号 -| 
ヘッ ド 番 号 


以上 を 理解 する と 、 デ ィ ス ク BASIC 内 の シス テム ・ サ プ ブルー チン を 使っ て ディ スク へ の 
デー タ の 書き 込み と 、 デ ィ ス ク か ら の デー タ の 読み 出し を する こと が で きま す 。 
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《 デ ィ ス ク 関 係 シ ステ ム サ ブ ルー チン ) 

















語 ーー 
デ 称 | ディ スク か ら の リー ド ・ デ ー タ 
ま まま に ス | 75D3H 
| スカ 条 件 | DE レジ スタ = 読み 出し 先頭 セク タ の レコ ー ド 番号 
A レジスタ = 読み 出す セク タ の 個数 
HL レジ スタ ニテ デー タ 格 納 先 頭 ア ドレ ス 









































機 BE | ディ スク の 指定 セク タ よ り 、 指 定 個数 だ け デ ー タ を 読み 出し 、 メモ リ ー に 格 紛 


















































する 。 
「 1 Ca ー - 
名 称 ] ディ スク へ の ライ ト ・ デ ー タ 
アド レス | 765AH | 











入力 池 件 | DE レジ スタ ニー 書き 込み 先頭 セク タ の レコ ー ド 番号 

| A レジスタ 三 書 き 込む セク タ の 個数 

し HL レジ スタ 出力 デー タ の 格納 先頭 アド レス 

機 朋 メモ リー 上 に 用 意 さ れ た デー タ を 、 、 デ ィ ス ク の 指定 範囲 の セク タ へ 連続 的 に 書 
| き 込 む 。 



































〒 束 実験 を し て み ま し ょ う 。 ま ず デ ィ ス ク か ら の デー タ 読み 出し の 方 か ら 行 な いま す 。 


PSP 
CLEAR &HEg9g 


EggO 

: E982 ニ 11198 
1858PS7S 
: E9C こ 99 
*GE999 


この ブロ グラ ム で は 、DE=16, A= 1 , HL ニ =F 000 H と 設定 し て 、 レ コー ド 垂 号 16(16 
進 で 0010 H) の セ モク タ を 読み 出し 、 そ の 内 容 を メモ リー 上 の F 000 H 番地 か ら 格 納 し ます -。 
当 希 の こと な が ら 、 デ ィ ス ク 装 置 の 電源 を ON に し 、 ド ライ ブ 0 に ディ スク を 挿入 し た 
後に 、 実 行 し て 下さ い 。 ディ スク 装置 の 動き を 示す ライ ト が 点灯 し 、 し ば らく し て 動作 色 
と な っ だ ら 、F 000 本 以降 を ダン プ し て 下さ きい 。 
《 読 み 出 し 結果 》 


「 999=4 4 42 41 53 49 43 2 43 ノ 。.BaSiC C 
| F9 98=?3 る 986 AB 86 8 9 69 ノッ ッ ーー 
ig28=98 23 24 981 22 94 26 98 ノー5tart 
:F838 こ 82 GT 2 タッ Pa P8 989 96 9 ンク 5:・・・・・ 
:F848=42 SS ?4 69 6C 59 ?4 ?9 ノン BUti 1 ji もり 
: F948= g 2g 2g 2 2 2 2g 28 

: F9 =29 6 CD 18 8 8 8 88 >・ ッ ーー 
: 上 BB ニ 44 さ ラメ ぁ る 9 ら ノ RUti 1 モロ 
:F868=2g 2g 2g 29 2 28 4F 62 ン 

: F9?8=68 28 gg 8gR 99 ES 99 8g ン J ・.・・ 炎 
と 78=82 で 1 2? 18 34 88 18 88 ノン こ チ :・4 


上 の 例 は 、 シ ステ ム ・ デ ィ ス ク (BASIC の 入っ て いる ディ スク ) に 対し て 、 レ コー ド 番 
号 16 の セク タ を 読ん だ も の で す 。 ASCII ダン プ の 部 分 を 見 る と 、 ど こ か で 見 た 文字 列 が ま 
ます うれ o デム スプ ログ ラム ちと 、 ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム の ファ イル 名 ち も し いで すね 。 
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部 分 
アガ 
ある い は 、 
圭 - 

三 | 


初 の 音 


三 」 


上 E2 
ドブ ズ イア 91 


し 。 
作成 し 、 そ れ か ら 


> 
E ヨ ュ 
/ い ハ 


味 な デー タ を 書き 込ん 


Pr 


の 部 分 を ディ レク トリ ・ 


テー ブル ある い は 単に ディ レク トリ と よび ます 。(directory を 辞書 で 引く と 、` 住 所 氏名 録 」 


貞和 . 
ay 
記 


ー テ 


次 の 無 


デー タ を FE 000HーF 0 FEFH 番地 


テ 


コ 


テー プ で ぜ vs9 占 『 オ ンプ \* メ ー シ 


壊れ て も いい 使用 済 デ ィ ス ク か 、 


デ ロ グ タム で ぜ で 「 イ ニニ シャ ライ ズ 」 し な ディ スグ を 用 


挿入 し て 下さ い 。 準備 は よろ し いで すか ? 


-- 


記録 し て いま す 。 


FR 


な の で 、 


攻 重 


ンプ 1 の 人 性 シス メス テル ディ スグ み の デ ゲ デ ィ レク まり の 


つい て は 次 節 で 詳し く 扱 いま す 。 
実験 を 続け ます 。 今度 は ディ スク へ の 書き 込み で す 。 こ れ は 危険 (? ) な 実験 


スク の デー タ を 壊す 臣 れ が ある / 


- す 


レク トリ ( 


導 、 
8 


まず 、 サ ンプ ル ・ 


の ディ スク の レコ ー ド 番号 04FFH (の セク タ ( 
き 込 み ル ルー チン を 実行 し ます 。 


ge グッ メ 
リティ 


スク BASIC で は 、 レ コー ド 番 号 16 一 31 の 16 個 の 連続 し た セク タタ (第 1 クラ スタ ) 


ーー 


、 格 納 さ れ て いる ファ イル 名 等 の デー タ (カセ ッ ト 
ヌー ティ 


ョ ン ・ ブ ロッ ク 」 に 相当 する も の ) を 集中 的 ! 


学 イ 
避 。 
で kiE し 。 出 人 。 


(サッ プル デー タク) 


な かき 中 語 て で ます 。) 


し 


。。・ へ NL に CO つ 〇 エ Im ひ O う ゃ 


NKKNNANSSS へ へ N さ へ さ 


に ULtFLL に LLCLL【 て ULUCULt に UK も 
QictCNCNO⑪ で すす AONDKDK て て - 


ぃ DLJvDUluDUKDLJNDUJINDAULNODUL KOD も U」 
Qt(NCNOO す すさ 【 の MONDKDKT(- 


の の QAOAAO へ OAM の 
Q 〇 JCNCNOO す ささ OODNMD こ - 


すさ 〇 びす 〇 びす 〇 さい 〇 さす 〇 さい さび いざ ひび 
QQccCNO の OO① す すす OONDNOK-【 に 


mm の mn の OnCOxnooonxmmn 
QtCMCNOO す すさ MOuOND い NO に 


cu て ru て CN て (NT て CTC て CT 
QOS コ JCMCMOO さ すい MuSDuX こ に 


m い cmctOm い TcRT ctTNctT 
QQ で ictCMCNCOOO す すす UOMODNDC-( に 


GOQOOQOOQOOQOOQGCCGO て で OO 
①Q 〇 ctCNCNCOO す で の OaDNDXK て (に 
QIIIIMIIHIMIMIUMUMHRN 活 旧 


ーー 
富 1 | 








トミ テス ryihe 上 
に 相 m 選 ロモ と > 

・ MI 

> よ ロ ハー いい たい 多 


C* 代 い を いい リロ 参 ぼ に 
Re ロミ ニー ニ ミ ペ ふ 旬 遇 4 会 
ーー s で いか ふつ へ Y さ ロ 
| ュ 。 1! い ひつ 筐 
NN 


【cU_LUCULL【CLLECLL に LLCULL【 に UL【 こ し L- 
000 の ひい て て mm つつ の OLJL AL L 


uDtLjuDuKOULJNDUINDUJNDLJNODU ADLJ 
CO0 の の て て て mm つつ OUJULJLLLU_- 


のり Q ロ の OO の の DO の CO の 
0 の ひい で で mmOO つ COUJLJLL UL- 


すい 〇 さび 〇 さす 〇 びす 〇 さす 〇 すさ びさ 〇 
0O0 の の いて て mmO つ ORGUJLJLLLU_- 


〇 mmmnnm の mm の mn の 
000 の ひひ いて mmO つ の つの RUJUJLLL- 


(て Cu て Cu て (CNT て TCkTCMTCMT 
000 の ひひ の いて て mm の OO の RUJLJL し - 


sO い fmtTc4OT い OfON い sd いび) 
000 か の いて て mmOO 〇 OCRUlLJLLL- 


OoQGO00OQOQOQOQOQGOOQO0 
ooomm て で て mmO 〇 の OUluJLLL- 


QHIIHIINMIMIHMIIHIMMIHRNHHIH 


L_QO で OOGQOGQGQGG 
昌和 JOKE 


| 


《 デ ー タ の 書き 込み 》 


1 約 2 


子 想 通り デー タ が 書き 込ま れ て いる か 否 か の チェ ッ ク は 、 レ コー ド 番 号 04 FFH の セク 
クタ を 読ん で みれ ば よい 訳 で す 。 確認 で きれ ば 成功 で す 。 

この よう に セ も セク クタ 単位 の 読み 出し 、 書 き 込み が で きま すか ら 、 セ クタ の デー タ 変 更 は 簡 
単に で きま すね 。 すなわち 、 





sa ea eee コ 


| リー ド ・ デ ー タ | 一 | メモ リー 上 で 変更 | | ライ ト ・ デ ー タ | 


に ーーーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー バ ーー 一 ーーーーーー ゴ ば 








と すれ ば よい 訳 で す 。 


ーー うう ディ レク トリ ・ テ ー プ ブル 





ディ レク トリ ・ テ ー ブ プル は 、 レ コー ド 番 号 16 一 31 の 位置 に あっ て 、 フ ァイル の 名 前 、 属 


性 、SAVE 年 月 日 時 分 、 フ ァイル 先頭 クラ スタ 番号 等 を 管理 し て いる 領域 で す 。 1 ファ イ 


ル あ た り 32 バイ ト か ら 構 成 さ れ て いて 、 各 バイ ト の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


バイ ト の 位置 央 
ファ イル 


第 0 バイ ト 属性 を 表わす 。 
た だ し 00H は 、KILL さ れ た ファ イル 、 
FFH は 、 ディ レク トリ テー ブル 使用 域 の 終り を 意味 する 。 

































































その 他 の コー ド は 、 各 ビッ ト に 次 の 意味 が ある 。 
ビッ ト 0 …… | の と き Bin フ ァイル (マシ ン 語 ファ イル ) 
ビット 1 …… | の と き Bas フ ァイル (BASIC の テキ スト ・ 
アァ アイル) 
ピッ トド ト 2 の | の と き Asc フ ァイル (ASCII セー ブ さ れ た 
ァイル ) 
に トド ま mo 人 
な まい \、 
ビッ ト 5 …… 2 だき リ ー ド アフ ター ライ ト 6N、 
| 0 の と き OFF ーー 
6 [ 注 1」 
紀 W ド 人 mmhe | の と き 書 き 込 み 禁 止 、0 の と き 
書き 込み OK 
ビッ ト 3 と ピッ ト 7 は 予備 。 | 




















| 第 1! バ イ ト 一 第 13 バ イト ファ イル 名 13 文字 ) 



























































































































































第 14 バ イト 一 第 16 バ イト | ユー ザー 指定 ァイル 拡張 子 (3 雪 字 ) 「 注 2」 | 
第 17 バ イト oe ワー ド (20H は 無 指定 ) ーー [ 注 3] | 
| 第 18、19 バ イト ァイル ・ サ イズ (バイ ト 数 ) ※Bas Bin の み 有 交 | 

第 20、21 バ イト 叶 ァイル の メモ リー 格納 先頭 アド レス -※Bin の み 有 効 | 
第 22、23 バ イ ト | ファ kkEUEA ドレ ス ※Bin の み 有 効 | 

第 24 バ イト 一 第 28 バ イト SAVE し た 年 、 月 、 曜 日 日 、 時 、 分 を 示す 5 バイ ト ・ デ ー タ ad 
M 第 29 バ イト 。 | OOH( 未 使用 ) 「 | 
| 第 30 バ イト 誠 ァイル が 格納 され て いる 先頭 クラ スタ 番号 ーー [ 注 5 


00H ( 未 使用 ) 「 


| 第 31 バ イ トー 











[ 注 | 〕) ディ スク BASIC の SET コマ ンド に より 指定 され ます 。 

[2 まる 2] た と 光 ば ファ アイル 衝 と し で て で "TEST. ( 1)" と する と ば ビリ オド 以下 の $ 共学 "《 1// が アァ イ 沙 
拡張 子 と な り ま す 。 同 一 の ファ イル 名 を 区 別 す る た め 用 いら れ ま す 。 普通 の 場合 は 特に つけ 
る 必要 は な い が 、IPL より 超 動 する ファ イル は 、“"Sys" と 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 

〔 注 3 〕 前 節 の 方 法 で 、 デ ィ レ クト リ の 変更 が で きま すか ら 、 こ の バイ ト に パス ワー ド を 書く こと 
は 可能 で す が 、 詳 細 は まだ 不明 で す 。 

【 注 4 ) サブ CPU の 章 、 カ セッ ト の 章 で の タイ マー・ デ ー タ の 形式 と 全く 同じ で す 。 

[ 注 5]| クラ スタ =I6 レコ ー ド で すか ら 、 フ ァイル が 格納 され て いる 先頭 セク タ の レコ ー ド 番号 
は 、 こ の 値 を I6 倍 し た も の で す 。 (|6 進 表示 で は 、 末 尾 に 0 を | つつ けれ ば よい 。) 

た と えば 、 前 節 で ダン プ し て みた ディ レク トリ の 先頭 ファ イル に つい て 、 各 バイ ト の 意味 

を 考え る と 次 の よう に な り ま す 。 


ディ レク トリ の 見 方 




















































































































コー ド | 意 味 コー ド | 意 呆 回 呆 
ーー 一 ーーーー ーーーーーーーーーーー 一 ーー- ( ーー 3 コ 
0001000| 46 |“F 軸 17 周 Lz 駐 
Bin フ ァイル 42 |\B? | 0000H 
1 | 」FILES 表 示 あ り | 30 10 00 | ] 実行 アド レス | 
リー ド ・ ア フタ ・ ラ イト | 3| | IP 中 Cr | 
OFF、 書き 込み よし | 。。 | czY っ っ | 
ll 9 和 ゴ 53 つ ファ イル 名 | 82 82 年 
5 1 | 、/ 拡張 子 | Ci | 」z2 月 、MON| SAvE 
9 y 
4 A as ! 27 | 27 晶 し た 日 付 
53 の 73 \s? 起動 型 Ni 
4 ee ト ーーーーー 一 一 十 an 17 17 時 が な が ど 。 
“ 20 | パス ワー ド 無 指定 58 | 58 分 
43 | OCZ! ファ イル 名 回 1 ー 
20 00 | ファ イル ・ サ イズ | 未 使用 
43 1 CO A8 A800H バ イト 先頭 は 第 2 クラ スタ 
5A | か | ー | | 
。 38 *8? 00 | 
| 1 中 ee ー _ 














eee に sr 6 





ディ レク トリ ・ テ ー ブ ル と と も に 、 デ ィ ス ク BASIC の ファ イル 管理 の 愛 と な る の が 、 フ 
ァイル ・ ア ロケ ーション ・ テ ー プ ブル (File Allocation Table 三 略し て FAT) と よ は ば れ 
る 領域 で す 。 allocation に は 「 割 り 当 て 、 配 置 」 の 意味 が あり ます 。 

X 1 の ディ スク BASIC で は 、 FAT は レコ ー ド 番号 14 の セク タ に 記録 され て いて 、 フ 
ァイル の つなが り を 管理 し ます 。 第 4 節 で マス ター し た 方 法 で 、FAT を ダン プ し て み ま し 


。 


〈FAT を 読む 〉 
※ ME ロロ ロ 
E982-1T8eee 
:E995=2199gFBg 
時 
% SE ら gg 
ボ ※ 潤 


_ 窟 83 


《FAT ダ ンプ の 例 》 


1P5889 
=g1 8F ロ 3 g4 g5 g6 87 @8 ノン ・・.・・・ 
:F988=89 Ba BB GC 8? 81 8F 82 ン .・.・ 玉 ・ こ 
:F918=89 12 88 14 15 8 83 82 ン | ・| ・・ 
:F918=19 1 内 1B 8F 1 1E 41F 8F ノン.・- ン ・~・ ン 
:FB28=21 BE 3 Bg ロ @ gg gg gg ン ノン! 回 mm・・・・・ 
:F82B=99 8g ら G 9 ら 8 8g 8 @8 ン .・・・・・・・ 
:F938=88 Gg 89 88 8 gg 8 8 ン .・・・・・・・ 
:F838=99 88 G9 gg 8 @8 8 @8 ン ・.・・・・・・・ 
: 上 849=99 9O 9O 9 9O 9O 99 99 ン ・・・・・・・・ 
:F38 こ 8F 8BF SF SF 8BF 8BF SBF 8F ノン ン 
: 上 8F 8F 8F BF 8F BF 8F 8F ン ノ 
:F9GB=8F 8F BF BF 8F BF 8F 8F ン ン 
:F9298=8F 8F 8BF 8BF BF 8F BF 8F ン ン 
:F678=8F SF 8F 8F 8F 8F 8F 8F ン シク ン 
ボ D 
= 98 gg gg @9 ン ・.・・・・・・・ 
i F988=99 89 89 89 89 89 89 89 レン! 
: FB98=99 88 gg 89 8 @ ら 9 @ ら 8 ノン ・・・・・・・・ 
:F898=9g 88 gg 9G 6B gg 989 ン ・・・・・・・・ 
: FBRH8=BG G9 ら B B9 BB B @9 89 ノン:・,:・:・: 
:F8BB=98 B9 8 88 まで きす ね 
F 回 8 98 8 g8 
: F9B8=9G GG Og GO Bg BG GO 89 ン ・・・・・・・・ 
:FBC8=gG G9 98 8Bg 8B B@ @9 89 レン:・・・・:・ 
:FBDg=99d 8 BG 8g 8 8g g9 89 ン ・・・・・・・・ 
:F9DB=89 Gg 88 gg 8 8 89 88 ン .・・・・・・・ 
:FOE9=98 88 gg gg 8 gg gg gg ン ・・・・・・・・ 
:FOEB=GB BgG BG 9 GO BB 68 9g ン ・・・・・・・・ 
iF8FB=98 89 89 89 89 88 89 898 (に (1 


上 が レコ ー ド 番号 14 の セク タ 256 バイ ト の 内 容 ( の 一 例 ) で す 。 最初 の 2 バイ ト は (FAT 
や ディ レク トリ を は じ め シ ステ ム の た だ ため に ) 予約 され て いる 値 で 、 3 バイ ト 目 か ら の 各 値 
が ファ イル の つなが り を 示し ます 。 

グン プリ スト を 見 る と 、 最 初 か ら 80 バイ ト を 境 に パタ ー ン が 変わ っ て いま す 。81 バイ ト 
以降 の FAT は 、 実 は 使用 きれ な いこ と に な っ て いて 、 そ の た だ た め に 「 終 了 コ ー ド 」 8FH 
が 書か れ て いま す 。 129 バイ ト 以 降 は 、 そ れ さ そ も な く 00 耳 の まま で 全く 未 使用 と な っ て 
いま す 。 

さて 、EFAT の 有効 部 分 は 02H-ー8FH の 値 を 持ち 、 次 の 意味 が あり ます 。 


02Hー7FH…… その クジ スタ に 続く 。 次 の クラ スク タ 番 号 を 示す 。 
80 Hー8 FE 日 …… その クラ スタ で ファ イル が 終わ っ て いる こと を 示し 、7FH を 引い 
だ た 値 が 最終 クラ スタ 内 で 使用 きれ る レコ ー ド 数 (ニセ クタ 数 ) を 
意味 し て いる 。 
だ た と えば FAT の 3 バイ ト 目 以降 を 追う と 、 
03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 87 
PO 


光 頭 クラ スタ 第 12 ク ラス タ で 終了 。 最 

は 第 2 クラ スタ クラ ズ タ ほ 、.8 セグ クタ だ け 梗 用 。 
と 読む こと が で き て 、 こ の ファ イル は 第 2 クラ スタ (先頭 セク タ は レコ ー ド 番号 32) か ら 
始ま っ て 、 此 12 ク ラス タ の 8 レコ ー ド (セク タ ) を 使用 し て 終わ っ て いる こと が わか り ま す 。 

この よう に 、 ディス ク BASIC は 、 フ ァイル を クラ スタ 単位 で 管理 し て いる の で 、 最初 の 
方 の 少し の セク タ し か 使用 し な く て も 、 1 クラ スタ 分 と られ て し まい ます 。 
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この ディ スク の FAT を さら に 追う と 、 最 後 の フ ァイル は 、 旧 34 クラ スタ で 終了 し て い 
て 、 結 局 使用 クラ スタ は シス テム 予約 分 も 含め 第 0 クラ スタ ー 第 34 クラ スタ の 範囲 と な り 
ます 。 こ れ は 計 35 クラ スタ 分 で 、1 枚 の ディ スグ に は ほ は 80 カラ スタ 分 格 机 で きま すか ら 。 
残り クラ スタ は 80 一 35 ニ 45 となり ます 。 FEILES コマ ンド を 実行 し た と き LILlclusters 
free と 表示 され る 値 は この 値 で す 。 


1 一 リ ドラ ッ ク ・ フ ォ ー ア マット ャ 





1 つの トラ ッ ク は 、 同 心 円 状 の 部 分 で す が 、 そ の 開始 点 は 中 心 と イン デック ス ホ ー ル を 
結ぶ 延長 線上 と 決め られ て いま す 。 ト ラッ ク に は ここ か ら 、 プ リ ・ ア ン ブ ル 、 セ クタ 1 、 
セク タ 2 …、 セ クタ 16、 ボ スト ・ ア ンプ ブル の 順に 書き 込ま れ て いま す 。 セ クタ 1 と セク クタ 
16 の 間 の アン ブル 部 分 は 、 デ ィ ス ク の 回 転 ム ラ な どの 不安 定 要 素 か ら 生 ずる 誤差 吸収 の た 
め の 和 領域 で 一 般 に ギャ ッ プ (GAP) と よ ば れ て いま す 。 (amble と いう の は 「 馬 の 規則 的 
な 歩き 方 」、「 ゆ っ くり し た 歩調 」 の 意味 か ら 来 て いる よう で す 。 gap は ' 間隙 」 の 意 で す 。) 
ギャ ッ プ は 、 こ の 他 セ クタ 内 部 や セク タ 間 に も 設け られ て いま す 。 


トラ ッ ク の 構成 


eo 


1 s っ 
アン プル ) アジ アル 


ID フィ ー ル ド | ギャ ッ プ デー タフ ィ ー ル ド | ギャ ッ プ | セクタ の 構成 








EZ: ダ 了 あ 








ーー … 
ーーー 
や 
ーー 
7 
ーー 
ーー ュー 
ーー 
ー 
ー 
ーー 


| SYMND | アデ ドレ マー マジ ID | cRo | ID フィ ー ル ド の 構成 





Se 


1 つの トラ ッ ク に デー タ を 書き 込む 形式 (トラ ッ ク ・ フ ォ ー マ ッ ト ) は 、IBM の 8 イン 
ナディ スク で の 標準 フォ ー マ ッ ト に 準じ て 、 5.25 イン チ の 借 密 ディスク で は 次 の よう に な 
っ て いま す (3 イン チ デ ィ ス ク の 資料 が 手許 に あり ませ ん が 、 同 様 の は ず で す )。 

5.25 イ ンチ 倍 密 ディ スク の トラ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト 


| 1 の wi 因 ・ ノ バルス 

















| トーーーーーーーーーーーーーーー 一 セク タ 01 一 ーーーーーーー I 1 
GAP | SYNC IDAM ID | CRC | GAP | SYNC | DAM / DATA | CRC | GAP GAP 
| | | | 
還 | 。 ID | 2 DDAM 3 | 4 | 
意味 | アド レス | アド 
も シー ク | [2 トレ ス 、 
| | 1 A マ ーー タジタジ / 
油 細 | ーー イー 
バイ ト 数 | 32 | I2 | 3 4 | 2 | 2 | HI2 | .3 | | 256 2 | 54 17 266 
+ キー トーーーー キー た ーー 
FB 
le 進 | 寿 | OO Al FE|1(D)| ほ 2 4E | 00 |AI" / (DATA) | ほ 21 | 4E | | 4E 
コー ド F8 
し 本 還 
プリ 要略 [ 注 中 ポス ト 
ーー マラー ルギー ドーーー デ ー タ フィ ー ル ドーー テ | 2 


【 注 1 ] こ の デー タ の 各 バ イト は 、 ミ ッ シ ン グ ・ ク ロッ ク ( 第 12 節 参照 ) を 含む 。 

[ 注 2 JCRC(Cyclic Redundancy Check) 
アド レス マー ク の 先頭 ビッ ト か ら 、ID プ デー タ の 最後 の ビッ ト ま で の ビッ ト 列 を 2 進数 の 
多項式 と し て 、 こ れ を P(X)=X? 十 X1 士 X? 士 | で 割り 算 し 、 そ の 剰 余 を CRC と し て デー タ 
の 後 へ 連続 し て 2 バイト 書 き 込 む 。 


各 セ クタ の 先頭 に は 、ID フィ ー ル ド と よ ば れる 領域 が 設け られ て いま す 。 (ID は 、 iden- 
tification 三 識別 の 略 で すね 。) ID フィ ー ル ド に は 、「 こ れ か ら セ クタ が 始ま る 」 こ と を 示 
す 情 報 (SYNC や アド レス マー ク ) と 、 そ の セク タ の 物理 アド レス な ど (ID) が 記録 され 
て いま す 。 ID フィ ー ル ド の 未 尾 に は CRC と よ ば れる 一 種 の 「 チ ェ ッ クサ ム 」 が 付け られ ます 。 
ID は 4 バイ ト 情 報 で 、 

第 1 バイ トニ トラ ッ ク 番 号 (00H 一 27 本 ) 
第 2 バイ トニ ヘッ ド 番 号 (00 H , 01 H) 
第 3 パイ トニ セク タ 番 号 (01 H 一 10 日 ) 
和 4 バイ トニ セク タ 長 00 Hs:129 パオ トト グセ クタ 
01 朋 …256 パイ トノ セア クタ 
02 912 パパ イト / セ ググ 
02 “1024 パオ イト デ セ グ メア 
か ら な り ま す 。 第 4 バイ ト は 、 双 1 で は 01H (1 セク ター256 バイ ト ) に 設定 され ます 。 
ID フィ ー ル ド の 後に は ギャ ッ プ が 置か れ 、 デ ー タ フィ ー ル ド へ と 続き ます 。 こ こ に は 、 
SYNC, アド レス マー ク に 続き 、 実 際 の デー タ (256 バイ ト ) が 記録 きれ 、 末 尾 に デー タ 部 
の CRC 2 バイ ト が 付き ます 。 
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この よう に 見 て くる と 、 私 た ち が セ クタ と の 間 で 256 バイ ト の 情報 を 正しく 読み 書き で 
きる よう に 使わ れる 情報 HUD や ギャ ッ プ ) が 結構 場所 を と る こと が わか り ま すね 。 ディス 
ク の 規格 で フォ ー マ ッ ト 前 の 記憶 容量 と フォ ー マ ッ ト 後 の 記憶 容量 に 違い が 出る の は 、 こ 
の た めで す 。 

有 前 委 で 私 た ち が 実 験 し た よう な セク タ 単 位 の 通常 の 読み 書き の 範囲 を 越 を た て 、 こ うし た 
トラ ッ ク や セク タ の 内 部 構造 に まで 立ち 入る た め に は 、 デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ プ 装 置 の 制御 を 
し て いる LSI (FDC) の 働き を 理解 し な く て は な り ま せん 。 次 節 以 降 は この 間 題 を 扱い ます 。 





11 一 8 フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ コ ント ロー ラ (FDC) 


X 1 本 体 と フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ 装 置 (FDD) と の イン ター フェ ー ス に お い 
て 中 心 的 役割 を 演ずる の が 、 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク ・ コ ント ローラ (Floppy Disk Control- 
ler 三 略し て FDC と よぶ ) と よ ば れる 専用 LSI で す 。 XX 1 に お いて は 、 

MB8877 A 
と いう 型番 を 持つ 富士 通 製 の LSI が FDC と し て 用 いら れ て いま す (X 1 D で は 本 体内 に 
標準 殺 備 、 区 1 と 区 1 C で は 別売 の ディ スタ ク ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス ・ カ か カード 上 に 閉 痢 きれ て 
いま す )。 


、FDC の 位置 づけ 》 





( ! ドラ イブ 装置 (CZ-800F な ど ) 
ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 回 路 ※XID で は 本 体内 に 内 蔵 


FDC は 、CPU か ら 一 定 の コマ ンド を 与え られ る と 動作 を 開始 し 、 動 作 結 上 果 を ステ ー タ ス 
(status= 状態 ) と よ ば れる 1 バイ ト 情 報 の 形 で CPU に 知ら せ て 動作 を 終了 し ます 。 CPU 
は ステ ー タ ス を 調べ な が ら 、 ハ ンド シェ ー ク の 形 で FDC と の デー タ 授 受 を 行ない ます 。 
(ステ ー タ ス の 詳細 は 第 15 節 を 参照 し て 下さ い 。) 


15/ 
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FDC (MB 8877 A) は 、 コ マン ド 実 行 ・ ス テー タス 表示 の た め に 5 つの レジ スタ を ユー 
が ーー に 公開 し てい ます 。 


// 


く MB8877A の レジ スタ > 








レジ スタ 名 ] 賠 称 | Xi で の | ン 0 アド レス 
ac ーー キー 一 | 
コマ ンド ・ レ ジス タ | CR | OFF8H 番 地 (OUT 命 令 時 ) 
ステ ー タ ス ・ レ ジス タ | STR | OFF8H 番 地 (IN 命令 時 ) | 
トー + ] 























トラ ッ ク ・ レ ジス タ | TR | OFF9H 番 地 

ト * es ju 大 文 る SCR | OFFAH 番 地 

デー タ ャ レジ スタ DR | OFFBH 番 地 
X 1 に お いて 、 こ れ ら の レジ スタ に は 、0FF 8 HH 一 0 FFBH 番地 の IT ノ 0 アド レス が 割 
りあ て られ て いま す 。 コ マン ドレ ジス タ (CR) と ステ ー タ スレ ジス タ (STR) は 同一 番地 


を 持ち ます が 、CPU か ら の 出力 命令 (OUT) で は CR が 、 入 力 命令 (IN) で は STR が 
選択 され ます 。 各 レジ スタ の 機能 の 詳細 は 、 後 述 す る コマ ンド の 説明 中 で 行ない ます 。 














11 一 9 ドラ イブ 装置 の モー ター ON ン / OFF 





ディ スク 関係 の エ プ 0 アド レス と し て 、X 1 に お いて は 、 も う 1 つ 光 の 番地 が 大 切 で す 。 














ュー ーーーーーー+ 


| 」 ノ 0 アド レス | OFFCH 番 地 
] 


ei 
























































機 能 | ドラ イブ 番号 ( 0 一 3 ) の 選択 、 ヘ ッ ド の 選択 、 各 ドラ イブ の モー ターON/OFF 
を 行なう 。 
ビッ ト の 意味 」 ビッ ト 7 ビッ ト 6 。 ビッ ト 5 ビッ ト 4 。 ビッ ト 3 ビッ ト 2 _ ビッ ト | ビッ ト 0 
| 0 0 | 0 | 0 | 
| 
モー ターON/OFF ペ ヘッド ドラ イフ 番号 
U 三 0FF 0 ニニ サ ザイ ド 0 U00 三 トラ イフ 0 
| 三 ON | 三 サ イド | 一 / | 
10 三 / 2 
| 誠一 / 2 














FDC は 、 こ れ ら の 機能 を 持っ て いな い の で 、 イ ンタ ー フ ェ ー ス ・ ボ ー ド 上 の 別 の 回 路 で 
サポ ー ト し て いま す 。 

さて 、 こ こま で 述べ だ た こと を 利用 し て 、 ド ライ ブ 装 置 の モー ター を ON OFF し 、 その 
時 の FDC の ステ ー タ ス 変 化 を 見 る プロ グラ ム が 作れ ます 。 以 下 に 掲げ る も の が その 一 例 
で す 。 ドラ イブ 装置 の 電源 を 入れ 、 (壊れ て も よい ) 空 の ディ スク を 挿入 し て 、 プ ログ ラム 
を RUN し て 下さ きい 。 ドライブ プ の モー ター を ON し た 時 、 デ ィ ス ク が 挿入 し て ある と 、 ス 
テー タス の MSB(Not Ready ビッ ト ) が 0 に な る の が わか る と 思い ます 。 CPU は この ビ 
ッ ト を 見 る こと で 、 ド ライ ブ プ ブ の 準備 状態 を 知る こと が で きる 訳 で すね 。 


リス ト Disk Drive motor ON/ OFF 


1 8 REN ※ 玉 ※ 玉 玉 米 玉 迷 数 ※ 裕 ※ 米 玉 来 ※ 玉 米 求 ※※ 玉 水玉 数 玉 求 ※ 米 玉 

1:19 REN ※ 涼 

129 RENM ※ DisK Driue motor UN/OFF ※※ 

139 RENM ※ 六 

149 REN ※ control port 9FFCH 素 

159 RENM ※ ボボ 

1 る 9 REN ※ ※ 

179 RENM ※ 19?84.7.3 TUE 米 

189 REN ※ 玉 

1 の REMNM ※※ 米 米 ※※ 来 来 来 求 来 洲 玉水 表 求 束 米 束 求 米 玉 求 玉 玉 米 求 玉 来 洲 

ど 99 “ 

219 MIDTH 46 

e29 CLICK OFF 

だ 8 し じ し S 

249 “ 

225 KR ニ 米 玉 玉 1 ロ ら #TUCtiOn 迷 玉 ボボ 

276 CREVM 1 

28g@8 PRINT "status of FDC" 

2?29 LUCATE 15,3 : PRINT "driue 9 ON ---> 9 KEY" 
369 LOCATE 15。4 : PRINT "driue 1 UN ---> 1 KEY" 
319 LOCATE 15,5 : FRINT "motor OFF ---> ESC KEY" 
329 CREV 9 

339 LOCATE 9。4  : PRINT 持 G CHR も (&H1E) 

349 LOUCATE 2.5 ii PRINT "Not Ready ッ \ 

3 

90 REN 表 氷 玉 main 1OOP ポ 素 洲 

389 馬 =INP(&HFF8) : REM バー--- read status o† FDC 
3?9 LOCATE 9,3 

489 PRINT _ RIGHT も ("9898999"+BIN も (人 ) 」8) 

419 LOCATE 9 の ,5 

429 IF CHARACTER も (9,3) ="9") THEN _ PRINT "RE ョ コッ り ) ELSE PRINT "Not Read ッ リピ ゾ 
439 “ 


44 ロ 9 [も =INKEY も (98) : IF 1 まま = りり" THEN 388 
459 IF ! も =CHR も (27) THEN S16 

449 IF ) ま ="98" OUR ! ま ="1" THEN 559 

478 GOTO 3886 

4 の 8 RENM === motor OUFF === 

519 OUT&HFFC。N : GOUTO 389 

S39 RENM === griue N motor UN === 


っ っ 9 N=UAL (1 あう 
569 OUT&HFFC, (SH89 OR N〉 : BOTOU 389 


NII 衣 明 コ p( の スノー に ダン 





FDC(MB 8877 A) の 動作 は 、CPU か ら 与え られ る コマ ンド に より 決定 され ます 。 コマ 
ンド は 、 タ イプ 1 ~IV の 4 種類 に 大 別 き され ます 。 


グイ オプ エコ マン ドー…… ヘッ ド の 駆動 に 関す る コマ ンド 。 
EFDD の 状態 (Ready / Not Ready) に 無関係 に 動作 する 。 
タイ プ IL コ マン ド …… ディ スク の デー タ ・ フ ィ ー ル ド に 対す る 書き 込み と 読み 出し 動作 を 
指示 する コマ ンド 。 
ゲオ ダヨ マタ ドド ee ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング に 関連 し た 特殊 コマ ンド 。 
現在 ヘッ ド の ある トラ ッ ク に 対し て 処理 を 行なう 。 
タイ プ IV コ マン ド ……FDC の 動作 を 打ち 切っ た り 、 条 件 に より 割り 込み 信号 IRQ) を 発 
生き せる た め の コ マン ド 。 
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各 々 の タイ プ に は 1 一 5 個 の コマ ンド が あり 、 計 11 個 の コマ ンド が 用 意 さ れ て いま す 。 
谷 コ マン ド は 、 1 バイ トコ ー ド の 形 で 与え られ 、 そ の 動作 の 詳細 を 決め る た め の フ ラグ ・ 
オプ ショ ン を 持っ て いま す 。 


FDC コ マン ド 一 覧 


























タイ プ 名 称 MSB コー ド LSB 動作 概 容 

トー トーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ト ーー ーー ーーーーーー コ 
リ 。 ス ト 0000hVrir。| ヘッ ド を トラ ッ ク 0^ ム 移動 する 。 
9 一 0001hVr」r。 | 目的 の トラ ッ ク へ 、 ヘ ッ ド を 移動 する 。 


P 
グ 
フ | 00IuhVrir。| ヘッ ド を | トラック 移動 する 。 

ン |010uhVrir。| ヘッ ド を | トラック 内 側 へ 移動 する 。 
ト 

ー タ 





















































| . 学 ・ イ 
| ス デ ッッ プッ ・ ア ウ 1 9 IluhVrir。| ヘッ ド を | トラ ッ ク 外 側 へ 移動 する 。 
T] リッ ーー ド ヲ " 100mSEC0 | ディ スク の デー タ ( デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド ) を 読む 。 
二 0 よ 軸 人 選 Ca | ディ スク (デー タラ ィ ー ル ド ) へ デー タ を 書く 。 
トーーーー + ー キト ーー ーー ー ー ー ーーーーーーーーーーーー-| 
リー ド ・ ア ドレ ス 11000E00 | ディ スク の ID フィ ー ル ド を 読む 。 
川 リー ド ・ ト ラッ ク | 11IIOOE00 | ディ スク の | トラッ ク 分 の 全 デ ー タ を 読む 。 
ライ ト ・ ト ラッ ク | 1111IOE00 | ディ スク の | トラック 分 の 全 デ ー タ を 書く 〈。 
IV | ec ス ・ イン タラ プ ト | 1 | 10 「 | li 1 | 割り 込み (IRO) を 発生 させ る 。 














オプ ショ ン ・ フ ラグ の 名 称 

h ・ ヘ ッ ド ・ ロ ー ド (Head Load) 
V ・ べ ベリ ファ イ (Verify, 照合 ) 

rj, T。: ス テッ プ ・ レ ー ト (Step Rate) 
u ・ ア ゲップ ・ デ ー ト (Update. トラ ッ ク レ ジス タ の 更新 ) 
m > マルチ ・ セ クタ (malti-Sector) 
S ・ サ イド ・ ナ ン バ ー (Side number) 
E ・15ms ディ レイ ・ イ ネー プ ブル (15 ms Delay Enable) 
ま ・ コ ン ペ ア ・ イ ネー プル (Compare enable, サイ ド 比 較 ) 
3 。 ・ プ アド レス ・ マ ー ク (Address Mark) 

1as 一 上 |。: イ ンタ ラブ プ ト ・ コ ン デ ィ シ ョ ン (Interrupt Condition.IROQ 発生 条件 ) 


ーー1| タイ | コマ ンド 





タイ プ エコ マン ド は 、 ヘ ッ ド の 駆動 に 関す る コマ ンド で す 。 フ ラグ ・ オ プシ ョ ン の 意味 
は 次 の 通り で す 。 
h : ヘッ ド の 上 げ 下 げ を 指定 する フラ グ 。 
pnー ュ の を とき 。 ペッ ド ャ ロー ド も -w を 下ろ し L。、 ディス ク に 間 し つけ る こと ) を 和 
な 3。 
h0 の と き 、 ヘ ッ ド を ディ スク か ら 離 す 。 
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V : ヘッ ド 移 動 後 、 デ ィ ス ク の トラ ッ ク 番 号 と 、 ト ラッ ク ・ レ ジス タ の 照合 (ベリ ファ イ ) 
を 行なう か どう か 指定 する フラ ク 。 
V = 1 の と き 、ID フィ ー ル ド の トラ ッ ク 番 号 と 、 ト ラッ クレ ジス タ の 内 容 を 比較 す 
る 。 
V= ニ 0 の と き 、 ベ リフ ァ イ は 行なわ な い 。 


r,、 Tr。、u の 各 フ ラグ を 説明 する た め 「 ス テッ プ パ ルス 」 に つい て 述べ ます 。FDC 
は 、 ド ライ ブ 装 置 に ヘッ ド 移 動 を 指示 する た め に 、 パ ルス 信号 を 送り ます 。 こ れ を ステ ッ 
プ パ ルス と よび 、 1 トラ ッ ク 分 移動 きせ る に は 1 パル ス を 出力 し ます 。 さ て 、 ド ライ ブ 装 
紀 側 で 機械 的 に 受け 入れ られ る ステ ッ プ パル ス の 周期 (パル ス の 出力 間隔 時 間 ) を ステ ッ 
プレ ー ト と よん で いま す 。 FDC で は 、 ス テッ プレ ー ト を 4 了 段階 に わた っ て 変え る こと が で 
きま す 。 こ の た め に 指定 され る フラ グ が Tr,」, r。 で あり 、 次 の 意味 が あり ます 。 

《 ス テッ プレ ー ト 》 











EE | ステ ッ プ レー ト た だ だ し 。FO を IMHz の クウ クロッグ ず 
1 有 動作 させ て いる と き の デ ー タ 。 
| 0| I2msec ※XI| に お いて は 、 ス テッ プレ ー ト 20m 
10 20msec | sec が 採用 され て いる 。 
| | | 30msec 較 従っ て 、「 三 fr。 三 0 を 指定 する 。 





最後 に ロフ ラグ で す が 、 こ れ は ステ ッ プ パル ス に 伴っ て 、 ト ラッ ク ・ レ ジス タ の 内 容 の 
更新 を 行なう か どう か 指定 する フラ グ で す 。 ス テッ プ 、 ス テッ プ ・ イ ン 、 ス テッ プ ・ ア ワウ ワ 
ト の 各 コ マン ド で は 、 通 常 u ニ 1 と 指定 し 、 ス テッ プ パ ルス 毎 に トラ ッ ク レ ジス タ の 内 
容 を 填 1 和 また は 一 1 し ます 。 u=O と 指定 する と 、FDC か ら ス テッ プ パ ルス を 出し 
て も 、 ト ラッ クレ ジス タ は 更新 され な く な る の で 特殊 用 途 に 使わ れ ま す ( 不 玄 トラ ッ ク が 
ある 時 の 処理 な ど )。 

次 に 、 タ イプ 1 の 各 コ マン ド に つい て 概説 し ます 。 


リス ト ア ・ コ マン ド 
ディ スク ・ ド ライ ブ の ヘッ ド を トラ ッ ク 0 に 移す コマ ンド で 、 コ ー ド 00Hー0FH で 号 
えら れ ま す 。 X 1 の ディ スク BASIC を 解析 する と 、 リ スト ア ・ コ マン ド は 、 02H の 形 で 
与え られ て いま す (ヘッ ド ・ ロ ー ド な し 、 ベ リフ ァ イ な し 、 ス テッ プ ・ レ ー ト は 20 
msec) 。 デー タレ ジス タ と トラ ッ ク レ ジス タ に 00H が セッ ト さ れ て コマ ンド 終了 と な り 
まず 。 
【 例 」 LD BC.OFF8H : BC= ニ コマ ンド レジ スタ の アド レス 

LD A,02H * 3 以下 アデ ・ コ マデ ンド の ヨコ ヨード 

OUT (C) ,A デン ド 力 
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シー ク ・ コ マン ド 

目的 の トラ ッ ク ま で 、 ヘ ッ ド を 移動 きせ る コマ ンド で す ( seek は 「 捜 し 求め る 」 が 原 
義 )。 通常 は 、 現在 ヘッ ド の ある トラ ッ ク 番 号 を トラ ッ ク レ ジス タ に 書き 込み 、 目 的 の トラ ッ 
ク 番 号 を デー タレ ジス タ に 書き 込ん だ 後に 、 こ の コマ ンド を 出力 する と 、 シ ー ク 動作 が 正 
韻 に 行なわ れ ま す (た だ し 上 記 の レジ スタ に すでに 値 が セット し て ある 時 は 改め て 書き 込 
む 必 要 は あり ませ ん )。 10 Hー1FH の コー ド を 持ち 、X 1 で は 1EH の 形 で 用 いる こと 
が 多い よう で す (ヘッ ド ・ ロ ー ド あり 、 ベ リフ ァ イ あ り 、 ス テッ プ ・ レ ー ト 20msec) 。 この 
ょ うに V= 1 と し て お く と 、 シ ー ク 完了 後 、 自動 的 に トラ ッ ク 位 置 の 照合 が 行なわ れ 、 最 
初 に 出会っ た ID フィー ルド の トラ ッ ク 番 号 と デー タレ ジス タ の 内 容 (目的 トラ ッ ク 番 号 ) 
と が 比較 され ます 。 これら が 一 致し な いと き は 、 後 述 の ステ ー タ スレ ジス タ の ビッ ト 4 ( 
Seek Error ビッ ト ) が セッ ト さ れ ま す 。 

な お 、 シ ー ク ・ コ マン ド 終 了 時 、 ト ラッ クレ ジス タ に は 、 新 し い ト ラッ ク 番 号 が セッ ト 
され て いま す 。 


【 例 ] トラ ッ ク 13H か ら 19H へ の シー ク 


LD BC,0FFBH : B じ デー タレ ジス タ の アド レス 
LD A,19 H 目的 トラ ッ ク 番 号 

OUT (CO),A 「 デー タダ レジ スネ アプ ア に 値 を も w ト 

LD し じ 0ER9H BC 一 下 ラ w ク グレ ジス タ の アド レス 
LD A,13 日 , 現在 ヘッ ド の ある トラ ッ ク 番 号 
OUT (CO),A ・ ト ラッ クレ ジス タ に 値 を セッ ト 
LD COF8H  :BC ニ コロ マジ ンド レジ スタ の アド レス 
LD A,1EH ・ シ ー ク ・ コ マン ド の コー ド 

OUT (CO) ,A 5 eS ド 削 盾 


ステ ッ プ ジャ コマ シド 

1 トラック 分 ヘッ ド を 移動 させ る コマ ンド で す 。 こ の 場合 、 移 動 方 向 (内 側 、 外 側 ) は 、 
コマ ンド 以前 に 決定 され た 方 向 に より ます (後述 の ステ ッ プ ・ イ ン 、 ス テッ プ ・ ア ウト の 
他 、 リ スト ア や シー ク を 実行 し て も 方 向 が 決定 され る )。 こ の コマ ンド が 与え られ る と 、 ス 
テッ プ パ ルス が 1 つ 出 力 さ れ ま す 。 

u フ ラグ が 1 の と き は 、 移 動 方 向 が 外 な ら ト ラッ クレ ジス タ (TR) の 内 容 は 1 減り 、 方 
向 が 内 な ら TR の 内 容 は 十 1 され ます 。 u ニ 0 の と き は TR の 内 容 は 変化 し ませ 
ん 。 

ワー ド 史 革 一 9E 仙 に より 指定 し ます 。 


ネス ヘ デップ ィ ャ イシ ジャ コマ ンド 

ヘッ ド を 1 トラ ッ ク 分 内 側 (トラ ッ ク 番 号 増加 方 向 ) に 移動 きせ る コマ ンド で す 。 こ の 
コマ ンド が 与え られ る と 、 ス テッ プ バ パル ス が 1 つ 出 力 さ れ ま す 。 

u 三 1] の と き は 、 TR の 内 容 は 填 和 され 、 u ニ 0 の と き TR は 不変 で す 。 

ュー ド 4Dー5PH に より 指定 し まず 。 区 1 で は 。、 テ ユーティ リティ ブロ グフ ラム 中 て 。 
5AH (u フ ラグ =1) の 形 で 用 いら れ て いま す 。 


沈 ググ ャ デ ウ キ ャ コマ ジジ ド 
ヘッ ド を 1 トラ ッ ク 分 外側 (トラ ッ ク 番 号 減少 方 向 ) に 移動 きせ る コマ ンド で 、 これ が 
与え を られ る と 、 ス テッ プ パ ルス が 1 つ 出 力 さ れ ま す 。 
u 三 1 の と き は 、 TR の 内 容 は 一 | され 、 u ニ 0 の と き TR は 変わ り ま せん 。 
コー ド 60H-7FH に より 指定 し ます 。 


一 12 クイ オプ | コマ ント 





タイ プル コマ ンド は 、 セ クタ の デー タフ ィ ー ル ド に 対す る 読み 出し 、 書 き 込 み を 行なう 
コマ ンド で 、 最 も よく 使わ れ ま す 。 実行 に 先立っ て 、 対 象 と な る セク タ 番 号 と トラ ッ ク 番 
号 は 各々 、 セ クタ レジ スタ (SCR)、 ト ラッ クレ ジス タ (TR) に 用 意 さ れ て いな けれ ば な 
り ま せん 。 

タイ プ II コ マン ド に は 、 m。 S,。 E, C,。 a。 の フラ グ ・ オ プシ ョ ン が あり 、 次 の 意味 
を 持ち ます 。 

m : 単 二 セ クタ 対象 か 、 連 続 し た セク タ 対 象 か を 指定 する フラ グ 。 

mー 1 の と き 、 1 つの セク タ に 対し て リー ドラ イト 完了 後 、 自 動 的 に SCR の 内 容 

を 十 1 し 、 連 続 し て 次 の セク タ の 処理 を 行なう 。 
m 三 0 の と き 、 1 つの セク タ に 対し て の み リ ー ド プラ イト を 行なう 。 


E : ヘッ ド ・ ロ ー ド 後 、 そ の 安定 状態 を チェ ッ ク す る まで に 15msec の 遅れ を 入れ る か 合 
か を 指定 する フラ ク 。 
ドー 1 の と き 、 ヘ ッ ド ・ ロ ー ド 後 、15 msec 経過 し て か ら 、 ヘ ッ ド の 状態 を 調べ 、 安 定 し 
て いれ ば 動作 を 進め る 。 
ドー0 の と き 、 ヘ ッ ド ・ ロ ー ド 後 、 た だ ち に ヘッ ド 状 態 を 調べ 、 安 定 し て ロー ド さ れ て 
いれ ば 動作 を 進め る 。 


C : ディ スク の ID フィ ー ル ド 内 の サイ ド 番 号 (ヘッ ド 番 号 ) と 、S フ ラグ で 指定 され る 値 
と の 比較 を する か 否 か 指定 する フラ グ ク 。 
C ニ 1 の と き 、 サ イド 番号 の 比較 を 行なう 。 
C ニ 0 の と き 、 サ イド 番号 の 比較 は し な い 。 
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っ : サイ ド 番 号 の 比較 値 を 指定 する 。 
S 王 1 の と き 、 サ イド 番号 比較 値 を 01H と する 。 
S デ 0 の と き 、 サ イド 番号 比較 値 を 00H と する 。 


3。 フ ラグ は 。 ラ イト ・ デ ー タ ・ コ マン ド に お いて 指定 され ます 。 IBM フォ ー マ ッ ト に お 
いて 、 答 セク タ の デー タ ・ フ ィ ー ル ド で は 、SYNC に 続い て 、 ア ドレ ス ・ マ ー ク と よ 上 ば れ 
る 情報 が 置か れ ま す 。 通常 、 ア ドレ ス ・ マ ー ク と し て は 、 デ ー タ ・ ア ドレ ス ・ マ ー ク (Data 
Address Mark 三 DAM)/ と よ ば れる 4 バイ ト 情 報 A1HIA1HIA1H'FBH が 書か れ 、 デ 
ー タ ・ フ ィ ー ル ド の 始ま り を 示し ます (* 印 を つけ た 情報 は 、 倍 密度 変調 方 式 で の クロ ッ 
ク パ ルス の 入れ 方 の 規則 か ら は ずれ 、 1 ビッ ト の クロ ッ ク パ ルス が 省 か れ て いる ミッ 
ジン グー グロッグ ダーー)。 し か し 。 その モク クタ の デー タ を 便 用 し ない 時 に は .。 これ と は 暴 な 
り 、 デ リー テッ ド ・ デ ー タ ・ ア ドレ ス ・ マ ー ク (Deleted Data Address Mark 三 DDAM ) 
を 書き 込む こと に し て いま す 。DDAM は 、A1HYA1H*A1H*F8H (* は ミッ シン グ ・ 
クロ ッ ク を 含む ) の 計 4 バイ ト で 構成 され ます 。 

さて 。 3。 フ ラグ て す が 、 ラ イト ・ デ ー タ ・ コ マン ド に お いて 。 3。= ニ 1 と 秩 定 する と 。 
クー クア“ フォ ィ ー ル どの アド レネ ミー マ ー タ を し て TAAWM が 、 ま だ た る 0 と す 久 と 、 TDNAM 
が 各々 書き 込ま れ ま す 。 





たく ツウ クウ ク グ ・ ク ロッ グ み ) 


音 密 度 変 調 方 式 で は 、 1 バイ ト ・ デ ー タ A 1 H は 通常 、 次 図 上 段 の よう に 記録 され ます 。 


ーP 道 .M あ さ ー 
| | | | | 1 ml 
| 0 | 0 0 0 0 | 
= メ マ ルス ) 


和仁 0 グ 婦 ・ グロ 


これ に 対し て 、 ア ドレ ス ・ マ ー ク に お ける A 1H* で は 、 他 の デー タバ パタ ー ン と 区 別 す る た 
め に 、 ク ロッ ク ・ パ ルス が 1 個 者 か れ て いま す 。 こ の 省 か れ た クロ ッ ク ・ パ ルス を ミッ シ 
ング ・ ク ロッ ク と よび ます 。 


細か い 話 が 続き まし た が 、 次 に 、 タ イプ II の 各 コ マン ド に つい て 概説 し ます 。 


リー ド ・ デ ー タ ・ コ マン ド 

セク タ 内 の デー タ ・ フ ィ ー ル ド か ら デ ー タ を 読み 出す コマ ンド で す 。 こ の コマ ンド が 3 
ぇ られ る と 、FDC は 各 セ クタ の ID フィ ー ル ド を チェ ッ ク し 、 目 的 セク タ の 検索 を 始め ま 
す 。 目 的 セク タ が 見 つか る と 、 デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド の アド レス ・ マ ー ク を チェ ッ ク し 、 も 
し DDAM な ら 、 ス テー タス の ビッ ト 5( Record Type ビッ ト ) を 1 と し て 、 そ の セ モク 
タ が 使用 きれ な いこ と を CPU に 知ら せま す 。 

また 、 ア ドレ ス ・ マ ー ク が DAM な ら 、FDC は デー タ の 読み 取り に か か り ま す 。 そ の 
後 、FDC は 1 バイ ト を ディ スク か ら 読 み 取る ご と に 、 ス テー タス の ビッ ト 1( Data 
Request ビッ ト ) を 1 と し 、CPU に デー タ の 読み 取り を 要求 し ます 。 こ の ビッ ト を 見 な が 
ら 、 CPU は デー タレ ジス タ を 読み 出す こと で 、1 バ イト ずつ デー タ を ディ スク か ら 受 け 取 っ 
て いく 訳 で す 。 も し 、 一 定時 間 内 に CPU が デー タレ ジス タ を 読み 出さ な いと 、 ステ ー タ ス 
の ビッ ト 2( Lost Data ビッ ト ) が セッ ト さ れ 、 デ ー タ が 失わ れ た こと を CPU に 知ら せ 
た 後 、 デ ー タ レジ スタ に は 次 の 新しい デー タ が 用 意 さ れ ま す 。 

ID フィ ー ル ド に 記録 きれ て いる セク タ 長 (X 1 で は 256 バイ ト ) の 読み 込み が 終了 する 
と 、CRC デー タ の チェ ッ ク を し 、 正 し く 読 み 込ま れ て いる こと が 確認 され た ら 、m フ ラグ 
に 従っ て 、 終 了 す る か 、 次 の セク タ の 処理 に 進み ます 。 CRC が 一 致し な い 時 は 、 ス テー タ 
ス の ビッ ト 3 ( CRC Error ビッ ト ) を セッ ト し 、m フ ラグ の 状態 に か か わら すず す コ マン ド 
を 准 了 し ます 。 

リー ド ・ デ ー タ ・ コ マン ド の コー ド は 、 80H-ー9EH の 男 囲 の 偶数 値 (LSB=0) で 
す 。HuBASIC の ディ スク か ら の リー ド ・ デ ー タ ・ ル ー チ ン 内 で は 、 80 H の 形 で 用 いら 
れ ま す ( 単 一 セク タ , サイ ド 番 号 比較 な し 、 デ ィ レ イ な し )。 


ライ ト ・ デ ー タ ・ コ マシ ンド 

FDC の レジ スタ で 指定 され た 、 目 的 の セク タ の デー タ ・ フ ィ ー ル ド に デー タ を 書き 込む 
ュ マ ンド で す 。 こ の コマ ンド の 動作 時 、 FDC は 、 デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド の SYNC か ら 書 き 始 
め 、CRC を 書き 込ん だ 後に 、GAP と し て 1 バイ ト FFH を 書き 込ん で 終了 し ます 。( 読 み 
出し 時 の 最後 の ビッ ト を 正しく する だ ため の も の で す 。) 

CPU か ら FDC に 送信 すべ き デ ー タ は 、 デ ー タ ・ フ ィ ー ル ド の 本 体 を な す 256 バイ ト D 
フィ ー ル ド 内 の セク タ 長 指定 バイ ト で 決定 ) で す 。FDC は 、 これ ら を ディ スク に 書き 込む 
と 、 そ の 後に デー タ か ら 計 算 き れる 2 バイ ト の CRC を 自動 的 に 書き 込み ます 。 

ライ ト ・ デ ー タ ・ コ マン ド の コー ド は 、 A0HーBFH で 与え られ ます 。 コー ド の LSB 
は a。 フ ラグ で あっ て 、 通 常 は 4。 三 0 と し て 使用 し 、 アド レス ・ マ ー ク に は DAM(Data 
Address Mark ) が 書き 込ま れ ま す 。 あ る 特定 の セク タ に 印 を つけ た い 時 は 、 そ の セク タ 
に 書き 込む 時 に a。 三 1 と すれ ば 、 ア ドレ ス ・ マ ー ク と し て DDAM(Deleted Deta 
Address Mark ) が 書き 込ま れ ま す 。 こ の マー ク が つく と 、 後 に セク タ を 読み 出し た 時 
に 、 ス テー タス の Record type ビッ ト が 1 に な る の で 、 マー クタ 付 を 検出 で きま す 。 ブ ログ 
ラム 上 で この よう な セク タ を 読め な くし て お け ば 、 一 種 の ブロ グラ ム 保 護 (プロ テク ト ) 
不良 モク タ 処 理 に 利用 で きる 訳 で すね 。 第 17 節 で この 間 題 を 扱い ます 。 
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Hu お SA ん SIC の ライ ト ・ デ ー タ ・ ル ー チ ン 肉 で は 、 AO 本 の 形 で 用 ゅ られ て いま す ( 単 一 
ロダ ア 。 サオ ド 比 較 人 な し 。 ag。 ニ 60)。 





1 一 13 タイ 用 コ マン ド 


タイ プル コマ ンド は 、 現 在 ヘ ッ ド の いる トラ ッ ク に 対し て 処理 を 行なう コマ ンド で あっ 
て 、 デ ィ ス ク の トラ ッ ク ・ フ ォ ー マ ッ ト と 深く 関係 し て いま す 。E フ ラグ を 持ち ます が 、 
これ は タイ プル コマ ンド で の EK プラ ダグ と 同様 で す 。 


リー ド ・ ア ドレ ス ・ コ マン ド 

1D フィ ー ル ド を 読み 出す コマ ンド で す が 、 読 み 出さ れる ID フィ ー ル ド は 、 FDC が 読み 
込み を 開始 し て か ら 最 初 に 見 つけ た ID フィ ー ル ド だ け で す 。 読み 出さ きれ る デー タ は 、ID 
と CRKRC の 計 6 バイ ト で す 。 この コマ ンド で は 、 ト ラッ ク 番 号 が セク タレ ジス タ に 保存 きれ 
ます 。 ID フィ ー ル ド を 読み 出し た 結果 、CRC エラ ー が 生じ て も 自動 的 に 再 動作 する 事 は な 
い の で 、 必 要 な ら コ マン ド を 再び 与え を な く て は な り ま せん 。 

コマ ンド の コー ドド は と 0 本 (EE フラ グー 0)、C4 耳 (E フ ラグ = 1) で す が 、HnuBASIGC 
の 内 部 ルー チン で 使わ れ て いる 形跡 は あり ませ ん 。 


ルード es ラッ クマ ンド 

トラ ッ ク の 記録 内 容 を GAP,SYNC 等 を 含め すべ て 読み 出す コマ ンド で す 。 

コマ ンド の コー ド は E0H(E フ ラグ =0)、E4H(E フ ラグ = 1) の いずれ か で 指定 し 
ます 。HuBASIC で は 使わ れ て いる 例 が あり ませ ん 。 


ライ ト ・ ド トド トラック ・ コ マン ド 

トラ ッ ク の すべ て の デー タ を 書く コマ ンド で す 。 こ の 操作 は 、 ト ラッ ク ・ イ ニシ ャ ライ 
ズ スズ あるいは フォ ー マ ッ ティ ング と よ ば れ ま す 。 

フイ ト ・ ト ラッ ク ・ コ マン ド で は 、 デ ィ ス ク に 書き 込む せ 1 トラ ッ ク 分 の デー タ を すべ て 
CPU か ら EDC に 送信 する 必要 が あり ます 。 こ の コマ ンド を 用 いれ ば 、 書 き 込 み に 関し て 
は 自由 な フォ ー マ ッ ト を 使用 で きま す 。 

FDC が この コマ ンド を 受け る と 、 す ぐに 1 バイ ト 目 の デー タ 有 要求 が 出さ れる の で 、3 バ 
イト 以内 に CPU から デ ー タ を 与え な いと 、 Lost Data の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト を 立て て コ 
マン ド は 終了 し ます 。 この 3 バイ ト 以 内 に 最初 の デー タ が CPU か ら 送 られ て くる と 、FDC 
は イン デック ス ・ パ ルス を 待っ て 、 次 の デー タ 有 要求 を 出す と と も に 、 先 の 1 バイト 目 が デ 
ィ ス ク に 書き 込ま れ ま す 。 デ ー タ の 転送 は 、 次 の イン デック ス ・ パ ルス が 来る まで 続け ら 
4L 計 すん 

この 際 、 ト ラッ ク 内 の デー タ と し て 、 ミ ッ シ ン グ ・ ク ロッ ク を 含む も の や 、CRC な ども 
ある の で 、 そ れ ら の 処理 の た め 、CPU か ら EFDC へ 送信 きれ る デー タ に は 「 特 別 の 意味 」 
を 持た な せ て あり ます 。 次 図 が それ ら を まとめ た も の で す 。 


ライ ト ・ ト ラッ ク 時 の デー タ と その 意味 

















































































DR に 書き | 実際 に 書 | 意 味 | 
| 込ま れる | き 込ま れ | ーー ' ーーーー" 
ャ ーーー ー ーー 一 ーー = ーー ニー ーー ー ーーーー 

00H 00H 
通 常 の デー タ 
F 4H F 4H 
0 
F 5H AR | Ro タッ CRCO ジ ェ ネ レー タ を プリ セッ ト す 
レス マー ク の 前 提 デ ー タ で 、 ミッ | る 。 
シン グ ・ ク ロッ ク を 含む 。 」 
F6H C2H* | (8 イン チ デ ィ ス タク 以外 は 未 使用 ) | 
aa T 本 還 和 ー 語 | 
2 バイ ト | 内 部 で 作成 され た 2 バイ ト の CRC | ディ スク へ の CRC 書 き 込 み を スタ 
の OROC ー ト する 。 
ョ トーーーーー = ゴ 
F8H F8H 
通 常 の デー タ ーーー 
FFH FFH 
| 5 Tb Ii 」 




















ライ トッ トラ リタ ドロ mw ケタ ド の ロー ド は ほ は 、 FUH(EBE ア タク テー0)。、EF4 月 (プラ グー ニー1) 
の いずれ か で 指定 され ます が 、X 1 に お いて は 、 デ ィ ス ク 初 期 化 の ユー ティ リティ ・ プ ブロ 
グラ ム 「Utility .Obj」 内 で 、 F4H の 形 で 用 いら れ て いま す 。 


11 一 14 タイプ IV コ マン ド 





タイ プ IV コ マン ド は 、 フ ォ ー ス ・ イ ンタ ラプ ト ・ コ マン ド と よ ば れ 、FDC の 動作 を 強制 
的 に 打ち 切る た め 、 お よび 条件 に より 割り 込み 要求 信号 (RQ) を 発生 さき せる ため の コマ ン 
ド で す 。 IRQ 発生 条件 は 、 次 の フラ グ に より 設定 され ます 。 


《 エ フラグ) 


ーーーー 








IRQ 発生 条件 





ーー 





READY 入 力 の 立ち 上 が り で IRQ=“H" 
READY 入 力 の 立ち 下がり で IRQ=“H 
各 イ ン デ ックス パルス で IRO "NM" 
無 条 件 で 即 IRQ=“H" 








タイ プ [一 I 由 の コマ ンド が 、FDC の アイ ドル 状態 (Busy= 0 の と き ) に の み 与 える 事 が 
で きる の に 対し 、 タ イプ IV コ マン ド は 、 FDC の 状態 に 関係 な く 与 を え を る こと の で きる 唯一 の 
コマ ンド で す 。 タ イプ IV コ マン ド が 与え られ る と 、FDC は 現在 実行 中 の コマ ンド を 打ち 切 
っ て 、1。ー 1。 の 条件 に 従っ て 、 割 り 込 み 要 求 信 号 (IRQ) を 発生 し ます 。 


1 6/ 


通常 の コマ ンド に より 発生 し た IRQ は 、 ス テー タス レジ スタ の リー ド も し く は 、 コ マン 
ド の 書き 込み に より リセ ッ ト さ れ ま す が 、 タ イプ IV コ マン ド に より 発生 し た IRQ は 、1。 
ー エ 。 テ 0 と し て 新た に タイ プ IV コ マン ド を 与え た 後 、 ス テー タス レジ スタ の リー ド も し く 
は 、 コ マン ド の 書き 込み に より リセ ッ ト さ れ ま す 。 

コマ ンド は ヨコ ヨード DO0 生 一 DFH の いずれ か で 指定 きれ 。 XX 1 に お いて は 、「Utility.O 
bj」 の 中 で 、FDC の 動作 打ち 切り 用 に DO0H (I。 一 I。=0) の 形 で 用 いら れ て いま す 。 





も すり ステ ュー アス 


ステ ー タ ス (status) と は 、 コ マン ド 動 作 の 進行 状況 、 終 了 状 態 お よび ドラ イブ の 状態 
を 示す だ た め に 、FEDC が 出力 する 情報 (1 バイ ト ) で 、FDC の ステ ー タ スレ ジス タ STR に 
は 、 実行 中 ある い は 終了 し た コマ ンド の ステ ー タ ス が 出力 され 、 各 々 の ビッ ト STRn は コ 
マン ド に より 意味 が 異な り ま す 。 
ステ ー タ スズ 一 覧 表 













STR。 | STR。 | STR。 | STR」 | STR。 | 





っ 1「RH。 











Write Head Seek | CRO 


Track00| Index BuSy 








































































































Protect Engaded ErrOr 
ニー 「 1 ー 
| Record CRO | Lost IData 
Not | BUuSy 
Found | Error | Data |Redquest 
! 1 1 1 
RecOrd CRO Lost IData 
Not BuSy 
Found | Error Data |Redquest 
Record CRC Lost |Data  」 
| - Not | BUuSy 
| | 密 ま M 基 Ready Found | Error | Data 2 
し 1 Bi ] ] 
タイ プ | リー ド ・ | No Lost Data 
ー 0U 0U U | 0U BUuSy 
川 ド マル 究 Ready | Data |Request 
< Not Write |Write | Lost | Data 
| 0 0U | BUuSy 
Ready |Protect |Fault | Data |Request 
_- ー ea ーー ーー ーー E た ーー 
( 今 ま で 実行 し に て いた コマ ンド の ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト と 同様 の 意味 ) 0 
as sa as = を = = 











行 中 の \ | Not Write |Head | 


0 0 Track00| Index 0 
Ready |Protect |Engaged 
( イ ジェ エコ マジ ド に 準ずる ) 
ーー 日 - es = 
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ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト の 意味 は 次 の 通り で す 。 


| で 、 ド ライ ブ が 動作 可能 状態 (Ready) で 
Not Ready ー ー 
な いこ と を 示す 。 
「 | で 、 デ ィ ス ク へ の 書き 込み が 禁止 され て 
Write Proteot 
Head Engaged 


























































いる こと を 示す 。 
1 で 、 ペ ヘッド が ディ スク に 押し つけ られ て 
Se6eK ErrOr ー 
EEE 補 を 示す 。 
| で 、ID フ ィ ー ル ド 、。、 データ フィー ルド の 
CRC Error 読み 出し 時 に 、 エ ラー が あっ た こと を 示す 
(CRC デ ー タ の 不一致 )。 
1 で 。 ペド が トラ テック 0 に に あるこ ニ と ぞ 示 
my | | で 、FDC が コマ ンド 動作 中 で ある こと を 
BuSy 
リー ド 動 作 時 に 、 デ ー タ フィ ー ル ド の アド レ : 
ス ・ マ ー ク が DDAM (Deleted Data Address 
Record 「ype 
Mark) の と き 1 と なり 、DAM(Data Address 
Mark) の と き 0 と な る 。 
' ライ ト 動 作 時 に 、 | で 、 動 作 が 打ち 切ら れ 
Write Fault 紹 5 
だ あず 。 
1 で 、「 指 定 さ れ た トラ ッ ク 番 号 、 サ イド (へ 
Record Not Found 
と を 示す 。 
で 、 所 要 時 間 内 に 、 デ ー タ レジ スタ の 読 
Lost Data み 出 し 、 あ る い は 書き 込み が 行なわ れ な か 
っ うた た ニニ. だ を 示す 。 
| で 、FDG が CPU に 対し て 。 データ レジ ンス 


いる こと を 示す 。 
| で 、 ベ リフ ァ イ 動 作 が 不 成 功 だ っ た こと 
Track 00 
す 。 
1 pa | で 、 イ ン デ ックス ・ ホ ー ル を 検出 し た こ 
と を 示す 。 
ッ ツ ド ) 番号 、 セ クタ 番号 を 持ち 、 正 し く 読 
み 出 され た ID フィ ー ル ド 」 が な か っ た こ 
Data Request タ の 読み 出し 、 あ る い は 書き 込み を 要求 し 
て My あ る を 玩 、 
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11 一 16 ディ スク 関係 シス テム ・ サ プ ブルー チン 





第 4 節 で 「 リ ー ド 」 と 「 ラ イト 」 の 2 つの シス テム ・ サ ブル ー チ ン を 紹介 し まし た が 、 
本 節 で は 、 こ れ ら ルー チン の 構成 要素 で も ある さら に 基本 的 な サブ ルー チン を 紹介 し ます 。 





ーーーーーー+ 





ーーーー- 
















DE レジ スタ ニー レコ ー ド 番号 
A レ ジス タテ = 使用 セク タ 数 
(74BEH) ニ ド ラ イブ 番号 (0 一 4) 











D レ ジス タニ トラック 番号 * ま 2 十 ヘ ッ ド 番号 
E レ ジス タニ セク タタ 番 号 

レスター / 

A レ ジス タテ 使用 セク タ 数 

HL レジ スタ 、BC レ ジス タ は 保存 され る 。 


DE レジ スタ の レコ ー ド 番号 か ら 、 ト ラッ ク 番 号 と セク タ 番 号 を 算出 する 。 
ドラ イブ 番号 が 4 以上 の と き は 、Bad file descriptor エ ラー、 レ コー ド 番 号 が 
0500H 以 上 の と き は 、Bad record エ ラー と な る 。 
























ドラ イブ ・ モ ー タ ーON _ _ | 

















75IEH | 
D レ ジス タ ニトラ ッ ク 番 号 * ま 2 十 ヘ ッ ド 番号 | 
(74BEH) ニ ド ラ イブ 番号 











出力 条 件 | (74BEH) =80H 二 ヘッド 番号 *IO0H 十 ドラ イブ ゴ 番 号 
D レ ジス タ = ニトラ ッ ク 番 号 

「 HL、E は 保存 。 
機 能 | 指定 ドラ イブ の モー ター を ON し 、 ヘ ッ ド を 選択 する 。D レ ジス タ に トラ 
ッ ク 番 号 を セッ ト す る 。 
ドラ イブ 装置 の 電源 が OFF か 、 デ ィ ス ク が 挿入 され て な けれ ば 、Device 


offlne エラ ー と な る 。 




















































D レ ジス タ 三 目的 トラ ッ ク 番 号 
(74BEH) 下位 4 ビット に ドラ イブ 番号 


指定 ドラ イブ の トラ ッ ク 番 号 ワ ー ク エリ ア (74C 3H 一 74C6H) を 更新 す 
る 。 


D レ ジス タ の 指定 する トラ ッ ク ま で 、 指 定 ド ライ ブ の ヘッ ド を シー ク す る 。 





」 


























り 9 ド だ ・ シーダ 










機 衣 | リスト ア 後 、D レ ジス タ の 指定 する トラ ッ ク ま で 、 ヘ ッ ド を シー ク す る 。 











7551H 


件 」 D レ ジス タ 三 目的 トラ ッ ク 番 号 
(74BEH) = 下位 4 ビッ ト に ドラ イブ 番号 

















条 件 | 指定 ドラ イブ の トラ ッ ク 番 号 ワ ー ク エリ ア (74C 3H 一 74C 6H) を 更新 す 


る 。 










































































称 | FDC コ マン ド 出 力 
ア ド レ ス |763CH 
入力 条 件 | A レ ジス タ ニニ FDC へ 出力 する コマ ンド 

E レ ジス タ ニセ クタ ・ レ ジス タ に 設定 する 値 

機 月 E レ ジス タ の 値 を FDC の セク タ ・ レ ジス タ に セッ ト し た の ち 、A レ ジス タ 
| の コマ ンド を FDC に 出力 する 。 実行 後 は 割り 込み 禁止 と な る 。 
名 _ 称 | ドラ イブ ・ モ ー タ ーOFF 
アァ ド レ ス |764CH 
AA。 峰 件 | (74BEH) 三 下位 2 ビ ピット に ドラ イブ 番号 
機 | 指定 ドラ イブ の モー ター を OFF す る 。 








第 4 婦 で 











FDC を 操る (デリ ー テ ッ ド ・ デ ー タ ・ マ ー ク ) 


を 逆 ア セン ブル し た も の が 次 の リス ト で す 。 


《 シ ステ ム サ ブ ルー チン 「 ラ イト ・ デ ー タ 」》 


6 る 5 谷 
7 る 65D 
6 る 6 1 
7 る 664 
メー トー 
『 メ ーー スー】 っ | 
6 る 6D 
767Z9 
7 る 67 
アア 3 
76794 
76 7 る 


どじ 3 7 の 6 LD (6 る じ ヒコ H) 』 合 
EDS ら 3C5 7 る 回. (7Z6CSH) 』 DE 
どじ 8 76 LD (76C8H〉 HL 
CD 馬 37 ら 5 CLL ZS 谷 さ H 

CD 1B ア ZZ CQLL 771BH 

じ CD1E/ う CRLL 75S1EH 

CD7D ZS に QLL 757DH 

う 3E 95 し D 人 Q, 85H 

FS PUSH 馬 F 

E つ っ PUSH HL 

さ E 馬 9 LD mm, 9Q9H 

じ CD3 じ 7Z る 6 る CALL 7Z63CH 





紹介 し た 「 デ ィ ス ク へ の ライ ト ・ デ ー タ 」 の シス テム サブ ルー チン の 最初 の 方 
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計 が < 


前 節 で 紹介 し た 基本 ルー チン が 利用 きれ て いま すね 。 こ れ 以 外 に 765 AH-7661H で 
ば 後に さり ファイ 動作 を する だ め め ワー クエ リア に デー タ を セッ ト し て いま す 。 ま た 、 771 
8 の サブ ルーチン で は 、 ラ イト : デ ロ デ テク トッ マテ ァイル で な いこ と の チェ ッ グ を し ま 
す 。 さ て 、 7674Hー7678H が 、FDC コマ ンド AOH( ラ イト ・ デ ー タ ) を FEDC に 出力 
すず 光孝 で すず す 。 ここ 分 、 さす ツジ の を 3 に し て で る (ロマ ンド を ん A せ 1 生 と する る) と 、 ザー ウ * 
フィ ー ル ド に 、 デ リー テッ ド ・ デ ー タ ・ マ ー ク (DDAM) が 書か れ 、 読 み 出し 時 に 、 Record 
type ステ ー タ ス ・ ビ ッ ト で 検出 で きる は ず で す 。 

第 4 節 で 用 いた レコ ー ド 番号 04FFH の セク タ に DDAM を つけ て み ま し ょ う 。 例 の 
「 壊 れ て も よい ディ スク 」 を ドラ イブ 0 に 挿入 し 、 モ ニタ ー で 7675H 番地 を A1H に 変 
更 し て か ら 、「 ラ イト ・ デ ー タ 」 を 実行 し ます 。(F000HーFOFFH に は 第 4 節 と 同じ デ 
ー タ を 用 意 し て 下さ い / ) 


(ライ ト ・ デ ー タ で a。 三 1 に する ) 
MM っ 5 
s ア 6 ア 5= 則 1 
s ア 8 ら こ ツ 
PE 
: 92=11FFg4 
1 E998= も 5Z6 
: E98B ニ C9 
: FE ロロ C こ = ロロ 
※ GE ロロ ロワ ロ 
※ 計 
書き 込み が 終わ っ た ら 、 忘 れ な いう ち に 7675 H 番地 を A0H に 戻し て お きま し ょ う 。 


の セク ク グ を ルス テム サブ プル 一 チッ 75D3H( リ ーー ドド デ ー タ ) で 読み 出す と 何 
の 異常 も な く 〈 く 読み 出せ ます 。 こ れ は 、「 リ ー ド ・ デ ー タ 」 ル ー チ ン 内 で 、 Record type ス 
テー タス の 検出 を し て いな いか ら で す 。 最初 の 方 を 逆 ア セン ブル する と 次 の よう に な っ て 
いま す 。 前 節 で 紹介 し た サブ プル ー チ ン が 見 えま すね 。 


洪 
| 


《 シ ステ ム サ ブ ルー チン 「 リ ー ド ・ デ ー タ 」) 


ァ ySD3 CDQ375 CfLL 75 ム 3H 
7 ら SD る CD 1E75 CfLL 7S1EH 
ZS5D ァ CD7D75 CLL 7Z57DH 
7ZSDC 3E95 LD 向 , 95H 
ZSDE F5 PUSH のみ F 

7SDF E5 PUSH HL 

ZSE9 3E89 LD 和 Q, 89H 
つう EZ CD3 じ 7 る じ LL 7Z る 3 ヒ H 

っ とう D ら うら PUSH DE 

7SE る 6 11FBF8 LD DE , 9F8SFBH 
SE タツ 4B LD じ 5E 

7SE 内 ED78 IN 内 ( じ ) 
SE に 4^ 敵 し CD 

7SED ED78 !N ロロ > (ビュ 
ZSEF 6F RRC 

7ZSF9 399B JR NC ょ ZSFDH 
うら F2 OF RRC 人 Q 

/ ら SF3 さ 39F8 JR NC ZSEDH 
ア う SFS 48 LD じ E 

ァ ZSF る 6 ED78 IN 内, ( じ う ) 
ドー) ゴ - 2 LD (HL 谷 
と ら ド デア ー23 INC HL 

75FQ 4 に CD 

ZSFB 18F9 JR ZSEDH 


75F5H-75F9H 番 地 が 読み 出し た デー タ を メモ リー に 格納 する 部 分 で す 。 こ こ を 次 
の よう に 変更 し て 、 ス テー タス を メモ リー に 格納 し た 後 、BASIC の ホッ トス ター ト 14 
CC 是 番地 に ジャ ンプ する よう 変更 し て み ま し ょ う 。 


ステ ー タ ス 


を 読む 


IINAL62 


BASIC 
kJ 所 [4GOCH ボッ トス ター ト 


xx ケ ャ シン プ 





さて いよ いよ 、 レ コー ド 番 号 04FF 旧 の セク タ を 読ん で 、 ス テー タス の Record type ピ 
が ト 《( ピ ビッ ト 5) が 立っ て いる か どう か 検証 し まし ょ う 。 

次 の プロ グラ ム を 打ち 込ん で 下さ い 。HL レジ スタ を EE200H に セッ ト し まし た か ら 、 ス 
テー タス は E200 H 番地 に 格納 され る は ず で すね 。 


GOOFO は OO) 

の ば は FT 
TIQ 
OO 
_「TIO 
IIO ょ よ 


※ て 
MASetSI 
OUDOOOWOQGQ 


GIIHHIIHO 


= で Fe ee me me ea 


*※ GE100 で 実行 する と 、 デ ィ ス ク が 動き 出し 、 画面 クリ ア 後 Ok が 表示 され 、BASIC 
の コマ ンド 待ち に 戻っ た こと が わか り ま す 。 で は 、「 高 鳴る 胸 を お さそ えて …… 」E 200 H 番 
地 を ダン プ し て み ま し ょ う 。 


〈《( ビ ッ ト 5 は 立っ て いた /※ 


Ok 

ON 

99 

=23 BB GBg gg ggB 9 8g 89 ン H・・・・・・・ 
! 27828B BB BR Ba 9 BB BB 99 20、、 2 
: 21 8= ヨ B ロ 9 B9 gg g ら 8 89 @ ら 8 gg ン .・.・.・.・.・.・・ 
: 万 うろ ロ = ヨ 9 89 B9 88 9B 9 ら 9 8 9 ン ノン..・..・.・.・.・ 
: ビ 228= ニ コロ BB BB B8 B9 gG9 9 88 ン ノン..・.・.・.・・・ 
: E239=99 8 B8 9 gg gg 898 8 ン ・・・・・・・・ 
3988 88 88 88 88 88 8 8 
:・F248=9 ロ ロコ BB ヨロ B9 gg 8g 8 ノン.・.・.・.・・・・ 
: E259=g9 9 99 89 99 99 6 ント ・・・・・・ 
i E269=96 99 89 8 9 89 88 1313235 
: FE268= 9g 89 gg 99 98 88 BB クノ 。.。。。。<。・ 
: ビク 2 ア ロニ 99 BB コ BB 8g 9 g ら 9 gg 88 ン .・.・・-・・・・ 
iE278=69 BB B9 Bg 88 8 g8 88 ン ..・.-.・・・・ 


実験 成功 で す 。 ス テー タス は 


23H = OHOIOHOIOHII 


| Busy 


Record type ~-Data Request 


1 


1 74 


と な っ て 見 事 DDAM( デ リー テッ ド ・ デ ー タ ・ マ ー ク ) が 検出 され まし た 。 そ うそ う 、 宮 
れ ぬ うち に 75F5H-75 FEAH 番地 の 変更 筒 所 を 元 に 戻し て お いて 下さ い 。 

HuBASIC で は 、 Record type ビッ ト の 検出 を し て いま せん が 、 シ ステ ム ・ ブ ログ ラム 
が この ビッ ト を 検出 する よう に な っ て いれ ば 、 書 き 込 み 時 に a。 フ ラグ を 1 に する こと が 意 
味 を 持っ て きま す 。 す な わ ち 、 オ リ ジ ナ ル ・ デ ィ ス ク で は 特定 の セク タ を a。= ニ 1 で 書き 
込ん で お きま す 。 この ディ スク が コピ ー き され た と する と 、 コ ピー・ ル ー チ ン で は 人 通常 4。= 
0 で コピ ー し ます か ら 、 特 定 の セク タ の アド レス ・ マ ー ク は DAM に な っ て いま す 。 そ 
こ で 、 シ ステ ム 内 で 特定 の セク タ を 読ん だ 時 に Record type ビッ ト を 見 て 0 な ら 、 コ ピ 
ー・ デ ィ ス ク だ と 判断 で きる 訳 で す 。 こ れ を 利用 する と 、 デ ィ ス ク の コピ ー 茜 止 (プロ テ 
グ ト ) を 行なう そこ と が で も る を う で すね 。 

この よう に 、FEDC の 働き を 理解 する と BASIC で は 思い も よら な いこ と が 実現 で きま 
す 。 本 章 は FDC に つい て か な り 詳 し く 説 明 し た つも り で すか ら 、 皆 さん も FDC の 制御 を 
いろ いろ 研究 し て みて 下さ い 。 きっ と 興味 深い 発見 が ある こと で し ょ う 。 


第 1 章 BHAHP HuBAGBIC 


本 章 で は 、X | シリ ー ズ の 性 能 を ひき 出す 素晴らし い 基 本 ソフ トウ ェ ア で ある 「SHARP HuBA 
SIC」 に 関し て 、 マ ニュ アル に 記載 され て いな い 部 分 を 中 心 に し て 述べ ます 。 


12 一 1| メモ リー・ マ ッ プ 


まず 、SHARP HuBASIC( 以 下 HuBASIC と 称し ます ) を 起動 し た 直後 の メモ リー* 
マッ プ を 見 て み ま す 。 BASIC マニ ュ ア ル に 書か れ て いる マッ プ に 、 必 要 な アド レス 値 を 書 
% 加 えて み ま し た 。 こ れ ら は コマ ンド や プロ グラ ム 動 作 な ど に 伴い 、 以 後 、 動 的 に 変化 し 


て ゆき ます 。 


HuBASIC 起 動 時 メモ リー・ マ ッ プ 


の ーー ディ ベジ 
0000 (0000) 
OFE2 (OFE2) 
14A0 (14A0) 
BASIC 
イン タブ サタ 

9FO4 (A8A7) 
9FC5 (A8A8) 

変数 エン ド ・ コ ー ド “00” 
9FC8 (A8AB) | ファ イル 用 スト リン グ 

バッ ファ ササ 0 、 半 | 、… 
AIE8 (ABDB ) 

テン ポラ リー・ 
AIEA (ABDD) | スト リン グ エリ ア 
AIEB (ABDE ) 1 

フリ ー・ エ リア 

FDFF  (FDFF ) 1 
FE00 (FE00) | BASIC 用 スタ ッ ク 
Fe 

ユー ザー 用 マシ ン 語 

フリ ー・ エ リア 
FF00 (FF00) | IPL、 モニ ター 用 
FEFEE た FF は | サー み ・ モ ギリ テア 





し 注 〕 Input Output Control 
System の 略 で 、 入 出力 制 
御 の 基 本 サブ ルー チン 群 か 
ら な る 。 


ーNEW ON で 指定 し た テキ スト ・ ア トド レス 


ーVARPTR 


ーSTRPTR 
| MAXFILESn で と られ る エリ ア 


「(n 二 1 )X(16 十 256) バ イト 


ー (CLEAR、LIMIT) 一 & HI00 
* 思 CLEAR、LIMIT で 指定 し た アド レス 
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し 注 ] テー プ BASIC(CZ-8 CB 01) と 、 デ ィ ス ク BASIC(CZ-8 FB 01) の 場合 を 掲げ まし 
だ た 。 アド レス 値 は 両者 で 少し 異な り ま す 。 図 中 括弧 で くく っ た 方 が 、 デ ィ ス ク BASIC の ア 
ド レス で す 。 


と 





テキ スト の 格納 形式 


ユー ザー が 作成 する BASIC プロ グラ ム の テキ スト は 、 テ キス ト エ リア 9FC5H 番地 以 
降 (ディ スク BASIC で は 、A8A8H 番 地 以降 ) に 格納 され ます 。 

この 様子 を 見 る た め に 、 次 の 簡単 な プロ グラ ム に つい て 、 そ の テキ スト ・ エ リア へ の 格 
納 形 式 を ダン プ し て み ま す (ディ スク BASIC の 方 は 、 一 度 モ ニタ ー で *G 14A0 に よ 
り BASIC を コー ルド スタ ー ト させ 、 メ モリ ー 内 を クリ ア し て か ら 、 プ ログ ラム を 入力 する 
どど よい で し ょ う )。 モニター に より 。 テー プ BASIC の 方 は *D9EFC5 アディ メ ク BASIC 
の 方 は *D A8A8 と し て 、 テ キス ト エ リア を ダン プ す る と 以下 の リス ト の よう に な る 
は ず で す 。 


テキ スト 格納 形式 


INFUT 台 
INFUT B 
PR IiMT axwB 
ED 


4 ロロ 『 リ と 
yp mm 〇 つ 〇 


《 テ ー ブ プ BASIC の 場合 》 


<: F こ = の 98 
: アァ と たと じ D =88 
: ママ FD5 = 内 
: アマ DD = うど 
・ ア FE ヒラ =9 ロ 9 
: ゥ FED=99 
: ア ツマ FF=99 
: ァ FFD=99 
: 全 ロ H ロ SG=99 
: 届 ddD=9 
: 便 1 ら =99 
: 馬 1D=98 
: 刷り 9 ご うら =99 
: 届 dCD=99 
: 重 コ コミ 9 昌 
: 凸 9GD= ロ 9 


: 避 GQ = 98 
: GB9=98 
: BB ご = 9 内 
: 生 B じ 9=42 
: は B じ ば =99 
: QBDg ロ = 
: GBD8=99 
・ 生 ヨ BE9=98 
: BE は =99 
: 上 BF 9=99 
: は F は = ロロ 
: ア 9 ロロ = 
: 本 ロロ = ロ ロ 
: ロア 1 ロロ = ロロ 
・ ロア 1 ご =9 ピ 8 
: 上 マ ジロ = ロロ 


《 デ ィ ス ク BASIC の 場合 〉 


メモ リー に 格納 され て いる 各 コ ー ド の 意味 は 次 の 通り で す (テー プ BASIC の アド レス 
で 説明 し ます )。 


テキ スト エリ ア 内 コー ド の 意味 
9FC5 08 
0008… | 行 バ イト 8 バイ ト 
9 FC 7 0A 
000A… 行 番号 10 
10 行 
9| 


INPUT の 中 間 コ ー ド 
20 スペ ー ス ・ コ ー ド 
4| 変数 名 A の コー ド 


9FOD 08 
0008… | 行 バ イ 8 バイ ト 
9FCF 
14… 行 番号 20 
20 行 


9FD | d| INPUT の 中 間 コ ー ド 
9FD 2 20 スベ ペ ベース ・ コ ー ド 
9FD 3 42 変数 名 B の コー ド 








9FD 5 0A 

000A… | 行 バ イト 数 (10 バ イト 
9 FD 6 00 本 電 5 
9 FD 7 IE 

00IE… 行 番号 30 
9 FD 9 8F PRINT の 中 間 コ ー ド 


30 行 
9FDA Z0 ズ スペース ・ コ ー ド 





9 FDB 4 | 変数 名 の A コ ー ド 

9 FDC FC | * ま の 中 間 コ ー ド | A*B の 意味 

9 FDD 42 変数 名 B の コー ド 

9 FDF 06 
0006… | 行 バ イト 6 バイ ト 

9FE | 28 ' 

6 0028… 行 番号 40 
40 行 9FE 2 


END の 中 間 コ ー ド 


9 ド ヒ 9 


9 FE 4 | 科 ⑳ エ ン シド マー ク 


17/ 


9FE4H 番 地 ま で が 、BASIC プ ログ ラム の 10-40 行 の 格納 部 分 で す 。9FE5H-ー9 
FE6H 番 地 に 00 が 2 つ 続 きま す が 、 こ れ は 、 テ キス ト の 終了 を 意味 する コー ド で す 

(メモ リー・ マ ッ プ 参照 )。9FE 7 是 番 地 の 00 是 は 変数 エリ ア の 終了 コー ド で す 。 

さて 、9FE8H 番 地 か ら 妙 な コー ド が 出現 し ます が 、 こ れ は 「 フ ァイル 用 スト リン グ ・ 
バッ プア ァ 」 と いっ て 、 此 11 節 で 再び 触れ ます が 、 次 の 意味 が あり ます 。 


《 フ ァイル 用 スト リン グ ・ バ ッ フ ァ キ サ せ 0 の 内 容 》 











【 注 】 フ ァイル 用 スト リン グ ・ バ ッ フ ァ は 起動 後 す ぐに プロ グラ ム を 入力 し た 時 点 で は 現 
お 札 ま 全 ん が 、 一度 で も し 81 を と っ た りす る あと 抽 下 し ます 。 ト で ほ し し 5 上 を と っ た た 
め に 、 デ バイ ス 指 定 が プリ ンタ (LPT) に な り 、 テ ー ブ ル ・ ア ドレ ス が 5DE5 是 に な っ 
て いま す 。 和 皆 さ ん が 画面 出力 し て いる 時 に は 、 テ ー ブ ル ・ ア ドレ ス は 5D39 是 ( デ バイ ス 
CRT 指定 ) に な っ て いる と 思い ます 。 

メモ リー の 内 容 を 見 て いた だ く と わか る よう に 、BASIC プロ グラ ム の 1 つの 行 ( 行 番号 
で 始ま る ) の 格納 形式 は 以下 に よう に まとめ られ ます 。 


プロ グラ ム 1 行 分 の 格納 形式 


| 行 分 の 行 番号 | 行 分 の 内 容 | 行 分 
7 エン ド ・ コ ー ド 


NR PE MFP0OOE デー ド コード 


12 一 3 中 間 コ ー ド 





前 節 で も わか る よう に 、BASIC コマ ンド INPUT な ど は その まま の 形 で 格納 され て い 
る 訳 で は あり ませ ん 。HuBASIC で 使用 する この よう な 予約 語 (key word,reserved 
word) は 、 メ モリ ー の 節約 と 処理 速度 を 高め る た め に 、 1 - 2 バイ ト に 短縮 され て 「 中 間 
コー ド 」(token) と よ ば れる 形 で 、 テ キス ト エ リア に 格納 され て いま す 。HuBASIC に お 


ける 予約 語 と 中 間 コ ー ド の 対応 は 次 の よう に 決め られ て いま す 。 
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==== ニ = 。 TUKEN TABLE 


KEY LORD 


GOTO 
60SUB 
GO 


RUN 

RE TURN 
RESTORE 
RESU ト 侍 
更に 8 

し LIST『 
に し た に 
RENUN 
UTO 
EDIT 


TUKEN 


===== TOKEN TABLE 


KEY MORD 


TOKEN 


( 


( 


1 


ど 


FLES 


KEY LORD 


TOKEN 


KEY MMORD 


LF ILES 
DEUICE 
NAIE 


= > 


W ュ ン 
上 


1 + ヘン 
1. 


KEY LORD 


TUKEN 


TOKEN 


りえ EE 


PATTERN 


FE89H 
FE8 1H 
FE8ZH 
FE83H 
FE84H 
FE8SH 
FE86H 
FE87H 
FES8H 
FE82H 
FE8AH 
FE8SBH 
FESCH 
FE8DH 
FESEH 
FE8FH 


LAYER 
CANMAS 


ィ 
SCROULL 


FE?09H 
FE? 1H 
FE?Z2H 
FE?3H 
FE?4H 
FE?5H 
FE?6H 
FE?7H 
FE?8H 
FE??H 
FE?nH 
FE?BH 
FE?CH 
FE?DH 
FE?EH 
FE タ ?FH 


EFFECT 
GRAPH 
ト MUSIC 
TENHPO 
CURSOR 
UER IFY 
CLR 
LIMIT 
KLIST 
nSK 
KBUF 


FEA6H 
FEA1H 
FE ム 2H 
FEA3H 
FEA4H 
FEASH 
FE る 6H 
FEA7H 
FEASH 
FEA?H 
FEAAH 
FEABH 
FEACH 
FEADH 
FEAEH 
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===== TUKEN TABLE ( 3 ) 


KEY LIORD TUKEN KEY LMORD TOKEN KEY MORD TOKEN 
INT FF89H SUN FF ァ BH STRPTR FFB る H 
BS FF81H FRE FF?CH DTL FFB7H 
SIN FF82H LP0S FFyDH FFB8H 
C0S FF83H STICK FF ?EH FFB?H 
TaN FF84H STRIG FF ア FI LEFT も を FFBH 
LU0G FF8SH CHR を FFA9H RIGHT を FFBBH 
EXF FF86H STR$ も FFA1H MID を FFBCH 
SGR FF87H HEX も FF AZH INKE YY を FFBDH 
RND FF88H 0CT も を FF 3H INSTR FFBEH 
PEEK FF8H B IN を FFA4H HEXCHR を を FFBFH 
QTN FF8AH トド 人 K [を FF SH トド を FFCBH 
S6N FF 8BH ト 人 KS を FF AH SCRN を も を FFC 1H 
FRAC FF8CH トド KD ま を FFA7H UARP TR FFCZH 
F !X FFSDH SPACE ま も FF AS8H STR ING も を FFC3H 
PAa1 FF8SEH CGP 馬 1 を FF nH 【 旧 6 。 コ FFC4H 
RAD FF8FH KANJ I 和 FF AAH DRY ま を FFCSH 
INP FF?9H SC FF ABH DATE を FFC6 る H 
CDBL FF?1H LEN FFACH FN FFC7H 
CSNG FF ア 〆 ロ UL FF ADH USR FFC8H 
CINT FF?3H じい S FFAEH CALC FFC?H 

FF タ 4H CUD、 FF AFH FFCAH 
EOF FF?SH じ U り 1I FFB9H RTTR 生 FFCBH 
FP0S FF?6 る H DEVF FFB1H POINT FFCCH 
LOC FF?7H FFB2H CHRRACTER ま FFCDH 
LOUF FF?8H ERR FFB3H CHT FFCEH 
P0S FF?9H ERL FFB4H MIRROUR を も を FFCFH 
FC FF? ム H CSRL IN FFBSH 


参考 まで に 、「 中 間 コ ー ド 表 」 を プリ ンタ 出力 する た だ た め の プ ログ ラム を 掲げ て お きま す 。 
この プロ グラ フラ は 、 ディス アタ BASI し で 動 《 よう に た 作ら れ て ゆま す 。 テー ダ BASIC で 動か 
し た い 人 は 、「 予 約 語 ワー ド テ ー ブ ル 」 の アド レス を 以下 の よう に 訂正 し て 下さ い 。 


1200 行 TAD =&H28F6 
1260 行 AD =&H2 ACB 
1320 行 T エ AD = 充 H2 PBAC 


まだ た 、 ブ リン タ の な い 人 は 1370 行 一 1720 行 の LPRINT を すべ て PRINT で 置き 換え て 
は 2 


Token Table (BASIC リ スト ) 


GO で OCGGGGGGGGGGG い いい 〇 ⑤ い GG 〇 〇 い いい 〇 ご 〇 


ToKen Table 

[ チュ ウ カ フン コー ト " テー プル ] 
by Y.Shimizu 
1?84.2,13 ト NON 


ト 、 人 遇 抽 k、 に 識 k、 0) 王 放 0 
トド トド ゴミ 1 コー 


で う 
エ 
〇 の ) 
ト 
人 


ア 


MIDTH 89 : INIT * 
CL TICK OFF : DIN LMORD も (249) : Q=9 


REN ※※※ 求 チュ ウ カ ガン コ ゴート“ 。 ヨミ タ ~ シ ※ ま 玉水 OK 補 求 


CFLASH 1 : PRINT "Mait a moment please !“" : CFLASH 8 
FLAG = 1 

TAD =&H29 の 2 1 3 ツバ ーー ツウ シッ“ ョ ウ ・ ヨ ヤク コ ~ ・ ワ ー ト “ ・ チ ー フ ドル セン トウ ァ アト ヾ レス 
TKEN=&H88 ミツ バーー サイ ショ / ノ チュ ラウ カン ユート ~ 


GOSUB "TOKEN* 
GE1=G-1 : NN1 =Q 


1259 FLAG=2 


12 る 9 TAD =&H2AF4 る ーー カク チョ ウ ュ ョ ドク コア ャ ワート" チェ プル を 2 
1279 TKEN=&HFE89 PR 


# “ベーー サイ タッ ョ / チュ ウ カ フン コー- ト “ 
1289 GOSUB "TOKEN* 
1298 GEZ= ロ ー1 『 II 人 2 ウ =QE2 -QE 1 


1319 FLAG=3 


LE ニニ ミミ ニニ ミー ミー モー モー ニョ ーー ミー ミー ミー ラー ニュ ーー ニュ ーー ュ ニー ュー > 
OO ニー ニー ニーーー ニ ーーー ニ ーー ニーー ニ ーー 
の の ーー ベ で GO の 0-J ひ け O い ーー ベ OOO ょ JO、OI KR CO ID) 
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*oo -』 ひ ON ム OOー の 
で oO いざ 〇 ③ 


TAD =&H2BD7 ミ ベーー カン スウ ・ コ ヤク コ “ ・ ワ ー ト ~ ・ テ チー フ で 上 セフト ツウ アト “レス 
TKEN=&HFF89 5 バーー サイ ショ / チュ 9 カフ コー ト “ 

GOSUB "TOKEN* 

QE3=Q-1 : NNG=GE3-QE2 


アプ 


RENM ※※※※ ヒョウ ツク リ 米 玉 ※ 求 来 ※ 


CLS 

FLAG=1 : GOSUB "TITLE" 

NM= (NT1 \ 3)+1 

FOR Q=9 TO ト NM4- 1 
LUORD$=MORD 和 も ( ロ )+" *+MORD ま ( ロ +NN4) +" *+LMIUORD も (G+NN+NT4) 
IF QtNM+NM>GE 1 THEN LORD を =LEFT を (LORD 多 56) 
LPRINT MORD を 

NEXT 


LPRINT CHR も (12) ぅ 


FLAG=2 : GOSUB “TITLE* 

NM= (NM 人 2 \ 3)+1 

FOR _QsQE1+1 TU GE1+NI4 
MORD も =MMORD も ( ロ )+" "+MOURD も (+NN) +『 *+LMURD ま も (G ロ +N4+NN) 
IF G+NM+NHM>QE2 THEN LIUORD ま =LEFT を も (MORD も , 56) 

ーー INT LMORD も を 


FOR 1=1 TO 5 : LPRINT : NEXT 


FLAG=3 : GOSUB "TITLE" 

NY= (NN3 \ 3)+1 

FOR QsQE2+1 TO QE2+ ト NW1 
MODRD も を =MMUORD ま も (ロロ )+" *+ ト MAODRD も (QD+NM)+" =* ォ LMODRD ま (ロロ + ト NN1+NN) 
IF Q+NM+NM>QE3 THEN MORD ま =LEF 丁 (LODRD ま も , 5S6) 
0 MOURD を 


プ 


LPRINT CHR も (12)j 
PRALNT END 07 
END 


ア 


プ 


し 人 ABEL *TITLE " : 証 還 間 間 還 間 間 間 昌 





LPRINT USING "===== TOKEN TABLE ( 持 ) =====" ぉ FLAG 

LPRINT : LPRINT 

LPRINT "KEY MORD TOKEN KEY LORD TOKEN KEY LMORD TOKEN" 
LPRENT * 
LPRINT 

RE TURN 


LABEL "TOKEN" : 王 還 時 
し HILE PEEK(TAD) く >&HFF 


し ="“ 
kHILE (PEEK(TAD) AND &B19999999) =9 
内 を = ト しま +CHR も (PEEK (TAD) ) 
TAD =TAD+1 
LEND 
も = を も +CHR 多 (PEEK(TAD) AND &B1111111) : IF SC(LEFT ま (いも,1))=9 THEN HID 多 (いま)1)1) = 
H も =HEAD$+R 1GHT も (" 。 "+HEX 和 も (TKEN) ) 4)+* 昌 " 
KORD$(Q) =LEFT 多 (N を + と "13) + 日 久 


。 Q ロ = ロ +1 : TAD=TAD+1 : TKEN=TKEN+ 1 


ア 


kEND 


プ 


RE TURN 
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12 一 4 識別 コー ド 


前 節 に お いて は 、BASIC の 予約 語 が テキ スト エリ ア 内 に 格納 され る 様子 に つい て 述べ 
も う 1 つ 大 切な の は 様々 な 数 値 デ ー タ ( GOTO の 行 番号 な ど ) の 格納 法 で 








まま し な が 、 
す 。 了 予約 語 や 変数 名 と 区 別 す る た め に 、 プ ログ ラム 中 の 数 値 の 先頭 に は 「 識 別 コ ー ド 」 と 
ょ ば れる コー ド が つけ られ ます 。HuBASIC に お ける 識別 コー ド は 次 の よう に な っ て いま 
す 。 
〈HuBASIC に お ける 識別 コー ド ) 
| 識 列 コー ド ド 意 味 
| om < 
rr し 注 .1 ] 
(01 つ 0、02 一 1、…、09 一 8 、0A-> 9 ) 


以下 の 2 バイト は 、GOTO な どの 後に 続く 行 番号 を 16 進 に 変 


換 し た も の で ある こと を 示す 。 


以下 の 2 バイト は 、 行 番号 な ど を 、 実 際 の メモ リー 上 の 飛び 


先 ア ドレ ス (|6 進 ) に 変換 し た も の で ある こと を 示す 。 [〔 注 2〕 


0CH 
1 以下 の 2 バイ ト は 、 プ ログ ラム 中 の 8 進 整数 (&0) を |6 進 

に 変換 し た も の で ある こと を 示す 。 [ 注 3 .] 

以下 の 2 バイ ト は 、 プ ログ ラム 中 の 2 進 整数 (&B) を |I6 進 

台 滞 





に 変換 し た も の で ある こと を 示す 。 
以下 の 2 バイ ト は 、 プ ログ ラム 中 の |6 進 整数 (& 々 H) で ある 
こ ど を 示す 。 
以下 の 2 バイト は 、10- 32767 の 整数 を !6 進 に 変換 し た も の 
で ある こと を 示す 。 


OFH 
2 舌 き ]〕 


| 行 の 終わ り を 意味 する コー ド と し て 使用 する た め に 、 こ の よう に ずれ て し ま 





以下 の 5 バイト は 、 浮 動 小 数 点 表 記 の 単 精度 実数 (内 部 表現 ) 





以下 の 8 バイト は 、 浮 動 小 数 点 表 記 の 倍 精度 実数 (内 部 表現 ) 


[ 注 |〕 00H は 、 
0 。 
〔 注 2 飛び 先 や サブ ルー チン の 行 番号 は 、 実行 時 に 実際 の 和 飛び 先 ア ドレ ス に 変換 され 識別 コー ド 


0CH が 先頭 に つけ られ ます 。 
じ 主 3 いずれ も 一 32768 て 十 32767 の 範囲 の 整数 値 で す 。 


次 に 掲げ る の は 、 識 別 コ ー ド の 例 を 調べ る た め の サ ンプ ル ・ プ ログ ラム で す 。 皆さん も い 


ろ い ろ 実 験 し て みて 下さ い 。 
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《 識 別 コ ー ド を 見 る 


1 =1 

と 9 B=&0U19 

さり じ =&B19 

49 D=&H19 

つり ヒス ニコ ビア 6 

ら り F !=6 ら 3536 

ロロ ロ 析 =199d999B 枯 
どり BUTOU タワ 9 

ァ 9d END 


: ら FC=93 99 g ロ 内 9d 41 F4 2 9 /。.・.・. 伯 氷 。< 


: マ FCD=9 人 Q 99 14 9g 42 F4 9gD 98 /....B 永 。 
: ヶ FD5=9d9 B9 g ロ dd 1E 99 43 F4 ーー プ ェ 。。。・<・・< じ ホ 
: ゥ ッ FDD=9E 92 99 99 9 99 28 99 /。。 <。・・ (。 
:・ ゥ ッ FE5=44 F4 9F 19 dg9d 9g9 9B 99 〆D 氷 。。。.・.<: 


: ゥ FED=32 gd 45 25 F4 12 FF 7F プ ご 。.E グ バボ .〒 牙 
: ゥ FF5S=qd9 EE 99 3C 99 4 る @ ら 1 F4 プ 。。. く 。F! 氷 


: ゥ の FFD=15 の 1 dd gg 99 99d 99 11 プー|。。。。 < < 
: 人 Q995=99 4 る 6 99 47 23 F4 18 ZB グ 。F . ロ 折 ホ 。 ゝ 
:Q99D=3E BC 29 99 99 99 99 99 ブッ > シー。。・・+・ 
: 仙 9d15=9 人 Q 99 59 99 89 29 9B 5S 操 グ 。.P。 。 


:Qd1D=99 99 9 ら 9 5 馬 99 ?8 99 /.....~。 
: 全 25=9q ロ 89 9 899 4F E5 SD 99 ププ. ... 0O 束 ] 
: 全 d2D=99 99 9d9 99 99 99 99 99 プア ェ ー。。 < <・<・・ 
: 仙 d35=99 99 99 99 9 らら 9 99 99 99 アプ ェ 。。。。<・<・・ 
: 人 93D=99 99 9 dd 99 99 99 9 アッー。 < < < に 


[ 注 】 モニ ター に よる ダン プリ スト は 、 テ ー ブ BASIC の アド レス で 行なっ て いま す 。 ディスク 
BASIC の 方 は 、A8A8H 番 地 以降 を ダン プ し て 下さ い 。 





12 一 5 予約 語 ワ ー ド ・ テ ー ブ プル 


私 た ち が キ ー ボ ー ド か ら 、BASIC プロ グラ ム を 入力 し て いく 〈 際 、 そ の 内 容 は 一 時 「 キ ー 
入力 バッ ファ 」 と よ ば れる エリ ア に 格納 され ます 。 こ の 段階 で は 中 間 コ ー ド は 用 いら れず 、 
た と くば PRINT は 、ASCII コー ド の まま 5 文字 分 と し て 格納 され て いま す 。 

さて 、 1 行 分 の 入力 が 終わ る と 、 私 た ち は 「 リ ター ン ・ キ ー」 を 押し ます が 、 こ の 上 明 間 
に 、 BASIC イ ンタ プリ タ の シス テム が 働い て 、 キ ーー 入力 バッ ファ の 内 容 を 中 間 コ ー ド 形式 
に 変換 し て 、 テ キス ト エ リア に 転送 し ます 。 

入力 文字 列 を 了 予約 語 か どう か 判定 する た め に 、 イ ンタ プリ タ は その 内 部 に 予約 語文 字 列 
の 表 を 持っ て いま す 。 こ れ を 「 予 約 語 ワー ド ・ テ ー ブ プル 」 と よび ます 。 テ ー プ BASIC の 場 
合 、 次 の 番地 か ら 予 約 語 ワー ド ・ テ ー ブ ル が 始ま っ て いま す ( デ ィ ス ク BASIC の 方 は 、2921 
H 番地 か ら ダ ンプ し て 下さ い )。 


89 
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(予約 語 ワ ー ド テー ブル を 見 る 》 


5 28Fo=47 4F 54 CF 47 4F 53 55 ン ノン GOT マ GOSU 
i の 8BFE=C2 47 CF 52 5S CE 52 45 ノッ G マ RU ホ RE 
5 2 ウタ 96=54 55S S2 CE 52 45 53 54 ノン TUR ホ RES 穫 
# の 9E=4F 52 CS 52 45 53 55 4D ノ /0R ナ RESUN 
5 2 16=CS 4C_ 4? 53 D4 4C 4C 4 ノ テ LISTLL 1 
5 2 ウ 1E=53 D4 44 45 4C 45 54 CS ノ /S ヤ DELET ナ 
: ど タ どら =5 ど 45 4E 55 CD 41 55 54 RENU へ AUT 
5 2 ァ CE=CF 45 44 42 D4 4 る 4F D2 ノ マ ED IF ロメ ァ 
5s 6=4E 45 58 D4 59 52 4 4E ン / ン NEXPPR IN 
:2 ァ 3E=D4 4C S9 52 4 4E D4 4 ノノ fPLPR INf 1 
: 2 タ 4 ら =4E 59 55 D4 4C 4 4E 5 /NPUfL INP 
: Cy4E=55 D4 4% C る 44 41 54 C1 ノノ UP】 ニ DAT テ 
: ご タ 5 る =52 45 41 C4 44 4? CD 52 REA ト DI へ R 
*C ァ 5E=45 CD 45 4E C4 53 54 4F /ZE^AEN ト STO 
: る る =D9 43 4F 4E D4 43 4C D3 ノミ CONCL モ 
: ど アァ 6E=43 4 じ 45 41 DC2 4F CE 4C ノ プ CLEA メ ロホ し L 


いか が で すか 2? 予約 語 の 文字 列 が (中 間 コ ー ド の ) 順に ASCII コー ド で 格納 され て いま 
すね 。 1 つの 予約 語 の 最後 の 文字 は 、MSB( ビ ッ ト 7) を 1 に し て あり ます 。 


G 0 き 襲 


47 4F 54 つ 末 尾 な の で MSB を | に し 、|CF| と する 。 





中 間 コ ー ド と の 関係 で 予約 語 は 3 種類 に 大 別 き され ます 。 通常 予約 語 は 、 マ イク ロ ソ フト 
系 の 標準 命令 を 中 心 と し た も の で 、 GOTO-MAXEFILES の 各 命 令 、 TOーNOT の 
語 、 ラベ ぐー 八 の 演算 子 か ら な り ま す 。 拡張 了 予約 語 は 、X 1 独自 の 機能 を ひき 出す た め の 
命令 を 中 心 と し た WINDOW-ーDEVO$8 か ら な り ま す 。 3 つ 目 は 関数 子 約 語 で 、 INT 
ーMIRKKROR$S か ら な り ま す 。 通常 予約 語 の 中 間 コ ー ド は 1 バイ ト で 表わさ れ ま す が 、 拡張 
子 約 語 の 中 間 コ ー ド は 、 FE 十 | | の 2 バイ ト 型 、 関数 子 約 語 の 中 間 コ ー ド は 、FF+| | の 
2 バイト 型 を し て いま す 。 

さて 、 以 上 の 3 種類 の 予約 語 の ワー ド ・ テ ー ブ ル は 、 溢 の 範囲 に 納め られ て いま す 。 


《 予 約 語 ワー ド テ ー ブ プル 》 





ディ スク BASIC 


































通常 予約 語 28F6H - 2AOAH 292IH 一 2AF5H 
拡張 予約 語 2AOBH 一 2BABH 2AF6H - 2BD6H 
| 関数 予約 語 2BACH 一 2CDEH 


2BD7H 一 2D0CH 





[ 注 ] 各種 別 の ワー ド ・ テ ー ブ ル の 最後 に は 、 エ ンド マー ク と し て 、 コ ー ド FFH が 書か れ て いま 
す 。 


だ と えば 、 キー 入力 バッ ファ に GOSUB と いう 文字 列 が ある と 、 イ ンタ プリ タ は 予約 語 
ワー ド ・ テ ー ブ ル を 先頭 か ら 検 索 し て いき ます 。 ま ず 中 間 コ ー ド 初期 値 80H が セッ ト き さ 
Me 最初 の 予約 語 GOTO と は 一 致し な い の で 、 中 間 コ ー ド を 十 1 し て 、 光 の 予 

語 GOSUB と の 比較 に 移り ます 。 こ こ で 一 致 が 確認 され ます か ら 、 GOSUB を 中 間 コ 
っ 親近 だ 坪 和 で きなこ と に な せま あ 。 ご Ip 上 す 交 す 半 織り 拓 し て 、 イ ンタ プリ タ 
は 中 間 コ ー ド 形式 の テキ スト を 作成 し て いく < 訳 で すね 。 





12 一 6 予約 語 ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ ル 


BASIC イ ンタ プ ブリタ は 、 テ キス ト エ リア に 中 間 コ ー ド 形式 で 格納 され た プロ グラ ム を 
逐次 翻訳 し て は 、 そ の 処理 ルー チン を 呼び 出す 形 で プロ グラ ム を 実行 し て ゆき ます 。 そ の 
際 、 中 間 コ ー ド に 対応 する 処理 ルー チン の アド レス を 求め る た め に 、 イ ンタ プリ タ は ジャ 
ンプ ・ テ ー ブ ル を 参照 し ます 。 次 の ダン プリ スト は 、 人 通常 予 約 語 の 処理 ジャ ンプ ・ テ ー ブ 
ル の 最初 の 方 で す 。 (テー プ BASIC の 場合 で す 。 ディス ク BASIC の 方 は 、2 D 0 DH 番地 
か ら ダ ンプ し て 下さ い 。) 


《 予 約 語 ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル を 見 る 》 


ij2CDF=5 る 6 る 34 4D 32 48 34 ?5 17 /M4NM2H4 ト 。 
【 の つじ EZ7=4? 31 68 27 48 33 FZ 68 1I1h^H3Bh 
:2CEF=F2 る 68 F7 2E 9@% 2F 2F 2@1 / 金 h 昌 。 . ノノ ! 
5 の CF ア = 台 7 39 ED 17 全 D 1 9C 1B ノブ ァ 9 記 。 ュ 。.。 
5 の CFF=94 1B 35 23 の る 6 と 2 E9 34 プ 。。 ら 持 ラ "人 人 す 
5 の 2D97=3% 2E ?F 27 ?F 87 BZ7 15 ノウ. へ へ ヽ 画 キ 。 
は 2D OF この 2B 2】) ダン 1F F ヨ コ }1F BZ SO /(| こと 。、 市 。 こく < 
5 2D17=CQA 2E DA 33 57 1 る 6 倫 9 1 ブロ. し 3 内 。 ! 
s2D1F=32 326 5 人 Q 29 7D 31 B9@ 31 ノノ 2 る 2 }1-1 
5 つ D27=22 32 91 31 5 ム 29 5S 台 29 ノリ"2。1Z ズ 
5 2D2F=5Q 29 54 22 55 22 5S 馬 29 ノ Z T"U"Z 
: の つ D3Z7=5Q 29 5 の Q 29 74 35 7 馬 35 / ノ Z Z t5z5 
: 2D3F=7D 35 77 35 AE 2 る 6 5 合 29 ノ ぅ Suj5 ョ & 
5s 2 つ D47=AE る 6 ム 94 る C SS る B DD る 6 失 プ ョ J. 1UK ン J 
s CD4F=D? 38 ?4 3 る BC らら E 1 る 68 プル 8 る シ 。 コロ 
s D5 ア =BD 35 8F 1B 5 1 仙 4F 2E プス 5/.・. 0. 


上 図 は テー プ BASIC の も の で す が 、 2 CDEH 番地 と 2CE0H 番 地 の 2 バイ ト に は 、 最 
初 の 予約 語 GOTO の 処理 ルー チン の アド レス が 上 下位 逆転 し て 格納 され て いま す 。 こ の 
場合 は 、3456 H 番地 か ら が 処理 ルー チン で ある こと を 意味 し て いま す 。 


ここ で 一 言 注意 し て お きま す と 、 こ の ジャ ンプ ・ テ ー プ ブル で 示さ れる アド レス の 多く は 、 


予約 語 の 各 中 間 コ ー ド を 処理 する ルー チン の アド レス で ある と いう 点 で す 。 前 草 ま で に 紹 
介し た シス テム ・ サ ブル ー チ ン の アド レス で は 、 そ の 番地 を コー ル す る と 直接 に 処理 が な 
され て 返っ て きま し た が 、 中 間 コ ー ド 処理 ルー チン は 、 中 間 コ ー ド 形式 で 格納 され た テキ 
スト を 解釈 処理 実行 する も の な の で 、 ユ ー ザ ー が 直接 コー ル し て も 、 期 待 通 り に 動か な い 
か 、 最 悪 の 場合 は 芝 走 する こと が あり ます 。 使 用 に 際 し て は 、 十 分 に 確認 を し て 下さ い 。 
予約 語 ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ ル も 、 予 約 語 の 3 種類 に 対応 し て 分 け て 格納 され て いま す 。 


J 語 テー ブ BASIC ディ スク BASIC 


2CDFH 一 2D9EF 2DODH 一 2E08H 


2D9FH 一 2DFCH 2E09H 一 2EZAH 
7698H 一 7737H 7/EF5H 一 條 34H 
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有 前節 の ワー ド ・ テ ー ブ ル と 合わ せ て 各 了 予約 語 (の 中 間 コ ー ド ) の 処理 ルー チン の 表 を 作 
成す る と 次 の よう に な り ま す 。 


テー プ BASIC (通常 ステ ー ト メン ト 、 コ マン ド ) 


ツウ シラ ョ ウ ステ ー ト メット 、 コマ ント ~ TAPE BaASIC (CZ-8CB91 いり 1。.9) 

コマ フト ~ アト ~ レス コマ ント ~ ァ ト ~ レス コマ フト アト ~ レス 
SOTO 345 る MIDTH 3 る ?4 が を 

SO0SUB 324D 0UUT 2EBC く > 

3448 SEARCH 687 1 = く 

RUN 1 7?5 MAIT 35BD く = 

RE TURN 314? PUSE 1B8F ミッ > 

RESTORE 276 る 8 LR ITE 1 QA5 > = 

RESU ト 医 3348 SLMeP 2E4F ヒコ 

に よき S す る 8F ア 7 ERASE 95 ム > 

LLIST る 8F2 ERROR 2 くる 1 く 

DELE TE の EF ア ELSE 15B7 + 

RENUN の F 9 CALL 2DFD ー 

AUTO 〆 12F ト NODN pFE2 ト MOD 

EDIT 3 ピ 97 LOUCATE 366B \ 

FOR 17ED SCREEN 3BFD ノ 

トド EXT 1?AD KEY 3 合 32 洲 

PR INT 1B9C LaABEL CE3 の 

LPR INT 1B94 RANDONMIZE CE 1F 

1 NPUT 2335 DPTION の 272 

L INPUT どら の の 6 LINE 3D3C 

1 34E9 OPEN る CE7 

DaATA CE3 の CLOSE る C77 

RE^AD の 7?F S { oc 095 人 A 

DIN 87F F IELD る 83D 

REN 15B7 GET 4C3F 

EN ト D 128 PUT 4E1 ム ム 6 

6 TOUP 1F9?9 SET る 83D 

CONT 1FF3 F ILES る E38 

CLS 3 じ 82 LF ILES る E37 

CLEZR ECA DEU り ICE る 8 1 1 

UN 33DA ム A Z05 全 

LET 1 6 る 57 っ 居 軸 6844 

ト 正 M 21 ム 0 LSET 2085 ム A 

POKE 3 る 32 RSET 95 谷 

0UFF 905^ 谷 INIT る E 97 

ト kHILE に る ぎ 4 り MD IN 95 全 

31B9 MAXF ILES 21E3 

REPEAT 3222 TO 

UNT IL 3191 STEP 

TRON どら 54 THEN 

TROFF と と 55 US 1I ト NG 

DEF INT 3③574 SUB 

DEFS ト 5 357^ BASE 

DEFDBL 357D TB 

DEFSTR ーー SPC 

DEF る ZE EQU 

LOAD る AE IMP 

SAUE る じ 94 XUR 

ト 作 RGE 6B55 DR 

CHAIN る DD PND 

CONSOLE 38D? NOT 

テー プ BASIC (拡張 ステ ー ト メン ト 、 関 数 ) 

カク チョ ウ ステ ー ト メン ッ ント 、 コマ ント ~ カン スク TAPE BASIC (CZ-8CB91 り 1.8) 
コマ ィ ン ト ~ ァ アト ~ ルス コマ ント ~ ァ アト ~ ルス コマ ツ ド “ アト ~ レス 
INDOM の の コ INT 8a93 ERL 7CB3 
PSET 3B4D 仙 BS 8?FB CSRL IN 7C3aA 
PRESET 3B42 SIN 8BCC STRPTR 7C47 
COLOR 3AA5 C0S 8BB2 DTL 7C4D 
CIRCLE 4 1B2 TAN 8CC じ る LEF を 7F る 1 
POLY 4 1B5 LO0G 8F84 RIGHT を 7F7 タ 
PAINT 47C 1 EXP 8E る C MID を 7 ア F の アプ 
PO0S ITION 4F39 SGQR 8n5C INKEY を る 8 83D 
PATTERN 4F45 RND 8E3A INSTR 818E 
HCOUPY 5S9 全 C PEEK 8E3 1 HEXCHR も 82 1 
PL 全 Y 44E ア 同 TN 8aE 全 ト 侍 を 887D 
SO0UND 475D SGN 8DD7 SCRN も を 8 69B4 
BEEP 477A FRAC 8A3C UaARPTR 7F 97 
PRM 3B23 F 】X メ 8A33 STR ING も を 8 135 
PALET 3AE く る PA SE98 TI ト E 899C 
し L 人 YER 4 人 F の RAD SE 909 DAY も 7FEC 
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42ES INP 8E24 人 7FFD 
N 


CREU 4 1 CDBL 53D9 8828 
CFLASH 4181 CSNG 53F6 USR 82E 1 
CGEN 4191 CINT 5A59 ATTR$ 295A 
CSIZE 41A1 DSKF 289E POINT 816E 
EJECT 4A86 E0F る CBF CHARACTER$ 88^? 
CSTOP 4A88 FP0S 286E 7F 19 
FAST 4A8B LOC <86E MIRROR$ 82BA 
REM 4ABE LOF 286E 
APSS 4 の 8 P0S 47E7 
TVPM 52DA FAC 8A? る 
CHANNEL 52F3 SUN 8A7 1 
VOL 52FF FRE 7C24 
CRT 533 1 LP0S 47DF 
SCROLL 4BEA STICK 7CcF 
EFFECT 4C2A STRIG 7C53 
GRAPH 3BFD CHR を 7CD9 
MUSIC 44E7 STR$ 7E9B 
ト P0 44E7 HEX を 7D4A 
CURSOR 346B 0CT* 7034 
UERIFY 4?EA B IN を 7D3F 
CLR 21EE MK !$ 7DC6 
LIMIT 2ECD ト MK<S$ 7DCB 
KL IST 3?3D ト MKD$ 7DD9 
K 52^a1 SPACE$ 7DDC 
KBUF 4C2D CGPAT$ 7E 82 
CLICK 52CB KANJ 1 を 7E26 
B00T 5293 ASC 7EBE 
DEU1! を 6719 LEN 7ECA 
DEUO* 7 る D VAL 7ED2 
CUS 7EEC 
CUD 7EF9 
CU1 7EEB 
ERR 7C42 


ディ スク BASIC (通常 ステ ー ト メン ト 、 コ マン ド ) 


ソウ シ ~ ョ 2 ステ ー ト メン ト 、 コ マッ ント“ DISK BASIC (CZ-8FB91 いり 1.8) 


コマ フト ~ ァ ト ~ レス コマ フト ~ 本 肖 2 コマ ント ァ ト ~ レス 
GOTO 3488 MIDTH うき 6 じ 6 > く 
G0SUB 27F 0UT と EE く > 
GO 347 谷 SERRCH る 13D = く 
RUN 17B69 MAIT うら EF く = 
RE TURN 317B PAUSE 1BiG 全 = > 
RESTORE どら 7 ツ さ 3 kNR ITE 1 人 C69 >= 
RESU ト 征 に すす 。 SMAP と E 7D = 
LIST 6 1 ヒ 3 ERASE 96C 2 
LLEST 61BE ERROR ら 973 < 
DE に EE の F とう ELSE 15 じ アァ + 
RENUNM の F コ 7 じ CALL cEZB コ 
fUTO 159 ト MON 9FE2 ト MOD 
EDIT 39DS LUCATE 36 ツ D \ 
FOR 1898 SCREEN さじ と F ノ 
NEXT 1?C8 KEY 3 生 64 し 
PR INT 1B2/ LRBEL 2E る 7 雪 
LPRINT 1 は は に RANDONHI ZE と E4D 
INPUT の 35 ァ UPTION どど 6 
LINPUT どじ LINE 3D6E 
づら 12 UPEN 65BC 
DaT 谷 と E6 る Z CLOSE 654 7 
READ ら 7C^ ム っ 1/ZE 96 し 
DINM ッ 96 谷 に !E に じ っ E6 タ 
REN 15 し ッ ツ GET 4C76 
END の 14 PUT 4E57/ 
STOUP 1FB4 SET 69?3 
CONT 995 F ILES る 71 
CLS 3CB4 に F よし に 9 67 18 
CLERR と EF8 DEU り ICE SE3D 
UN 34 9 じ 6 る 7?C 
な:I 166 抽 KILL 6119 
NEM ど 1 ヒ 4 LSET 675 じ 
POKE きる 64 RSET 67Z2F 
DFF どら 96C INIT 66E8 
LH ILE 31F MD IM 69 る 6 じ 

ND き 1 ヒ EZ NMAXF ILES の 29/ 
REPET うき 254 TO 
UNTIL き 133 STEP 
TROUN 78 THEN 
TROFF どの 27 US ING 
DEF INT さら の 6 SUB 
DEFSNG 3 らし BASE 
DEFDBL さら PF TB 
DEFSTR さら 内 ツ SPC 
DEF の 6D ツ EQV 
LOeD 637 仙 I ト P 
SVE 64D4 XUR 
ト ERGE 6 る 423 OR 
CHAIN 6 は 内 ? AND 
CONSOLE 3? 9B NOT 
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ディ スク BASIC (拡張 ステ ー ト メン ト 、 関 数 ) 


カク チョ ウ ステ ー ト メッ ント 、 コ マント“ カッ スウ DISK BASIC (CZ-8FB91 り 1.8)〉 
ゴマ フト ~ ァ ト “レス コマ ント ~ ァ ト ~ ルス コマ ッ ト ~ ァ ト ヾ レス 
IND0M 37^4 INT 22E6 ERL 851 9 
PSET 3B7F ABS 9?2DE CSRL IN 8497 
PRESET 3B 74 SIN ?4AF STRPTR 84A4 
COLOR 3AD7 C0S ?495 DTL 84AA 
CIRCLE 41ES TAN ?5^ ヶ LEFT$ 87E9 
POLY 41E8 LOG ?8 る 7 RIGHT を 87F8 
PAINT に EXP ?74F MID を 88164 
POSITION 4F 7 る SQR ?33F INKEY$* 88BC 
PATTERN 4F82 RND ?71D INSTR 8A8D 
HCOPY っ 9E ッ PEEK ?714 HEXCHR$ 8A2A 
PLAY 451^ ATN ?3CD ト 生 を 88FC 
SOUND 479 ヶ 9 SGN ?2。B^A SCRN$ 8?%33 
BEEP 47AD FRAC ?31F UARPTR 8764 
PRM 3B55 F IX ?3164 STR ING$ 89B4 
PeLET 3B 18 PAI ?。EB TI ト E 888B 
LAYER 4B36 RAD 26E3 DAY を 886B 
CANMAS 4B 1C INP ?797 DATE を 887C 
CRE い 41?D CDBL 54 1 FN ?9EB 
CFLASH 41B4 CSNG 5436 USR 8B<9 
し GEN 41C4 CINT 5A9 9 CALC 8BB5 
CS 1ZE 41D4 EOF 6 る 58F ATTR$ を る 92B 
EJECT 4AB? FP0S SDFE POINT 898D 
CSTOP 4ABB LOC 5E 18 CHARACTER ま も 89228 
FAST 4ABE LOF SE23 CMT 87?8 
REM 4AC 1 P0S SD8B NIRROR$ を 8B3? ヶ 
PSS 4ACB FAC の 37 の 
TVPM 31 SUN ?354 
CHANNEL の ③3 づ 3 FRE 848 1 
MOL つづ 3F LP0S 5D83 
CRT 37 1 STICK 84CC 
SCROLL 4C2 1 STR !G 84B9 
EFFECT 4 に る 1 CHR を も 852D 
GRAPH 3C2F STR を 8<F8 
トド US IC 45 1 HEX$ も $ 85A7 
TE ト PO 45 1 人 0CT$ 85? 1 
CURSOR 3 る ?D B IN も 859?C 
UERIFY る 2B6 NM ! 8423 
CLR 22 12 ド KS$ 8428 
LIMIT の EFB ト KD を 8 る 2D 
KL 1ST 3?6F SPACE を 8 る 39 
ASK 5S2DE CGPAT$ を 8<5F 
KBUF 4C6 る 4 KANJ 1 を 8483 
CL ICK 539B ASC 871B 
B00T 52D 9 LEN 8727 
DEU1!* 5CBB VAL 872F 
DEUO* 5D 9F CUS 874 ヶ 

CUD 874D 

CU1 8745 

DEUF 5DB2 

ERR 849F 


予約 語 ワ ソード ・ テ ー ブ ル と ジャ ンプ ・ テ ー プ ブル の 検索 手続 き の 参 考 ま で に 、 以 上 の 表 を 
プリ ンタ 出力 する た め に 用 いた プロ グラ ム を 掲げ て お きま す 。 


BASIC 予 約 語 ワー ド ・ テ ー ブ プル 作成 ソフ ト (BASIC プ ログ ラム ) 


BAS1C ヨ ヤ クコ ~ フー ト ~ ・ テ ー フ ~ ル サク セイ ソフ ト 


by ッ Yasuhiro Shimizu 
1%?84。1。15 SUN 


> ト 提 生 人 、 0 培 、 議 7 鍋 じ 、 得 妥 


OO 
で 〇 


CLEAR &HFF99 
IDTH 4 :INIT 
DIN MADR (3) , JeDR (3③) , CO ト (3, 58) 


。 還 還 BAS1C / セン 22 軒 証 較 
PKPMI BOASIC N ニク グラ スカ デ ど "フロ デ 
RINT 


ビィ 
PRINT " 1: テー- フ 2? BASIC (CZ-8CB 
PRINT " 2』i ディ スク 2 BASIC (CZ-8FB 


1 も =INKEY も : IF ま ="" THEN 1269 
IF 多く "1" OR 1!$>"2" THEN 1269 
1 =VRL (1 を ) 


2 エラ ウデ ニーク デリ ね" 


91)" 
し 島 


を ーー シー シー を キー シー レー トー シー レー ーー トー ビー シー シー トー シト シー か で に と ー シー たつ トー に ーー に 


fh ID DD ID トー ーー リー ーー ーー ーー この oO の 

CO DO この GO や で O の -J ひ ECO の ー の の 

GO いこ 〇 いい の GS いい の 〇 
で ① 
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こさ に ュー ーー シー トト ュ ャ テー 


oo ひひ いひ OOecnUnounonunnoncnudnun 心 ち 選 
TECOO こ GOOO ょ ーーJ ひ お 0)「J デー 〇 や) CO -J ーー』 
oOQOGGGGGGQGQG い いい 加 〇 


ーー ーー かー ーー で す ー レー ャ 


1 る 6 


99 


商議 議 アト "レス / セッ テイ 関 還 較 
0N ! GOTO 1369, 1420 
ーーー 


MAOR(1) =&H28SF6 『 バーー ツウ 2 ジョ 2 ヨ ヤ 2 ゴー ワー ト ~ 

KADR (2) =&H2ACB 『 バーー カカ 2 チョ ウ ヨ P2 ク ゴー ウー トド 

KADR (3) =&H2BAC バーー カン スウ ー 

JADR(1) =&H2CDF i バーー ツウ ラ ~ ョ ウー ヨ ヤ クコ "エフ トリ ー ジャ メー ラプ 

JADR (2) =&H2D の F バーー 2 チョウ ヨ ヤ 2 ク ゴ "エフ トリ ー ジャ フフ テー ブフ ドル 
: ae 


ヽ れ いれ 

I 
トト いさ 」 
い テテ デ 


JADR (3) =&H7 る 28 バーー カン スウ ョ ヨド グ コ ^ エッ ウト リー タデ ャ ラフ * 
EADR =&H2ABS  『 バーー ショ リ アト “レス ヲ モツ ウツ ウ ショ ウ ヨ ヤ ク 
BAS も = "TAPE BASIC (CZ-8CB91 り 1.9)" 


GOTO0 1539 
ーー RSJC ーー 


MADR(1) =&H2 ツ 2 の 1 
LADR (2) =&H2AFS る 
KADR (3) =&H2BD7 
JeDR (1 ) =&H2D 8D 
JADR (2) =&H2DCD 
JaDR (3) =&H7EF5 
EAOR=&H2RB 69 
8aS ま = "DITSK BASIC (CZ-8FB91 いり 1.9)『" 


′ 還 議 較 メイ ン ルー チン 還 還 較 
MIDTH 88 
FOR 1=1 TU 3 : "すす すす も す ひ すす ひ すす す すす すす すす すず すす すす すす すす すす ひひ すす すす すす すす ひひ すす すす すす すす すす す ひひ すす ひひ すぐ 


LABEL "ショ キ セッ テイ " : / 還 還 還 間 庫 間 


kAD =MAOR(T) JAD=JADR(I) iTIF 1=1 THEN EAD=EADR ELSE EAD =&H7FFF 
FOR N=1 TO 3 
FOR L=1 0 58 
CONM も (N, し 上) ミリ 
NEXT L 
NEXT「 N 
PAGE=1 :FLAG=6 :UUER=9 


ON 1 GOTO 1269, 1679, 1686 


= コッ ウシ ョ ク ステ ー ト メッ ント 、 コ マン ト “ "GOTO “1 へ “- ジ パフ" 
M も = "カク チョ ウフ ステ ー ト メッ フト 、 コ マッ ント“ "Ii5OTO "1 へ “ーー ジー フラ" 
M も = "カン スウ 
LABEL "1 ^“*ー ジ ド フン" : / 壮 還 還 較 間 間 
LPRINT NM も +" "+B フ SG も +" paqe "ji 1 


PRINT :LPRINT 
CFLASH 1 :PRINT "スコ シ オマ チ クタ サイ 。 "iCFLASH 9 


N=1 :FLAG=9 :GOUSUB "N レル ツウ ショ リ " 
jF QUER=1 THEN 1826 
NN=2 :FLAG=9 giGOSUB "『N ルツ ショ リリ 
IF OUER=1 THEN 1828 
N=3 FLAG=9 :GOSUB "N レツ ウ ショ リリ 


PR INT CHR も (&H1E。 &H1E 3 
LPR INT "コマ ッ ト ルス コマ ッ ント ~ ァ ト ~ ルス コマ フト ~ 
LPRINT : iLPRINT 


L 1 = 1 i < 一 ライ ン ・ ウン ター ショ イカ 

LPRINT COM も (1,L1)+* "+C0OUM も (2。 し LT)+“ *+COM ま (3, し 1) 
L1=LI+1 :】F し LI〈S1 THEN 1878 

IF LlI=51 AND OUER=9 THEN PAGE=PaAGE+1 iLPRINT CHR も (12) GOUTO "1 ペタ ー ジ ド ブフ" 


LPR INT CHR を (12) 
NEXT 1 : を すす すす を すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす すす を 


PRINT :PRINi 

PR INT "サク セイ シュ ウフ リョウ" 5END 

/ 藤 議 栗 サフ "ルー チン 

LABEL *N レル ウラ ショ リ " ! 2 軸 縮 誠 菩 凍 有 RER 
FOR L=: TO 56 


LABEL "カト トク * i ィ 





=PEEK (MAD ) 
!F =&HFF THEN "シュ ウフ リョウ" ーー ント ュー が 
IF AM=&H86 THEN " ミ テ イキ " 半 、 線 。 Doc -&H80) ノ ト † 
IF (NM NO &H89〉 =&H86 THEN FLAG=1 内 =(M AND &H7F ) : 7 く ー コマ ラッ ト “ ノ オ ワ ウリ 


C0M を (N, L ) =CO ト 和久 (N, L)+CHR ま (いい) 
MAD = ト LAD+ 1 
IF FLAG=9 THEN "カイ トド クリ 


C ま =LEFT ま (CUM も (NL)+" まま の 2 
あて ト NG し) ゃ し に あ “バー ノブ コリ 9 ズー- ス テー み / ル ! 
IF _ MADEAD THEN GOSUB "アト ドレ ルス " ELSE AD ま =" 
C0N を (N, L ) =C0M 多 (NL) +AD を 

JPD =J 人 aD + ど 


FLAG =9 
GOTO "ウー ノ キョ 2" 


ァ ト ~ レス" 
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ご 245 LABEL "ミミ テ イ 生 "5 バーーーー 
2256 MAD =MAD+ 1 

どら 268 JAD =JAD +2 

ご の 7 8 GUTO "カイト * ク “ 


どの?0 し ABEL “シュウ リョ ウ ” 5 バーーー 一 
396 0UER = 1 

ど さ 10 CON(N, し) = リッ 

こさ 26 A 

ご っ 39 LABEL "ウー ノ フ 入 ョ 2" ミケ ーーー 
2349 NEXT L 

ど とき うき “< 

と 3 る 69 RETURN 

ど ご 379 

と 389 

こう 79 LaBEL "アァ トレス " : / 肖 訂 交 溢 組 ER 
2499 ^“ 


c419 本 ま =RIGHT ま ("9"+HEX も (PEEK (JAD ) ) , の) 
429 HH ま =RIGHT も ("8"+HEX ま (PEEK (JAD+1) ) , の ) 
c439 AOD も =QH も + す AL も 

2448 RETURN 








12 一 7 数 値 の 内 部 表現 


BASIC プログ ラム の 中 で 、 私 た ち は 様 々 な 数 値 を 扱い ます が 、 PRINT 文 な ど に より 
ディ スプ レイ や プリ ンタ に 出力 され る 数 値 の 表示 (外部 表現 と いう ) と 、 そ の 数 値 が 実際 
に メモ リー 内 に 格納 され て いる 形式 (内 部 表現 と いう ) と は 大 変異 な っ て いる と いう 上 声 を 
注意 する 必要 が あり ます 。 本節 で は 、 数 値 デ ー タ の 内 部 表現 の 問題 を 説明 し ます 。 

HuBASIC で 扱わ れる 数 値 は 、 次 の 3 つ に 大 別 き され ます 。 
整数 
単 精度 実数 
倍 精度 実数 





この うち 、 整 数 と 実数 と で は 内 部 表現 が 大 変 に 異な り ま す 。 
整 色 は 、HuBASIC で は 2 バイ ト (16 ビッ ト ) の デー タ と し て 扱わ れ ま す 。 
整数 デー タ ) 
MSB 


LIIIIIIIIIIIIIII 


_ 1 | 0 革 ま た は 0 
付 王 ヒ ノ | … 負 


負 の 整数 は 、「 2 の 補 数 」 と よ ば れる 方 法 で 扱わ れる た め に 、MSB が 1 の 場合 は 負 の 数 に 
な る こと に 注意 し まし ょ う 。 従っ て 、 整 数 の 範囲 と し て は 、 次 図 の よう に な り ま す 。 


2 進 表 示 Il6 進 表示 IO0 進 表示 
0 1 1 1 1 1 1 1 トト トト エト 1 ロコ 7 FFF +32767 
| 1 トト トト トト トト トト 1 1 0 | 7FFE +32766 
0 0 0 | | 
0 0 0 0 0 
F FFF ー | 
FFFE ー 2 














メモ リー に は 、16 ビッ ト の 上 位 8 ビッ ト と 下位 8 ビッ ト が か が 逆転 し て 格納 され ます 。 で す 
か ら 、 十 32767 と いう 整数 値 の 内 部 表現 は 


x 番 地 FF 


| 「 上 下位 逆転 に 注意 


と な る 訳 で すね 。 

で は 湊 に 、 実 数 の 扱い に 進み ます 。 実数 は 「 浮 動 小数 点 形 式 」 あ る い は 「 指 数 形式 」 で 
扱わ れ ま す 。 た と えば 、 124.6 の よう な 小数 点 つ き の 数 を 扱う と き 、 小数点 の 位置 を 常に 
固定 し て 表示 する 方 法 を 「 園 定 小 数 点 形 式 」 と よび ます 。 私 た ち が 普 段 見 慣れ て いる の は 、 
多く この 形 で す 。 これ に 対し て 、 小 数 点 の 位置 を 適宜 移動 きせ て 、1.246 メ 10* の よう に 表 
示す る こと も で きま す 。 こ の 形 を 「 浮 動 小数 点 形 式 」 と よぶ の で す 。 理工 系 の 方 々 に は 、 
な じみ の ある 表現 方 法 で すね (た と え そば 光 の 速度 2.9979X10'm/ 秒 な ど )。 

も う 1 つ 注 意 す る こと は 、 (小数 点 つ き の ) 実数 も 2 進数 と し て 扱わ れる 点 で す 。10 進 小 
数 で 、 0.123 と いう の は 、 


計上 導 人 間 ee 


と いう 意味 で すね 。 分 母 の 10, 10*。 10? は 10 進数 で の 「 小 数 点 以 下 の 各 位 」 に 対応 し て 
いま す 。 2 進 小 数 で も 考え 方 は 同じ で す 。 だ た と えば 、 2 進 小数 で 0.1011 と いう の は 、 


0.1011( 2 進 ) ー す † 腕 填 如 0.6875(10 進 ) 


と いう 意味 が あり ます 。 
さて 、HuBASIC で は 、2 進 小数 を 次 の よう な 浮動 小数 点 形式 で 扱う こと に 決め て いま す 
( 0 以外 の 数 は 必ず この 形 に で きま す )。 





士 1 .anaza3“" の "an の x2 ト (k は 指数 。aij た ち は 0 か 1) 





次 に 例 を 挙げ ます か ら 、 皆 さん も 考え て みて 下さ い 。 
【 例 1〕 十 1.5 (10 進 )= 十 1.1 (2 進 ) X 2 
[ 例 2 一 10 (10 進 )= 一 1.01 (2 進 ) X 2 
【 例 3 ) 十 0.6875 (10 進 )= 十 1.011 (2 進 ) X 2 -' 


この よう な 浮動 小数 点 形式 で 表示 され た 実数 デー タ か ら 、 次 の よう に 内 部 表現 を 作り ま 
す 。 
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〇 ① 指 数 部 … 指 数 k と 8IH と を 加え る 。 た だ し 、 も と も と 数 値 が 0 
の と き は 、00H と する 。 

② 仮 数 部 … 仮 数 | .arazas … で は 先頭 が 必ず 1 な の で 、 こ の ビ 
ッ ト を 符号 ビッ ト ( 正 の と き 0 、 負 の と き | ) と し 
て 使用 し 、 左 か ら 必 要 な バイ ト 数 だ け と る 。 単 精度 
で は 4 バイ ト 、 倍 精度 で は 7 バイ ト を 採用 する 。 末 
尾 を 丸め な く て は な ら な い 場 合 は 、 炊 の 桁 キ を 「0 捨 
| 六 」 す 導 。 

③ メ モリ ー 内 に は 指数 部 1 バイ ト 、 仮 数 部 (4 また は 7 バイ ト ) 

の 順に 格納 する 。 








早速 、 上 記 の 3 つの 例 を 内 部 表現 に 直し て み ま し ょ う ( 単 精度 の 場合 を 考え ます )。 


【 例 1 の 内 部 表現 ] 
指数 部 81 是 十 0 三 81 H 
仮数 部 "01000000……00000000 ニ 40000000 H 
1 
待 号 
従っ て 、 81 H.,40 H,00 H.00 H,.00 H の 順に 格納 され ます 。 


【 例 2 の 内 部 表現 ] 
指数 部 "81H 十 3 三 84 H 
仮数 部 10100000……00000000 = A0O00000 H 
| 
符号 
従っ て 、 84H,AOH.00H.00H.00H の 順に 格納 され ます 。 


[ 例 3 の 内 部 表現 ] 
指数 部 "81Hー1=80 H 
仮数 部 "00110000……00000000 = 30000000 H 
| 
符号 
従っ て 、 80 H,30 H,00 H,00H,00H の 順に 格納 され ます 。 


上 記 の 3 例 で は 、 い ずれ も 2 進 有 限 小数 を 扱い まし た が 、 た と えば 10 進 で の 0.1 は 2 
進 小数 と し て は 無限 小数 と な り ま す 。 最 後に この 例 を 考え て お きま し ょ う 。 
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10 進 0.1 の 内 部 表現 ( 単 精度 )」 

0.1 (10 進 ) 三 1.1001100110011001…… (2 進 )X 2-? (無限 循環 小数 ) 
指数 部 81 HH 一 4 ニ 7 DH 
仮数 部 01001100110011001100110011001101 三 4CCCCCCDH 

1 1 

す ち ぢ 次 桁 を 0 捨 1 入 し た 

従っ て 、 7DH,4 CH,CCH,CCH ,CDH の 順に 格納 され ます 。 

久 値 の 内 部 表現 を 調べ る プロ グラ ム を 掲げ て お きま す の で 、 い ろ い ろ な 数 値 を 入力 し て 、 
観 祭 し て 下さ い 。 本 プロ グラ ム で は 、 内 部 表現 8 バイ ト を 出力 し ます が 、 単 精度 対応 な の 
で 5 バイト 分 の み 有 効 で す 。 倍 精度 を 出力 し た い 人 は 、340 行 と 380 行 の 変数 A 人 を A# に 、 
変数 B を B# に 変え て 下さ い 。 


内 部 表現 (BASIC キ マシ ン 語 ) 


189 RENM ※※ 浴 玉 玉 束 玉 氷 束 玉 求 束 ※ 玉 束 来 玉 米 来 玉 
119 RENM ※ 米 
129 REN ※ レグ 導 " 間 訪 クジ 。 米 
139 RENM ※ 米 
149 REN ※ 
159 RENM ※ by Y。.Sh imizu キネ 
149 RENM ※ ※※ 
179 RENM ※ 1?84.4.28 SaT 米 
189 RENM ※ 米 
1 の RENM KKOKOK 玉 KOKOKOK 求 玉 KKOK 求 氷 涼 
の 9 ^“ 

〆:1 9 ーー ニニ ーーーーー 

229 “ マエ T ショ リ 

239 ^/ーーー ニ ーー ニー ニー ニーー 

249 ^“ 

259 CLEAR &HF169 

49 CLS 


279 GOSUB "カキ コミ “ 
89 DEFUSR=&HFE 89 


319 “ デメ イフ 上 ルー チ フ 


349 BEEP :INPUT "スウ 2 チ = " ョ 人 
359 PRINT 
の な PRINT "プチ オア  E ョ 22 フ " 

ー NT 和 e 


3?9 PRINT iPRINT 
496 GOTOU 34 


469 “ 
479 LABEL 『 力 キ コ ミ " : “= ニニ ニニ ニニ ニニ 


499 ADR=&HFE99 :RESTORE SZ6 
599 FOR 1!=9@ TU 1 る 
っ 16 READ M も :POKE ADR+i。UAL (CT&H"+ ト 人 ) 


529 ト EXT 1 

539 RETURN 

548 “ 

558 /--ーー ニ ーー ニー ニー ニーーー ニ ーー 

S69 / マラ シフ ゴ ~ テ “ー- プ 

579 ^=- ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーーー 

589 “ 

5 の 9 DATA 96, 98 s 7LD B。8 

る 8989 DATA C5 : 7PUSH BC 

る 19 DATA E5 s PUSH HL 

る 2 DATA 7E 7LD 台 , (HL)〉 

る 39 DaATA CD, 97, 12 5 7CALL 1297H 
る 649 DATA CD, 全 7, 94 5 CALL 94 全 7H 
e59 DaATA E1 : POP HL 

る る 9 DATA 23 5 7INC HL 

る 79 DATA ヒ 1 s PUP BC 

る 689 DaATA 19,F2 5 7DJNZ LOOP 

た DATA C ヶ iRE 十 
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12 一 8 数 値 変数 の 格納 形式 


HuBASIC で 扱わ れる 変数 は 次 の 4 種 に 大 別 さ れ ま す 。 
東和 天 玉 り <。oooe A 多 な ど 
数 値 変 数 ……… 単 精度 実数 型 ………| B ! な ど 
倍 精 度 実数 型 ……… C など 
文字 列 変数 …… 上 ドド ドド em バー D $ な ど 


この うち 本 節 で は 、 数 値 変 数 の 格納 形式 に つい て 述べ ます 。 

変数 た ち を 格納 する 変数 エリ ア は 、 テ キス ト エ リア の すぐ 後に 置か れ ま す 。 BASIC が コ 
ー ル ド ・ ス ター ト (14A0H 番 地 を コー ル す る と 、 メ . モ リー 内 が クリ ア さ れ て 、BASIC が 
スタ ネー ド し ます 】 し 放 自 価 に 。 デ ロ グ ラム だ 入力 し 、 テキ スト モリ ナチ ナ を デシ グ プ し くも 甘 数 
エリ り リア は 見 えま せん 。 プ ブログ ラム を RUN し て 初め て 、 イ ンダ プリ ダ に より 設け られ る ェ エ 


リア で す 。 で は 早速 
ゲキ スナ + 苑 り アデ あ ダ ンプ し て 


《 変 数 エリ ア を 見 る 


19 占 の =16 
29 B!=.6 る 875 
3 し じ 村 =。1 相 
49 E ト D 


: ッ FCS=9B 
: ッ FCD=1 9 
:?FDS=2 1 
: ッ FDD=96 
:?FES=18 
: タ FED=CD 
: アァ FFS=99 
:?FFD=81 
: 仙 995=6 1 
: 人 99D=CC 
: 人 Q615=009 
: 91D=98 
: 025=09 
: 人 A92D=99 
: 035=99 
・ 83D=99 


ここ で 、9FF 7 H 番地 以降 が 


al: 


変数 の 型 (整数 ) 











9FF 7 
変数 名 の 字数 
変数 名 A 


| 数値 16 





9FFC 
9FFD 
9FFE 
9FFF 
A000 


変数 名 の 字数 
変数 名 B 

| 数 値 0.6875 
) の 内 部 表現 
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変数 の 型 ( 単 精度 ) 


トド 


、 観 察し て み ま し ょ う 。 次 の プロ グラ ム を 入力 し 、 RUN させ た 後に 


さい (ディ スク BASIC の 方 は 、A8A8H 番 地 以 降 )。 


変数 エリ ア で す 。 デー タ の 読み 方 を 以下 に 書き ます 。 


ll きき * 




























A00| (5 バイ ト ) |AO0B | CC ( 8 バイ ト ) | 

A002 AOOC | CC 

A003 AOOD | CC 

A004 変数 の 型 ( 倍 精度 ) |^"F | CD 

A005 変数 名 の 字数 AOOF | 00 | 変数 エン ド ・ コ ー ド 

了 了 秋 数 名 C A01I0 00 | ! これ 以降 は 
AOII | 4F ァイル 用 

0 数 値 0.1 A0I2 | E5| スト リン グ 

A009 の 倍 精 度 内 部 | ni | 5F | バッ ラッ 

A00A 表現 


この よう に 、 変 数 は 登場 する 順に 変数 エニ リア に 格納 され 、 各 変数 の 内 容 が 一 定 の 形式 で 
管理 され ます 。 ここ に 登場 する 変数 は 配列 で は な い 単 純 変 数 と よ ば れる も の で す が 、 各 単 
純 変数 の 格納 形式 を まとめ る と 以下 の よう に な り ま す 。 


単純 数 値 変 数 の 格納 形式 〉 


od Moikkion 








変数 名 変数 に 代入 され る 数 値 の 内 部 表現 〔: ま 」 
(ASIl コ ー ド ) 罰 6 
が 
弄り 
Ui 変数 名 の 字数 の す 
Ne | 合馬 度 実数 8 バイ ト 


05H 三 単 精度 実数 型 
08H = 倍 精 度 実数 型 





[ 注 ] BASIC 関数 の VARPTR は 、 各 変数 の デー タ 部 分 先頭 アド レス を 返す も の で す 。 


次 に 配列 変数 に つい て 考え ます 。 次 の サン プル プロ グラ ム で 変数 エリ ア を 和 観察 し ます 。 
《 配 列 変数 を 観察 する 


9 DIN AZ(③) 
9 FOR 1I=9 TO 
答 (1) =1 


:?FC5=9C 99 9 仙 99 ?6 と 9 41 

:?FCD=28 64 2? 89 BE 99 14 
:?FDS=8D 29 3? F4 91 29 E9 9 / 自 まま 。 @ 
:?FDD=93 99 9E 99 1E 99 Z9 

:?FE5=4 1 25 28 4? 22 F4 42 99 ノ AAZ(1) ま 1】。 
:?FED=9 る 6 99 28 99 8E 99 96 99 /。。(。 軒 ... 
:?FF5=32 99 %8 99 89 99 82 9F 2 レナ 。 
:?FFD=99 91 41 91 94 99 99 99 プ 。。 全 .。...。 
: 人 Q995=91 899 92 99 89 99 85 81 /。。。。.。 
: 合 88D=4 の 82 49 99 89 99 99 99 /159....・ 
: 人 915=4F ES5 5D 99 99 9 89 69 ノロ 是 ]。。.。。 
: 人 Ad1D=99 899 99 99 99 99 99 89 /。。。. < 
: 人 Q825=99 99 99 99 99 99 99 99 /。。..。。.. < 
: 82D=99 899 99 99 99 89 99 99 /。。。.。 < 
: 人 935=99 99 99 99 99 99 99 99 /。..。.。、.- 
: 人 Q93D=99 99 99 99 99 99 69 99 /。。。。。」 


(配列 変数 の 格納 状況 〉 










も 間 了 し. 


| 変数 の 型 (整数 ) 




















] 以下 の バイ ト 変数 | の 

| 数 (15 バ イト ) 内 容 
変数 名 の 字数 mer-W 
変数 名 A 内 部 表現 








配列 の 次 元 
] 配列 の 大 き さ 
| (0 3 の 4 個 ) 


A%(0) の 内容 















変数 | の 型 ( 単 精度 
変数 名 の 字数 
変数 名 | 


! ファ イル 用 
スト リン グ 
Ne プア | 


A014 00 
AO0I5 | 4F 





【 注 〕 HuBASIC で は 、 起 動 直 後 の 数 値 変数 は 単 精度 に 設定 され る の で 、 変 数 1 は 単 精度 と し て 扱 
われ て いま す 。 
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9FFBH-A 00 AH 番地 が 、 配 列 変数 A %(0)ーA (3) に あて られ て いま す 。 1 組 の 
配列 変数 の 格納 形式 を まとめ る と 、 以 下 の よ うに な り ま す 。 
\ 配 列 数 値 変 数 の 格納 形式 》 





以下 の 変数 名 変数 名 0 番目 の 内 容 | 番目 の 内 容 
| バイ ト 数 の 字数 ( 内 部 表現 ) (内 部 表現 ) 
変数 の 型 配列 の 配列 の 
82H 三 整数 弄 次 元 大き さ 


| 85H 三 早 精 度 実数 型 
| 88H 三 倍 精 度 実数 型 


変数 型 を 表わす コー ド は 、 単 純 変数 と 区 別 す る た め に MSB を 1 に し て 格納 され て いま 
3 s 





12 一 9 文字 列 変数 の 格納 形式 


今度 は 文字 列 変数 に つい て 考 穴 し ます 。 前節 と 同様 に 次 の サン プル プロ グラ ム を RUN 
し て 、 変 数 エリ ア の 状況 を 見 て み ま し ょ う 。 
サン プル プロ グラ ム 10 A$ 三 "123" 
20 B$ ニ "ABCD" 
30 END 


《 変 数 エリ ア ※ 


変数 の 型 ( 文 字 ) 
Pe 変数 の 型 ( 廊 字 ) 
変数 名 の 字数 


変数 名 B 
た | スト リン グ 








ご 秒 あ りり 。 人 愉 の よう に まあ ま とら ます 。 
単純 文字 列 変数 の 格納 形式 ) 





変数 名 
変数 型 の 字数 
03H テ 文字 列 型 


数 値 型 と 最大 の 違い は 、 変 数 名 の 後 の デ ー タ 部 で す 。 数 値 変 数 で は 、 こ の 部 分 に 実際 の 数 
値 デ ー タ が 入る の で す が 、 文 字 列 変数 で は スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ (string de- 
scriptor) と よ ば れる 3 バイ ト 情 報 が 書か ん ます 。 そ の 内 訳 は 以下 の よう で す 。 
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《 ス トリ ング ・ デ ィ ス クリ プ タ ) 


し | | | 


| *ーーーーーーーーーーーー 
に と 3 | ネ 
文字 列 の 2 
長き アド レス の オフ セッ ト 値 
(STRPTR を 0 と する ) 


だ た と えば 、9 FEBH-ー9EFEDH の 3 バイ ト は 最初 の 03H が 変数 A$ に 格納 され る 文 
字 列 “123” の 長 さ を 示し 、 次 の 22 H.02H が 実際 に 文字 列 の ある アド レス の オフ セッ ト 
値 0222H を 示し ます 。 こ こ で 、 オ フ セ ッ ト 値 と は 、 変 数 エリ ア 直 後 の 「 フ ァイル 用 スト 
リン グ ・ バ ッ フ ァ 」 の 先頭 (STRPTR) を 0 と する 相対 アド レス で す 。 で すか ら 、 9FF5 
H 十 0222 HH 三 A217H が 実際 に 文字 列 “123” の 格納 され て いる アド レス と な り ま す 。 

すなわち 、 文 字 列 変数 の デー タ 格 納 は 、 変 数 A$ を 例 に と る と 次 の よう に な り ま す 。 

(文字 列 デ ー タ の 探し 方 〉 


A$ の | 文字 列 の 長 さ 
ん トリ シッ ゲ ィ 


dbo | オフ セッ ト 値 


ぴゃ コード 
STRPTR の 示す ファ イル 用 
スト リン グ バ パ バッファ 先頭 アド レス 


オフ セッ ト 値 を 加え る 


| 00 
レン ンジ 


人 


AS の 内 容 の 文字 列 デ ー タ 


ャ ーー ューー 





以上 は 単純 文字 列 変 数 の 場合 で す が 、 配 列 文 字 列 変数 (A$ 1) な ど ) の 場合 も 祭 し が つ 
く と 思い ます 。 考え方 は 、 配 列 数 値 変 数 の 場合 と 同様 で す 。 


配列 文字 列 変 数 の 格納 形式 ) 


IEEE DIESGEG IE 決 較 









以下 の 変数 名 変数 名 配列 の 0 番目 の | 番目 の 
バイ ト 数 の 字数 了 拓 大 き さ スト リン グ ・ スト リン グ ・ ディ スク リフ タ 
冗 ディ スク リフ タ 
変数 の 型 2 
83H= 文 字 列 型 


し aa 」 と 区 別 する た 
MSBー | と し て ある 。 
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12 一 10 デバ イス ・ テ ー ブ プ ブル 


HuBASIC で は 、 周 辺 装置 (デバ イス ) を 統一 的 に 管理 し 、 ま た バー ジョ ン ア ッ プ 等 に も 
速やか に 対応 で きる よう に 、 デ バイ ス ・ テ ー ブ ル と よ ば れる 表 を 内 蔵 し て いま す 。 

各 デ バイ ス に は 、 3 文字 以下 の アル ファ ベッ ト と 1 文字 の 数 字 (0 一 9., ユ ニッ ト 番 号 と い 
う ) か ら な る 名 前 が つけ られ て いま す 。 





《 デ バイ ス 名 》 
CRT 画面 、。、 た だ し コン トロ ー ル ・ コ ー ド が 効 *O” の み 。 
| か な い 場 合 で ある 。 (出力 ) 
SOR 画面 。 た だ し コン トロ ー ル ・ コ ー ド が 効 *0* の み 。 
く (場合 で ある 。 (出力 ) 
cu oe: キー ボー ド 。 I” の み 。( 入 力 ) 
| LtPT レン | フリ ンタ 。 *O* の ぁみ 。( 曲 カ ) 
CAS カセ ッ ト テ ー プ 。 ユ ニッ ト 番 号 は 、 意 味 \I7 0? 
を な さ な い (省略 し て も よい )。 (入出 力 ) 
グラ フィ ッ ク ・ メ モリ ー。OPTION SCREEN 1 に 本 
MEM 2 命令 に より 、 入 出力 デパ イス と し て 使用 暫 、 人 ん 
で きる 中 
アベ ンド も 可 
外部 メモ リー(| プ 0 デー タ 機 器 社 の EMM 
EMM | 0 一 9 ボー ド )。 EMM0: 一 EMM9: ま で 1I0 個 分 用 意 7 さ 02 
され て いる が 、 ボ ー ド を 装着 し な いと 使用 7 





で き な い 。( ユ ニッ ト 番 号 は 省略 可 ) 


フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 。 直接 ユ ニッ ト 番 
号 に より 0 : 一 3 : で 指定 する 。 ディスク 7 さ 07、 
装置 は 、 4 台 つ な ぐ こ と が で き る 。 テ ー プ | NR7 よ A? 
BASIC で は 使用 で き な い 。 





[ 注 ]】 モー ド 欄 は 、 入 出力 用 途 お よび ファ イル モー ド 指 定 を 意味 し ます 。 


IN (Output) "(il' デバイ スペ へ の 出力 

“ エ 7 (Hmput0) nn … で eee デバ イス か ら の 入力 

"R” (Random file) ……… ラン グ ム ・ ア クセ え の フ ァイル 指定 
- 生 Append0…ー…ー…ー…m の mm" ファ イル の アペンド (追加 ) 指定 


さて 、 こ れ ら の デバ イス の 1 つ 1 つ に 対応 し て 、HuBASIC の 内 部 に 検索 表 が 用 意 さ れ て 
いま す 。 次 に 掲げ る の は 、 テ ー プ BASIC に お ける デバ イス “CAS :” の テー ブル を ダン プ 
し た も の で す (ディ スク BASIC の 方 は 、6 A 18 H 番地 一 6 A 47 H 番 地 を ダン プ し て 下さ 
い )。 
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3 つ ヒ E 1 /= ツ 6 
sSE 1F=/ タ 
5 つど = は ロア 
: つ ヒ 選 F =3B 
: つ E コ 37/ = 貼り 
: つ ヒ E3F =4 ア 


《 デ バイ ス “CAS : 


43 41 
73 うら E 
ココ 欄 ー」 コ 
じ F うら ヒ 
ng9 5 ら C じ 
95 る 1 


つづ 
アコ 
4 
ご 内 
ら 9 
4D 


99 
つ E 
る 9 
69 
=]1 コ 
っ E 


づら 
mn9 
誠 た だ 
15 
ら る D 
ら る る 


"の テー ブ プル: 


る 1 
つじ 
る ら 9 
つじ 
つっ E 
っ E 


グ + オ も C 谷 S . ご 』 ョ 
グル 多 ^〒 拳 
5 全う ーー NN N 
が 丘 失 こ の デ 
だ ラー 。 油 門 ^ キ キー 


デバ イ ス ・ テ ー ブ ル は 各 デ バイ ス ご と に 48 バイ ト か ら な り 、 す べ て 同一 の 形式 を し て い 


ます 。 表 の 読み 方 は 以下 


の 通り で す 。 


デバ イス ・ テ ー ブ プル の 内 容 


ム ロ | テー プル 内 
機能 番号 | 相対 アド レス 


































味 











次 の デバ イス ・ テ ー ブ ル の アド レス (下位 、 上 位 の 順 )。 




















LOF (ファ イル サイ ズ ) 処理 アド レス 
LOC (ファ イル 位置 ) 処理 アド レス 








IAH 一 IBH | EOF (ファ イル 終了 検出 ) 処理 アド レス 


00H 一 0IH 
02H 一 05H | デバ イス 名 (3 文字 ) 十 00H 
06H 一 07H | FILES 処 理 ア ドレ ス 
| 番 08H 一 09H | OPEN 処理 アド レス 
2 番 0AH 一 0BH | CLOSE 処 理 ア ドレ ス 
3 番 0CH 一 0DH | KILL 処理 アド レス 
4 番 0EH 一 OFH | NAME 処 理 ア ドレ ス 
5 番 I0H 一 IIH | | バイ ト 入 力 処理 アド レス 
6 番 I2H 一 13H | | 行 入 力 処 理 ア ドレ ス 
7 番 14H 一 15H | バイ ト 出 力 処 理 ア ドレ ス 
8 番 I6H 一 17H | TAB 出 力 処理 アド レス 
9 番 I8H 一 19H | CR 出力 処理 アド レス 
10 番 
|1 番 ICH 一 IDH | POS (現在 位置 検出 ) 処理 アド レス 
12 番 IEH 一 IFH | DEVF (フリ ー エ リア ) 処理 アド レス 
13 番 20H 一 21H 
14 番 22H 一 23H 
15 番 24H 一 25H | LOAD 処 理 ア ドレ ス 
16 番 26H 一 27H | SAVE 処 理 ア ドレ ス 
17 番 28H 一 29H | VERIFY 処 理 ア ドレ ス 
18 番 2AH 一 2BH 





19 番 
20 番 








| 上記 “CAS :”" の テー ブル の 場合 、 最初 の 2 バイ ト は 次 の テー ブル が 、6296 番地 か ら 格 
納 さ れ て いる こと を 示し ます 。 次 の 4 バイト 43 是 ,41H.53H,.00 は デバ イス 名 CAS 
の 文字 列 で す (00 H ニ ミエ ン ド マ ー ク )。 5E 1DH 番地 か ら は 、 処理 アド レス が 2 バイ ト ず つ 
ト 上 下位 逆 転 し て 格納 され て いま す 。 た と そえ ば 、 FILES"CASE” 処理 は 、 
見 れ ば よい こと が わか り ま す 。( た だ し 0 番 一 20 番 の 機能 の 中 に は 、 サ ポー ト さ れ て な いも 








INIT (初期 化 。 フ ォ ー マ ッ ト ) 処理 アド レス 
GET 処 理 ア ドレ ス 


2OH-2PBH 


2EH 一 2FH | PUT 処 理 ア ドレ ス 











の も あり 、 そ の 場合 は 、 エ ラー 処理 アド レス が 書か れ て いま す 。) 


6132 H 番地 一 を 


だ ら 


12 一 11 ファ イル 用 スト リン グ ・ バ ベ バッファ 





前 節 で 、 デ バイ ス ・ テ ー プ ブル の 説明 を し た の は 、 先 ほど 来 、 チ テキ スト エリ ア や 変数 エリ ア 
の 後ろ に 謎 めい て 出現 し て いた 「 フ ァイル 用 スト リン グ ・ バ ッ フ ァ 」 と よ ば れる エリ ア に 
つて 考え る だ た ゆめ で す 。 

この エリ ア は 本 来 、 カ セッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 等 の 補助 記憶 装置 と ファ イル 
単位 で の デー タ の 読み 書き を する た め に メイ ン メ モリ ー 上 に 設け られ た 領域 (バッ ファ ) 
で す 。 各 ファ イル に は 、 #1、#2 な どの 番号 が つけ られ て いま す が 、 1 つの ファ イル に 
対し て 、16 ペイ ト の イシ ンプ フォメーション シ 都 ( プ フ テ イル ・ ヨ ント ロー ル ・ デ ロッ ジグ)、 9256 パ 
イト の デー タ 部 、 計 272 バイ ト 分 が バッ ファ と し て 設け られ 、 補 助 記憶 装置 と の 中 継 地 点 
の 役割 を 楽し ます 。 

同時 に 扱う こと の で きる ファ イル は 、 #1-#15 の 最大 15 個 で 、 上 限 は MAXFILES 
命令 で 指定 され ます 。 MAXFILES n を 実行 する と 、 #0 一 #n の 計 (① 十 1) 個 分 の ファ 
イル ・ バ バッファ が 設け られ ます 。 メ モリ ー マ ッ プ に 「(m 十 1) X (16 十 256) バ イト 」 と ある の 
は その 意味 で す 。 BASIC 起動 時 に は 、 フ ァイル 番号 の 最大 値 は 1 に 指定 され ます が 、 デ ィ 
スク BASIC で は 、 シ スネ テム * デ ィ ス ネスタ 内 の Start qpP ゲ / ブロ グラ ジ ム が 実行 され て 、IMAX. 
FILES 2 に 指定 され ます 。 

ファ イル ・ バ バッファ の #0 は 、 シ ステ ム が 入出 力 管理 の た め に 使用 する エリ ア で す 。 本 
章 の 最初 の 方 「 テ キス ト の 格納 形式 」 で 述べ た よう に 、 フ ァイル ・ バ バッファ #0 の 最初 の 数 
バイ ト 分 は 、 入 出力 装置 の 情報 が 書か れ て いま す 。 


00H, 4FH, E5H。 5DH。 …… ド ーー 
] | 


ファ イル 属性 モー ド は テバ イス ELPT の テー デル 


1 | ) アド レス で 、LLIST を 実 
無 意 味 行 し た か ら で あ る 。 


本 草 紫 2 節 で 触れ だ た 上 の よう な コー ド 列 は 、 プ ログ ラム リス ト を プリ ンタ 出力 し だ た こと 
に より 生じ た も の で す 。 

ファ イル "バッ ファ の #1 一 に 関し て は 、 私 目 身 まだ 不明 な 点 を 残し て いま す の で 、 い 
つの 日 か 専門 家 の 方 が 解析 し て 下さ る の を 期待 し て 、 今 は 触れ な いこ と に し た いと 思い ま 
す 。 
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12 一 12 各種 の ポイ ンタ ・ ア ドレ ス 





テキ スト エリ ア 、 変 数 エリ ア 、 フ ァイル 用 スト リン グ ・ 


バッ ファ 等 は 、 プ ログ ラム の 実 


行 や 変更 、 入 力 等 に 伴い 、 ダ イナ ミッ ク に 変化 し て いき ます が 、 各 エリ ア の 先頭 アド レス 、 
終了 アド レス 等 は 、 イン タプ リタ 内 の 特定 の アド レス に 格納 され て いま す 。 


スト ドリ シンジ ャ デー デ 
ん W メデ 


テン ポラ リー 


B 
シダ * 半 りり 





9D52H、9D53H に 格納 (ディ スク BASIC で は 、A635H、A636H) 
<=9D46H、9D47H に 格納 (A629H、A62AH) 


一 9D48H、9D49H に 格納 (A62BH、A62CH) 
35F6H、35F7H に 格納 (3628H、3629H) 
9D4AH、9D4BH に 格納 (A62DH、A62EH) 
ー35EFH、35FOH に 格納 (3621H、3622H) 


[ 注 ] ( ) は ディ スク BASIC 
で の アド レス 。 


HuBASIC の シス テム 変数 で ある STRPTR (String pointer の 略 ) は 9D48H、9D49 
H 番地 の 内 容 を 持つ も の で す (ディ スク BASIC で は 、A 62 BH,A 62 CH 番地 )。 

た と えば 、 次 の プロ グラ ム を 入力 し て 、 各 々 の ポイ ンタ ・ ア ドレ ス を 見 て み ま し ょ う ( デ 
系 グ BASIOC の 方 は 、 ア ドレ ス を 変え て 下さ いり 。 


《 ポ イン タ を 見 る 


の ) 


=16 
=" CDE" 
ND 


と 


系 る つの 〇 OFT「「 
トッ ム マ / 0 
TO や ゴ 


トマ ムー。 
TTCOTITIO ょ よい の 
~-JOmOIO TU の ワ 


素 “ し 11 


OU 


した うう LIU 
NNTHIPTINN よ お 


肌 0OOO マ OOO 
OIJI 
ゃ に の いや に て TI の Om の 
NO) 


F うい 


この 例 で は 、 メ モリ ー マ ッ プ は 次 の よう に な っ て いる こと が わか り ま す 。 
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202 





9FC5H | テキ スト ・ エ リア 
9FE 3H ファ イル 用 


A2IAH | テン 
スト 





AZ1AH 


ポラ リー 
USy グ 下り アデ 


ス トリ ンク グ ・ バ パップ ア 


だ 











| この 例 で は 、 こ の エリ ア は 空 で ある 。 





この 情報 に 従っ て 、 実 際 に メモ リー を ダン プ す る と 、 湊 の よう に な っ て いる は ず で す 。 
含ま で 理解 し た こと の 総 ま と め と し て 御覧 下さ い 。 


5 ウゥ FC5=9 内 
5 FCD=99 
s ウゥ FD5=F4 
s ウゥ FDD=99 
5 FE5=91 
s ウマ FED=91 
5s ウゥ FF5=85 
s タビ FD ェ 93 
s 965=99 
s 989D=99 
s 全 015=99 
s 生 91D=99 
: 0 つら =99 
: 生 9 つ D=99 
s 合 935 ら =99 
: 93D=99 


5 同 2 1 さ =9B 


HuBASIC に は 、 STRPTR 


99 9 馬 
99 9D 
ど 43 
1E 99 
41 85 
42 93 


99 43 


の 他 に 、 


8689 41 F4 12 19 プ 。。。。 谷 氷 。。 
99 14 99 42 24 ププ ェ 。。。。。。 B 
44 45 22 9 96 ノン 永 "CDE"。。 
8 99 99 99 9@5 プア 。。。 す 。。。。 
99 99 99 99 93 ノ 

2 9 99 99 41 。 
99 99 93 91 42 / 画 。..。.。. B 
99 の 9 4F 3? SD / 

99 の 9 99 99 99 プ 。。。。。。。。 
99 99 99 99 989 /。。。。。.. <。 


99 899 99 99 99 /。。。。。..。 
りり の おき 99 96 ププ ェ 。。。。。。。 
99 の 99 29 99 9 /。。。。。。。。 
99 の 9 99 99 99 ルプ 。。。。。。。。 
りり 9 お の 9 9 99 99 グ 。。。。。。。。 


44 4245 99 99 99 プ 。。CDE. 。 。 


ボ ポイ ンタ ・ ア デア ドレス を 返す 関数 と し て 、VARPTR 


(Variable pointer の 略 ) が あり ます 。 こ の 関数 は 、 VARPTR (数 値 変 数 ) と する 
と 、 そ の 数 値 変 数 に 入っ て いる デー タ の 格納 アド レス を 返し ます 。 上 の 例 で は 、 ? HEX 
$ ゅ (VARPTR(A)) と する と 、 変 数 A の 内 容 で ある 単 精度 16 (の 内 部 表現 ) が 格納 され て 
いる アド レス 9FE7 是 番地 が 返っ て くる は ず で す 。 

注意 すべ き な の は 、 文 字 列 変数 の 場合 で 、 VARPTR (文字 列 変数 ) で は 、 そ の 文字 列 
変数 の デー タ 内 容 で は な く 、 ス トリ ング ・ デ ィ ス クリ プ タ (3 バイ ト ) の 格納 アド レス が 


返っ て くる 点 で す 。 上記 の 例 で は 、 


? HEX$(VARPTR(B$)) と する と 、 変 数 B$ の 


スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ の 格納 アド レス で ある 9 EEEFH 番地 が 返っ て きま す 。 こ の 


点 、 マ ニュ アル の 記載 が わか り に くい の で 、 皆 さん で いろ いろ 実験 し て みて 下さ い 。 


12 一 13 USR 関数 の 概要 


さて 、 本 草 の 最 後 は 、BASIC か ら マ シン 語 プ ログ ラム を 呼び 出す た め の ユ ー ザ ー 関 数 
USR に つい て 考 祭 し た いと 思い ます 。 

BASIC か ら 、 マ シン 語 サ プ ブルー チン を 呼び 出す 命令 と し て は 、CALL 命令 と USR 関数 
が 設け られ て いま す が 、USR 関数 の 方 は 、BASIC の 変数 と マシ ン 語 サブ ルー チン と の 間 で 
デー タ の 授受 が で きる の で 、 こ れ に 習 束 す る と 、 高 度 な プロ グラ ム を 書く こと が で きま す 。 
USR 関数 は 後ろ に 番号 を つけ て 、USR 0 一 USR 9 の 計 10 個 まで 区 別 で きま す 。 番 号 を 省 
略す る と USRO と 同じ と 見 な され ます 。 

USR 関数 は 、 使 用 に 先立っ て 、 DEFUSR= ニ コー ル ・ ア ドレ ス ある い は DEEFUSRn= 
コー ル ・ ア ドレ ス の 形 で 、 呼 び 出 す サ ブル ー チ ン の アド レス を 登録 し て お く 必 要 が あり ま 
す 。 一度 この よう に 定義 むす る と 、 イ ンタ プリ タ 内 の 「DEEFUSR テー ブル 」 に コー ル ・ ア ド 
レス が 書き 込ま れ ま す 。 

0 RA 
1238 BR で つつ P ウ 90 うら F うし /。 ル て 0 
1 942=9F F 3C 9F 83CE4 8F CB 8F へ こと 

テー プ BASIC で は 、9D 32 Hー9 D 45 HH 番地 の 2X10 バイ ト 分 に 、 USR 0 一 USR 9 の 
コー ル ・ ア ドレ ス が 登録 され ま す ( デ ィ ス ク BASIC で は 、A615 H-ーA 628 H 番地 )。 初期 
念 と し て 登録 され て いる 9C9FH (ディ スク で は A582H) と いう アド レス は 、Un- 
defined function の エラ ー 表 示 を する ルー チン の アド レス で す 。 こ の テー ブル は 一 度 登 録 
され る と 、 次 に 再 登録 する まで 消 を えま せん か ら 、 マ ニュ アル に 「 指 定 せ ず に 使用 する 事 は 


mm 


hen 定義 を 解除 する 命令 は あり ませ ん の で 、 前 の 定義 が の こっ た まま と な り 、 


林 走 する 事 が あり ます 。」 と 書か れ て いる 注意 が 大 切 に な る 訳 で すね 。 

で は USR 関数 の 実験 に か か り ま す 。 ま ず 、USR に より マシ ン 語 サブ ルー チン が コー ル 
され た 時 、 各 レジ スタ の 内 容 が どう な っ て いる か を 見 る た め に 、 レ ジス タ 表 示 の プロ グラ 
ム を 利用 し ます 。 次 に アセ ンプ ブラ ・ ソ ー ス ・ リ スト を 掲げ ます の で 、 CLEAR 層 HEC00 
に より 、 マ シン 語 フ リー エリ ア を 確保 し て か ら 、 マ シン 語 部 分 を モニ ター より 入力 し て 下 
さい (プロ グラ ム は FC 00 HーFC 40 H 番地 に 格納 され ます )。 


Registers Display Program(0) 


888 5 米 求 来 玉水 KO 来 束 玉 来 宮 裕 求 玉 玉 束 玉 求 ※ 求 来 来 玉 求 ※ 玉 米 玉 来 ※※ 炒 求 求 求 求 玉 玉 玉 炒 求 水 X ポ KOK 水 氷 
86991 5 水 ネ 
90992 5 Registers Display Program (9) 水 
98693 ? 素 4 
9994 ) 氷 ( used subroutines in Hu BASIC monitor ) 水 
9695 5 水 洲 
9996 ) by Yasuhiro Shimizu 米 
997 5 水 1984。1.6 る 6 FRI ※※ 
9998 ) 水 
999 ツ OO の 6040000O0 の OOOAOOOOOOMOMOMOMOKOMOMOMOMOKOOK 
9919 
9911 98613 OUTCRT: EQU 98913H spPTint 1 character 
9912 1282 PRHL: EQU 1292H jpPTint HL-reg 
99613 84 谷 7 CRLF: EQU 94 傘 7H 5 et neu | in 
3 94BA PRSPC: EQU 94BAH 5 PT inht こら ロコ Ce 

9 


203 


204 


9916 る URG 9FC99H 


9617 ) 
9918 FC99 FDE5 MAIN: PUSH IY 3 米 ※ 水 TedisterTs store to stacK ※ 水 水 
8991? FC82 DDE5 PUSH IX 
9629 FC94 E5 PUSH HL 
9921 FC95 D5 PUSH DE 
9922 FC9 る C5 PUSH BC 
8923 FC97 F5 PUSH 
9824 5 
キト か FC98 CDA794 CALL CRLF jlet neu ] ine 
98924 5 
9627 FC9B 9641B PRNANE :LD B, ら 7 5 水 六 ボ PTint redister name “AF-IY^ ※ 
9928 FC9D 2124FC LD HL , DAT ム a 5 HL = data toOP addmeSS 
9922 FC19 7E LOOP1: LD 向 。 (HL ) 5 どど 7 characters “AF-】Y< 
98939 FC11 CD1396 CALL OUTCRT 
9831 FC14 23 INC HL 
民生 FC15 19F? DJNZ LOOP 1 
9 
サト FC17 CDA794 CALL CRLF 
9 
993 る FC1A 96 る 9 る LD B, る 5 米 ※ 求 PFTint 6 TegisterT contents 水 水 
9937 FC1C E1 LOOP2: POP HL 5 る redisters “内 F-IY< 
9838 FC1D CD9212 CALL PRHL 
893? FC29 CDBA94 CALL PRSPC 
941 FC23 18F7 DJNZ LOOP2 
す 
9642 FC25 C? RET jmTeturn 
9643 


3 
9644 FC22 41422929 DATA: DB AF BC DE HL 6 
FCon ご 9424326 
FC2E 26294445 
FC32 29292648 
FC36 4C292929 


994S FC3A 4?582926 DB も 性 1 
FC3E Z94?59 

9946 る 5 

9647 FC41 END 


準備 が で きま し た ら 、 DEFUSR=&HFC00 に より USR 関数 を 定義 し て 、 実験 開始 で 
科 

USR 関数 は 、 あ くま で 「 関 数 」 で すか ら 、 そ の 起動 に は 「 引 数 」 を 必要 と し ます 。 ま 
だ た 、USR 関数 は 値 を 返し て きま すか ら 、 そ れ を 何 か の 変数 で 受け と っ て お きま し ょ う 。 こ 
こ で は 、 USR の 頭 文字 の 変数 U り を 用 いる こと に し ます 。 か く 〈 し て 、USR 関数 に よる マシ ン . 
語 サ プル ー チ ン の 呼び 出し は 、 


U り =USR( 数 値 ) ある い は ※U, U$ で ある 必要 は な く 他 の 
U $ = ニ USR (文字 列 ) 変数 を 用 いて も か まい ませ ん 。 


と いう 代入 文 の 形 を と る こと に な り ま す 。 USR( 文 字 列 ) で は 、 ふ つう USR 関数 は 文字 
列 を 返し て きま すか ら 、 こ の 場合 は 「 文 字 列 変数 」U $ で 受け る こと に し ます 。 様 々 な デー 
タ を 「 引 数 」 に し て 実験 し て みて 下さ い 。 以 下 に 、 数 値 の 例 と 文字 列 の 例 を 挙げ て お きま 
す (テー プ BASIC で の 実験 デー タ で す )。 


〈(USR コ ー ル 時 の レジ スタ ) 


FUSR=&HFCg9 
USR〈6SS36 ! 〉 


ご 88g8 FBg8 FBgg 2864 88gg 


USR〈 "人 BC") 


BC DE HL IX 1 マ 
7d 398 1F8B FBBgB 2964 9g98g 


O 〇 や に O 〇 Q@Q@ に 〇 け 
0) 本 人 穴 丁 日 天 円 


実験 か ら わ か る こと は 以下 の 事柄 で す 。 
整 数 


単 精度 実数 


倍 精 度 実 数 
文 字 列 文字 列 の 長 さ | 娘 写 列 の 格納 アド レス 





[ 注 ]】 ディ スク BASIC の 方 は 、IX レジ スタ の 内 容 が 2076H と な っ て いる は ず で す 。 


この 実験 に より 、 マ ニュ アル の 「USR 命令 の 使い 方 」 に 書か れ て いる こと が 検証 され ま 
す 。 す な わ ち 、 USR に より マシ ン 語 サブ ルーチン が 呼び 出さ れる と 、 次 の デー タ が レジ 
スタ を 経由 し て 、 サ ブ プルー チン に 受け 渡さ れる こと に な る の で す 。 


〈USR に より サブ ルー チン へ 受け 渡さ れる デー タ )〉 


デー タ の 型 を 示す 。 





単 精度 実数 型 ……… 05H 
倍 精 度 実数 型 ……… 08H 
文字 列 型 ……………… 03H 
HL レジ スタ | 数 値 型 デ ー タ の と き 
デー タ の 内 部 表現 が 格納 され て いる アド レス を 示す 。 
文字 列 型 デー タ の と き 
デー タ の スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ ブタ ( 3 バイト) の 格納 され て いる アド 
レス を 示す 。 
IX レジ スタ エラ ー 処 理 ル ー チ ン の アド レス を 示す 。 


数 値 型 デー タ の と き 、 つ ね に 00H と な る 。 
文字 列 型 デー タ の と き 
その デー タ の 長 さ を 示す 。 


DE レジ スタ | 数 値 型 デー タ の と き 
HL レジ スタ の 内 容 十 8 を 示す 。 
文字 列 型 デ ー タ の と き 
文字 列 デ ー タ の 格納 アド レス を 示す 。 





次 節 以降 、 デ ー タ の 活用 法 を 詳し く 見 る こと に し ます 。 


205 


206 


12 一 14 浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ (FAC) 





前 即 の 実験 で 、 デ ー タ 格納 アド レス (HL レジ スタ の 内 容 ) と し て FB00H が 登場 し ま 
し た が 、 本 節 の テー マ は この アド レス の 解明 で す 。 

ます 注意 する こと は 、HL レジ スタ の 内 容 は 必ず し も FB00H で は な いと いう こと で 
す 。 CLEAR&HF 000 と し て 、 前 節 の 実験 を する と 、HL レジ スタ の 内 容 は EF 00 H を 
示す は ず で す 。 


ERR &HFg ロ 9 
FUSR=&HFCg9 
USRC〈.1 村 ) 


上 
= 
85oz 86ee 橋 ga 計 ee 護 g。 ce 
U$=USR( "123") 

内 F 

8 


7 ロ 838 AF8 EF 99 2864 ABEg 


HuBASIC の コマ ンド は 、 ユ ー ザ ー 用 の マシ ン 語 フリ ー エ リア の 確 
休 の た め に 使わ れる 命令 で す 。「 ア ドレ ス 」 は 、 BASIC の 使用 する アド レス の 上 限 十 1 す 
な わ ち 、 フ リー エリ ア の 先頭 アド レス を 指定 し ます 。 

さて 、H し レジ スタ の 話 に 戻り ます が 、 USR の 実験 か ちら わ か る こと は 、 USR に より 
マシ ン 諸 サブ ルー チン に 渡さ れる HL レジ スタ の 内 容 は つね に 、 (マシ ン 語 フリ ー エ リア 
先頭 デ ゲド レス ー100 H) の 値 を 示し て いる と いう こと で す 。 本 章 冒 頭 の メモ リー マッ プ で 
も 書い た よう に 、 こ の アド レス か ら は FAC と いう エリ ア に な っ て いま す 。 こ の エリ ア は 
何 補 し ょ うか か? AGC と は 、 


Floating point ACcumulator ある い は 


Floating ACcumulator 


の 遇 称 で 、「 浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ 」 あ る い は 「 浮 動 ア キュ ムレ ー タ 」 と よ ば れる 領域 
な です 。 

数 値 の 内 部 表現 」 の 節 で も 述べ た よう に 、 コ ンピュータ で は 、 実 数 は 浮動 小数 点 形式 
で 扱わ れる こと が 多く 、 そ し て HuBASIC で は 、 こ れ を 2 進 デ ー タ と し て 内 部 表現 し て い 
る 訳 で すね 。 実数 の 四則 演算 (加減 乗除 ) は 、 こ れ ら 浮動 小数 点 形式 の デー タ を 対象 と す 
る こと に な り ま す が 、X 1 の CPU で ある Z80 A の 内 部 に は これ を 計算 する た め の レ ジ 
スタ (アキ ュ ム レー タテ 累 算 器 ) が あり ませ ん 。 よ っ て 、 浮 動 小数 点 演算 は ソフ トウ ェ ア 
(プログラム) に よっ て 行なう 必要 が あり 、 そ の た め の ア キュ ムレ ー タ は ワー クエ リア と 
し て メモ リー 上 に 確保 し な けれ ば な り ま せん 。 こ うし て 設け られ る エリ ア が 「 浮 動 小数 占 
アキ ュ ム レー タ 」(FAC) で ある 訳 で す 。 HuBASIC で は 、BASIC 使用 エ リ 7 の 最後 の 256 
バイ ト を FAC に あて て いま す 。 

U SR 関数 に より 、 マ シン 語 サ プ ブルー チン が 呼び 出さ れ た 時 点 で 、HL レジ スタ は FA 
し の 先頭 アデ ド レス を 指示 し て いま す 。 そ し て 、 サ プ ブルー チン に 渡さ れる デー タ は FAC に 
転送 され て きま す 。 


ここ で 、A レジ スタ に 設定 され る 内 容 を 思い 出し て 下さ い 。 USR に より 、A レジ スタ 
に は 「 デ ー タ の 型 」 を 示す コー ド が 入る の で し た 。 こ の コー ド は 、 デ タラ メ に 決め られ て 
いる の で は あり ませ ん 。 FAC に 格納 され る デー タ の バイ ト 数 を 示し て いる の で す 。 02 
H.05H.08H は 各々 数 値 の 内 部 表現 に 要する バイ ト 数 で すね 。 ま た 、 文 字 列 型 の 03H 
は 、 ス トリ ング ・ デ ィ ス クリ プ タ の バイ ト 数 3 を 示し て いま す 。 

「 数 値 の 内 部 表現 」 の 項 で 掲載 し た プロ グラ ム が あり ます が 、 あ れ は 、 FAC の 内 容 を 
光 頭 か ら 8 バイ ト 分 ダン プ す る プロ グラ ム だ っ た の で す 。 FAC は 、 イ ンタ アリ アダ 内 部 で 
も 常に 使用 きれ て いま すか ら ( 行 番号 計算 、 座 標 アド レス 変換 、 数 値 計算 な ど )、 FAC の 
内 容 を 見 る に は 、 プ ログ ラム 中 で 直接 画面 表示 する か 、 あ る い は 別 の 場所 に 転送 し て お が 
な いと 、BASIC に 戻っ た 時 イン タプ リタ が FAC を 書き か えて し まう の で 注意 し まし ょ 


う 。 





12 一 15 USR 関数 の 活用 (1) 
一 一 整数 デー タ を 渡す 一 一 


本 節 か ら 3 節 に わた り 、USR 関数 の 活用 例 を 見 て いき ます 。 まず 最初 は 、USK 関数 に よ 
り リマ シン 語 サ ブルー チン に 整数 ゲー タ を 渡す 方 法 で す 。 ゲ ー ム で は 、 ほ と ん どの 数 値 デ ー 
タ は 整数 型 で すか ら 、USR 関数 に よる 整数 デー タ の 渡し 方 を 知っ て お く 必 要 が あり ます 
。 

これ か ら 掲 げ る サン プル プロ グラ ム は 、 画面 の 中 程 に 11X 5 個 の キャ ラク タ を 表示 する 
も の で す 。 こ れ く らい の 数 に な る と 、BASIC の PRINT 文 で は 、 有 遅 さ の た め に 先頭 の キ 
ャ ラク タ と 来 尾 の キャ ラク タ で 時 間 の ズレ が 生じ し 、 歪 むこ と が あり ます 。 こ うい う 場 合 は 
表示 部 分 を マシ ン 語 サブ ルー チン 化す る と 、 時 間 の ズレ は ほとん ど 気 に な ら な く な る の で 
効果 的 で す 。 

310 行 に USR 関数 が あり ます 。 引 数 VRAM % は 整数 型 で すか ら 、 先 頭 キ ャ ラク タ の 
表示 位置 の VRAM アド レス を 2 バイ ト 整 数 デー タ と し て 、 マ シン 語 サ ブル ー チ ン へ 渡し 
ます 。 サブ ルー チン 側 で は 、 490 行 一 510 行 に ある よう に 、 FAC の 先頭 か ら 2 バイ ト 分 を 
BC レジ スタ に 受け 取っ て いま す 。 

な た お この プロ グラ ム で は 、 テ ン キ ー の 4 と 6 に より キャ ラク タ を 左右 に 移動 で きる よう 
に し て いま すか ら (320 行 340 行 ) 、 動 か し て みて 下さ い 。 プ ログ ラム は 無限 ルー プ に な 
っ て いる の で 、 止 め る に は [SHIFETHIBREAK| を 用 いて 下さ い 。 


207 


208 


USR sample(1) 一 integer 一 - 


199 RENM ※ 表 表 宮 束 束 玉 来 求 束 求 玉 来 吉 求 水玉 求 氷 

119 RENM ※ し 

129 REN ※ USR sample (1) ※ 

139 REN ※ 涼 

148 RENM ※ ーー 1ntederT -- ※※ 

159 RENM ※ 涼 

129 REN 米 米 補 玉 ※※ 玉 求 雪氷 玉 炒 KK 求 玉 玉 米 求 米 米 炒 

179 

189 CLEAR &HF9896 

199 DR=&HF999 : RESTOURE 4 の 29 : GOSUB “カキコ ミ " :REM サフ ルルー チ ン 

99 ADR=&HF199 : RESTORE 789 : GOSUB "カキ コミ " :REM チ * - タ 

ど 19 DEFUSR=&HF 9986 

226 ^ 

ど 39 RENMN シュ フン ヒ " ーーーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー 

249 ^ 

259 MIDTH 48 INIT : CLS zi CLICK OFF 

の 69 X=29 : Y=18 

の 詳 

ど 89 RE ト 1 メイ ン ーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーーーーーー 

2?9 < 

399 URAI イ <=&H3969+Y※49+X 

319 U=USR (URA か 人 飛 ) iREM print 

329 I=STICK (98) 

339 IF II=4 AND X>9 THEN X=X- 1 

349 IF = る AAND X<29 征 HEN ※X= メ +1 

359 GOTO 3909 

369 < 

379 LABEL " 力 キ コミ " iREMーーーーーーーーーー 

389 ^ 

3?9 READ ト 代 る 

496 IF ト 低 ま = "END*" THEN RETURN 

419 POKE ADR, い AL ("&H"+MC も ) 

429 DR=ADR+ 1 

439 GOTO 39?8 

449 < 

459 REM マシ ンコ テ “ー グ ーーーーーーーーーーーー 

4 る 8 < 

478 : KEN DURG 9FG9d99H 

488 iREM ji 

499 DaATA 4E jiREM STaRT: LD C。 (HL ) 5BC = FC data 
っ 99 DaTA 23 KEN INC HL 

S19 DATA 4 る : KEN LD B。 (HL ) 

S29 DATA C5 : REN PUSH BC 

3S39 DATA E1 : REN POP HL 5HL = start い RANM adrs 
S49 DATA DD,21,99,F1 :REN LD IX, DATA 

S59 DATA 16, 895 : REN LD D。 51ine count = 5 
S6 る 9 DaATA E5 iREM LOOP1: PUSH HL 

S579 DATA C1 : RENH POP BC 5BC = initia] VRAM adrs 
っ S89 DATA 1E, 9B : REN LD E, 11 5ChaT COunt = 11 
S?9 DATA DD, 7E, 86 iREM LOOP2E LD 内 。 (エメ +8) 5 仙 = data 

る 96 DATA ED, 79 : REN OUT  、(C)』a jpPTint 

619 DATA CB,A8 : REN RES 4B jBC = attribute adrs 
629 DATA 3E, 9 る : REN LD 内 。 86H j ye 1 1ouM 

639 DATA ED, 7 ヶ REN OUT (Ca 

る 6 る 49 DATA CB。E8 Ii REN SET ぅ BC = VRAM adrs 
6 る 39 DATA DD, 23 : REN INC IX jdata agrs inc 
る る 9 DATA 93 : REN INC BC jURAN adrs inc 
679 DATA 1D : REN DEC EE j COunter dec 
686 DATA 29, ED : REN JR NZ』 LUOP2 

6 る ?9 DATA 91,28, 86 : REN LD BC, 49 

799 DATA 99 : REN DD HL,BC 5HL = HL+49 
719 DaATA 15 REN DEC 3j11ine count dec 
729 DATA 29,E2 : REN JR NZ, LOOP 1 

739 DATA C% : REM EXITi RET 

749 DATA END, :REM end markK (1) 

759 iREM ji 

7 る 6 REN ORG F1886H 

776 REM ji 

789 DATA 29,29,29,?9A iREM DaTA: DB を 

7? タ 6 DATA の 9,?3, の 29,。?7 iREN 

899 DATA 28,29,26 i REN ・ 

819 DATA 29, の 9A」 の 29,?4 iRENM DB 生生 上 ーー < 

829 DAaTA E3。?1。E3。 の I REN 

839 DATA 9?6,?7,28 Ii REN 

849 DATA 29,28,29,?9  :REM DB コレ テー デビ 上 < ィ < 

859 DATA ?3,?2, 93.98 :RENM 

8 る 69 DATA 28,??。280 : RENH 

879 DATA 29,29,29,29 iRENM DB “ | | 5 

889 DATA ?1.29,?1,29 :REN 

8?9 DATA 26,29,28 : KEN 

99 DATA 29,29,? の 9。99 ziRENM DB 。 

19 DATA ?2,29,92,99 iREN 

?29 DATA 928,28, 26 REN 

わ DaT^a END ijREN end mark (2) 

と ジラ D RE と ーーー こさ = ニーー ニ ーーー デー デー や や ma べべ 


12 一 16 USR 関数 の 活用 (2 ) 
実数 デー タ を 渡す 
本 節 の 内 容 は 、 ゲ ー ム で は ほとん ど 使 うこ と が な いで し ょ う が 、 フ ライ ト ・ シ ミュ レー 
タ の よう な グラ フィ ッ ク 使 用 時 や 、 科 学 技術 計算 を 高速 化す る に は 、 知 っ て お く 〈 く 必要 が あ 
で 人 ル 。 あう 。 

まず 、 基 本 か ら 行 きま し ょ う 。USR 関数 に より 、 三 角 関 数 SIN の 計算 を し て み ま す 。 
ここ で は 、BASIC イン タプ リタ 内 蔵 の シス テム ・ サ ブル ー チ ン を 利用 し ます 。 














称 | SIN エ ント リー 













べべ へ ー _- ーー 
ド レ ス | 8BCCH 番 地 ( デ ィ ス ク BASIC で は 94AFH 番 地 ) 

力 条 件 | A レ ジス タ ニテ デー タ の 型 (数 値 に 限る ) 

HL レジ スタ ニテ FAC 先 頭 ア ドレ ス 

FAC ー デ ー タ (ラジ アン 値 の 内 部 表現 ) 

条 件 | A レ ジス タ ニテ ニ デ ー タ | バイ ト 目 (指数 部 ) 

「 HL レジ スタ ニーFAC 先 頭 ア ドレ ス 

「FAC ーーSIN 値 の 内 部 表現 


能 | ラジ アン で 与え られ た 角度 の SIN を 計算 する 。 | 



































〈USR 関 数 に よる SIN 計 算 》 
1989 REN ※ 款 玉 玉 涼 玉 来 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 求 玉 玉 米 玉 玉 水玉 
119 REN ※ 未 
129 RE ※ USR ぉ sampPl ら ほら (どー-1) 水 
139 RE ト 1 ※ 炒 
149 REN ※ ら 1 ロ こと 引 1 とこ ulatiOn 氷 
159 REN ※ ポ 
1 る 8 REN ※※※ 米 玉 米 玉 玉 玉 裕 玉 ※ 裕 玉 迷 玉 来 裕 玉 玉 米 玉 求 求 
1 “ 
189 DEFUSR =&H8BCC iREM sin 呈 nt ト エッ 
ママ 
299 INPUT "angle(? う = ー リョ 全 ! 


219 Y=USR(RD( 失 ! うう 
229 PRINT Y 
239 GOTO と 99 


RUN 

anGle〈*〉 = ? 39 
we 

る nGie〈*) = ? 1269 
。 8 る る 9254 

angdle〈(*?*)〉) = 2 つ - ツ ロロ 
0 

anGdle〈?) = 2 9 
9 

anole〈?〉) = 2 思 


209 


210 


ユー ザー 自身 が 、 浮 動 小 数 点 演算 を 行なう ルー チン を 自作 する の は 、 か な り 大 変 な こと 
で す 。HuBASIC 内 部 に は 、 浮 動 小 数 点 演算 の ルー チン が 基本 パッ ケー ジ と し て 用 意 さ れ て 
ます か ら 、 こ れ ら を 利用 し な い 手 は あり ませ ん 。( 元 気 の あ る 読者 は 、 こ れ ら の ルー チン を 
解析 し て みて 下さ い 。 か な り 長 く 複 雑 な プロ グラ ム で す 。) 

さて 、 今 度 は 入力 し た 2 つの 単 精度 数 値 を か け 算 し て 、 出 力 す る プロ グラ ム を USR 関数 
を 利用 し て 作っ て み ま し ょ う 。 使用 する シス テム ・ サ プ ブルー チン は 次 の も の で す 。 


名 称 | 浮動 小数 点 生 算 ルー の 
アア ドド スズ | 9712H 番 地 (ディ スク BASIC で は 、 9FF 5H 番 地 ) 


レ 
入 カ 柴 件 | A レ ジス タ ニ デ ー タ の 型 (数 値 に 限る ) 
HL レジ スタ = 第 1 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 
DE レジ スタ ー 第 2 デー タ 先 頭 ア ドレ ス 



































(HL) 一 三 第 | デー タ の 内 部 表現 

(DE) 一 = 第 2 デー タ の 内 部 表現 
出力 衝 件 | HL レジ スタ ニー 結果 の 先頭 ア ドレ ス 

(HL) ー 三 ( 第 1 デー タ )X( 第 2 デー タ ) の 内 部 表現 
機 朋 | 2 つの 数 値 デ ー タ の 乗算 を 行なう 。 








以下 の サン プル プロ グラ ム は テー プ BASIC を 想定 し て あり ます 。 ディ スク BASIC の 
方 は 、 マ シン 語 サ ブル ー チ ン 中 500 行 を DATA CD,F5,9F に 変更 する と 全く 同じ に 動 
く は ず で す 。250 行 一 270 行 の 処理 は 、 お わか り で すか 2? 入力 数 値 デ ー タ の 一 方 の 格納 ア 
ドレ ス を 、 サ ブル ー チ ン で 参照 する た な め に 、 ワ ー ク エリ ア F100HL,F 101 H に 保護 し て お 
きま す 。 サ プ ブルー チン で は 、490 行 で この アド レス を DE レジ スタ に 戻し ます 。VARPTR 
関数 の 使い 方 を よく 覚え て 下さ い 。 


※※ 
MM ※ 

REN ※ USR samp le (2-2) 
NM ※ 

求 multiplication 


たる すす すす すす すす で や で すす 、《 も する すす すす 1 


CLEAR &HF989 
GUSUB "カキコミ" 
DEFUSR=&HF 9889 


LABEL "ニュ ウリ ョ ク " REM ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


249 INPUT "(DE)="jDE! 

256 ADR を も =HEX も (UARPTR (DE !) ) 

と 4 る 9 POKE &HF199,UAL("&H" AI ひ :REN store UaARPTR (DE !) 
5 PUKE &HF191,MUAL("&H"+LEFT ま (DR も , 2) 〉 


OOーo の OO ひひ IRO 一 G 〇 
に オー まい まま こま こま まい まい まま まま いま 
づ 
m 
イエ 


PJ PO 『D PD トー トー トー トー トー トー トー トー トー トー 


ど 8 

と ?6 INPUT “(HL〉)="jHL ! 

369 “ 

さ 186 KEN ーー カケ サ ドン ニーーーーーーーーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーー ニ ーーー ニ ーー ニーーー ニ ーー 
329 

づ 39 U= USR (HL : 2 

349 PRINT "(HL)=(HL〉)※(DE) 一 一 > (HL) =" ョ U 

359 PRINT 

69 GOUTO "ニュ ウリ ョ ク * 

379 ^ 

た LRBEL "カキ コミ "iRKENMMN ーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニーー ニ ーーーー ニ ーー ニー ニーーー ニ ーーーーーー 


9 
499 DR=&HF 89899 
419 READ ト 侍 を 


429 IF ト 低 ま = "END" THEN RETURN 
436 POKE DR, URL (CT&H"+ ト 介 包 ) 
449 DR=ADR+1 

456 SUTO 419 


439 

479 REN ーー マッ ッ コ " サラ "ルー チッ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
489 “ 

4?9 DATR ED,SB,988。F1 iRKEM LD DE,8F189H  jDE=UARPTR (DE !) 

599 DATA CD, 12,? ア 7 iREN CALL の 712H jmultiple real number ら 
519 DaATA C% REM RET 

2 Da END iREM end marK 

3 プア 

49 REM ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー 
RUN 

KDE)= つ 2 どど 

(HL) う = つ 2 5 

いく HL)= ミ (HL)※ く DE) 一 一 > 〈HL)= 1g 

(DE ヒビ ヒ ) ニ テマ -5 

HL)= つ 。 ら 6 

〈H し ) う =〈HL)\ く DE) 一 一 > 〈HL)=ー3 

KDE)= ウ 2 。1 

〈 く HL うつ ー。4 

HL)=〈 く HL)※ て 〈DE) 一 一 > 《HL) う = ・g4 

〈DE)=?2 吾 


HuBASIC 内 に は この 他 に も 、 浮動 小数 点 除算 、 加算 , 減 算 な どの 基本 ルー チン が 用 意 さ 
れ て いま す ( 付 録 の エン トリ ー ア ドレ ス 一 覧 表 を 参照 |。 こ れ ら を 組み 合わ せれ ば 、 ユ ー ザ 
ー 独 自 の 計算 ルー チン を 作る こと も で きる で し ょ う 。 





12 一 17 USR 関数 の 活用 法 (3 ) 
ー 一 文字 列 デ ー タ を 渡す ー 一 


USR 関数 活用 篇 の 最後 は 、 文字 列 デ ー タ を マシ ン 語 サブ ルー チン へ 渡す 方 法 で す 。 サン 
プル プロ グラ ム と し て 、 入 力 文字 列 の 順 座 を 反転 表示 する サブ ルー チン を 採り 上 げ ま す 。 

USR( 文 字 列 変数 ) と し て サ プ ル ー ナ ン を コー ル す る と 、B レジ スク に 文字 列 デ ー タ の 
長き さき 、DE レジ スタ に 文字 列 デ ー タ の 格納 アド レス が 設定 され る の で す が 、 サ ブル ー チ ン 内 
で は 、DE レジ スタ クタ と HL レジ スク を 謙 換 し て 、 ポイ ンタ と ど とし て より 便利 な HL を デー ク * 
ポイ ンタ に し て いま す (540 行 )。 文 字 列 反 転 の か らく り は 、550 行 ー580 行 お よび 610 行 を 
見 て 下さ い 。 


USR samplet3 リ ーーstringー 一 一 
REN 米 表 数 玉 迷宮 雪 ※ 玉 玉 玉 束 束 束 束 束 ※※ 求 玉 素 水 


E ト ※ 

RE ト ※ USR sample (3) 
REN ※ 

RE ト ※ ー strinqd 一 
REN ※ 

REN ※※※ 米 米 ※ 玉 求 ※※ 求 玉 米 案 米 求 ※※ 米 米 ボ 


、 


CLEAR &HF966 

GO0SUB "カキ コミ " 

DEFUSR=&HF999 

REM -- タイ ト 旧 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


CLS 


ょ oOO…ー ベ OO の ーーJ ひ な OO で 
oo ご @ 
の 


『J PO PO TO PO と テート エート ー に ー テー ルー トー トー リー ーー 


る ] だ 


EN 本 EHPE ーーeeneo 和 
2 る 6 PRINT “モジ ドレ ルツ ロフ テラ 
の 電 宝 PT ーーーー ニ ーーーー 
と 869 PRINT 


CJ () CO O) 「) 
CD 「 の ウー 〇 の の 


INPUT "モジ ドレ ルッ = "3X$ 
PRINT "0 ンタ ッ ーー ミー の 
346 PRINT 

356 GOTO 329 


は /9 “ 


RENM -- メイ フン -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ET 


479 REM -- マラ シフ コ "サフ "ルー チン ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー 


3 6 

489 ADR=&HF996 

419 READ ト 尼 を 

429 IF 「 低 まま = "END" THEN RETURN 

439 POKE DR, MAL(C"&H" + ト 人 も) 

4498 DR=ADR+ 1 

459 GOTOU 4189 

4 る 9 “ 

489 

490 5REM 

596 sREM 

5S186 iRKEM OUTCRTI EQU 
5Z6 :REN CRLF* EQU 
っ 38 sREM jj 

549 DATA EB REM STRREU: EX 
559 DATA 58 : REN LD 
549 DATA 164, 989 : RENH LD 
579 DATA 1B i REN DEC 
589 DATA 1% : REN DD 
S5?9 DATA 7E REM LOOP: LD 
699 DATA CD, 13, 89 : RENM CALL 
619 DATaA 2B REN DEC 
る 26 DATA 19,F? : REN DJNZ 
る 39 DATA CD, 人 7, 94 : RENM CALL 
る 49 DAaATA REM EXT: RET 
2 DATA END, :REM eng marK 

る 39 “ 


し: 議 9e 放 デ 


モジ ドレ ウ = と 1 
がり 信 の ィ 三 43 ど 1 
モウ ドレ 9 = ウ 2 和 BCDE 
は ウチ ッ = EDCBRR 
モジ ドレ リ = ウ 較 


9613H 
94 人 7H 


DE, HL 


ぅ string reuerse ( B=lenqth, DE=data adrs ) 


5$pPTint 1 character 
jlet neu 1ine 


5HL = top aqdrs oO† data 


sDE = lenath o+† strinGd 
53HL = end adrS O+† data 
5 向 = character 

5 PTint 


data agrTS incrTement 


j let newu) ] ne 


以上 、 USR 関数 に よる マシ ン 語 サブ ルー チン へ の デー タ 引 き 渡 し に 関し て 、 か な り 詳 細 
に 見 て きま し た 。 基 本 テク ニッ ク は これ ら の 中 に すべ て 入っ て いま すか ら 、 読 者 の 次 さ ん 
で さら に 面白 い 使い 方 を 考え て 下さ い 。 

皆さん 、USR 関数 な ん て コワ ク あ り ま せん / 
か 。 私 た ち user の 名 を 和 謗 し た 関数 な の で すか ら 。 


大 い に 


USR に 親 し も う で は あり ませ ん 





付録 1 BHAHP HuBABIC 
mm エン トリ ー・ ア ドレ スー 覧 


@ SHARP HuBASIC は 
テー プ ブ BASIC CZ-8CB01 Ver1.0 
フワ イス ク BASIC CZ-8FB01 Ver 1.0 
の 2 つ を 対象 と し て いま す 。 


@ テ ー ブ プ BASIC と ディ スク BASIC と で 、 エ ント リー・ ア ドレ ス の 配列 順 が 一 部 前 後 し 
ます が 、 順 診 は 、 デ ィ ス ク BASIC に 準拠 し て いま す 。 


@ 本 資料 作成 に あたり 、 雑 誌 「 マ イコ ン 」1983 年 2 月 号 お よび 1984 年 3 月 号 に 掲載 の 高 
橋 雄 一 氏 の 記事 を 参考 に させ て いた だ きま し た 。 


IOCS ブ ロッ ク 














ー ーー 
機 能 

| 
シス テム ・ ス ター ト (JP 00FAH) 
| 行 入力 (JP 017 CH) 
メッ セー ジ 表 示 (JP 048 3H) 
| 文字 表示 (JP 04 BCH) 
| 文字 入力 (JP 029DH) 


サブ CPU と の 入出 力 (JP 0OE07H) 
PCG デ ー タ ・ セ ッ ト (JP 0OAAAH) 
CG デ ー タ ・ リ ー ド (JP 0OACAH) 


カセ ッ ト ・ イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク SAVE (JP 0B75H) 
カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ ブ ロッ ク SAVE (JP・0B79H) 
カセ ッ ト ・ イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク LOAD (JP 0B 9 AH) 
カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ ブ ロッ ク LOAD (JP 0B9EH) 
カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ ブ ロッ ク VERIFY (JP 0BAEH) 
BREAK チ ェ ッ ク (JP 0330H) 

WIDTH 設 定 (JP 0988H) 

マス ク 不 能 割 り 込 み (JP 00FAH) 

シス テム 初期 化 ル ー チ ン 


割り 込み ベク トル 設定 処理 
PSG 初 期 化 。 音声 ミュ ー ト 。 
BASIC 時 、INPUT 文 用 | 行 入力 (プロ ンプ ト は 入力 せ ず ) 
| 行 入力 
| 文字 入力 
INKEY$( 2 ) 処 理 
INKEY$( | ) 処 理 (カー ソル 点 減 | 娘 字 入力 ) 
INKEY$ 処 理 
INKEY$( 0 ) 処 理 (リア ル タ イ ム ・ キ ー ス キャ ン ) 
カセ ゼット 走行 チェ ッ ク 
キー 入力 割り 込み 処理 
※03C4H で クリ ッ ク 音 発生 
守り 込み 処理 か ら の リタ ー ン (RETI) 
メッ セー ジ 表 示 (DE= ニ ポイ ンタ 、00H ニ エン ド ) 





214 








テー プ | ディ スク 

| 行 改行 

画面 TAB 実 行 

スペ ー ス | 文字 表示 

| 文字 表示 (コン トロ ー ル ・ コ ー ド 実行 ) 

| 文字 表示 (フォ ント 出力 ) 

行 連 続 フ ラグ ・ テ ー ブ ル の サー チ 

( | 行 入力 時 の ) 行 挿入 処理 (論理 的 2 行 目 に か か る と きも ) 

カー ソル 位置 の VRAM 絶対 アド レス 計算 

カー ン ソル 行 左端 の 相対 アド レス 計算 

コン トロ ー ル コー ド 実 行 

CTRL 土 O 女 理 (カー ソル か ら 下 を スク ロー ル ) 
( | 画面) スク ロー ル ・ ア ッ プ 

| CTRL 十 'K 処理 (HOME ) 

CTRL | 十 L 処理 (画面 クリ ア ) 

CTRL | 十 J 理 ( 行 の 分 離 ) 

CTRL 十 |C、'M 処 理 

! 処 理 

処理 

人 女 理 

ご 娘 理 

| CTRL |IW 娘 理 (次 行 と の 結合 

| CTRL | 十 B 娘 理 (カー ソル を | ワー ド 左 へ ) 

CTRL 十 F 女 理 (カー ソル を 1 ワー ド 右 へ ) 

「 CTRL 十 E 女 理 (カー ソル か ら 右 を | 行 消去 ) 

| CTRL 士 IG 女 理 (ベル ) 

| CTRL | 士 H 女 理 (DEL) 

| CTRL | 士 || 処理 (HTAB) 

CTRL 十 'R 処理 (INS) 

「 CTRL 士 T 女 理 (水平 TAB 設 定 ) 

CTRL 十 [Y 女 理 (水平 TIAB と り 消 し ) 

| CTRL | 士 |Z 娘 理 (カー ソル 以下 クリ ア ) 

WIDTH40 処 理 

WIDTH80 処 理 

出力 ペー ジ 切 り 替 え 

入力 ペー ジ 切 り 替 え 

画面 初期 化 (CTRL 十 |D) 

パレ ッ ト 、 プ ライ オリ ティ 設定 サブ ルー チン 

テキ スト 画面 クリ ア 

OPTION SCREEN チ ェ ッ ク 

グラ フィ ッ ク 3 画面 クリ ア (CLS0 相当 ) 

PCG デ ー タ ・ セ ッ ト 

CG デ ー タ ・ リ ー ド 

サ プ ブ CPU か ら の | バイト 入 力 

サフ ブ CPU へ の | バイト 出力 

サブ CPU か ら の 入力 準備 待ち 

サブ CPU へ の 出力 準備 待ち 

カセ ッ ト ・ イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク SAVE 

カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ ブ ロッ ク SAVE 

カセ ッ ト ・ イ ン フ ォ メ ーション ・ ブ ロッ ク LOAD 

カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ ブ ロッ ク LOAD 

カセ ッ ト ・ デ ー タ ・ ブ ロッ ク VERIFY 

テー ブ プ へ の 書き 込み 処理 

テー ブ プ へ の 1 バイト 出力 

テー プ か ら の 1 バイト 入力 

ッッ ジャ サメ ke リフ アア のみ グリ デ 

テー ブ プ へ の GAP 書 き 込 み 

テー ブ プ 走 行 チ ェ ッ ク 
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ーー 
BASIC BASIC 


0D2Z0 





機 能 

ー プ か ら の GAP 読 みとり 
ー プ の READ DATA 立 ち 上 が り 検 出 
ー プ 空 読み ( 約 8 秒間 ) 
ー フ プ へ の 短 パ ル ス 書 き 込 み 
ー プ へ の 長 パ ルス 書き 込み (チェ ッ ク サ ム 付 ) 

/ (チェ ッ ク サ ム な し) 
時 間 待ち ( 約 166 .25us) 
カセ ッ ト ・ モ ー タ ー ON 
カセ ッ ト ・ モ ー タ ー OFF 
カセ ッ ト 制 御 ル ー チ ン 
テー ブフ ブ 状 態 の 読み と り 
サブ CPU へ の 2 バイ ト 出 力 
サブ CPU へ の 入出 力 (汎用 ) 
PSG か ら の 4 バイ ト 入 力 (HL= ニ ボ ポイ ンタ) 
PSG へ の 4 バイ ト 出 力 (HL= ニ ボイン タ ) | 
時 間 待 ち (BC ニカ ウン タ ) ーー 


| 由 由 吊 コ 


モニ ター・ ブ ロッ ク 


| 寺 み 
BASIC BASIC 


0FE2Z 





機 能 
MON エ ント リー 
モニ ター・ ホ ッ ト ・ ス ター ト (SP= 0000H ) 
/ (SP 初 期 化 せ ず ) 


モ を 三 ター 時 エラ テー 処理 

*P コ マン ド 処 理 (プリ ンタ ・ ス イッ チ ON グ OFF) 

*xS コ マン ド 処 理 (カセ ッ ト へ の SAVE) 

カセ ッ ト 停 止 

*| コ マン ド 処 理 (カセ ッ ト か ら の LOAD) 

モニ ター 用 LOAD サ ブ プルー チン 

*V コ マン ド 処 理 (カセ ッ ト の VERIFY) 

*x R コ マン ド 処 理 (BASIC へ の リタ ー ン ) 

モニ ター 入力 、 ス クリ ー ン ・ エ ディ ッ ト 処 理 

Il6 進 キャ ラク タ ・ コ ー ド 4 文字 一 2 バイ ト 1|6 進 数 値 変 換 
Il6 進 キャ ラク タ ・ コ ー ド | 文字 一 16 進 数 値 変 換 (00 一 OFH) 
I6 進 キャ ラク タ ・ コ ー ド 2 文字 一 1 バイト 1|6 進 数 値 変 換 
*G コ マン ド 処 理 (ゴー サブ ) 

*D コ マン ド 処 理 (メモ リー・ ダ ンプ ) 

メモ リー・ ダ ンプ 用 サブ ルー チン 

HL の 内 容 を 16 進 4 桁 表 示 

A レ ジス タ の 内 容 を |6 進 2 桁 表 示 

*w M コ マン ド 処 理 (メモ リー・ セ ッ ト ) 

~ 三 "表示 

~・ 表示 

*F コ マン ド 処 理 (ファ イン ド ) 

デー タ 列 比較 (DEIHL ニ ポイ ンタ ) 

L'ST 用 ファ イル ・ ア ドレ ス を レジ スタ に セッ ト (HL= 先 頭 ア ドレ ス 、DE= 実 行 ア ドレ ス 、BC= バ イト 数 ) 
* 丁 コマ ンド 処理 (トラ ンス ファ ) 

プリ ンタ へ の 改行 出力 

プリ ンタ へ の | 文字 出力 (ヘッ ド 位 置 ワ ー ク を 十 | す る) 
プリ ンタ へ の | 文字 出力 (ヘッ ド 位 置 ワ ー ク は 不変 ) 
プリ ンタ へ の TAB 出 力 

ファ イル ネー ム を 画面 表示 

文字 列 を 画面 表示 (HL= ニ ポイ ンタ 、D ニ テバ イト 数 ) 

*( コ ー テ ーション ) 表示 

ファ イル ・ ネ ー ム の 一 致 確認 (*L,*V 用 ) 

ファ イル ・ ネ ー ム を モニ ター 時 ファ イル ・ パ ッ フ ァ に 転送 


デー ブ プ | 有 ィ ス み 
BASIC BASIC 
パス ワー ド 作 成 ( 無 指定 な ら 20H) 


パス ワー ド を モニ ター 時 ファ イル ・ バ ッ フ ァ に 書く 。 
タイ マー・ デ ー タ を モニ ター 時 ファ イル ・ バ ッ フ ァ に 書く 。 


ファ イル 属性 不一致 エラ ー 表 示 


上 ニタ ーー 時 、ERRY ) 
BASIC 時 、 Bad file descripter エ ラー 

画面 また は プリ ンタ へ の | 文字 表示 ( *P 指 定 ) 
画面 また は プリ ンタ へ の メッ セー ジ 表 示 ( *P 指 定 ) 
画面 また は プリ ンタ へ の 改行 出力 ( *P 指 定 ) 

英 小 女 字 一 英 大 文字 変換 

モニ ター 時 エラ ー 処 理 (カセ ッ ト 停 止 つ き ) 





イン タプ リタ ・ ブ ロッ ク (1 ) 


デー ジ | デイ えみ 人 
BASIC コ ー ル ド ・ ス ター ト (メモ リー・ ク リア を する ) 
BASIC ホ ッ ト ・ ス ター ト (リセ ッ ト 時 ) 

BASIC ホ ッ ト ・ ス ター ト (通常 ) 

BASIC ブ ログ ラム 入 カ ループ (OK 表示 な し ) 

| CTRL 十 lD| に よる 初期 化 (BASIC ワ ー ク ・ エ リア 、PSG) 
BREAK 時 処理 

LCTRL]+ID| に よる 周辺 初期 化 (パレ ッ ト 、 コ ン ソ ー ル な ど /) 
通常 入力 処理 

プロ グラ ム が も うな い 時 の 処理 

LOAD、R に よる オー トス ター ト 

REM、ELSE、" エ ント リー 

| 行 終了 処理 

| 行 実行 お よび ダイ レク ト ・ モ ー ド 実行 

LET[ シ トリ ー。 代 変 処理 

スト リン グ 代 入 処理 

倍 精 度 実数 代入 処理 

単 精度 実数 代入 処理 

整数 代入 処理 

スト リン グ ・ バ ッ フ ァ 内 女 字 列 の 消去 

次 の 行 の 始ま る アド レス を 得る 

ステ ー ト メン ト 実 行 

ステ ー ト メン ト の エン ド ・ チ ェ ッ ク (エン ド ・ マ ー ク は 00H か 3 AH) 
RUN エ ント リー 

RUN 時 の 初期 化 

ON KEY GOSUB の 指定 解除 

FOR エン トリ ー 

NEXT エ ント リー 
PRINT、WRITE 共 通 出力 デバ イス の セレ クト 
WRITE エン トリ ー 

LPRINT エ ント リー 

PRINT エ ント リー 

PAUSE エ ント リー 

PRINT USING 処 理 

Format over エ ラー 

区 切り 記号 の チェ ッ ク 

STOP エ ント リー 

LOAD 時 BREAK 処 理 

一 般 的 BREAK 処 理 

CONT エ ント リー 

Out of memory エ ラー (カセ ッ ト 停 止 、CLR つ き ) 
Out of memory エ ラー (表示 の み ) 








の し / 
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ュー デ | ディ 次 
BASIC BASIC 


202A 
eZ02D 
2Z030 
を 083 
Z036 
2039 
203C 
な りき SF 
2042 
2045 
Z048 
204B 
204E 
Z05I 
2054 
Z057 
2Z05A 
205D 
2060 
2063 
2066 
20693 
206C 
ら の は な ギ 
2Z073 
2076 
Z10E 
2Z2139 
Z149 
eZ150 
el 9F 
21A7/ 
1AF 
21C4 
eZ1CB 
の IF ね 
2Z07 
の る Z 1 2 
ZZ78 
の 29 
ee が * 諾 
と 2Z96 
ZZ29A 
ZZBB 
肝油 
234A 
ZS 538 
はり コ 
eZ4CIl 
24C9 
Z4E93 
24FC 
2Z514 
9 7 
2Z584 
と 8 9 
GS.9 
25C0O 


NEXT without FOR エラ ー 
Undefined label エ ラー 

Duplicate Definition エ ラー 
Subscript out of range エ フー 
RESUME without error エ ラー 
WHILE without WEND エ ラー 
WEND without WHILE エラ ー 
UNTIL without REPEAT エ ラー 
RETURN without GOSUB エ ラー 
Can't continue エ ラー 

String too long エ ラー 

Unprintable error 

Bad file mode エ ラー 

No RESUME エ ラー 

Line buffer overflow エ ラー 
Division by zero エ ラー 
Overflow エ ラー 

Too complex エ ラー 

Type mismatch エ ラー 

FOR without NEXT エ ラー 

Syntax error 

Missing Operand エ ラー 

Reserved feature エ ラー 

legal function cal エ ラー 
ERROR エ ント リー 

エラ ー 共 通 処理 

ーー ドラ ラビ ング 実 術 

le 進一 10 進 文字 列 変 換 

END エ ント リー 

AUTO エ ント リー 

AUTO フ ラグ を チェ ッ ク し 、AUTOC 実 行 
フリ ー・ エ リア 先頭 アド レス 、BASIC 用 SP 初 期 値 を セッ ト 
プロ グラ ム の NEW 

NEW エ ント リー 

NEW ON 処理 

NEW 実 行 

MAXFILES エ ント リー 

CLR エ ント リー 

TRON エ ント リー 

TROFF エ ント リー 

TRON 時 、 行 番号 表示 

OPTION エ ント リー 

OPTION BASE 処 理 

OPTION SCREEN 処 理 
LINPUT、LINE INPUT エ ント リー 
各種 INPUT 娘 で の プロ ンプ ド ト 表示 
INPUT エ ント リー 
INPUT 等 共通 入力 デバイス ・ セ レク ト 
カマ 、 用 。 人生 モ ン ド の チェ マッ み 
関数 と 同じ 名 前 を も つ ス テー トメ ント の 実行 
CMT 文 (CMT=) 

f 一 上 マチ み 六 

DATE$ 代 入 、 (DATE$ ) 

: チェ ッ ク (DE ニー ボイン タ ) 

: チェ ッ ク (DE ニテ ボ インタ) 

/ チェック (DE ポイ ンタ ) 
DAY$ 代 入 (DAY$= ) 

TIME 代 入 (TIME= ) 


テー プ | ディ スク 
BASIC BASIC 





機 能 
TIME と TIME$ の 場合 分 け ($ チ ェ ッ ク ) 
TIME$ 代 入 、 (TIME$ 三 ) 
I0 進 キャ ラク タ ・ コ ー ド (A レ ジ ) 一 数 値 変換 (A レ ジ ) 
MEM$ 代 入 (MEM$ ( , ) = ニ …) 
DEF エ ント リー 
DEFUSR 処 理 
MID$ 代 入 
た だ の RESTORE 処 理 
RESTORE エ ント リー 
RESTORE 行 番号 (ラベ ル ) 処理 
READ エ ント リー 
の 正光 多 で HE デポ ず 夕 ) 
CALL エ ント リー 
RANDOMIZE エ ント リー 
DATA、LABEL エ ント リー 
* 。” の チェ ッ ク (HL= ニ ポイ ンタ ) 
AA レジ スタ が が) 。 うす 江 あ あ る 三 ち を チェ 必 
SWAP エ ント リー 
OUT エ ント リー 
CLEAR エン トリ ー 
LIMIT エ ント リー 
DELETE エ ント リー 
RENUM エ ント リー 
行 番号 アド レス 変換 
アド レス 一 行 番号 変換 
行 番号 サー チ 
開始 行 、 終 了 行 の 行 番号 を 得る (LIMIT、DELETE な ど ) 
EDIT エ ント リー 
UNTIL エ ント リー 
RETURN エ ント リー 
WHILE エン トリ ー 
WEND エ ント リー 
REPEAT without UNTIL エ ラー 
REPEAT エ ント リー 
(UNTIL と 対 の ) REPEAT 処 理 
REPEAT OFF 処 理 
REPEAT ON 処理 
GOSUB エ ント リー 
ON KEY GOSUB 実 行 
ラベ ル ジ ャ ン プ 用 ラベ ル サ ー チ 
ラベ ル ・ サ ー チ 
RESUME エ ント リー 
ON ERROR GOTO 処 理 
ON ERROR GOTO 実 行 
ON エン トリ ー 
ON 一 GOTO な ど 
GO エン トリ ー 
GOTO エ ント リー 
ON KEY GOSUB 処 理 
葉 王 多 トリ 一 
IF で 真 の と き の THEN 処 理 
IF で 偽 の と き の ELSE 処 理 
| ワー ド ・ サ ー チ (定数 コー ド は スキ ッ プ する ) 
DEFINT エ ント リー 
DEFSTR エ ント リー 
DEFSNG エ ント リー 
DEFDBL エ ント リー 
DEF 一 共通 処理 
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さら は D 
0 きめ 
3647 
366B 
3694 
36 96 
36Al 
36A6 
36AC 
は 9 が 光 
3840 
3879 
388| 
388A 
38D3 
3 9 な ひる 6 
390D 
39 き 6 
393D 
493 上 
3A0UIl 
3. 凡 13 
3 AA 3 2 
3A45 
3A80 
3AA5 
3AC6 
3AD4 
3AE6 
3 に 8 
3B2 3 
3B2B 
3B38 
3B42 
3B4D 
3B5C 
3B62 
SB6B 
3BAF 
3BD Il 
3BD8 
3 は F D 
3C65 
3C78 
3C7C 
3C82 
3D26 
3D30 
3D3C 
3D4 7 
3F80 
3FD6 
4 OB6 
4106 
提げ 
416A 
4178 
418I 


が ーー グ | チャ イー タク 
BASIC BASIC 


935EF 
3664 
365739 
369D 
36C6 
な : ら も 
36D3 
36D8 
36DE 
37A4 
3872 
38AB 
38B3 
38BC 
390B 
3938 
9 は ず 
の た 
3396F 
3970 
き A き 3 
3A45 
3A64 
3A7/ 
3AB2Z2 
3AD/ 
3AFS6 
3B0O6 
3BI8 
3BID 
3BS 5 
3B5D 
3B6A 
3B74 
3B7F 
3B8E 
3B34 
3B9D 
3BE Il 
3 で 3 
3C0UA 
さじ と トド 
3C97 
3CAA 
3CAE 
3CB4 
3D58 
3D62 
9: コ 
3 すす 
3 上 お 3 
4003 
40E9 
4139 
416A 
419D 
41AB 
41B4 


WAIT エン トリ ー 
POKE エ ント リー 
POKE( エン トリ ー 
LOCATE、CURSOR エ ント リー 
WIDTH エ ント リー 
WIDTH80 処 理 
WIDTH40 処 理 
WIDTH40 用 ワー クエ リア 変更 
WIDTH80 用 ワー クエ リア 変更 
WINDOW エ ント リー 
5 バイ ト 転 送 ( 単 精度 計算 用 ) 
GET⑧)、PUT⑧) 等 用 座標 計算 
ビ ピュー ポー ト を 考え な い 座 標 計 算 
PSET な と 汎用 の 座標 計算 
CONSOLE エ ント リー 
た だ の CONSOLE 処 理 
CONSOLE の 、x パ ラメ ー タ 初期 化 
KEY LLIST エ ント リー 
KEY LIST、KLIST エ ント リー 
KEY LIST 関係 共通 処理 
ON、OFF、STOP チ ェ ッ ク 
KEY ON、KEY OFF、KEY STOP エ ント リー 
KEY、DEFKEY エ ント リー 
KEY ヵ エ ント リー (| 人 ミ ヵ 人 ミ |O) 
KEYO エ ント リー 
COLOR エ ント リー 
た だ の PALET 処 理 (パレ ッ ト 初 期 化 ) 
パレ ッ ト 設 定 ル ー チ ン 
PALET エ ント リー 
PALET 処 理 
PRW エ ント リー 
プラ イオ リティ 設定 ルー チン 
垂直 同期 (PV-Sync) 待ち 
PRESET エ ント リー 
PSET エ ント リー 
PSET モ ー ド ・ セ ッ ト 
PSET、SET、XOR 等 モー ド ・ セ ッ ト 
グラ フィ ッ ク 座 標 一 実 ア ドレ ス 変 換 
座標 値 、 パ レッ ト ・ コ ー ド を 得る (PSET 等 用 ) 
テキ スト 画面 色 コ ー ド を グラ フィ ッ ク 用 色 コ ー ド と し て 設定 
た だ の SCREEN 処 理 (グラ フィ ッ ク 表 示 な し ) 
SCREEN、GRAPH エ ント リー 
CLS ヵ (0 ミ ヵ ミ 3) 処理 
た だ の CLS 処 理 
CLS 4 処理 
CLS エ ント リー 
スペ ー ス 読み と ば し 、 コ ロン 、 エ ンド の チェ ッ ク (HL= ニ ポイ ンタ ) 
コロ ン 、 カ ンマ 、 エ ンド マー ク (00H) の チェ ッ ク (A レ ジス タ 対 象 ) 
LINE エ ント リー 
(グラ フィ ッ ク 画 面 で の ) LINE エ ント リー 
LINE の B (BOX) 用 サブ ルー チン 
LINE の BF (BOX FULL) 用 サブ ルー チン 
PSET サ ブ プルー チン 
テキ スト 画面 へ の PSET (テキ スト 画面 の LINE 用 ) 
DEFCHR$ エ ント リー 
CREV エ ント リー 
アト リピ ビュート 用 共通 ルー チン 
CFLASH エ ント リー 


デー プ | ディ スク 
BASIC BASIC 


4131 
41AF 
41B2 
41B5 
41B/ 
44E/ 
4513 
453A 
475D 
477| 
477A 
477C 
478D 
4 7AC 
47CIl 
498C 
4A7D 
4A86 
4A88 
4A8B 
4A8E 
4A98 
4AAI 
4AAA 
4ADS8 
4AE5 
4AF93 
4BEA 
4CZ4 
4CZ2A 
4CZ2D 
4C3F 
4C44 
4E 上 IA 
、 各 : 昌 前 
4 ドド ます 3 
4F45 
50AC 
50Bl 
511D 
12ZB 
馬 4 
145 
|14A 
14F 
「 ぁ る 
167 
174 
IAF 
1CC 
|F 4 
9 すす 
5.:, 典 
52Z4F 
2 机 記 
9 人 す 6 
5 を.3 3 
S2Al 


(の の 中 中 中 の @ 〇 の つの ジ ジ パプ 


41C4 
41D4 
4IE5 
4IE8 
4IEA 
451A 
4546 
456D 
4790 
47A4 
47AD 
47AF 
47C0 
47DF 
47F4 
49BF 
4AB0 
4AB9 
4ABB 
4ABE 
4ACI 
4ACB 
4AD4 
4ADD 
4B0F 
4BIC 
4B30 
4C2 1 
4C5B 
4C6I 
4C64 
4C76 
4C7B 
4E57 
4E5C 
4F76 
4F 82 
50E9 
50EE 
515A 
5168 
517C 
5182 
5187 
518C 
518F 
51A4 
51BI 
51EC 
5209 
5 2 3 1 
5 2 3 4 
5 26 7 
5 2 8C 
5 2AF 
5 2 B 9 
52D0 
5 2DE 


CGEN エ ント リー 

CSIZE エ ント リー 

CIRCLE エ ント リー 

POLY エ ント リー 

CIRCLE、POLY 共 通 処 理 
MUSIC、TEMPO、PLAY エ ント リー 

TEMPO 処 理 

音楽 漂 奏 

SOUND エ ント リー 

PSG へ の デー タ 出 力 (D ニ レジ スタ 番号 、E ニ デー タ ) 
BEEP エ ント リー 

た だ の BEEP 処 理 

BEEP | 処理 

BEEP 0 処理 

PAINT エ ント リー 

POINT 値 を 求め る 。 

カラ ー コ ー ド (0 一 7) を 得る 。 

EJECT エ ント リー 

CSTOP エ ント リー 

FAST エン トリ ー 

REW エ ント リー 

APSS エ ント リー 

APSS 一 ヵ の 時 の 処理 

カセ ッ ト 制 御 命令 共通 処理 

カセ ッ ト 走 行 チ ェ ッ ク と サブ CPU 出力 準備 待ち 

CANVAS エ ント リー 

LAYER エ ント リー 

SCROLL エ ント リー 

SCROLL 0 処理 

EFECT エ ント リー (Syntax error と な る 。) 
KBUF エ ント リー 

GET エ ント リー 

GET( エ ント リー 

PUT エ ント リー 

PUT( エ ント リー 

POSITION エ ント リー 

PATTERN エ ント リー 

HCOPY エ ント リー 

HCOPY 0 一 4 の 判別 

グラ フィ ッ ク 印 字 終 了 (BREAK、 終 了 時 処理 ) 
LPRINT CHR$ (27、37) を 実行 。 

HCOPY 0 処理 

HCOPY 3 処理 

HCOPY 2 処理 

HCOPY | 処理 

HCOPY 用 共通 ルー チン 

GRAM 読 み 出 し (WIDTH80 用 ) 

GRAM 読 み 出 し (WIDTH40 用 ) 

ビッ ト パ タ ー ン 転 置 処理 

GRAM パ ター ン 拡 大 処理 

HCOPY 4 処理 

た だ の HCOPY 処 理 (テキ スト 画面 ハー ドコ ピー) 
RAMCG 読 み 出 し 
ROMCG 読 み 出 し 
| 行 の 下 半 分 出力 パタ ー ン 作成 
| 行 の 上 半分 出力 パタ ー ン 作成 
BOOT エ ント リー 

ASK エ ント リー 


| ハー ドコ ビー 用 


| ハー ドコ ピー 用 


221 


222 


デー ダ -| 区 が 
CLICK エ ント リー 
TVPW エ ント リー 
CHANNEL エ ント リー 
VOL エ ント リー 
CRT エ ント リー 
Format over エ ラー 
整数 一 実数 変換 
DE=DE 十 8 ( 倍 精 度 ポ イン タ 用 ) 

倍 精 度 の | を 設定 (DE= ニ ポ イン タ ) 

8 バイ ト 転 送 (DE= 転 送 先 ポイ ンタ 、HL ニ ソー ス ・ ポ イン タ ) 
数 字 キ ャ ラク タ (0 一 9 ) の チェ ッ ク 

英 小文字 一 英 大 文字 変換 (対象 は (DE)) 

英 小 文字 一 英 大 文字 変換 (A ム レジ スタ 対象 ) 

変数 名 チェ ッ ク (変数 名 と し て 可能 な ら Cy= 0 ) 

CDBL エ ント リー 

CSNG エ ント リー 

倍 精度 一 単 精度 変換 

2 進数 文字 列 (&B) つ 2 バイ ト 整 数 変換 

8 進数 文字 列 (&0) 一 2 バイ ト 整 数 変換 

le 進数 文字 列 (&H) 一 2 バイ ト 整 数 変換 

整数 変換 ルー チン 共通 処理 

2 進数 キャ ラク タ の チェ ッ ク 

8 進数 キャ ヤラ クタ の チェ ッ ク 

I6 進 数 キャ ラク タ の チェ ッ ク 

実数 値 の 外部 表現 (10 進 文字 列 ) 一 内 部 表現 変換 

実数 値 の 内 部 表現 一 外部 表現 (10 進 文字 列 ) ※ 変 換 ワ ー ク に 格納 
整数 (HL= ニ ボ ポインタ) を バッ ファ に 転送 

10 進 数 文字 列 ( 0 一 65535。 HL ニー ポ インタ) を バッ ファ に 転送 。 
浮動 小数 点 一 娘 字 列 変換 (PRINT USING 用 ) 

浮動 小数 点 一 文字 列 変換 (LIST 時 専用 ) 

CINT エ ント リー 

整数 化 (BASIC の FIX 相 当 ) 

小数 部 取り 出し (BASIC の FRAC 相 当 ) 

内 部 表現 で の 10 倍 (HL= ニ ポイ ンタ ) 

実数 一 2 バイ ト 整 数 変換 (HL に セッ ト 。 オ ー バ ー フ ロー は Cy= テ | ) 
実数 一 2 バイ ト 整 数 変換 (HL に セッ ト 。 オ ー バ ー フ ロー は エラ ー) 
HL の 内 容 を 10 進 文字 列 変換 ( 行 番号 な ど 用 ) 











































イン タプ リタ ・ ブ ロッ ク (2 )[ フ ァイル 処理 中 心 〕 


BASIC BASIC 
DEVI$ エ ント リー 
DEVO$ エ ント リー 
LPOS エ ント リー 
POS エ ント リー 
POS ( 0) エン トリ ー 
DEVF エ ント リー (テー プ 版 で は エラ ー) 
FPOS エ ント リー ( / ) 
LOC エ ント リー ( / ) 
LOF エ ント リー ( / ) 
DEVICE エ ント リー 
FIELD エ ント リー (テー プ 版 で は エラ ー) 
GET 処 理 
PUT 処 理 
ATTR$ エ ント リー 
SET エ ント リー (テー プ 版 で は エラ ー) 












機 能 
SET “ファ イル ディ スク リプ ブタ” 処理 
SET # ヵ (デバ イス 番号 ) 処理 
KILL エン トリ ー 
KILL # オ ヵ (デバ イス 番号 ) 処理 
KILL “ファ イル ディ スク リプ ブタ” 処理 
SEARCH エ ント リー 
LLIST エ ント リー 
LIST エン トリ ー 
アス キー・ セ ー ブ プ (SAVE、A) 処理 
BREAK チ ェ ッ ク 


デー プ | 天 イ 甘 必 
BASIC BASIC 


イン タプ リタ ・ ブ ロッ ク ( 3 )[ デ バイ ス 処 理 中 心 〕 


ーー プ | デ ず 素 才 
BASIC BASIC 


SC7B 
こる 
SC82Z 
も な 
SC88 
5C8B 
に 6・ コ 
5C9I 
っ SC94 
AN を 
っ SC9A 
SC9D 
SCAD 
SCA3 
5CA6 
5CA8 
5CB2 





6876 
687A 
687D 
6880 
6883 
6886 
6889 
688C 
688F 
6892 
6895 
6898 
689B 
6 89E 
68Al 
68A4 
68A6 
68B3 


LOAD? 


処理 


VERIFY 処 理 

LOADM 処 理 

RUN “ファ イル 名 ” 処理 
LOAD エ ント リー 

CHAIN エ ント リー 

MERGE エ ント リー 
SAVEM 処 理 

SAVE エ ント リー 

CLOSEE モ シッ キリ サー 
すべ て の ファ イル の CLOSE 処 理 
| つの ファ イル の CLOSE 処 理 
EOF エ ント リー 

OPEN エン トリ ー 


ファ イル ・ バ ッ フ ァ の アド レス を 得る 。 
ファ イル ・ デ ィ ス クリ プ タ を 得る 。 


INT 王 ジン シド リー 
PFEILES ジ ンド トリー 
FILES 王 シャ リー 
RSE ま エ シト リー 
LSET エ ント リー 
NAME エ ント リー 
デバ イス 処理 ルー チン へ の ジャ ンプ 
^Are you sure? (y or n)′ と 聞く 。 


Out of tape エ ラー (カセ ッ ト EJECT つ き ) 


Out of tape エ ラー (表示 の み ) 
Device 1/O error 


Device offline エ フラー 


Input past end エ ラー 


File not open エ フー 


File not found エ ラー 


Already open エ ラー 
Bad file number エ ラー 


Bad record エ ラー 


Bad screen mode エ ラー 


Bad file descripter エ ラー 
Bad file mode エ ラー 


Tape read errOr 


Write protected エ ラー 

FIELD overflow エ ラー 

カセ ッ ト を 停止 し 、 エ ラー 表示 
マシ メン 同 ブフ ァ イル の チェ ッ ク 


機 


と 22 
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SCB6 
っ CEA 
SCEE 
SCFB 
SD0OIl 
SD07/ 
0.3.3 
5D67 
5D74 
SDDE 
5 E」 人 
み E、 生 7 
5E4D 
SE60 
SE66 
9 上 な け 
5 EE 人 
5 きき 
湯 っ 穫 こ は コ 
の. 統 7 
りら E な 上 
602A 
5.0 だ ヒ 
603B 
6042 


65979 
6105 
611I5 
本" 代 ・ 
6 き の / 
6146 
159 
6163 


6205 
62Z28 
622D 
623D 
6258 
62C6 
62C8 
62D6 
62D8 
62E6 
6: る 
1 往還 コ 
6.32E 
6363 
63A5 
63B0 
63B2 
63BF 
63Cl 
6 3CE 
6 3FC 


デー プ | ディ スク 
BASIC BASIC 


68B7/ 
68EB 
68EF 
68FC 
63902 
6908 
6934 
6968 
5975 
69DF 
6AI4 
6A48 
6A4E 
6A64 
6A6A 
6A7Il 

6A77/ 
6A9B 
6ADD 
6AF6 
6B0E 
6C7D 
6C8Il 

6C8E 
6C95 


6CCC 
6D58 
6D68 
6D7D 
6D85 
5.D 9 
6DA6 
6DB93 
6DC3 


6E65 
6E88 
6E8D 
6E9D 
6EB8 
6F26 
6FZ8 
6F36 
6F38 
bF49 
6F5A 
6F82 
6F9l 
6F94 
6FCD 
700F 
701A 
701C 
702C 
7 は gE 
703B 
705D 


Bad allocation table エ ラー 

プア イル 居 性 | の チェ ッ ク 

ファ イル 属性 “0" の チェ ッ ク 

デバ イス SCR の PUT、 SAVE 

デバ イス CRT の PUT 

デバ イス LPT の PUT 

デバ イス CRT の POS 

デバ イス CRT へ の 改行 出力 

デバ イス CRT へ の | 文字 出力 

デバ イス KEY か ら の | 文字 入力 

デバ イス LPT の POS 

デバ イス CAS の VERIFY 

デバ イス CAS の GET 

デバ イス CAS の LOAD 

デバ イス CAS の PUT 

デバ イス CAS の SAVE 

デバ イス CAS の CLOSE 

デバ イス CAS の KILL 

デバ イス CAS、MEM 、 EMM、 デ ィ ス ク か ら の | 行 入力 ※ 

デバ イス CAS、MEM、EMM、 デ ィ ス ク か ら の | バイト 入 力 ※ 

デバ イス CAS、MEM、EMM、 デ ィ ス ク の EOF※ 

デバ イス CAS、MEM、EMM、 デ ィ ス ク の POS※ 

デバ イス CAS、MEM、, EMM、 デ ィ ス ク の TAB※ 

デバ イス CAS、MEM、EMM、 デ ィ ス ク へ の 改行 出力 ※ 

デバ イス CAS、MEM、EMM、 デ ィ ス ク へ の | バイ ト 出 力 ※ 
※ 以 上 で 、 テ ー プ ブ 版 で は ディ スク の サポ ー ト は な し 。 

デバ イス CAS の OPEN 

デバ イス CAS の INIT 

テー プ を 巻き 戻し 、 状態 の チェ ッ ク 

カセ ッ ト 停 止 後 、BREAK 表 示 

時 間 待 ち 。 

デバ イス CAS の PFILES 

カセ ッ ト 関 係 エラ ーー 処理 

カセ ッ ト 用 FILES | 行 表示 

画面 ゲ プ リン タ へ の FILES | 行 表示 
(CAS、MEM、EMM、 デ ィ ス ク 共 用 ) ※ 

年 月 日 デー タ ・ セ ッ ト 

エン ド マ ー ク (00H) の セッ ト 

A レ ジス ターI6 進 2 文字 (DE ニ = ポイ ンタ ) 

月 ・ 曜 日 の デー タ 分 離 後 、 セ ッ ト 

時 ・ 分 デー タ ・ セ ッ ト 

デバ イス MEM の GET 

デバ イス MEM か ら の リー ド ・ デ ー タ 

デバ イス MEM の PUT 

デバ イス MEM べ の ライ ト ・ デ ー タ 

デバ イス MEM の VERIFY 

デバ イス MEM の 動作 テス ト と アク セス ・ ア ドレ ス 計 算 

GRAM 接 続 テ スト 

Bad record エ ラー 

Device ful エ ラー 

デバ イス EMM の 動作 テス ト と アク セス ・ ア ドレ ス 計 算 

デバ イス EMM へ の アク セス ・ ア ドレ ス 出 力 

デバ イス EMM の PUT 

デバ イス EMM へ の ライ ト ・ デ ー タ 

デバ イス EMM の GET 

デバ イス EMM か ら の リー ド ・ デ ー タ 

デバ イス EMM の VERIFY 

MEM、EMM、 デ ィ ス ク へ の ライ ト ・ デ ー タ ※ 





デー ジ | ディ み 
MEM、EMM、 デ ィ ス ク か ら の リー ド ・ デ ー タ ※ 
MEM、EMM、 デ ィ ス ク の VERIFY※ 

上 の 共通 処理 (ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル ・ サ ー チ ) 
MEM、EMM、 デ ィ ス ク の PFILES※ 

MEM、EMM、 デ ィ ス ク の INIT※ 

ディ レク トリ 初期 化 サ ブル ー チ ン 

キー 入力 バッ ファ 256 バイ ト ・ ク リア ルー チン 
FAT 初期 化 サ ブル ー チ ン 

MEM、EMM、 デ ィ ス ク の KILL 

Write protect の チェ ッ ク 

ファ イル 属性 の チェ ッ ク 

MEM、EMM、 デ ィ ス ク の OPEN※ 

* ドド モー ド OPEN 

^A” モー ド OPEN 

*R” モー ド OPEN 

*O0” モー ド OPEN 

FAT 内 の 00H 一 80H 変 換 
使用 ディ レク トリ 終了 時 処理 

MEM、EMM、 デ ィ ス ク へ の SAVE※ 
MEM、EMM、 デ ィ ス ク か ら の LOAD※ 

デバ イス 番号 、 ユ ニッ ト 番 号 パ バッ ファ へ の デー タ ・ セ ッ ト 

※ 以 上 で テー フ 版 で は ディ スク の サポ ー ト は な し 。 
ディ スク ・ ド ライ ブ 電 源 0N チ ェ ッ ク 
指定 ドラ イブ の モー ターON と ヘッ ド 選 択 
ディ スウ み 控 人 の チェ エック 
り 式 . ト だ 艇 、D レ ジス タダ の トラッ ク ま で へ ヘッ w F き シー クタ 
トラ ッ ク 番 号 、 ボ イン タ を HL に セッ ト 
レス ウル み の 上 ラック ま ヤギ ヘ ホッ ドド を シー 交 。 
FDC の Busy チ ェ ッ ク 
レコ ー ド 番号 一 物理 アド レス 変換 
入 多 か 本 の 獲 少 グマ ・ ド リー ド 
ディ 以 次 が の りー ドッ ャ デー タ 
ディ スク か ら の 読み と り 時 、Not Ready 処 理 
ディ スク か ら の 読み と り 時 、 エ ラー 処理 
次 の セク タ を 読む た め の 処 理 
次 の 物理 アド レス を 計算 。 

FDC へ の コマ ンド 出力 (E ニ = ニセ クタ 番号 、A ニ コマ ンド ) 
指定 ドラ イブ の モー ターOFF 

デイ スグ ペペ の 1 セク グ クウ ャ ライ ド 

の オス ルク グ ペ の ライ ナー デー タダ 

ディ スク へ の 書き 込み 時 、Not Busy 処 理 
ドラ イブ モー ターOFF 後 、Device 1!/O error 
ディ スク へ の 書き 込み 時 、 エ ラー 処理 
炊 の セク タ へ 書き 込む た め の 処 理 
VERIFY 準 備 処 理 

ディ スク の VERIFY 

VERIFY 時 、Not Ready 処 理 

VERIFY 時 、 エ ラー 処理 

次 の セク タ の VERIFY の た め の 処 理 

Write protected file で な いこ と の チェ ッ ク 





と の つり 
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イン タプ リタ ・ ブ ロッ ク (4 ) 


ゲー ズ | イス 
BASIC BASIC 


文字 列 一 中 間 コ ー ド 変換 
予約 語 ワ ー ド ・ テ ー ブ ル ・ サ ー チ 
ワー ド ・ テ ー ブ ル を サー チ し 、 対 応 す る 中 間 コ ー ド を (HL) に 格納 。 
中 間 コ ー ド ・ カ ウン タ を 十 | し な が ら 、 ワ ー ド ・ テ ー ブ ル の 文字 列 と 比較 。 
中 間 コ ー ド ・ サ ー チ 
炊 の 語 ま で 読み と ば し 
中 間 コ ー ド 決定 
中 間 コ ー ド を バッ ファ に 格納 
スペ ー ス ・ コ ー ド 転送 (DE= ニ ソー ス 、HL= 転 送 先 ) 
中 間 コ ー ド 文字 列 変換 
HL の 内 容 を 8 進 文字 列 に 変換 (DE ニ ボ イン タ ) 
HL の 内 容 を 16 進 文字 列 に 変換 (DE ニ = ニ ボ ポイ ンタ ) 
HL の 内 容 を 2 進 文字 列 に 変換 (DE= ニ ポイ ンタ ) 
10 進 文字 列 (DE= ボ ポイ ンタ) 一 2 バイト 整数 変換 (BC に セッ ト ) 
10 進 文字 列 (DE= ニ ボ ポイ ンタ ) つ 2 バイト 整数 変換 (HL に セッ ト ) 
0 一 255 の オペ ラン ド を 得る 。 
DE が 0 一 255 で ある こと を チェ ッ ク し 、A に 値 を 移す 。 
DE に 整数 を 得る (関数 用 )。 
DE に 整数 を 得る (汎用 )。 
DE に 文字 列 格納 ア ドレ ス 、A に 文字 数 を 得る 。 
スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ (3 バイト ) 一 文字 列 格 納 ア ドレ ス 、 文 字数 変換 
汎用 総合 的 演算 ルー チン ゅ 
EQOV 処 理 
IMP 処 理 
XOR 処 理 
OR 処理 
AND 処 理 
NOT 処 理 
ぐ 処理 
> 処理 
ー 処 理 
> ッ = テ 、 ニ テッ > 処理 
ー く 、 ぐ = 処理 
ぐ >、> ぐ 処理 
ー 処 理 (減算 ) 
土 処 理 (加算 ) 
MOD、\ 処 理 (整数 除算 ) 
MOD の み 実 行 
* 処理 (乗算 ) 
/ 処 理 (除算 ) 
符号 の 一 処理 
へ 処理 ( べ キ 乗 ) 
0 一 9 の 定数 処理 
ボイン タ HL を 十 | 後 、 ス ペー ス ・ コ ー ド 読み と ば し 
スペ ー ス ・ コ ー ド 読み と ば し (HL= ニ ポイ ンタ ) 
整数 定数 処理 
実数 定数 処理 
スト リン グ 定 数 処理 
"4( ” の チェ ッ ク 
* ) ”" の チェ ッ ク 
定数 処理 
実 変数 、 仮 変数 、 関数 名 の 場合 わけ 
( 実 ) 変 数 処理 
FN 内 の 仮 変数 処理 
関数 中 間 コ ー ド 処理 
INT 一 SOR、ATN 一 STRIG、STR$ 一 KANJI$ 中 間 コ ー ド 処理 


1 
BASIC 
7BA0 
7BC5 
7BDI 
7BE2 
7BFA 
7C03 
7CI5 
7C24 
7C3A 
7C42 
7C47 
7C4D 
7C53 
7C5A 
7C68 
7C6F 
7C76 
7C83 
7C93 
7C9D 
7CA8 
7CB3 
7CD0 
7DOF 
7D34 
7D3F 
7D4A 
7D5D 
7D6D 
7D78 
7D88 
7DA2 
7DC6 
7DCB 
7DD0 
7DDC 
7 選 0 2 
7E26 
7E9B 
7EBE 
7ECA 
7ED2 
7EE8 
7EEC 
7EF0 
7F07 





が EE 1 前 
7 を 
7F 33 ぅ 
7E も 1 
かず - 7 3 
/ ギ ま が 
に 
7FEC 
が 1 
800C 
8U012Z 


BASIC 
863FD 
8422 
4 だ 
8643F 
86457 
8460 
684 72 
648| 
っ 息 ・ 導 
649F 
64A4 
64AA 
64BD0 
84B7/ 
64C5 
684CC 
64D3 
84E0O 
84FDO 
84FA 
8505 
8510 
6852 
856C 
8981 
6 59C 
65A/ 
85BA 
65CA 
85D5 
6 DE.9 
85FF 
8623 
8628 
862D 
8633 
665F 
6683 
66F8 
671B 
672Z7/ 
な が (g 
8745 
8749 
8 74D 
8764 
677D 
8798 
679F 
87B4 
87E0O 
87F8 
8816 
684A 
686B 
687C 
888B 
889| 


PEEK⑧) エ ント リー 

RND エ ント リー 

た だ の RND 処 理 

ASC 一 DEVF 中 間 コ ー ド 処理 

ERR 一 DTL 中 間 コ ー ド 処理 

LEFT$ーMIRROR$ 中 間 コ ー ド 処理 

SIZE エ ント リー 

FRE エ ント リー 

CSRLIN エ ント リー 

ERR エ ント リー 

STRPTR エ ント リー 

DTL エ ント リー 

STRIG エ ント リー 

STRIG( 0 ) 処 理 (スペ ー ス キー 入力 ) 

STRIG( | )、STRIG( 2 ) 処 理 (ジョ イス ティ ッ ク 入 力 ) 
STICK エ ント リー 

STICK( 0 ) 処 理 (テン キー 入力 ) 

STICK( | )、STICK( 2 ) 処 理 (ジョ イス ティ ッ ク 人 入力) 
引数 が 0 一 2 で ある こと を チェ ッ ク (STRIG、STICK 用 ) 
ジョ イス ティ ッ ク ・ ポ ー ト より デー タ を 得る 。 

リア ル タ イ ム ・ キ ー ス キャ ン (STRIG( 0 )、STICK( 0 ) 用 ) 
ERLOE シド サー 

CHR$ エ ント リー 

スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ ブタ (3 バイト ) を FAC に セッ ト (CHR$、STR$ 用 ) 
0CT$ エ ント リー 

BIN$ エ ント リー 

HEX$ エ ント リー 

スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ タ (3 バイト ) を FAC に セッ ト (汎用 ) 
FAC の 値 を 整数 型 に し て 、HL に セッ ト 。 

HL の 値 を 2 進 文字 列 16 字 に 変換 (DE= ニ ポイ ンタ ) 
HL の 値 を 8 進 文字 列 6 字 に 変換 (DE= ニ ポ イン タ ) 
HL の 値 を I6 進 文字 列 4 字 に 変換 (DE= ニ ボイン タ ) 
MKI$ エ ント リー 

MKS$ エ ント リー 

MKD$ エ ント リー 

SPACE$ エ ント リー 

CGPAT$ エ ント リー 

KANJI$ エ ント リー 

STR$ エ ント リー 

ASC エ ント リー 

LEN エ ント リー 

WE シト リー 

CVI エ ント サー 

CVS エ ント リー 

CVD エ ント リー 

VARPTR エ ント リー 

ファ イル 用 VARPTR 

CMT エ ント リー 

た だ の CMT 処 理 

CMT ( ) 処理 

LEFT$ エ ント リー 

RIGHT$ エ ント リー 

MID$ エ ント リー 

MID$ ( , ) の と き の 処 理 (文字 数 省略 時 ) 

DAY$ エ ント リー 

DATE$ エ ント リー 

TIME、TIME$ エ ント リー 

TIME$ 処 理 
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ーー プ | デ \ 洋 訟 
BASIC BASIC 





TIME 処 理 
INKEY$ エ ント リー 
INKEY$ ( ) 処理 
た だ の INKEY$ 処 理 
MEM$ エ ント リー 
CHARACTER$ エ ント リー 
SCRN$ エ ント リー 
POINT エ ント リー 
STRING$ エ ント リー 
INSTR エ ント リー 
HEXCHR$ エ ント リー 
RIGHT$、LEFT$、MID$ 用 サブ ルー チン 
MIRROR$ エ ント リー 
USR エ ント リー 
DEFUSR テ ー ブ ル の アド レス 計算 
USR の ヵ : を チェ ッ ク 
CALC エ ント リー 
ポイ ンタ HL を 十 | 後 、 ス ペー ス 読 み と ば し 、` ( ” チェ ッ ク 
スペ ー ス 読み と ば し ご ("チェック ( 志 三 ポイ ンタ ) 
A レ ジス タ が “ ( “”" で ある こと を チェ ッ ク し 、HL を 十 | する 。 
A レ ジス タ が  ) ”" で ある こと を チェ ッ ク し 、HL を 十 | する 。 
ワー クエ リア 初期 化 後 、 変 数 アド レス 計算 。 
変数 アド レス 計算 
(DE) 一 (HL) に B レ ジス タ の バイ ト 数 転送 後 、 メ モリ ー チ ェ ッ ク 
メモ リー チェ ッ ク (SP 一 200H く DE 十 | な ら エ ラー) 
INPUT、INPUT$ エ ント リー 
INPUT$ 処 理 
ファ イル か ら の INPUT$ 処 理 
Reserved feature エ フラー 





DIM エ ント リー 
DEF FN エン トリ ー 
FN エン トリ ー 
9 FAC の 型 が 女 字 列 型 で ある か チェ ッ ク 
9 2 バイト 整数 加算 HL 一 HL 十 DE 
9 2 バイ ト 整 数 乗算 HL 一 HL * DE 
・ HL<-HL * 256 十 DE * A 
ュ HL 三 256 な ら エ ラー、HL ミ 255 な ら HL 三 HL * 256 
9 符号 ビッ ト の チェ ッ ク 
9 (HL) 一 (HL) 十 | 。 浮動 小数 点 表 現 で の 2 倍 。 
9 (HL) 一 (HL) 一 | 。 浮動 小数 点 表 現 で の !2 倍 。 
9 FAC の メモ リー・ オ ー バ ー の チェ ッ ク 
9 FAC の 初期 化 
整数 一 単 精度 実数 変換 
BASIC ス タッ ク の 初期 化 
べ キ 乗 (へ ) 計算 
ABS エ ント リー 
INT エ ント リー 
学 動 小数 点 演 算 (| を 引く ) HL= ニ FAC ポ イン タ 
/ (| を 足す ) HL= ニ FAC ポ イン タ 
/ ( | と 比較 する ) HL= ニ FAC ポ イン タ 
FIX エ ント リー 
FRAC エ ント リー 
SOR エ ント リー 
SUM エ ント リー 
FAC エ ント リー 
ATN エ ント リー 
COS エ ント リー 
SIN エ ント リー 
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デー ンズ | だ デ \ さ は ム 
TAN エ ント リー 
SGN エ ント リー 
RAD エ ント リー 
AE デジ トリ ー 
INP エ ント リー 
PEEK エ ント リー 
RND エ ント リー 
EXP エ シト リー 
LOG エ シン シド トリ サー 
実数 剰余 計算 (SIN な ど で 使 用 ) 
整数 一 単 精度 実数 変換 
(HL) 一 (HL 十 7 ) を クリ ア (FAC ク リア 用 ) 
正負 変換 
FAC の 型 が 文字 列 型 で な いこ と を チェ ッ ク 
浮動 小数 点 減算 【(HL) 一 (HL) 一 (DE)〕 
浮動 小数 点 加 算 〔(HL) 一 (HL) 十 (DE)〕 
文字 列 加算 
(HL) と (DE) の 比較 
文字 列 比較 
整数 比較 
実数 比較 
整数 乗算 
整数 除算 
HLDE (32 ビ ピッ ト ) 王 BC--DE 余 り HL 
浮動 小数 点 乗算 〔(HL) 一 (HL) * (DE)〕 
浮動 小数 点 除算 〔(HL) 一 (HL) プ (DE)〕 
プロ グラ ミシン グ 
変数 エリ ア の 移動 
DE 行 一 HL 行 を DELETE 
IPLROM の (HL) を コー ル 
Undefined function エ ラー 
JP (HL) 





2Z9 
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mp こし 1 ーー 


付録 g 
ー タ エリ ア 一 覧 





@ SHAKRP HuBASIC は 
テー ブ BASIC CZ-ー8CBG@1 Ver1.0 
フィス ク BASIC CZー8EBO1 Ver1.0 
の 2 つ を 対象 と し て いま す 。 


@ テー ブ BASIC と ディ スク BASIC と で 、 ア ドレ ス の 配列 順 が 一 部 前 後 し ます が 、 順 序 
は ディ スク BASIC に 準拠 し て いま す 。 


@ 林 資 料 作成 に あたり 、 雑 誌 「 マ イコ ン 」1983 年 2 月 号 お よび 1984 年 3 月 号 に 掲載 の 高 


槍 雄 一 氏 の 記事 を 参考 に させ て いた だ きま し た 。 


ニーク | 写す 共 機 
BASIC BASIC 








ト 
CC 


ーー 























0006 | 0006 | | 行 入力 字数 | 
0007 0007 |WIDTH ヵ の 値 (28H か 50H) 
000E 000E | カー ソル x 座標 
000F 000F | カー ソル ? ヵ 座標 
0016 0016 |CONSOLE ヵ 方 向 開 始 行 
0017 0017 |CONSOLE y ヵ 方 向 終 了 行 
001E 001IE |CONSOLE xr 方 向 開始 桁 
001IF 001IF |CONSOLE x 方 向 終 了 桁 
0026 0026 | テキ スト ・ ア トリ ピュ ー ト ・ コ ー ド 
0027 0027 | テキ スト 画面 クリ ア 時 に 埋め る キャ ラク タ ・ コ ー ド 
002E 002E | キー 入力 ワー ク (ASCII コ ー ド ) 
002F 002F | キー 入力 ワー ク (状態 コー ド ) 
0036 0036 |BREAK キ ー・ ワ ー ク 
0037 0037 | キー 入力 フラ グ (00H= 入 力 な し 、FFH テ 入力 有 ) 
0050 0050 | 未 使用 。 
005I 005| |ON KEY GOSUB フ ラグ 
0052 0052 | モー ド 2 割 り 込 み ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ ル (2 10 バイ ト ) 
0069 0069 人 ( 2 XX32/ パ ザ 下 ) 
00A9 00A9 | 0 ペー ジ 目 用 行 連続 フ ラグ ・ テ ー ブ ル (26 バ イト ) 
00C3 00C3 2 あー (26 バ イト ) 
00DD | 00DD |CRTC 出 力 デ ー タ (20 バ イト ) 
※ 内 訳 :00E9H 出力 ペー ジ ・ フ ラグ (2 バイト) 

00EBH 入力 ペー ジ ・ フ ラグ (2 バイト) 

00EDH 80 桁 用 出力 デー タ ( 4 バイ ト ) 
00FI 00F| | アト リピ ュー ト VRAM エ リア 終了 アド レス 十 | (2 バイ ト ) 、 
00F3 00F3 | VRAM の 余っ て いる バイ ト 数 | CG ア クセ ス 朋 
00F4 00F4 | テキ スト VRAM エリ ア 終 了 ア ドレ ス 十 | (2 バイト) | 
00F6 00F6 | パレ ッ ト (Blue) 設定 デー タ 
00F7 00F7 | パレ ッ ト (Red) 設定 デー タ 
00F8 00F8 | パレ ッ ト (Green) 設定 デー タ 
00F9 00F9 | テキ スト ・ プ ライ オリ ティ 設定 デー タ 
0 2DA 02DA | カー ソル 位置 表示 キャ ラク タ (|CTRL | 十 | GRAPH 用 ) 
0366 OS66 | ギ キ 一 和 作り ピート * ラ ラグ 








機 能 
| 行 入 力 時 、 行 挿入 フラ グ (IIH か C 3 H ) 
OPTION SCREEN パ ラメ ー タ (GRAM ク リア ・ フ ラグ を 兼ね る ) 
クリ ッ ク 音 ON/OFF フ ラグ 
ベル 出力 時 の PSG デ ー タ ( 8 バイ ト ) 
ベル 出力 時 に 今 ま で の PSG デ ー タ を 退避 させ る エリ ア (8 バイト ) 
チェ ッ ク ・ サ ム ・ パ ッ プ ァ (2 パイ ト ) 
ESC フ ラグ 
INST モ ー ド ・ フ ラグ 
KBUF ON/OFF フ ラグ 
先行 入力 バッ ファ 相対 アド レス 現在 値 (00H 一 3 FH) 
先行 入力 バッ ファ 相対 アド レス 注目 値 (00H 一 3 FH) 
先行 入力 バッ ファ (64 バ イト ) 
割り 込み 発生 フラ グ (I0 バ イト ) 
水平 TAB 設 定 フ ラグ ・ テ ー ブ ル (80 バ イト ) 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー・ テ ー ブ ル (1I6X10 バ イト ) 
モニ ター・ コ マン ド 処 理 ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ プ ブル ( 3 X10 バ イト ) 
モニ ター 時 、 | 回 の ダン プ ・ バ イト 数 一 | (2 バイ ト ) 
モニ ター 時 、 | 行 の ダン プ ・ バ イト 数 (初期 値 08H) 
プリ ンタ ・ ヘ ッ ド 位置 ワー ク (LPOS 相 当 ) 
プリ ンタ 水平 TAB 間 隔 ワ ー ク (初期 値 07H) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ “Writing"7。0 ※0 は エン ド ・ マ ー ク 
メッ セー ジ ・ デ ー タ “Found し", 0 
メッ セー ジ ・ デ ー タ “Skip し し し ”, 0 
モニ ター 時 (*P に よる ) 出力 デバ イス 切り 替え フラ グ (0 は 画面 、 他 は プリ ンタ ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ ERR?”, 0 
モニ ター 用 ファ イル ・ バ ッ フ ァ (32 バ イト ) 


※ フ ァイル ・ バ ッ フ ァ 内 訳 
1480H ファ イル 属性 
1481H 一 148DH ファ イル 名 
148EH 一 |1490H ファ イル 名 拡張 子 
1491H パス ワー ド 
1I492Z2H 一 1493H デー タ ・ ブ ロッ ク 長 


1494H 一 1495H デー タ ・ プ ブロ ッ ク 開 始 ア ドレ ス 
1496H 一 1497H デー タプ ロッ クタ 実行 ア レス 
1498H 一 |49CH SAVE 時 タイ マー・ デ ー タ 
149DH 一 149FH 00H ( 未 使用 ) 





WW 


ッ セ ー ジ ・ デ ー タ Unprintable、 し error", 0 
ッ セ ー ジ ・ デ ー タ “in ご"。 0 
ッ セ ー ジ ・ デ ー タ Ok”, 0 

デー タ CHR$( 7 ) 十 “Break”, 0 
ッ セ ー ジ ・ デ ー タ “7? こ ”, 0 
定数 : 単 精度 60 の 内 部 表現 ( 5 バイ ト )。 時 刻 計算 用 。 
定数 : 単 精度 86400 の 内 部 表現 (5 バイ ト )。| 日 の 秒 数 。 
TIME 文 、TIME 関 数 用 ワー ク ・ エ リア (5 バイト) 
FOR の 制御 変数 終了 値 バ ッ フ ァ (6 バイ ト ) 
INPUT 文 等 用 SP バ ッ フ ァ (2 バイト) 
未 使用 ( 2 バイ ト ) 
DTL 用 デー タ ・ ポ イン タ ( 行 番号 )( 2 バイ ト ) 
デー タ ・ ポ イン タ (アド レス )( 2 バイ ト ) 
RESTORE フ ラグ 


0 


3 生 必 3 半 ペ 間 


通常 予約 語 ワ ー ド ・ テ ー ブ ル 
拡張 予約 語 ワ ー ド ・ テ ー ブ プ ブル 
関数 予約 語 ワ ー ド ・ テ ー ブ ル 
通常 予約 語 エ ント リー・ ア ドレ ス ・ テ ー ブ プル 
拡張 予約 語 エ ント リー・ ア ドレ ス ・ テ ー プ ブル 


未 使用 ( 2 バイ ト ) 
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32 


か ーー プ あの 
BASIC BASIC 





機 能 


デジ ボラ リー マト UM グ * エ リア 孝 ド レス ネギ | (2 パイ トド ) 


通常 の SP 退 避 エ リア (2 バイト) 

MAXFILES の 値 

あー ペデ タダ が 

CONT フ ラグ 

ネト リッ ツー デー ダー パッ アァ 売 呈 だ ドレ る ん も 2 イト 】 


この フラ グ が 00H で な いと 、 ダ イレ クト ・ ス テー トメ ント 実行 時 に エラ ー と な る 。 


トレ ー ス ・ フ ラグ 

オー トス ター ト (LOAD,R) フラ グ 
AUTO フ ラグ 

次 行 の アド レス ( 2 バイ ト ) 

エディ タ 注 目 行 番号 (2 バイト ) 
AUTO 時 の 増分 (2 バイ ト ) 
現在 実行 中 の 行 番号 (2 バイ ト ) 

エラ ー ト ラッ ピ シ ング ・ ヌ ター ト ・ ア ドレ ス (2 バイト) 
エラ ー 行 の 次 行 が 始ま る アド レス (2 バイト ) 
エラ ー 行 番号 (ERL 相 当 ) (2 バイト) 

エラ ー 箇 所 アド レス (2 バイト ) 

現在 実行 中 の アド レス (2 バイト) 

エラ ー 番 号 バ ッ フ ァ (ERR 相 当 ) 

BREAK 箇 所 アド レス (2 バイト ) 

BREAK 行 番号 (2 バイ ト ) 

BREAK 行 の 次 行 が 始ま る アド レス (2 バイト) 
未 使用 ( | バイト) 

FOR 文 で の 制御 変数 の スト リン グ ・ デ ィ ス クリ プ ブタ (3 バイト ) 
未 使用 ( 2 バイ ト ) 

FOR 文 で の 制御 変数 の 先頭 | 文字 の ASCII コ ー ド 
ディ レイ ・ フ ラグ (PRINT 廊 改行 時 な ど に 入る ) 
OPTION BASE 実 行 済 フ ラグ 

ON KEY GOSUB 定 義 テ ー ブ ル (2 X10 バ イト ) 
SCREEN 文 処理 ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル (2 X 4 バイト) 
グラ フィ ッ ク 画 面 肌 カラ ー・ コ ー ド 

グラ フィ ッ ク 処 理 用 場合 分 け (2 バイ ト ) 
グラ フィ ッ ク 処 理 用 モー ド ・ テ ー ブ ル (2 6 バイト) 
未 使用 ( 2 バイ ト ) 

CIRCLE 用 SIN テ ー ブ ル (1I82 バ イト ) 
TEMPO 換 算 値 (2 バイ ト ) 

音符 長 先 頭 バ イト (3 AH ニ 30H 十 |0) 
音符 長 デ ー タ (1I0 バ イト ) 

PSG A チ ャ ン ネ ル ・ バ ッ フ ァ (9 バイト) 

PSG B チ ャ ン ネ ル ・ バ ッ フ ァ (9 バイ ト ) 

PSG C チ ャ ン ネ ル ・ バ ッ フ ァ (9 バイ ト ) 
(通常 音 用 ) 分 周 比 テー ブル (2 X7 バ イト ) 
(半音 用 ) 分 周 比 テー ブル (2 メ X7 バ イト ) 
PUT) モ ー ド 処理 テー ブル 

未 使用 ( 4 バイ ト )。 

HCOPY 0 一 4 処理 サブ ルー チン ・ テ ー ブ ル (2X5 バ イト ) 
PAINT 用 バッ ク カ ラー (8 バイ ト ) 
WINDOW 使 用 中 フラ グ 

ピュー ポ ボート xr 方向 開始 位置 (X。) 2 バイ ト 
ビ ピュー ポー ト ヵ 方 向 開始 位置 (Y。) 2 バイ ト 
ビ ピュー ポート x 方 向 の 長 さ (X。 一 X。) 2 バイ ト 
ビュ ー ポ ー ト ヵ 方 向 の 長 さ (Y。 一 Y。) 2 バイ ト 
ウィ ンド ウ ヶ x 方 向 開始 位置 (X,) 5 バイト 
ウィ ンド ウ ヵ 方向 開 始 位置 (Y)) 5 バイト 
ウィ ンド ウ ェ ヶ x 方 向 表示 比 ( 紀 三 計 ) 5 バイト 
ウィ ンド ウ ヵ 方 向 表 示 比 (や 三 5 バイ ト 
SCREEN 用 ワー ク ( 0 ペー ジ 用 ) 





テー プ デイ ズ ク ュ 
BASIC BASIC 機 BE 
5 3 62 53A2 |SCREEN 用 ワー ク (| ページ 用 ) 

5 3 6 3 53A3 |CANVAS フ ラグ (GRAM | 用 ) 


5 364 53A4 / (GRAM 2 用 ) 
5365 53A5 / (GRAM 3 用 ) 
5366 53A6 |LAYER フ ラグ (テキ スト 用 ) 
5367 53A7 / (GRAM | 用 ) 
5368 | 53A8 / (GRAM 2 用 ) 
5369 53A9 / (GRAM 3 用 ) 


536A | 53AA |CSIZE フ ラグ 

536B | 53AB | メッ セー ジ ・ デ ー タ KEY”, 0 

5B9D | 5BDD | 定数 : 倍 精度 で 指数 表現 に な ら な い 最 大 数 士 | (=1D 十 I6)。8 バイ ト 
5BA5 | 5BE5 | 定数 : 倍 精度 の 1000000000000000。8 バ イト 。 


5 BAD 5BED | 定数 : / IO00000000000000 。8 バ イト 。 
5BB5 5BF5 | 定数 : / I0000000000000 ce /S 年 ド 。 
5 BBD 5BFD | 定数 : / I000000000000 。 # ノ パイ ト 。 
5BC5 5CO5 | 定数 : / 100000000000 。 癌 7 パイ ド 。 
5 BCD 5COD | 定数 : / I0000000000 cx 交 み 5 叶 ド 。 
5BD5 5CI5 | 定数 : / I000000000 が あま イド ト 。 
5 BDD 5CID | 定数 : / 100000000 が な ド a 
5 避 E 5 5C25 | 定数 : / I0000000 oe 閉まり 
5BED 5C2D | 定数 : 1000000 KR 得 M 本 も 
DBF 5 5C35 | 定数 : / 100000 の か ZN る 
5BFD 5C3D | 定数 : / 10000 py AN 有 7 か ゅ 
5C05 5C45 | 定数 : / 1000 gg き /9 も 。 
5C0D 5C4D | 定数 : ク 100 AA 
5CI5 5C55 | 定数 : / 10 ec なみ N ず すま 。 
5CID 5C5D | 定数 : / | 。 8 バイ ト 。 
の 村 用 り 5C65 | 定数 : / | : な ト 。 


5C2D 5C6D | 定数 : 倍 精度 で 指数 表現 に な ら な い 最 小数 
(0.0000000000000001)。 8 バイ ト 。 

5C35 5C75 | 定数 : 単 精度 で 指数 表現 に な ら な い 最 小数 
(0.00000001) 。5 バ イト 。 

6E8A | 685E | メッ セー ジ ・ デ ー タ “Are、you、 し sure、, ? 、, ( ヶ こっ or し ヵ )「, 0 

5CBA 68BB | デバ イス SCR の テー ブル (48 バ イト ) 

5 D 3 7 6938 | デバ イス CRT の テー ブル (48 バ イト ) 

5DAE 69AF | デバ イス KEY の テー ブル (48 バ イト ) 

5DE 3 69E4 | デバ イス LPT の テー ブル (48 バ イト ) 

5EI7 6AI8 | デバ イス CAS の テー ブル (48 バ イト ) 

626E 6ECE | ファ イル 属性 用 メッ セー ジ “Asc", 0 


D だ すず 2 6ED2Z / ^Bin", 0 
6276 6ED6 / ^Dir", 0 
627A 6EDA / ^Bas", 0 
の か も 6EDE | 曜日 用 メッ セー ジ ^SUN” 
628| 6EE Il / ^MON" 
6284 6EE4 / UE 
6287 あう 」 / ^WED“ 
628A EEA / ~THU" 
628D 6EED / ~FRI" 
6290 6EF0 / ^SAT" 
6293 6EF3 / 人 


6296 6EF6 | デバ イス MEM の テー ブル (48 バ イト ) 

6333 6F9D | デバ イス EMM の テー ブル (48 バ イト ) 

63EA 704B |MEM、EMM、 デ ィ ス ク の 「 ラ イト ・ デ ー タ 」 用 ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル (2 3 バイト ) 
63F0O 間 導 | / 「 リ ー ド ・ デ ー タ 」 用 ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル (2 X 3 バイト) 
63F6 人 評 f / 「 べ ベリファイ 」 用 ジャ ンプ ・ テ ー ブ ル (2 X3 バ イト) 
6717 749| | デバ イス ・ テ ー ブ ル ・ エ ンド ・ マ ー ク 0000H(2 バ イト ) 

6EA2 7493 |DEVICE 廊 で 指定 し た デフ ォ ル ト ・ デ バイ ス 名 (4 女 字 士 “:“ の 5 バイ ト ) 

6EA7 7498 | ファ イル ・ デ ィ ス クリ プ タ 用 バッ ファ (32 バ イト ) 
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デー | だす みみ 
BASIC BASIC 





未 使用 ( | バイ ト )。 
デバ イス 名 パッ ファ (3 バイト) 
未 使用 ( 2 バイト)。 
デバ イス ・ コ ント ロー ル 用 バッ ファ (FDD 制 御 な ど ) 
デバ イス 番号 バッ ファ 
00H 三 SCR、01H 三 CRT、02H ニ KEY、 
03H 三 LPT、 04H 三 CAS、05H ニ MEM、 | 
06H= ニ EMM、07H ニ ディ スク 
LOADM で 指定 し た ロー ド 先 頭 ア ドレ スバ パッ ファ (2 バイ ト ) 
未 使用 (| バイ ト ) 


ディ スク ・ ド ライ プ ブ 0 の トラ ッ ク 番 号 ワ ー ク 
/ | の トラ ン 放 門 サ ー タ | テー ブフ BASIC 
/ es 
/ 3 の トラ ッ ク 番 号 ワ ー ク 


デバ イス 「 デ ィ ス ク 」( 0 : 一 3 :) の テー ブル (48 バ イト ) 
メッ セー ジ ・ デ ー タ “ こ Clusters、 し free", 0 
通常 エラ ー・ メ ッ セ ー ジ ・ テ ー ブ プ ブル 
ファ イル 関係 エラ ー・ メ ッ セ ー ジ ・ テ ー ブ ル 
関数 予約 語 ジ ャ ンプ ・ テ ー ブ プ ブル 
未 使用 (5 バイト )。 
配列 変数 に 格納 され る デー タ の テキ スト ・ ポ ボ ポイ ンタ (2 バイト) 
未 使用 ( 2 バイ ト ) 
配列 定義 済 フ ラグ (00H= 未 定義 、FFH= 定 義 済 ) 
OPTION BASE の 値 (0 か |) 
ジョ イス ティ ッ ク 変 換 用 テー ブル (2 X 8 バイ ト ) 
CALC 用 ワー クエ リア (2 バイト) 
仮 変数 の 変数 エリ ア ・ ポ イン タ (2 バイ ト ) 
仮 変 数 へ の 代入 箇所 の テキ スト ・ ポ イン タ (2 バイト) 
未 使用 ( 2 バイ ト )。 
ATN 計 算 用 浮動 小数 点 デ ー タ (2 バイ ト テ 7EH、 4 CH) 
ATN 計 算 用 浮動 小数 点 デ ー タ (2 バイ トニ 80H、 2 BH) 
定数 : 倍 精度 の ソ 2 一 | (8 バイト) 
SIN 用 定数 デー タ (8 X 8 バイ ト ) 
COS 用 定数 デー タ (8 8 バイト ) 
ATN 用 定数 デー タ (8 XI0 バ イト ) 
定数 : 倍 精度 の z/4 (8 バイ ト ) 
定数 : 倍 精度 の z (8 バイト) 
RAD 用 定数 
定数 : 倍 精度 の 発 (8 バイ ト ) 
定数 : 倍 精度 の 22 ( 8 バイ ト ) 
LOG 用 定数 ( 8 XI6 バ イト ) 
定数 : 倍 精度 の ! 和 用 (8 バイト) 
定数 : 倍 精度 の LOG( 2 ) (8 バイ ト ) 
定数 : 単 精度 の LOG( 2 ) (5 バイト ) 
定数 : 倍 精 度 の LOG( 2 ) ( 8 バイ ト ) 
定数 : 単 精度 の LOG( 2 ) (5 バイト) 
へ ( べ キ 乗 計算 ) 用 ワー クエ リア (変数 型 )( 1 バイト) 
SIN 等 の 計算 用 FAC ア ドレ ス ・ テ ー ブ ル (2X6 バ イト ) 
SIN 等 の 計算 用 符号 ワー ク ・ エ リア (| バイト ) 
RANDOMIZE ワ ー ク エリ ア (2 バイ ト : 初期 値 ニ 4193H) 
EXP 計 算 用 ワー クエ リア (3 バイト) 
LOG 計 算 用 ワー クエ リア (1 バイト) 
各種 変換 用 ワー クエ リア (5| バ イト ) 
※ う ち 9CC9H 一 (ディ スク A5ACH 一 ) は 
内 部 表現 一 外部 表現 変換 用 の ワー クエ リア 
LIST 時 の 文字 数 カウ ンタ 
四則 演算 用 ワー クエ リア (|I2 バ イト ) 
FAC の 型 (02H= 整 数 、03H= テ 文字 列 、05H 三 単 精度 、08H= 倍 精度 ) 


ー 0 er 2 イ ス グ ム 
BASIC BASIC 機 BE 


9CF9 SWAP 用 な どの 汎用 ワー クエ リア (8 X 3 バイト ) 





























9DIl 変換 用 ワー クエ リア (7 バイ ト ) 
9DI8 DEFINT、SNG、DBL、STR 用 フラ グ ・ テ ー ブ ル 
(A 一 Z の 26 バ イト 分 ) 
9D32 DEFUSR テ ー ブ ル ( 2 XI0 バ イト ) 
9D46 変数 エリ ア 先 頭 ア ドレ ス (2 バイ ト ) 
9D48 ファ イル 用 スト リン グ バ ッ フ ァ 先 頭 ア ドレ ス ( 2 バイ ト ) 
※STRPTR 相 当 
9D4A テン ポラ リー・ ス トリ ング ・ エ リア 先頭 アド レス ( 2 バイ ト ) 
9D4C BASIC 用 SP 初 期 値 (2 バイト : 初期 設定 = ニ FE0OH) 
※CLEAR ア ドレ ス で 設定 され る 値 一 100H 
9D4E ユー ザー 用 マシ ン 語 フリ ー エ リア 先頭 アド レス (2 バイト) 
※CLEAR ア ドレ ス 
1 | で 設定 され る 値 
9D50 IPL、 モ ニタ ー 用 ワー クエ リア 先頭 アド レス (2 バイト) 
※ 初 期 設定 = ニ FF00H 
9D52 テキ スト ・ エ リア 先頭 アド レス (2 バイト ) 
※NEW ON アド レス て で 設定 され る 値 
※ 初 期 設 定 = 9FC5H (テー プ 版 ) 
三 A8A8H (ディ スク 版 ) 
9D54 中 間 コ ー ド バッ ファ (258 バ イト ) 
※ 起 動 時 に は 、 起 動 メ ッ セ ー ジ が 
格納 され て いる 。 
9E56 DATE 用 バッ ファ (| バイト) 
9E57 DAY 用 バッ ファ (2 バイト) 
9E59 TIME 用 バッ ファ ( 3 バイ ト ) 
9E5C キー 入力 バッ ファ (361| バ イト ) 
ー9FC4 
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I/ マ ッ フ プ 


付録 





※ 個 別 ア クセ スモ ー ド に お ける I/O マ ッ プ で す 。 
※ シ ステ ム 1/O ボ ー ト 部 分 を 中 心 に し て あり ます 。 
VRAM に 関し て は 第 1 章 、GRAM に 関し て は 第 2 章 で 詳 可 し まし た 。 


1/O アド レス (16 進 ) 














0000 ユー ザー 用 
0CFF 1/0 ポー ト 
0D00 外部 メモ リー (EMM 
ボー ド ) 用 1/0 ポ ボー ト 
0E00 ROM BASIC カー ド 
(CZ-8RB) 用 |/0 ボー ト 
0E80 生 中 RODM ポー ド ※0E80H、0OE81IH デー タ 入 出力 
(BZgKD 有 1Z0 ポ ー ト ※0E82H デー タ 読 み 出し の 
開始 ・ 終 了 指 示 
0 E8 2 
0FF8 ポン スク ラー イン ター フェ ー ズ 用 ※0FF8H FDC の CR、STR 
ek 0FF9H FDC の TR 
0FFAH FDC の SCR 
0FFBH FDC の DR 
0FFC 0FFCH FDD の モー ターON/OFF 
ヘッ ド 、 ド ライ ブ 指 定 
1000 パレ ッ ト (B) 設定 ポー ト 
まま パレ ッ ト (R) 設定 ポー ト ※ ア ドレ スバ ス の 上 位 8 ビット 
1200 パレ ッ ト (G) 設定 ポー ト As 一 As の み 有 効 。 
1300 | テキ スト . プ ライ オリ ティ 設定 ポー ト 
1400 
ROMCG アク セス ・ ポ ボー ト S 
> アグ ※ ア ドレ スバ ス の 上 位 8 ビッ ト Ai。 一 As、 
PCG (B) アク セス ・ ポ ー ト 下位 3 ビ ピット A ゥ 一 A。 が 有効 。 
1600 PCG (R) アク セス ・ ポ ー ト ※ Az 一 An に より フォ ント ・ パ ター ン の 横 
一 列 が アク セス され る 。 
だ PCG (G) アク セス ・ ポ ー ト 
1800 ※ ア ドレ スバ ス の 上 位 8 ビッ ト Ais 一 As、 
最 下位 ビッ ト A。 が 有効 。 
CRTC アク セス ・ ポ ー ト m So 
※1800H CRTC の レジ スタ 選択 
1801IH CRTC へ の デー タ 出 力 
1900 2 ー 
※ サ プ ブ CPU 8 0 C 4 9 と の デー タ 入 出力 
サブ 側 8255 ポー ト A SNMP 
ポー ト (キー スキ ヤン ・ ボ ー ト を 兼ね る ) 
1「A0O0O ※ ア ドレ スバ ス の 上 位 8 ビッ ト As 一 A。、 
下位 2 革 選 人 A。 が 有効 。 
※1A00OH メイ ン 側 8255 ポー ト A 
メイ ン 側 8255 6 
F 美 供 ] * / ポー ト B 
IA0O2H : / ポー ト C 
1 AO03H : / コン トロ ー ル ・ レ ジス タ 
1BOO 


※ ア ドレ スバ ス の 上 位 8 ビット Aa 一 Aa 
の み 有 効 。 
※ ジ ョ イス ティ ッ ク 入 力 ポ ボー ト を 兼ね る 。 


PSG の アク セス ・ ポ ー ト 
(デー タス 人 測 力 ) 


〇 つ 


くつ 本 










PSG の アク セス ・ ポ ー ト 
(レジ スタ 選択 ) 










IPLROM へ の 
バン ク 切 り 替 え 用 
出力 ポー ト 








メイ ン RAM へ の 
バン ク 切 り 替 え 用 
出力 ポ ボート 


アト リピ ビ ピュー ト VRAM 


テキ スト VRAM 


GRAM (B) 


| we 
| ww 












| 
の み 有 効 。 
dh 


※ ア ドレ スバ ス の 上 位 8 ビッ ト Ais 一 A』 
の み 有 効 。 

※ デ ー タ を 出力 する と 、IPLROM の バ 
ンク に 切り 替わる 。 


※ ア ドレ スバ ス の 上 位 8 ビット Ais 一 As 
の み 有 効 。 

家 デー タ を 出力 する と 。 メ イシ メモ リー 
が すべ て RAM に 切り 替わる 。 
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参考 文献 


マイ クロ コン ピュ ー タ 全般 に 関す る 文献 

本 書 を 執筆 する に 際 し て 参照 し た 献 、 お よび 、 本 書 執筆 後に 発刊 され た 文 づ 献 の うち 本 書 の テー マ に 
添う も の を 選ん で 以下 に 掲げ ます 。 本 婦中 で 【 〕 つき で 引用 し た 番号 は 、 以 下 の 廊 献 番号 に 対応 し て 
いま す 。 

Z 80 CPU の ハー ドウ ェ ア お よび 命令 体系 に 関し て は 、 次 の 本 を 参考 に し まし た 。 


[1] 図解 マイ クロ コン ピュ ー タ  Z80 の 使い 方 
(横田 英 一 著 。 オ ー ム 社 刊 。) 


[2〕] Z80 ア セン プラ 言語 入門 『 マ イコ ンピュータ No.7 」 
(白鳥 正美 、 額 田 忠 之 着 。 CQ 出版 社 刊 。) 


[3〕 工作 か ら プ ログ ラミ ング まで  Z80 マ イコ ン 実 習 入門 
(横山 直隆 著 。 技術 評論 社 刊 。) 

[4] 有 Zー80 マ イコ ン の 作り 方 《 電 子 科 学 プ ルー ブッ クス )》 No]1 
(大 川 善 邦 著 。 廣済堂 産 報 出版 刊 。) 


次 の 2 冊 の 本 は 、 い ずれ も 本 書 執筆 後に 発行 きれ まし た が 、Z80CPU の プロ グラ ム 技 法 の 解説 に 富 
ん だ 良書 な の で 掲げ て お きま す 。 


[5〕 MSX FAN SERIES 3 マシ ン 語 入門 (実践 編 ) 
(渡辺 卓也 、 樋 日 賢治 著 、。 エ ム ・ ア イ ・ エ ー 午 。) 


[6〕」 イン ター フェ ー ス 別冊 有 Z80 上 級 プ ログ ラミ ング 
ーー 一 制御 用 を 中 心 に し た 実践 アセ ンプ ラ 技 法 一 一 一 
(西沢 昭 著 。 CQ 出版 社 刊 。) 


次 の 3 上 冊 は 、CRT 画 面 の 表示 原理 を 勉強 する 上 で 参考 に な り ま し た 。 
[7〕 つく 〈 る シリ ー ズ 6 つく る CRT ディスプレイ 
(トラ ンジ スタ 技術 編集 部 編 。 CQ 出版 社 刊 。) 


[8 〕 SCIENCE AND TECHNOLOGY 電子 画像 の は な し 
(森内 雄一 著 。 日刊 工業 新聞 社 刊 。) 


[9〕」 マイ クロ コン ピュ ー タ CRT ディ スプ レイ 技法 《 電 子 科 学 シ リー ズ 〉 No.79 
(鈴木 私 十 二 著 。 廣済堂 産 報 出版 刊 。) 

周辺 LSI ( ベ ペリフェラル) に つい て は 次 の 廊 献 を 参照 し まし た 。 

[10]】 イン ター フェ ー ス LSI の 研究 「 マ イコ ンピュータ No。.2」 
(松本 吉彦 、 人 額田 恵 之 著 。 CQ 出版 社 刊 。) 


[11〕 続 イ ンタ ー フ ェ ー ス LSI の 研究 『 マ イコ ンピュータ No.8」 
(額田 忠之 、 加 藤 大 典 、 千 葉 憲昭 著 。CQ 出 版 社 刊 。) 


[12】 ホビ ー エ レク トロ ニク ス 作れ る マイ コン イン タフ ェ ー ス 
(矢野 越 夫 著 。 日 本 放送 出版 協会 刊 。) 

13] 作り な が ら 学 ぶ マイ コン 設計 トレ ー ニ ング 
(神崎 康 宏 著 。 CQ 出版 社 刊 。) 


14〕 "82 三菱 半導体 デー タブ ッ ク 
マイ クロ コン ピュ ー タ 関連 LSI 編 
(一 三 電 機 刊 。) 


み カセ ッ ト テ ー プ の フォ ー マ ッ ト に つい て は 次 の 記事 が 面白 いで す 。 


[15] テー プ の 物理 フォ ー マ ッ ト The BASIC 1984 年 5 月 号 』 
(大 場 不労 著 。) 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ネス ク お よび が FDC に つい て は 、 次 の 文献 を 参考 に し まし た 。 


[16] 最新 フロ ッ ピ ・ デ ィ ス ク 装 置 と その 応用 ノウ ハウ 
標準 プ / ミ ニン マイ クロ FDD シ ステ ム の 基礎 ・ 設 計 ・ 応 用 
(高橋 昇 司 著 。 CQ 出版 社 刊 。) 

[17]】 ディ スク 否 科 DOS & FLOPPY DISK SYSTEM 
( 柿 園 昭 修 、 橋 日 技研 著 。 技 術 評論 社 刊 。) 

[18] FM の ディ スク 百科 「The BASIC 1984 年 8 月 号 」 
(MAC. K 著 ) 


[19】 MB8876A MB8877A ユー ザー ズ マ ニュ アル 
(富士 通 株 式 会 社 刊 。) 


次 の 本 は 、 マ イク ロコ ンピュータ 全般 に つい て 大 変 答 強 に な り ま し だ た 。 と くに プ ブート スト ラッ プ の 項 
は 感激 的 で す 。 


[20] 図解 マイ コン の プロ グラ ム 考え 方 か ら OS ま で 
(平松 啓一 、 守 屋 慎 次 、 斉 藤 剛 和 著 。 オ ー ム 社 刊 。) 


マイ クロ コン ピュ ー タ 関係 の 専門 用 語 に つい て は 、 次 の 辞典 を 参照 し まし た 。 


[21] 新 マ イコ ン 用 語 辞 典 《 電 子 科 学 プ ルー ブッ クス >〉 No.4 
(日 本 電気 帳 電 子 デ バイ スグ ルー プ 編 著 。 廣済堂 産 報 出版 刊 。 ) 


[22]】 マイ コン OA 辞 典 
(井上 書 雄 著 。 電流 新 聞 社 刊 。) 
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あと が ぎ 


最初 の X 1 (CZ 一 800C) の 発表 以来 2 年 近く が 経過 し まし た 。 こ の 間 、X 1C、X1D、X1C、、 
X 1 Ck と いう X1 の 後継 機種 が 続々 と 発表 きれ 、X1 シ リー ズ は 8 ビッ トペ パー ソナ ルコ ンピュータ と し 
て 確固 た る 位置 を 占め る に 至り まし た 。 X 1 シリ ー ズ を 活用 する た め の ソ フト ウェ ア も 、 ゲ ー ム ソフ ト 
を 中 心 に 充実 し で き て で いま す 。 

この よう を な X1 シ リー ズ を と り ま く 状 況 の 中 で 、 ユ ー ザ ー と し て 敢 を て 1 つの 不満 な 点 を 指摘 する と 
すれ ば 、 解 説 書 の 少な さ が あ げ ら れ ま す 。 X 1 シリ ー ズ の 機種 は いずれ も 、 PC シリ ー ズ ・FM シ リー ズ 
に 優る と も 劣ら な い 性 能 を 持っ て いま す が 、 こ れ ら 両 シ リー ズ の 圧倒 的 な 解説 書 の 多き に 比べ る と 、X 
1 シリ ー ズ の 解説 書 は まだ まだ 不足 し て いる と いえ る で し ょ う 。 と くに 、 マ シン 語 に 関す る 解説 書 は ま 
だ 数 える ほど し か あり ませ ん 。 

私 は 、X 1 に より 初め て パソ コン の 素晴らし さ に 触れ た ユー ザー で 、 パ ソコ ン 経 験 も 2 年 に 足り ませ 
ん 。 こ ん な 私 が 本 書 の よう な 本 を 書 こ うと 思い 起 っ た の も 、 上 述 の 状況 と 無関係 で は あり ませ ん 。 も し 
私 が 、PC シ リー ズ や FM シリ ー ズ の ユー ザー で あっ た な ら 、 豊 富 な 良書 が あり ます か ら 、 自 ら 筆 を と っ 
て それ ら に 一 堪 を 加え よう と は 思わ な か っ た で し ょ う 。 

こう し て 、 本 書 は 「 人 気 機種 の わり に 本 が 少な い 」 と いう X 1 シリ ー ズ 独特 の 状況 に より 成立 し た の 
で す が 、 反 面 、 こ れこ そ が 本 書 の 特色 と も いえ る と 思い ます 。 従来 、 本 書 の よう な 本 は 「 人 解析 マニ ュ ア 
ル 」 と し て 、 専 門 家 の 方 々 に より 執筆 され る の が 通例 で あり まし た 。 こ れ ら の 本 は いずれ も 各 機 種 の 深 
いと ころ まで 解析 し て あり 、 熟 読 す る と 、 そ の 機種 の スー ザー な ら ず と も 学ぶ 点 が た くさ ん あり ます 。 
私 も 、 他 機種 用 に 書か れ た これ ら の 「 名 著 」 を 読ん で 、X 1 の マシ ン 語 を マス ター する こと が で きま し 
た 。 し か し 、「 解 析 マ ニュ アル 」 は 初心 者 向け で は な いた め に 、 勉 強 の 過程 で 何 回 も 壁 に ぶつ か り ま し た 。 
と くに 、 専 用 LSI の 機能 や 、 コ ンピュータ 独特 の 専門 用 語 ・ 概 念 の 知識 を 前 提 と し て の 説明 に は 、 理 解 
まで に 多く の 時 間 を 要 し まし た 。 

本 書 は 、 こ うし た 私 の 「 マ シン 語学 習 体験 」 を 生か し て 執筆 され て いま す 。 ページ 数 の 都合 で 、「Z80 
マシ ン 語 基礎 編 」 を 省 か せ て いた だ きま し た が 、 マ シン 語 に 興味 を 持ち 、X 1 を 実際 に マシ ン 語 で 動か 
し て みよ うと する 時 、 ユ ー ザ ー が ぶつ か る で あろ う 壁 に は 多く の ペー ジ を あて て 解説 し まし た 。 と くに 、 
X1 の Hu BASIC の 解析 に あたり 、 初 心 者 の 私 に と っ て 最大 の 難関 で あっ た 専用 LSI (8255 や FDC ) の 
解説 に は 力点 を 置い て いま す 。 本 書 が 読者 の 皆様 に 「X 1 マシ ン 語 活用 コー ス 」 の 近道 を 与 . る と すれ 
ば 、 私 に と っ て 最高 の 喜び で す 。 

私 目 身 が 詳し く な いた め に 、 本 書 に 盛り 込む こと の で き な か っ た 重要 な テー マ に は 、 

①X 1 に よる ビデ オ 活 用 法 
(デジ タル テロ ッ パ ー の 活用 や 、 コ マ 撮 り 録 画 な ど ) 
②X 1 に よる シン セ サ イ ザー 活用 法 
(MIDI 規格 の 活用 な ど ) 
な ど が あり ます 。 X 1 シリ ー ズ に は 、「V 1」( ビ ジュ アル ・ イ ン テ グ レー ショ ン ) と いう その 設計 思想 か 
らし て 、 ビ デオ や シン セ サ イ ザー と の ドッ キン グ は 最初 か ら 想 定 さ れ て いる は ず で す 。 これら に 堪能 な 
ユー ザー の 皆様 、X1 シ リー ズ を さら に 活用 する た め の ノ ウ ハ ウ を 公開 し て くだ さい 。X 1 シリーズ に 
秘め られ た だ 大きな 可 能 性 の 羽 を 開く た め に は 、 幅 広い ユー ザー の 方 々 の 奮起 な くし て は あり 得 ま せん 。 
最後 に な り ま し た が 、 本 書 の 出版 を 実現 し て くだ さっ た 帳 産 業 報知 モン ター ( 旧 社 名 廣済堂 産 報 出 版 ) 
の 皆様 な ら び に 帽 モ ダン の 皆様 に 感謝 を 捧げ 筆 を お きま す 。 


共 独 記す 。 
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アディ スプ ァ イ 20 
ディ セレ クト 90 
ディ レク トリ 151,152 


の 区 も 各 り デ 176 
テキ スト VRAM 

テキ スト 画面 

テキ スト 語 性 

た 売 スト プラタ イオ ゴリ り リティ 51 
デジ タル 信号 120 
デバ パ バイ ステー アル 178.198 
デバ イス 名 198 
デリ ー デ テッ ギド デー タダ タ ア ドレ スマ ー タ 164 
県 (漢字 ) 142 
テン シン キー 116 
転 直 (transpose) 87 
トー ン . ジ ジェネレータ DD 
同時 アク セス モー ド 44.77 
ドッ ト 38 
ドッ トイ ン ノ パク ト 方 式 86 
飛び 越し 走査 方 式 _21 
トラ ッ ク 147 
トラ ッ ク フ ォ ー マ ッ ト 156 
トリ ガー ボタ ン 62 
な 

内 蔵 カセ モッ ト 100.102.131 
内 部 表現 190 
長い パル ス 120 
4 

ニー ニー モニ ッ ク 5 
太 罰 タッ アァ ブル 70,75 
の 

グイ ズ ジ ェ ネ レー タ 56 
メン マ 丈 カプ ル * イ ン み ラプ ト 109 
は 

ゃ ペー 全 以 下 チ 108 
CI まこ 78.88 
倍 精度 192 
配列 変数 195 
ーー 152 
2 プ ザ 200 
も ツ ト 46 
バン ク グ 切 り 替 え 135.136 
が NF ドア デル 3 
2 ドッ ュー キン ダグ 68.80 
ひ 

引数 204 
ビグ ギル 38 


3 
ャ $ ヽ 


ブート スト ラッ プ 
ファ イル 

ファ イル 属性 

ファ イル モー ド 

プ ーー アデ ッ の \ 乏 ダダ 
フォ ー マ ッ ト 

2 キト aw 7 ジー シン 
物理 アド レス 

学 動 ア キュ ムレ ー タ 
浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ 
浮動 小数 点 演 算 
学 動 小数 上 京 形式 
フリ ー エ リア 

ズ 7 SW 天 

プログ クラ マヤ ウル 


プン リグ ラマ ヤブ ルル キャ ラク ジェ キビ レーク 


プ 刀 グラ プラ ミ シダ 
が テグ ド 
BA サイ 先 W 


Z 有 お ピー ディ 軸 ぼ コ ロウ ドロ ーー マ 


負 論 理 

分 周 

へ 

ンー 9 
まり 
平均 ボー レー ト 
ベク トル 

へ ツ ド (ディ スネ スジ) 
が PU グリ 
Sow ド だ a 王 まお 

ペリ アァ イ (ディ ミグ) 
変数 エリ ア 

変調 


洋一 

ボー レー ト 

ボ ポイ ンタ 

補助 記憶 装置 

ボ ポスト アン ブル 


"5 シン コー ド 
マス ク 不 能 割 り 込み 


み 
ミキ サー 


134 
122。.152 
152,178 
178.198 
159 
121 
41.144 
145 
206 
206 
210 
191 
206 
155 
23,63 
14 .29 
7 う 
130,174 
147 

157 

70 
90 


6 

6 

121 

110 

148 

66 

160 

161 

194 
119.120 


119 
119,126 
201 
119 
155 


5 
109,110 


56 


太い フイ パルス 
ッッ シン グ ・ ク ロッ ク 
= メ 全 み 選 一 デオ ダグ 


ュー ト 


777 777 77/ 


め 

メイ ン 側 8255 
メイ ン メ モリ ー 
メモ リー 空間 
メモ リー マッ プ 
も 

モー ドド 


モー ド 0 (8255) 
セー ド 」 (6255) 
モー ド 2 (8255) 
モー ド 2 (割り 込み ) 
文字 配列 変数 

モー ター 


ゆ 
コー デザ リザ ゲ ィ 


ユニ ッ ト 番 号 


子 約 語 
子 約 語 ジ ャ ンプ テー ブル 
子 約 語 ワー ド テ ー プ ブル 


Sr 


し の) 

デス グ が 

ラベ ル 

り 

朱 ト ザ 
リセ ッ ト ・ ス イッ ナチ 
両面 倍 密 

リロ ケー タプ ブル 
れ 
レコ ー ド 番号 
レデ ィ (Ready) 
ろ 
誰 理 アド レス 


わ 

割り 込み 
割り 込み 処理 ルー チン 
割り 込み ベク トル 

7 か が デマ キラ ドル 


120 
164.166 
147 

97 


(さり せ 。 120 
1 

1 

175 


65 
67 
70 
72 
110, 112 
196 
20 


150,151.167 
198 


178 
185 
183 


20 


161 
110 
148 
117,137 


148 
69.80 


148 


108 
109,113 
100 

96 
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^ バ ノ // マシ ン 語 活用 百科 

@ 人 | シリー ズ を マシ ン 語 で 活用 し よう と する 
際 に ぶつ ガ が る 難点 を 丁寧 に 解説 。 

@ 田面 表示 、 サ ウン ド 機 能 を は じ め 、 カ セッ 
ト 、 ブ リン 1、 漢 字 ROM、 フ ロッ ピー デ 
ィ ス な ご どの 豊富 な 機能 に 対応 。 

@ 瑞 辺 L ご |、| ひ ボー トマ ッ プ な ご ど 、 ハ ー ド 
ワ エ ア に まで つつ こん で 詳し ぐ 説 明 。 

@ 巻末 に 、SHARP HuBASIC エ ント リー・ 
どい し 人 。 ワー ツジ エリア 、 デ ー タ エリ ア の 
一 覧 表 こ |/ 〇 マッ ブ を 掲載 。 





W〆 


もの 。 メア / グー ゴー ロー トド 定価 2,.575 円 (本 体 2.50O 円 ) 


田 人 1 シリ ー ズ を マシ ン 語 で 活用 し よう と す 

る 際 に ぶつ か が る 難点 を て いね い に 解 説 。 

時 男 箇 表示 , サウ ンド 機能 を は じ め , カセ ッ ツ 

ト , ブ プリン, 漢字 ROM, フロ ッ ピ ー デ ィ 

スン な ご 豊富 な 機能 に 対 太 。 

田 衣 辺 LSI | プ O ボ ー ト マッ ツク な ど , ハー ド 

ワ エ ェ エア に まで つつ こん で 詳し く 説 明 。 

軒 巻 末 に , SNARP HuBASIC エ ント リー・ 

アド レス , ワー クエ リア 。 デ テー タダ エ リア の 一 

覧 表 | ノ の 〇 マップ を 掲載 。 ISBN4-8/7184-034-4 C3055 P2575E 
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